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はじめに 


本書では、 MS - DOS システムディスクに含まれるコマンド、および MS - DOS を使用する上で必要とな 
る知識を解説しています。 

本書は、 MS - DOS の基本操作を身につけた方を対象として書かれています。本書をご利用になる前に、 
「 MS - DOS 基本機能セット」の各マニュアルにひととおり目を通されることをおすすめします。 


■その他のマニュアル 

「 MS - DOS 拡張機能セット」には、本書の他に次のようなマニュアルが添付さ 
れています。必要に応じて參照してください。 

『日本語入カガイド』 

MS - DOS 上で利用可能な日本語入力機能について解説しています。日本語の入 
力を行う方法と、その他の有用な機能について詳しく説明し、また、辞書ファイ 
ルを保守管理するューティリティ （ DICM ) や、ューザーが独自の記号や漢字を作 
成して利用するためのューティリティ （ USKCGM ) についても説明しています。 

『プログラマーズリファレンスマニュアル Vol.l 』 

『プログラマーズリファレンスマニュアル Vol.2 』 

MS - DOS の内部的な技術情報を、詳細に説明しています。 Vol . 1では、 MS-DOS 
の提供する各種機能（システムコール、ファンクションコール）や、プログラム 
およびメモリ管理に関する技術情報を扱っています。 Vol. 2 では、周辺装置を制 
御するデバイスドライバについての情報を扱っています。 MS - DOS の内部機能を 
使用するプログラムを作成される際にご利用ください。 

『プログラム開発ツールマニュアル』 

「 MS - DOS プログラム開発ツールディスク」に収められているューティリティ 
プログラムの、詳細な使用法について解説しています。アセンブリ言語などでプ 
ログラムを開発される際に、ご利用ください。 
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本書の利用方法 


■本書の構成 

本書は、目的別に3部と付録から構成されています。各部の構成は次のように 
なっています。 


第1部コマンドの解説 

第1章では第2章以降を利用するにあたって知っておいていただきたい、基本 
的な用語などを簡単に説明しています。 MS - DOS の操作を熟知している方は、こ 
の章を読みとばしてもかまいません。 

第2章から第4章までは、 MS - DOS で使用する各コマンドの解説です。それぞ 
れアルファべット順に解説していますので、辞書的にご利用ください。 


第2部 MS - DOS を活用するために 

第1章と第2章では、 MS - DOS のシステム構築ファイルである CONFIG . SYS 
と、このファイルの中で指定する、、デバイスドライバ"の登録と変更方法、およ 
びコマンド検索パスなど、より使いやすい MS - DOS の操作環境を作るための方法 
を解説します。 

第3章から第5章では、テンプレート、リダイレクト、バッチ処理など、 MS - 
DOS のコマンド入力操作を便利にするための機能を解説しています。 

第6章では、 SETUP コマンドが參照する SETUP . INI ファイルについて説明し 
ます。 

第7章では、メニュー画面での操作方法や、メニュー項目の変更方法を解説し 
ます。 


第3部周辺機器を使うために 

キーボード、ディスプレイ、ディスクドライブ、メモリなど、周辺機器に関す 
る情報をまとめてあります。 

付録 

MS - DOS を使用中に表示されるメッセージの解説と、行いたい操作から該当す 
るコマンドを捜し出す索引および、 ASCII 制御コード表と、エスケープシーケンス 
表があります。 


(4) 



本書の利用方法 


■索引の利用方法 

本書には次のような3種類の索引が用意されています。調べたい事項に応じて 
ご利用ください。 

•コマンド、デバイスドライバ索引 . 目次後 

本書で紹介するすべてのコマンド、デバイスドライバをまとめた索引です。コ 
マンドなどの名前がわかっている場合にご利用ください。 

• 目的別コマンドガイド . 付録 B 

行いたい処理ごとに、どのようなコマンドやデバイスドライバを利用したらよ 
いかをまとめています。 

•索引 . 巻末 

本書で紹介するコマンド、デバイスドライバ、機能、用語などの総合索引です。 

■キー入力の表記について 

キー入力に関して、本書では次のように表記しています。 

• 単独で押すキー 

キーボード上の文字のうち、説明に必要な文字だけを厂つで囲んでいます。 


キーを 押す —I 丫」キーを 押す 


•組み合わせて（同時に）押すキー 

あるキーを押したまま放さずに、別のキーを押す場合は、各キーを、、十"記号 
でつないでいます。 

(CTRL | +〔 Z 丨キーを押す 
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■コマンド解説部分の見方 

第1部第2章から第4章のコマンド解説部分の表記方法は、次のとおりです。 


( 5 ) 

( 6 ) 

( 7 ) 

( 8 ) 

( 9 ) 

( 10 ) 


( 11 ) 

( 12 ) 


( 1 ) 


( 2 ) ( 3 ) ( 4 ) 


ADDDRV 


( V ) 外部コマンド| 


Ki^mm 

Iキヤラク: 


夕系デパイスドライパをメモリに読み込ませ、新たに実行可能にします。 


P^E3- 

| ADDDRV 


[<d : >][< パス名〉] <ファイル名〉 


•別表記 


•スイツチ 

/R AITKXI ) コマンドが使川していたメモリを開放します。 

•エラーレベル 

〇 篆 n : を满足していろ 

〇以外篆 n : を满 iii していない 


解 説 

マシンが起動された後でも.新たにコマンドラインからキャラクタ系デべイス 
ドライ/、•をメモリに饺録することができ主す。 

©銶能なデバイスドライパは、キャラクタ系デパイスドライ'、•だけです 。 MS 
DOS のシステムディスク内に人っているデバイスドライバでは次の t のか•該当し 
ます。 


注恚 

參デバイスフアイル名は予約フアイル名です。フアイル名にすることはでき 
ません。 


関連コマンドド 


* この例は、表記法解説のために構成したものです。解説の内容は、実際のもの 
と異なります。 
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(1) コマンド名 

別表記があるコマンドは、 （） 内に示しています。 


(2) オンラインヘルプ 

コマンド名の後に'7?〃 を付けて入力すると、機能や書式など、簡単な説明 
が画面に表示されるコマンドには、このマークが付いています。 

(3) ネットワークの対応 

ネツトワークに対応していないコマンドには、このマークが付いています。 


(4) 内部コマンド/外部コマンド 

そのコマンドが内部コマンドであるか、外部コマンドであるかを表していま 

す。第4章 「CONFIG . SYS のコマンド」にはこの表記はありません。 

(5) 機能 

コマンドの機能を簡単に紹介しています。 

(6) 書式 

コマンドを入力する場合の書式を示します。なお、書式中で使われる記号な 

どには、次のような意味があります。 

[]. この中の項目は省略可能であり、必要に応じて入力すること 

を示します。 

く〉 . この中は入力すべきデータであることを示します。カッコで 

指定されている項目（ファイル名など）を入力してください。 

{ }. この中には、、 ' r で区切られていくつかの項目が並んでい 

ます。このうち、必要なものを選んで入力することを示しま 
す。どれか1つは必ず入力しなければなりません。 

. 必要に応じて何度か繰り返して入力できる項目を示します。 

I . これで区切られた項目は、いずれかを選んで入力することを 

示します。たとえば 、 ''BREAK [ON | OFF ]" と記載され 
ている場合は、 '' BREAK"、''BREAK ON"、、、BREAK OFF " 
のいずれかを入力することを示します。 

d : . ドライブ名を表します。ドライブ名は、アルファベット1文 

字とコロン（：）を組み合わせて表現します。 


(7) 別表記 

そのコマンドの別表記です。どちらを入力しても動作は同じです。別表記が 
ないコマンドには、この項目はありません。 
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(8) スイッチ 

コマンドと一緒に指定して、機能を制御するものです。スイッチがないコマ 
ンドには、この項目はありません。 


(9) エラー レベル 

コマンドを実行した後に、その実行状態に応じてコマンドが返す値のことで 
す。エラーレベルの利用法については、第1部第3章 「 IF コマンド」を参照 
してください。エラーレベルが不定、あるいは常に一定の値しか返さないコ 
マンドにはこの項目はありません。 

(10) 解説 

コマンドの詳細説明や、使用例です。 

(11) 注意 

コマンド使用時の注意事項です。 

(12) 関連コマンド 

関連するコマンドを示します。 
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目次 
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コマンド、デバイスドライバ索引 
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1.4 周辺機器を表すファイル名（デバイスファイル名) 
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第2章 MS - DOS のコマンド 


ADDDRV 
APPEND 
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ATTRIB •• 
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BACKUP . 25 COPYA . 

BREAK .27 CTTY . 
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第 4 章 CONFIG.SYS のコマンド 
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コマンド、デバイスドライバ索引 


ADDDRV 

16 

APPEND 

18 

ASSIGN 

20 

ATTRIB 

23 

BACKUP 

25 

巳 ATKEY 

194 

BREAK 

27,208 

BUFFERS 

209 

CHDIR(CD) 28 

CHGEV 

29 

CHKDSK 

30 

CHKENV 

32,301 

CHKFIL 

33 

CLS 34 


COMMAND 35 

COPY 37 

COPY2 

42 

COPYA 

44 

CTTY 47 

CUSTOM 

49 

DATE 52 

DEL(ERASE) 54 

DELDRV 

56 

DEVICE 

211 

DICM 57 

DIR 58 



DISKCOPY 60 
DUMP 63 
ECHO 196 
EDLIN 66 
EMM . SYS 239 
EMM386. SYS 241 
EMSMNT 78 
EXE2BIN 79 
EXIT 80 
FC 81 
FCBS 212 
FILECONV 84 
FILES 213 
FIND 94 
FONT.SYS 237 
FOR 197 
FORMAT 96 
GOTO 199 
GRAPH.SYS 235 
HDUTL 112 
IF 200 
JOIN 115 
KEY 116 
LABEL 129 
LASTDRIVE 214 
LIB 131 


LINK 132 
MAKE 133 
MAOIX 134 
MAPSYM 135 
MENU 136,313 
MENUED 137,328 
MKDIR(MD)138 
MORE 139 
MOUSE.SYS 229 
MSASSIGN 141 
NECAIK1.DRV 227 
NECAIK2. DRV 227 
NECAIKEY 142 
NECDIC. DRV 227 
PATH 143 
PAUSE 202 
PRINT 145 
PRINT. SYS 230 
PROMPT 147 
RAMDISK.SYS 225 
RECOVER 149 
REM 204 
RENAME(REN)151 
RENDIR 152 
REPLACE 153 
RESTORE 155 


RMDIR(RD)157 

RSDRV 

.SYS 233 

SEDIT 

158 

SET 

159 

SETUP 

161 

SETUP2 162 

SHARE 

163 

SHELL 

215 

SHIFT 

205 

SORT 

164 

SPEED 

166 

SUBST 

170 

SWITCH 172 

SYMDEB 179 

SYS 

180 

TIME 

181 

TREE 

183 

TYPE 

184 

USKCGM 186 

VER 

187 

VERIFY 

188 

VOL 

189 

XCOPY 

190 


*拡張子が付いているものはデバイスドライバ、その他はコマンドです。 
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「第 1 部コマンドの解説」は、 MS-DOS の持つ多くのコマンドの機能 
について1つ1つ詳しく述べられています。 


基本的なコマンドの書式の読み方から解説を始めて、コマンドライン 
から使用できるコマンド、バッチファイル内で使用できるコマンド 、 CONFIG . 
SYS 内で使用できるコマンドと全部で4つの章に分かれており、コマンド 
の説明の各章において各コマンドはアルファべット順にならんでいます。 


その他、これらコマンドを有効に使用するための解説については、第 
2、3部に記されています。 


本書を最初に手にしたときは、本第1部よりも、このあとの第2、3 
部の内容をご利用になると思われますが、 MS - DOS を有効に活用しよう 
と思われたときにはこの第1部が役立つと思われます。その際にすぐに 
必要な情報が参照できるように、本第1部は 「 MS - DOS の手引き」とし 
て使用できるように心がけて編集いたしました。 


ぜひ本第1部を有効にご利用いただいて、 MS - DOS を活用してくださ 











コマンド操作のための基本事項 


本章では、 MS - DOS のコマンドを使っていくうえで必要となる用語や基本的な操作方法について解説 
します。各項目について詳しいことを知りたい場合は、第2部を参照してください。 


1.1 ファイル名 


■ファイル名の構造 

ファイル名は図のように、、名前"と、、拡張子"に分けられます。 

TEST. DOC 

名前拡張子 


へ名前"はそのファイルの内容を表します。''拡張子"はそのファイルの性質を 
表すために用いると便利です。アプリケーションソフトによっては、そのソフト 
で作られたファイルに独自の拡張子を付けるものもあります。 

■ファイル名の制約 

ファイル名に使用できる文字や長さには、次に示すような制約があります。 


最大の文字数 

名前 拡張子 

8 文字まで 3 文字まで（省略可能） 

使用できる文字 

半角文字 （ 1バイトコード文字） 

アルファベット （ A 〜 Z ) 

数字 （0 〜 9) 

カタカナ 

一部の記号（$&#%’ 〜！） 

全角文字 （2 バイトコード文字） 

記号、漢字、ひらがな、カタカナなど 

使用できない 
ファイル名 

AUX 、 CON 、 PRN 、 NUL 、 CLOCK などの予約ファイル名 
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、、最大の文字数〃とは半角文字 （ 1バイトコード文字）を使った場合の計算で 
す。全角文字 （2 バイトコード文字）を使った場合は、1文字で2バイトとして 
計算します。 

、、 AUX " や 、、 CON " などはデバイスファイル名（後述）として予約ファイル名 
になっているので ''AUX • DAT " のように、ファイル名として使うことはできま 
せん。ただし 、、 AUXX . DAT " というように名前の一部として使うことはできま 
す。 


1.2 ディレクトリとディレクトリ名 

ディレクトリにはファイル名、ファイルの大きさ、作成（更新）日付など、フ 
ァイルを管理するための情報が記録されています。 

■階層ディレクトリ構造 

初期化されたディスクには、基本となるディレクトリが1つ作成されています。 
これが、、ルートディレクトリ"です。ルートディレクトリには、複数のフアイル 
や、、サブディレクトリ"を作成することができます。 

図 1-1 

—— I MEMO I—— TEST. MEM 


REPORT.DOC 
KAIRAN .TXT 


- NOTE•TXT 
] はディレクトリ 


—— I DOC | —— 


—— I TEXT | — 


このような段階的に分けた構造を、、、階層ディレクトリ構造〃と呼んでいます。 
ルートディレクトリは削除したり、変更したりすることはできませんが、サブデ 
ィレクトリは自由に作成/変更/削除することができます。 

ディレクトリ名の付けかたはファイル名と同様で、8文字までの名前と3文字 
までの拡張子からなります（ただし、一般にディレクトリ名には拡張子を付けま 
せん）。 

階層ディレクトリ構造を利用して、ファイルをその目的や内容によって分類す 
ると、効率よくファイルを管理できます。 

ルー トディレクトリに作成できるファイルやサブディレクトリの個数には制限 
があります。これについては、第3部第3章「ディスクドライブ」を参照してく 
ださい。 
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1.3 パス名 


COMMAND 

DOS 

MENU 

SETUP 

NEC AI 

NECDIC 

CONFIG 

AUTOEXEC 


A> 1 —作成日付、時間 

-ファイルサイズ（単位；バイト） 

ファイル名-ディレクトリの場合の表示 

1W W 圓 1 卿 _ 1535M WBam 


1 .3 パス名 

あるディレクトリが階層ディレクトリ中のどこにあるかを指し示すには、、、 パス 
名〃を使います。 

■パス名の書式 

パス名は、ルートディレクトリから目的のディレクトリに至るまでの経路を、 
、'¥〃 で区切りながら並べたもので、次のような書式になっています。 

[¥] [〈ディレクトリ名〉 ¥] …[〈ディレクトリ名〉 ¥] 〈ディレクトリ名〉 

図 1-1 を例にとると、この中の、 v MEMO " というディレクトリに対するパス名 
は、 

¥ DOC¥MEMO 

となります。最初の''、¥〃記号は区切り記号ではなく、ルートディレクトリを示し 
ます。 


A>DIR 

舄だ卜デぶ クのボリュームラベルはありません • 


■ディレクトリの中を調べる 

ディレクトリの中にあるサブディレクトリやファイルを調べるには、 DIR コマン 
ドを使います。このとき画面に表示される内容には、次のような意味があります。 


②ば念念| 


XXXXXXXXXXXXXXXX 

1 -XXI-XX 

11 

XXXXXXXXXXXXXXXX 


す. 

ます 

りで 

あ能 
〒が可 

’用 



フト 

nNUDEFSYSSYS sys#yw 
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■パス名を使ったファイル指定 

階層ディレクトリ中の特定のファイルの位置を示すには、そのファイル名の前 
にパス名を付けます。図 1-1 を例にとると、この中の、' TEST. MEM" というフ 
ァイルを指すには、 

¥DOC¥MEMO¥TEST . MEM 

となります。一般的にはドライブ名を含めて 


[<d : >][¥] [〈ディレクトリ名〉 ¥] ••.[くディレクトリ名〉 ¥] 〈ファイル名〉 


というように表現します。先頭の、、 d : " はドライブ名を示します。1つのディレ 
クトリに同じファイル名のファイルを複数作ることはできませんが、ディレクト 
リやドライブが違えばファイル名は同じでもかまいません。したがって、ある1 
つのファイルを厳密に特定するには、ファイル名の他にドライブ名やディレクト 
リ名が必要になります。 

■絶対指定と相対指定 

ファイル名やディレクトリ名の指定には、ルートディレクトリを基準にしてル 
ートディレクトリからの経路で指定する、 v 絶対指定〃と、現在のディレクトリ r 力 
レントディレクトリ"と呼びます）を基準にしてカレントディレクトリからの経 
路で指定する、、相対指定〃があります。絶対指定については前述しましたので、 
ここでは相対指定について説明します。 

サブディレクトリで DIR コマンドを実行すると、次のようなデイレクトリが表示 
されます。 


.. サブディレクトリ自身を示す。 

.. 1つ上のディレクトリ（親ディレクトリ）を示す。 

図 1-1 を例にとると、カレントデイレクトリがルートディレクトリであるとき 
に 、、MEMO" デイレクトリに移動するには、 


CD DOC¥MEMO 

と入力します。ここで DIR コマンドを実行すると次のように表示されます。 
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1.4 周辺機器を表すファイル名 


A>CD DOC¥nEMO 
A>DIR 

ドライブ A: のディスクのボリュームラベルはありません . 
デイレクトリは A ： ¥DOC¥nEHO 


TEST 


<DIR> XX-XX-XX 

く DIR> XX-XX-XX 

MEM XXXX XX-XX-XX 


xxxx 齊イトが使用可能です . 


XX ： XX 
XX ： XX 

xx：xx 


A> 


■W msm ■棚 BKM 圓 _ iiiiilM ■■—11 画 MS3SM WBTM 


相対指定の方法では、 1 つ上のディレクトリ（親ディレクトリ）を示すのに、、./' 
を、自分自身（カレントディレクトリ）を示すには、、，を使います。したがって、 
図1 - 1で 、、DOC" の中の ''REPORT . DOC" というファイルを相対指定するに 
は、カレントデイレクトリは ^MEMO" ですから、 

..¥REPORT.DOC 

となります。これを絶対指定で指定すると 

¥DOC¥REPORT.DOC 

となります。このように、階層が深ければ深いほど、絶対指定ではキーをタイプ 
する量が多くなっていきます。そのような場合は、相対指定を利用した方がタイ 
プ量が減って便利です。 


4周辺機器を表すファイル名（デバイスファイル名） 

MS-DOS では、各種の周辺機器（デバイス）も ファイル として扱うことができ、 
それぞれのデバイスに固有の ファイル 名を付けています。これを、、デバイス ファ 
イル 名"と呼びます。デバイス ファイル 名には次のようなものがあります。 


フ 
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デバイスファイル名 

解説 

AUX、AUX1、AUX2 

補助入出カデバイス （RS-232C)。 補助入力装置と入出力 
を行う場合に使用します。 

CON 

コンソールデバイス（ディスプレイとキーボード）〇キー 
ボードから入力し、ディスプレイに出力する場合に使いま 
す。 

PRN 

プリンタデバイス。プリンタへ出力する場合に使用します。 

NUL 

ダミー入出カデバイス。コマンドの出力先を NUL に指定 
すると、どこにも出力されません。 

CLOCK 

MS-DOS の内部で使用されるデバイス。ユーザーは使用で 
きません。 


注意 

•デバイスフアイル名は予約フアイル名です。ファイル名にすることはでき 


ません。 


■デバイスファイルの利用例 

デバイスファイルを利用すると、コマンドの用途が広がります。いくつか実際 
によく利用される例を紹介しましょう。 

• ファイルの内容を印刷する 

ファイルの内容をプリンタに出力する例です。出力先のファイル名に PRN (プ 
リンタデバイス）を指定しています。 

COPY REPORT.DOC PRN 

または 

参照 © リダイレクト TYPE REPORT.DOC > PRN 

ク部卜第4章4 • 1「リダイ （ソはリダイレクト記号です。） 


8 





1.5 特定の意味を持つファイル名と拡張子 


• 短いファイルを作成する 

短いファイルなら、エディタやワープロソフトを使わなくても、 COPY コマンド 
とデバイスファイルを使って作成できます。次の例は、コピー元のファイル名に 
CON (コンソールデバイス）を指定しているために、キーボードから入力した文 
字をそのままコピー先のファイル （ LP . BAT ) の内容にすることができます。 

COPY CON LP . BAT 

この コマンドを 入力してリターンキーを押すと、画面では改行だけして入力待 
ちになります。ここで、必要な文字をキーボードから入力します。テキストはリ 
ターンキーを押したところで 1 行ず つに 区切られ、 f CTRL ) + [ Y ] ( f CTRL 1 キー 
を押しながら fY ] キーを押す操作を示す。ファイルの終わりを示すコード）を入 
力し、リターンキーを押せばいままで入力したテキストがファイルとして保存さ 
れます。 


1.5 特定の意味を持つファイル名と拡張子 

MS-DOS ではいくつかのファイル名や拡張子に特定の意味や役割を持たせてい 
ます。以下でそれらを紹介します。 

■特殊なファイル名 

MS-DOS は、起動時にシステムが入っている ディ スクのルート ディ レクトリか 
ら、次の2つのファイルを探します。これらのファイルが見つかった場合、ファ 
イルの内容に従って動作します。 

CONFIG.SYS . システム構築ファイル 

MS - DOS の動作環境を設定するファイルです。周辺装置や日本語入カシステム 
を使う場合も、このファイルに指定します 。 CONFIG . SYS についての詳細は、 
第2部第1章「システムの構築」を 、 CONFIG . SYS 内での各コマンドの指定方 
法は本部第4章 「 CONFIG . SYS のコマンド」を参照してください。 

AUTOEXEC.BAT . 自動実行バッチファイル 

MS - DOS の起動時に自動的に実行されるバッチファイルです。たとえば電源を 
入れたらいつも同じアプリケーシヨンソフトを使いたい場合などには、このフ 
アイルに使いたいソフトの起動コマンドを指定しておくとよいでしょう。 
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■特定の意味を持つ拡張子 

拡張子は通常、ファイルの性質を示すために用いられます。 MS - DOS で用いら 
れる拡張子は次のとおりです。 


拡張子 

ファイルの性質 

.COM 

.EXE 

.BAT 

.SYS 

.DRV 

.BAK 

実行可能ファイル 
実行可能ファイル 
バッチファイル 

システムファイル 

システムファイル 

バックアップファイル 


この他に、コマンドやアプリケーションソフトによって、特定のファイル名や 
拡張子に意味を持たせている場合があります。たとえば、 MS - DOS の KEY コマン 
ドは、特に指定がなければ、、 KEY . TB じという名前のファイルを参照します。 
また、 MS - DOS に付属のエディタプログラムである SEDIT 、 EDLIN は、、'. BAK " 
という拡張子の付いたファイルはバックアップファイルとみなして編集しないよ 
うになっています。 


1 . 6ワイルドカード 

DIR コマンドや COPY コマンドなど、ファイル名を指定するコマンドを使う際、 
複数のファイルをまとめて指定できるように、 MS - DOS には、、ワイルドカード" 
と呼ばれる記号が用意されています。ワイルドカードとは、任意の文字などの代 
用となる記号で、と〃があります。以下にそれぞれの機能と使い方を説 
明します。 

■クエスチョンマーク （7) 

クエスチョンマーク （？） は、ファイル名の中で、、任意の1文字"を表すワイ 
ルドカードです。任意の1文字はスペースでもかまいません0たとえば、 

TEST? . DOC 

と指定した場合、次のようなファイルをまとめて指定したことになります。 

TEST 1 .DOC TEST@ . DOC 
TEST 2 . DOC TEST . DOC 
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1.6 ワイルドカード 


■アスタリスク （*) 

アスタリスク （*) は、ファイル名の名前と拡張子の中で、それ以降が''1文 
字以上の任意の文字列〃を表すワイルドカードです。たとえば、 

氺 . DOC 

とすると、拡張子が' DOC 〃であるようなファイルすべてを指定したことになり、 
次のようなファイルが'該当します。 

TEST.DOC MEMO.DOC 

REPORT.DOC 予定 .DOC 

名前と拡張子の両方にワイルドカード、'*"を用いると、カレントディレクト 
リのすベてのファイルを指定したことになります。 

■ワイルドカードの使用例 

2種類のワイルドカードは、組み合わせて使うことができます。実際の使用例 
をいくつか示します。 

PROGRAM . * 

名前が '' PROGRAM "、 拡張子は任意のファイル。 PROGRAM . ASM 、 
PROGRAM . EXE . PROGRAM . DOC などが該当します。 

* .COM 

名前が任意、拡張子が'、. COM " のファイル。 COMMAND . COM 、 ASSIGN . 
COM などが該当します。 

TEST? . * 

名前が5文字以下で最初の4文字は'' TEST "、 5文字目は任意の文字、拡張子 
は任意のファイル。 TEST 1 . DOC 、 TEST 1 . TXT、TEST .丁 1 などのファ 
イルが該当します。 

?????.* 

名前が5文字以下で、拡張子は任意のファイル。 MORE . COM、SYS . EXE . 
PRINT . EXE などのファイルが該当します。 



第 1 章コマンド操作のための基本事項 


1.7 コマンドの種類 

MS - DOS のコマンドは、、、内部コマンド"と、、外部コマンド"に分類されていま 
す。 

■内部コマンド 

内部コマンドはコマンドプロセッサ (COMMAND . COM ) に内蔵されている 
コマンドで、 MS - DOS の起動後はいつでも実行できます。内部コマンドを実行す 
る際 、 '、A : DIR " のように、コマンドの前にドライブ名やパス名を付けることは 
できません。 

内部コマンドには、次のようなものがあります。なお、 （） 内の表記は、そのコ 
マンドの別表記です。どちらの表記でも実行できます。コマンドの詳しい使い方 
については本部第2章で解説します。 


BREAK 

EXIT 

RENAME (REN) 

CHDIR(CD) 

FOR 

RMDIR(RD) 

CLS 

GOTO 

SET 

COPY 

IF 

SHIFT 

CTTY 

MKDIR(MD) 

TIME 

DATE 

PATH 

TYPE 

DEL(ERASE) 

PAUSE 

VER 

DIR 

PROMPT 

VERIFY 

ECHO 

REM 

VOL 


■外部コマンド 

外部コマンドは、 、'. COM " や 、'. EXE " などの拡張子が付いたプログラムファ 
イルの形でディスクに納められています。実行時には、プログラムがディスクか 
らメモリに読み込まれます。そのため、外部コマンドを実行するときは、そのコ 
マンドが納められたディスクがドライブにセットされていなければなりません。 

外部コマンドはそのコマンドが納められたディスクのドライブ名とパス名を指 
定して実行します。 

例：カレントドライブにある場合 

A>FORMAT C : 


12 


コマンドの種類 


例： B ドライブの DOS というディレクトリにある場合 

A>B ： ¥DOS¥FORMAT C : 

この場合、次のような、、コマンド検索パス"を設定しておくと、ドライブ名、 
パス名の指定がなくても実行可能です。 

PATH B : ¥DOS 

このコマンド検索パスは、 MS - DOS を効率よく運用するためには必要なことで 
すので、第2部第2章2 . 2「コマンド検索パス」で詳しく解説します。 

バッチファイルを表す、'. BAT " という拡張子の付いたファイルも外部コマン 
ドと同様に実行することができます。また、ユーザーが開発したプログラムゃア 
プリケーシヨンソフトウエアも外部コマンドと同様に実行できます。 

外部コマンドには次のようなものがあります。 


ADDDRV 

EMSMNT 

NECAIKEY 

APPEND 

EXE2BIN 

PRINT 

ASSIGN 

FC 

RECOVER 

ATTRIB 

FILECONV 

RENDIR 

BACKUP 

FIND 

REPLACE 

BATKEY 

FORMAT 

RESTORE 

CHGEV 

HDUTL 

SEDIT 

CHKDSK 

JOIN 

SETUP 

CHKENV 

KEY 

SETUP2 

CHKFIL 

LABEL 

SHARE 

COMMAND 

LIB 

SORT 

C0PY2 

LINK 

SPEED 

COPYA 

MAKE 

SUBST 

CUSTOM 

MAOIX 

SWITCH 

DELDRV 

MAPSYM 

SYMDEB 

DICM 

MENU 

SYS 

DISKCOPY 

MENUED 

TREE 

DUMP 

MORE 

USKCGM 

EDLIN 

MSASSIGN 

XCOPY 
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MS-DOS のコマンド 


本章では、 MS - DOS のコマンドラインから使用できるコマンドについての説明が記されています。コ 
マンドには内部コマンド、外部コマンドがありますがすべていっしょにアルファべット順に列挙されて 
います。 

各コマンドの説明では、まずコマンド名の右側に「内部コマンド/外部コマンド」、「ネットワーク使 
用不可(( ^1^0 )」、「ヘルプ画面を持つ（（5))」等について記されており、さらに本文では、使用時の 
書式、コマンドオプションの機能、およびコマンド自身の役割等について記されています。 

じ乙）マークの付いたコマンドはヘルプ画面が参照できます。これらのコマンドでは、以下のようにコ 
マンドラインから入力すると、そのコマンドのヘルプが画面上で参照できます。 


くコマンド名> /? 







第 2 章 MS - DOS のコマンド 


ADDDRV 


[ キャラクタ系デバイスドライバをメモリに読み込ませ、新たに実行可能にします。 


? 外部コマンド 



[<d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉 


解 説 

MS-DOS が起動された後でも、新たにコマンドラインからキャラクタ系デバイ 
スドライバをメモリに登録することができます。 

登録可能なデバイスドライバは、キャラクタ系デバイスドライバだけです。 MS 
-DOS のシステムディスク内に入っているデバイスドライバでは次のものが該当し 
ます。 


NECAIK 1 .DRV |これらは必ず対で番号順に指定してください。 

NECDIC . DRV 
RSDRV.SYS 
PRINT . SYS 
MOUSE.SYS 
GRAPH . SYS 
FONT.SYS 

このコマンドを使用する場合は、あらかじめ新たに登録したいデバイスドライ 
バ名を列挙した〈ファイル〉を用意する必要があります。 

〈ファイル〉には、 CONFIG . SYS のコマンドである DEVICE コマンドを利用して 
使用したいデバイスドライバを記述します0 
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ADDDRV 


例： RSDRV . SYS と PRINT . SYS を新たに組み込みたい場合、次の 2 行を記述し 
たファイルを用意します。（ここでは、このファイルを、' OUT . DEV " と呼び 
ます。） 

DEVICE = RSDRV.SYS 
DEVICE = PRINT.SYS 

コマンドラインから次のように入力します〇 

ADDDRV OUT.DEV 


注意 

•キャラクタ系デバイスドライバが動作中（たとえば、日本語入カモードに 
なっているとき）は、使用することができません。 

•ADDDRV コマンドはそのままでは続けて実行することはできません。続け 
て実行したレ、場合は、以前に ADDDRV コマンドで登録したデノ《イスドライ 
バを、 DELDRV コマンドで取り除いておいてください。 

籲 ADDDRV コマンドは、他のプログラムの子プロセスとして実行することは 
できません。 

•PRINT コマンドによるバックグラウンド印刷中は、 ADDDRV コマンドを 
実行することはできません。 

•ADDDRV コマンドの実行中には、キー入力を行わないでください0入力し 
ても無視されます。 

•ADDDRV コマンド、 DELDRV コマンドをバッチフアイル中で使用する場 
合には、必ず ADDDRV — (アプリケーシヨン -0 DELDRV の順に実行し、 
バッチフアイル終了時にはドライバがメモリから開放されていなければな 
りません。 


関連コマンド ► DELDRV 

ADDDRV コマンド の実際の使用例については、第2部第2章2 .5 「キャラクタ 
系デバイスドライバの変更」を参照してください。 


MS 丨 DOS 



第 2 章 MS-DOS のコマンド 


APPEND 


外部コマンド 



I データファイルの検索パスの設定と表示を行います。 


nis 


1) 

APPEND 

[<d : >] [くパス名〉] [; [く d : >] [くパス名〉]…] 

2) 

APPEND 


3) 

APPEND 

/R 


•スイツチ 

/R APPEND コマンドが使用していたメモリを開放します。 


解 説 


コマンドの実行対象となるファイル（データファイル）を検索する際のパス（デ 
一タファイル検索パス）を設定できます0 

通常、データファイル名を伴ったコマンドの処理時に、ファイル名にパスを付 
けないで指定すると、データファイルの検索はカレントディレクトリのみを対象 
とします。しかし、 APPEND コマンドを使用してデータファイル 検索 パスを 設定 
した場合は、このパスも含めてデータファイルの 検索 を行います。 

データファイル検索パスは、コマンド検索パスと同じように、セミコロンに） 
で区切ることで複数設定することができます。 


参照〇フアンクシヨン 
リクエスト分『プログ 
ラマーズリファレンス 
マニュアル vol . 1』 


APPEND コマンドで対応している MS-DOS のフアンクシヨンリクエスト (INT 
21H) は次の通りです。 


番号 機能 

OFH FCB によるファイルのオープン 

23H ファイルの大きさを得る 

3DH ファイルハンドルのオープン 
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APPEND 


例：単にデータファイル検索パスを表示する 

APPEND 

例：データファイル検索パスを解除する 

APPEND ; 

この例の実行後は、カレントディレクトリのみがデータファイルの検索対象と 
なります。 

APPEND コマンドは、ネットワーク上のファイルに対しても、データファイル 
検索パスを設定することができます。 

例：データファイル検索パスを、カレントディレクトリ、ドライブ A の DOC 、 ド 
ライブ B の ¥ WORK¥JOB の順に設定する 

APPEND A : DOC ; B : ¥WORK¥JOB 


注意 

•ASSIGN コマンドと併用する場合は、必ず APPEND コマンドを先に実行し 
てから、 ASSIGN コマンドを使用してください。 

•データファイル検索パスを設定しておくと、エディタなどでカレントディ 
レクトリに存在しないファイルを読み込むことができます。しかし、，更新 
したファイルをセーブした場合そのファイルはカレントディレクトリに保 
存されます。元のファイルがカレントディレクトリになかった場合は更新 
されません。 


関連コマンド ► ASSIGN、PATH 


MS 目 DOS 
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ASSIGN 


(?) 外部コマンド 


MS-DOS の論理装置名に任意の物理装置名を割り当てることができます。また、ドライブ名を別の 
任意のドライブ名に害 U り当てることもできます。 


- 

I ASSIGN [〈論理装置指定〉=く物理装置指定〉[… ]] 


解 説 

ASSIGN コマンドは、論理的なデバイス名にさまざまな物理デバイスを割り当 
て直したり、ドライブ名を振り直したりすることができます。 

■論理装置の物理装置への割り当て方 

論理装置に物理装置を割り当てる場合は、く論理装置指定〉=〈物理装置指定〉 
という書式を用います。 

選択できる〈論理装置〉には次のものがあります。 


CI ( コンソール入力） 
C0 (コンソール 出力) 
PR (プリンタ出力） 

AI (補助入力） 

A0 (補助出力） 


選択できる〈物理装置〉には次のものがあります。 


KD 

または 

KEYBOARD 

(キーボード） 

SN 

または 

SCREEN 

(画面） 

R0 

または 

RS232C-0 

(標準の RS-232C インターフェイス） 

R1 

または 

RS 23201 

(RS-232C インターフェイス拡張ポート 1) 

R2 

または 

RS232C-2 

(RS-232C インターフェイス拡張ポート 2) 

PR 

または 

PRINTER 

(プリンタ） 

DY 

または 

DUMMY 

(ダミー） 
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ASSIGN 


出力装置としてダミー （ DY または DUMMY ) を割り当てると、実際の出力は行 
われません。 

論理入力装置の Cl 、 AI には、 KEYBOARD 、 RS 232 C -0、 RS 232 C -1、 RS 232 C 
-2 の物理装置の中からいずれか1つを割り当てることができます。 

論理出力装置の CO 、 AQ 、 PR には、 SCREEN . PRINTER . RS 232 C -0、 RS 232 C 
-1、 RS 232 C -2 の物理装置の中から最大4つまでを割り当てることができます。複 
数の装置を割り当てるときは、物理装置名をスペース（空白）で区切って指定し 
ます。 

例：コンソール出力を画面（ディスプレイ）とプリンタへ割り当てる 

ASSIGN CO 二 SCREEN PRINTER 

この例のように指定すると、画面への表示と同時にプリンタにも印字されるよ 
うになります。また、同時に複数の割り当てを行う場合は、次のようにスペース 
で区切って指定します。 

ASSIGN CO = SN PR A 0 = R 1 (省略形で記述した場合） 

この コマンドはコマンド ライ ン からの設定以外に、各種パラメータが コマンド 
ラインと同様に設定できる、メニュー画面を持っています。 

パラメータを省略して ASSIGN コマンド 実行すると、次のようなメニュー画面 
が表示されます。 


ASS IGN コマンド 


[論理装置] 

[物理装置] 

IBHEBSUFil 

キーボード 

コンソール出力 

デイスブレイ 

補助入力 

RS232C-0 

補助出力 

RS232C-0 

プリンタ出力 

プリンタ 

ドライブの設定 

OFF 

ドライブの状況 


終 了 



Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991 


し一.’ふ • ' 目を選択し、、リターンキーを押してください 

ヒすることができます） 


毐士な 54 521! fS'T 

RS232C-0 RS232C-1 RS232C-2 


MS 丨 DOS 
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メニュー 画面によるパラメータの設定では、画面に表示されるメッセージに従 
つて、カーソル移動キーやリターンキーを操作するだけでパラメータの設定を行 
うことができます。その際 、 rn rn キーで論理装置を選択し、卜〕 r -] キー 
で物理装置を選択します。 

■ドライブ名を他のドライブに割り当てる 

ドライブ名を他のドライブに指定する場合は、まず ASSIGN コマンドのコマン 
ド名のみを入力し、メニュー選択画面を表示させます。次に、メニュー選択画面 
の中から、ヽ'ドライブの指定〃を選択し、パラメータを次のように入力します。 


X = Y 

ここで X は、読み込み/書き込み時に、現在指定しているドライブ名です。 Y は、 
変更後のドライブ名です。 

複数のドライブの指定を行うこともでき、次のように、空白で区切ってパラメ 
一夕を入力します。 

A=C B=C 

指定したドライブを解除する場合は、メニュー選択画面から，ドライブの解除〃 
を選択します。また。ドライブの解除"で"はい〃を選択した場合は、指定した 
ドライブを解除するとともに ASSIGN コマンドの常駐部分を解放します。この機 
能により、メモリを有効に活用することができます。 


注意 

#ドライブに異なるドライブ名を割り当てると、実際のドライブ情報を要求 
するコマンドに対して本当のドライブを隠してしまいます。したがって、 
PRINT コマンド、 BACKUP コマンドを使う場合、あるいは通常の MS-DOS 
の操作をする場合などは、特別な事情がない限り ASSIGN コマンドは使用 
しない方がよいでしょう。 

• FORMAT コマンドや DISKCOPY コマンドは、どのようにドライブが割り 
当ててあってもそれを無視します。 

• RS -232 C 拡張ボードが接続されていないときは、拡張ポート （ RS 232 C - 1、 
RS 232 C -2) に論理装置を割り当てはできません。 

•ドライブの指定/解除をするには 、 、、MS ASSIGN . COM " がカレントドラ 
イブのカレントディレクトリに存在しなければなりません。 

•割り当てることのできるドライブ名は、 MS - DOS 起動時に接続されている 
ドライブに限ります。 
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ATTRIB 


ATTRIB 


外部コマンド 


ファイルに対して、2つの属性（アトリビュート）の設定または解除ができます。また、指定した 
フアイルの属性を表示します。 


[ATTRIB 


[+R I - R][+A | - A ] [く d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉 


•スイッチ 

+ R 指定したファイルにリードオンリー属性を設定します。 
-R 指定したファイルのリードオンリー属性を解除します。 
+ A 指定したファイルにアーカイブ属性を設定します。 

-A 指定したファイルのアーカイブ属性を解除します； 


解 説 

ATTRIB コマンドは、ファイルにさまざまな属性を設定したり解除したりする 
コマンドです。それぞれの属性は次のような意味になっています。 

リードオンリー属性 . ファイルの読み出しだけを許可 

アーカイブ属性 . ファイルに変更が加えられたことを示す 


IU ー ドオンリー属性 


ファイルにリードオンリー属性を設定すると、通常のコマンドではそのファイ 
ルを削除したり、更新したりすることができなくなります。そのため、大事なデ 
ータファイルやプログラムは、誤操作によってファイルを壊してしまわないよう 
にこの属性を設定しておくとよいでしょう。 


MS-DOS 
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■アーカイブ属性 

アーカイブ属性は、ファイルを作成したり、更新したりすると自動的に設定さ 
れる属性です。 BACKUP 、 REPLACE 、 XCOPY コマンドは、実行対象となるフ 
ァイルのアーカイブ属性を参照することができ、新規に作成/更新されたファイ 
ルだけをコピーすることなどができます。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにある拡張子が、、. DOC 〃のフアイ 
ルすベてにリードオンリー属性を設定する 

ATTRIB +R * . DOC 


■属性を表示する 

ファイルの属性を表示するときは、スイツチを付けずにフアイル名だけを入力 
します。 


例：カレントディレクトリのすべてのファイルの属性を表示する 

ATTRIB ホ .* 

表示されているファイル名の前に、 X R "が付いていればリードオンリー属性ノ A 〃 
が付いていればアーカイブ属性が設定されていることを表します。 


関連コマンド ► BACKUP 、 RESTORE、XCOPY 
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BACKUP 


BACKUP 


外部コマンド 




ディスクのバックアップを作成します。特に、固定ディスクの内容をフロッピィディスクに保存す 
るときに有効です。 




BACKUP « dl :> I くパス名> |〈ファイル名1〉} < d 2 : >[/ S ][/ M ][/ A ][/ P ] [/D : く日付〉] 

[/T : く時刻 〉] [/L : くファイル名2>] 


•スイッチ 

/S カレントディレクトリだけでなく、その下のサブディレクトリもバックアップします。 

/M アーカイブ属性が設定されているファイルだけをバックアップします。 

/A 受け側となるディスクに、バックアップファイルを追加します。受け側のディスクに元からあ 
つたファイルを削除しません。 

/P 受け側のフロッピィディスクに、可能な限りの量のバックアップを取ります。 

/ D : く日付〉 

指定された〈日付〉以降に作成/更新されたファイルをバックアップします。 

/T :〈時刻〉 

指定された〈時刻〉以降に作成/更新されたファイルをバックアップします。 

/L : くファイル名2> 

〈ファイル名2 > に、バックアップの記録を作成します 0 〈ファイル名2 > を指定しないと、送 
り側のデイスクのルートディレクトリに ''BACKUP . LOG " というバックアップ記録フアイル 
が作成されます。 


籲エラー レベル 

〇 正常終了 

1 バツクアツプするファイルが見つからない 

3 ユーザーによって中止された 

4 エラーによって中止された 


MS-DOS 
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解 説 

BACKUP コマンドは、おもに固定ディスクなどの大容量ディスクの内容を、安 
全のためにフロッピィディスクに分けて保存するためのコマンドです。 

{〈 dl :> | くパス名 > 丨〈ファイル名1〉}には、送り側のドライブ名、ファ 
イル名、パス名のいずれか、あるいはそれらを組み合わせたものを指定します。 
次の < d 2 ： > には受け側のドライブ名を指定します。 

送り側のファイルが1枚のディスクに入りきらなレゝ場合は、受け側のディスク交 
換の指示が出ます。指示に従ってディスクを入れ換えてください。 

正常にバックアップを終了した送り側のファイルのアーカイブ属性は解除され 
ます。 


例：ドライブ A のルートディレクトリをはじめ、すべてのサブディレクトリ内のフ 
ァイルまでを、すべてドライブ C にバックアップする 

BACKUP A : C : /S 

例 ： A : DOC 内のファイルのうち、アーカイブ属性が設定されているファイルだ 
けをドライブ C にバックアップする（受け側のディスクのファイルは削除しな 
い） 

BACKUP A : DOC C : /M/A 


注意 

•/ A スイッチを指定しないと、受け側のディスクにあるファイルはすべて削 
除されます。 

•バックアップされたファイルには、先頭にバックアップのための管理情報 
が付加されます。そのため実行可能ファイルでも、バックアップ後のファ 
イルは実行できません0このファイルを実行可能な状態に復元するには、 
RESTORE コマンドを使います。 

•送り側ディスクにサブディレクトリが多く存在する場合に、"メモリが足り 
ません"というメッセージを表示してバックアップを中止することがあり 
ます。このような場合は / S スイッチを指定せずに、ファイル名やディレク 
トリ名を直接指定してください。 


関連コマンド ► RESTORE 、 A 丁丁 RIB 
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BREAK 


BREAK 


内部コマンド 


( CTRL ]+ [^"1 または [STOP ) キーによって、どのようなときに中断できるかを設定します。 


看 

「 BREAK 


BREAK [ON | OFF ] 


•スイッチ 

ON すべての MS-DOS の機能を実行するたびに ( CTRL ) + [cj キーが押されたかをチェックします。 

OFF コンソール入出力、プリンタ出力時だけ [ CTRL ) + キーが押されたかをチェックします（既 

定値)。 


解 説 


BREAK コマンドは、プログラムの動作を中断する f CTRL ] + fT ] キー（または 
「STOP j キー)が押されたかどうかを、どのレベルまでチェックするかを設定する 
コマンドです。 


BREAK が OFF の場合は、 [ CTRL ] + QcJ キーで中断できるのは、プログラムが 
MS - DOS のコンソール入出力、プリンタの出力を利用しているときだけに限られ 
ます。 

BREAK が ON の場合は、 [ CTRL ] +厂キーで中断できるのは、プログラムが 
すべての MS - DOS の機能（フアンクシヨンリクエスト）を利用しているときにな 
ります。これによつて、通常は処理の中止ができない、ディスクの入出力時にも 
中断できるようになります。 

スイツチ（〇 N または OFF ) を省略して、 、、 BREAK " とだけ入力すると、現在 
の設定状況を表示します。 


また、 CONFIG . SYS の BREAK コマンドでも設定することができます。これに 
ついては、第2部第1章「システムの構築」を参照してください。 


MsiDOS 
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CHDIR(cd) 


内部コマンド 


カレントディレクトリを他の任意のディレクトリに変更します。また、カレントディレクトリ名を 
表示します。 


- 

1) CHDIR [く d : >] [〈パス名〉] 

2) CHDIR .. 


•別表記 

CD 


解 説 

CHDIR (または CD ) コマンドは、カレントディレクトリを変更したり、カレン 
トディレクトリ名を表示したりするコマンドです0 

例：カレントディレクトリが DOC ¥ JOB であるときに、これを ¥ DOC ¥ WORK へ 
変更する 


CHDIR ¥ DOC¥WORK (もしくは 、 CD ¥ DOC ¥ WORK ) 


パス名を指定せずに 、、 CHDIR " とだけ入力すると、そのときのカレントデイレ 
クトリを表示します。また、て HDIR B :〃のようにドライブ名を指定して入力 
すると、指定したドライブのカレントディレクトリを表示します0 

例：1つ上のディレクトリに移動する 

CD .. 

ディレクトリの移動、変更については、第1部第1章 1.3 「パス名」を参照して 
ください。 


関連コマンド kMKDIR、RMDIR 
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CHGEV 


CHGEV 


外部コマンド 



MS-DOS 
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CHKDSK 


外部コマンド 


ディスクのディレクトリ情報を検査し、ディスクの状況とメモリの容量を報告します。また、ディ 
スクに エラーが 見つかったときには、指定に応じてその修復も行います。 



[く d : >] [[〈パス名〉]くファイル名〉] [/ F ][/ V ] 


籲スイッチ 

/F ディスクに論理エラーが発見された場合は自動的に修復します。 

/V デイレクトリの詳しい状況まで報告します。 


解 説 

CHKDSK コマンドは、指定したドライブに入っているディスクのディレクトリ 
情報に誤りや矛盾がないかどうかを調べ、なければディスクの未使用領域がどれ 
だけあるかを表示し、誤りがあればエラーメツセージを表示します。 

/ F スイツチが指定されていると、ディレクトリ情報の論理エラー（ファイル記 
録情報の不整合など）が発見された場合は、その誤りを自動修復します。誤りが 
ないときは、ディスクとメモリの状況を次のように報告します。 
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CHKDSK 


A>CHKDSK /F 

xxmxxx バイト：全ディスク容量 

mxx バイト： x 個のシステムファイル 
xm バイト： x 個のディレクトリ 
xxxxm バイト ： xx 了固のユーザーファイル 
xxxxxm バイト：使用可能ディスク容量 


xxxm バイト：全メモリ 
xxxxxx バイト：癀用可能メモリ 


I №91 H3I I 


BKOni _■ mwm igga | 


/ V スイツチが指定されていると、より詳しいディレクトリの情報を表示します。 


注意 

籲 ASSIGN 、 JOIN または SUBST コマンドで指定されたドライブ名に対して 
は、 CHKDSK コマンドを使わないでください。 


関連コマンド ► RECOVER 、 SUBST 、 ASSIGN、JOIN 


MS—DOS 
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CHKENV 


外部コマンド 


メモリ容量、 MS - DOS のバージョン、ドライブ数などのチェックを行い、アプリケーションが実行 
できる環境にあるかどうかを調べます。結果はエラーレベルで返します。 


- 

I CHKENV [<d : >] [くパス名〉]くファイル名〉 

•エラーレベル 

0 条件を満足している 

0以外条件を満足していない 


解 説 

CHKENV コマンドは、くファイル名〉で指定されたファイルの内容に従って、 
システムの環境を調べ、特定のアプリケーションが実行できる環境であるかどう 
かを知るコマンドです0〈ファイル名〉の内容は使用するアプリケーションによっ 
て異なります。〈ファイル〉の内容については、第2部第6章「アプリケーション 
プログラムの登録」を参照してください。 

調べた結果は CHKENV コマンドのエラーレベルで知ることができます。 

関連コマンド _IF 
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CHKFI し 


CHKFIL 


外部コマンド 


SETUP コマンドで使用するコマンドです。コマンドラインからの入力はできません。 


MS—DOS 
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CLS 


画面を消去します。 


I CLS 


内部コマンド 


解 説 

ディスプレイに ANSI エスケープシーケンスの 、、ESC [2 J 〃 を送り、画面を消 
去します。 

エスケープシーケンスについては付録 Dr エスケープシーケンス表」を参照して 
ください。 


34 










COMMAND 


COMMAND 


外部コマンド 


新たにコマンドプロセッサ （COMMAND.COM) を起動します。 




C0MMAND [[く d : >] くパス名〉][く CTTY デバイス名〉] [/E : く環境エリアの大きさ〉] [/P][/C 〈パス名〉 
〈文字列〉] 


•スイッチ 

/E: く環境エリアの大きさ〉 

起動する COMMAND . COM で使用する環境変数用のメモリの量をバイト単位で指定します。 
指定できるのは160〜32768までで、既定値は160バイトです。 

/P 起動する COMMAND . COM をメモリに常駐させて、それ以上高いレベルへの抜け出しを禁止 
します。この場合 EXIT コマンドで親プロセスに戻ることができなくなります。 

/C 〈パス名〉〈文字列〉 

起動した COMMAND . COM で、〈文字列〉で指定されたコマンドを実行します。実行後は起動 
した COMMAND . COM を抜けて、元のコマンドプロセツサに戻ります。 


解 説 

COMMAND . COM は MS - DOS の標準コマンドプロセツサですが、1つの外部 
コマンドとしても実行することができます。 


[< d :>] 〈パス名〉には、 COMMAND . COM の非常駐部がなんらかの理由で 
失なわれたときに、それを再ロードするためのパス名を指定します。このパス名 
は、通常 CONFIG . SYS の SHELL コマンド で設定しておきます。これについては、 
第2部第1章1 • 2 「CONFIG . SYS の記述例」を參照してください。また、 / P スイ 
ツチに関しても同じところを参照してください。 


MS_D0S 
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CCTTY デバイス名〉 には、 コマンドの入出力を行うデバイスを指定します。 
デフ ォルトでは CON デバイスになっていますが、これを別のデバイス（たとえば 
AUX ) などにする場合に用います0詳しくは CTTY コマンドを参照してください。 

/ C スイッチを利用してバッチフアイル中で他のバッチフアイルをサブルーチン 
のように利用することができます。起動された COMMAND . COM は〈文字列〉 
をコマンドとして実行し、実行終了後元のコマンドプロセッサに戻ります0詳細 
は、第2部第5章「バッチ処理」を参照してください。 

例：新しく COMMAND . COM を起動してそれに 、、 CHKDSK B :"を実行させ、 
実行後元のコマンドプロセッサに戻る 


COMMAND /C CHKDSK B : 

また、アプリケーションプログラムから子プロセスと して COMMAND . COM 
を起動した場合は、 EXIT コマンドによって元のプロセス（親プロセス）に戻るこ 
とができます。 


注意 

#/ E スイッチで環境エリアを大きくし、 SET コマンドで多数の環境文字列を 
セットした場合、一部のプログラム （ MS - DOS のコマンド含む）が起動でき 
なくなることがあります。 / E スイッチで指定する値は、1024バイト以下にな 
るように指定してください。 


関連コマンド ► EXIT、CTTY 
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COPY 


COPY 


内部コマンド 


llsi- 


ファイル単位またはディレクトリ単位でファイルをコピーします。また、複数のファイルを連結し 
てコピーすることもできます。 


1) COPY {[〈d : >] [く パス名〉]くファイル名1> | [<d : >] 〈パス名 1>}[/ A ][/ B ] [{<d : > | 

[く d : >] くパス名2> | [く d : >] [くパス名2>] | くファイル名 2>}][/ A ][/ B ][/ V ] 

2) COPY [く d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉+ [[く d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉…][く d : >] [〈パ 

ス名〉]くファイル名2> 


參スイッチ 

送り側に付けた場合 

/A 送り側ファイルはテキストファイルとして処理され、 EOF コード（エンドオブファイル=ファ 

イルの終了を示すコード）までコピーされます。 

/B EOF コードに関係なくファイル全体をコピーします。 

受け側に付けた場合 

/A 受け側ファイルの最後に EOF コードを書き込みます。 

/B 受け側ファイルの最後に EOF コードを書き込みません。 

/V コピー終了後に、正しく書き込まれたかをチェックします。 


解 説 


COPY コマンドは、指定した送り側ファイルの複写を、受け側に新たに作成する 
(コピーする）コマンドです。また、送り側の複数のファイルを、、十"記号でつ 
ないでコピーすると、それらは1 つに 連結されて受け側のファイルになります。 


蚩 


MS60S 
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■書式1 ファイルまたはディレクトリ単位でコピーする 

第1パラメータ（左側の {} で囲まれた部分）で指定したファイルを、第2パ 
ラメータ（右側の{丨で囲まれた部分）で指定したファイルにコピーします。 

(1) 第1パラメータについて 

第1パラメータには〈ファイル名1> か〈パス名1> を指定できます。それぞ 
れの場合で、送り側ファイルは次のようになります。 

•〈パス 名1> としてディレクトリを指定したとき 

指定したディレクトリ下に存在するすべてのファイルが、送り側ファイルとな 
ります。 

• 〈ファイル名1> を指定したとき 

指定したファイルだけが送り側ファイルとなります。 

(2) 第2パラメータについて 

第2パラメータにも、〈ファイル名2> か〈パス名2> を指定できます。また、 
何も指定しない場合もあります。 

•第2パラメータをすべて省略したとき 

第1パラメータで指定した送り側ファイルが、カレントディレクトリに個別に 
コピーされます。 

例： ディレクトリ 、 'B : DOC " にある、拡張子が、'. DOC " のファイルすべてを力 
レントデイレクトリに コピーす る 

COPY B : DOC¥*.DOC 

•ドライブ名 <d : >だけを指定したとき 

第1パラメータで指定した送り側ファイルが、 < d :> で指定したドライブの力 
レントディレクトリに個別にコピーされます 0 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにある、拡張子が、、. DOC " のファ 
イルすべてを、ドライブ B のカレントディレクトリに個別にコピーする 

COPY * .DOC B : 
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• くパス名 2> (ドライフ名付きの場合も含む）を指定したとき 

第1パラメータで指定した送り側ファィルすべてが、〈パス名2 >で指定したデ 
ィレクトリに個別にコピーされます。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにある、拡張子が'、. DOC " のファ 
イルすべてを、ドライブ B のディレクトリ 、、 TEXT " 下に個別にコピーする 

COPY 本. DOC B : TEXT 

•〈ファイル名2> (ドライブ名、パス名付きの場合も含む）を指定し、かつ第2 
パラメータにくファイル名2> を指定したとき 

. 送り側ファイルが単ーファイルか複数ファイルかによって実行結果が変わ 

ります。 

送り側ファイルが、単ーファイルの場合は、第2パラメータの〈ファイル名2> 
に単純にコピーされます。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリにあるファイル 、、 REPORT . DOC " 
を、 、'B : TEXTYREP 1. DOC " に コピーす る 

COPY REPORT.DOC B : TEXT ¥ REP 1 .DOC 

送り側ファイルが複数の場合は、それらは連結されて1つのファイルとしてコ 
ピーされます0複数のファイルの指定は、ワイルドカードを使用したり、パス名 
の指定によって行えます0連結される順番はディレクトリ順 ( DIR コマンドで表示 
される順）になります。 

例：カレントドライブのディレクトリ 、、 DOC " にあるすべてのファイル（ディレ 
クトリは除く）を連結して、ファイル 、、 B : TEXT ¥ ALLIN 1. TXT " にする 


COPY DOC 巳： TEXT ¥ ALLIN 1 .TXT 


MS—DOS 
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■書式2ファイルを連結する 

第1パラメータで、、十"記号でくファイル名〉をつなぐと、それらのファイル 
は指定の順で連結され、第2パラメータの〈ファイル名2> にコピーされます。 

例：カレントドライブのカレントディレクトリの、フアイル、 ^ RPl . DOC " と、 \ RP 2 . 
DOC " をこの順で連結して、 、、 RP 3. D 0 C " にコピーする 

COPY RP 1. D 0 C + RP 2 . DOC RP 3 . DOC 

この方法を使用すると、任意の順番でファイルを連結することができます。 


參考 

次のようなパラメータを指定するとエラーになります。 

COPY 氺 . DOC ALL.DOC 

これは、第1パラメータに使われているワイルドカード、、* . DOC " に、第 
2パラメータのファイル 、、 ALL . DOC " までもが該当してしまうからです。 
つまり、受け側ファイルに自分自身を指定したことになるのです。もし ''ALL _ 
DOC " の末尾に他の 、、*. DOC " を追加したいのなら次のようにします。 

COPY ALL . DOC +* . DOC 


■デバイスファイルを扱う 

COPY コマンドで、ファイル名として PRN や CON などのデバイスファイルを指 
定すると、そのデバイス間でデータを転送することができます。 

例：ファイル 、、REPORT . DOC " を PRN デバイス（通常はプリンタ）にコピーす 
る（ファイルの内容をプリンタに印字する） 

COPY REPORT.DOC PRN 

ただし、デバイスファイルとして AUX を指定したときは、正しくデータが転送 
できなレ、場合があります。この場合は COPYA コマンドを使ってください。 
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COPY 


注意 

•送り側と受け側がまったく同じ場合は コピー されず、 コピーで きなかった 
旨のメッセージが表示されます。 

•すでに存在する ファイルに コピーすると、上書きされて元の ファイルは 消 
去されます。 


関連コマンド kCOPYA、XCOPY 


MS-DOS 
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COPY2 


( NET ) 外部コマンド 


- - 

1枚のフロッピィディスクに入りきらないような大きなファイルを、複数のフロッピィディスクに 
分けて退避します。また、その復元も行います。 


- 

1) C 0 PY 2 [く dl : >] [くパス名〉]くファイル名〉[く d 2 : >] 

2) C 0 PY 2 くファイル名 〉 [〈d : >] [〈パス名 〉] /R 


•スイッチ 

/R フロッピィディスクから固定ディスクにファイルを復元するときに指定します。 


解 説 

C 0 PY 2 コマンドは、フロッピィディスク1枚に入らないほど大きな固定ディス 
ク上のファイルを、適当に分割して複数のディスクにコピーするコマンドです。 
コピーされたファイルは特別な形式になっているので、同じ C 0 PY 2 コマンドで復 
元しないかぎり使うことはできません。 


■固定ディスク上のファイルを退避する 

書式 1) の形式で行います。 [〈 dl :>] [〈パス名〉]〈ファイル名〉で指定した 
固定ディスク上のファイルを、 < d 2 : > で指定したドライブのフロッピィディス 
クに退避します。1枚のフロッピィディスクに入りきらない場合は、ディスクの 
交換を指示してきますので、他のフロッピィディスクに交換して作業を続けてく 
ださい。 
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COPY? 


■退避したファイルを復元する 

書式 2) の形式で行います。 / R スイッチを使用してください。退避のときに作成 
した I 頃に、フロッピィディスクを入れてください。 

<d : >を省略するとカレントドライブ、〈パス名〉を省略するとカレントディ 
レクトリにファイルを復帰します。 

例：ドライブ C (固定ディスク）のファイル、' MEGA . DAT " を、ドライブ B (フ 
ロッピィディスク）に退避する 

C 0 PY 2 C : MEGA . DAT B : 

例：上の例で退避したファイルを復元する 
C 0 PY 2 B : MEGA . DAT C : /R 


注意 

•ファイルを退避すると、受け側のディスクにあったファイルは すべて 削除 
されます。 

籲退避したファイルは、 C 0 PY 2 コマンドで復元しないと使えません。 
• C 0 PY 2 コマンドで使用できるフロッピィディスクは、 2 DD タイプ、または 
2 HD タイプだけです。 

•退避できるのは固定ディスク上のファイルだけです。 

•ASSIGN コマン ド 、 SUBST コマンド で割り当てたドライブ名は このコマン 
ドでは使用できません。 


関連コマンド ► BACKUP、RESTORE 


MS-DOS 
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COPYA 


外部コマンド 


|補助入出力装置 ( AUX ) との間でデータファイルの送受信を行います。 


- 

1) COPYA [[/ B ] [く d : >] [くパス名〉]くファイル名〉 AUX ] 

2) COPYA [[/ B ] AUX[<d : >] [くパス名〉]くファイル名〉] 


•スイツチ 

/B データをバイナリモードで送受信します0 


解 説 


COPYA コマンドは AUX デバイス ( RS -232 C ) を利用してデータの送受信を行 
います。 

AUX デバイスにデータを送る場合は書式 1 ) を、 AUX デバイスからデータを受 
け取る場合は書式 2) を使用します。また、データはバイナリモードでもテキス 
トモードでも送受信することができます。 


データを送信する際には、ファイル名にワイルドカードが使用でき、受信する 
場合にはファイル名を省略することができます。ファイル名を省略した場合は、 
受信したファイルのファイル名、および日付は送信側の内容と同じになります。 


送受信時の RS -232 C の各種パラメータは、両方で同じ設定にする必要がありま 
す。また、バイナリモードの場合はさらに、次のように設定してください。 


ボーレート 


75〜9600 


キャラクタ長 
パリティチェック 
ストップビット 
X パラメータ 


8ビット 
パリティ無 

1ビットまたは2ビット 
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COPYA 


テキストデータを送信する場合、ファイル中の EOF コード （ EOF は エンド オブ 
ファイルの略：ファイルの終了を示すコード）まで送信します。ファイルに EOF 
コードが存在しなかった場合は、ファイルをすべて送信した後に EOF を送ります。 
データを受信する場合は、 EOF コードがくるまで受信動作を続けます。 

例：ファイル 、' SEND . DAT " の内容を AUX デバイスに送信する 

COPYA SEND . DAT AUX 

例： AUX デバイスから 、、 A : 丁 EXT¥RECEIVE . DA 丁"を受信する 

COPYA AUX A : TEXT ¥ RECEIVE . DAT 


この コマンドは、 メニュー画面による各種設定および実行ができます。すべて 
の コマンド オプションを省略して XOPYA 〃とだけ入力すると次のような画面が 
表示されます。 



LlJ Clj キーで項目を選択し 、 tj LJ キーで指定したい内容を選択します。 
(項目と指定内容については、前述の解説を参考にしてください。） 

"終了"を選択し、続けて''はい"を選択すると COPYA コマンドを終了します。 
また ESC キーを押し、続けて''はい〃を選択しても COPYA コマンドを終了します。 


MS 6 0S 
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注意 

• COPYA コマンドを使う前に、 SPEED コマンドで RS -232 C インターフェイ 
スを初期化してください。このとき、システムには RS -232 C インターフェ 
イス用デバイスドライバ （ RSDRV . SYS ) が組み込まれていなければなり 
ません。 

籲 COPYA コマンド実行時は、受信側で先にこのコマンドを起動してください0 

•ファイ ル転送中に処理を中断する場合は、 fCTRL ~] + [ Cj キーを入力して 
ください。 

籲 ASSIGN コマンドで補助入出力を別々の物理装置に設定した場合は、補助 
入力と補助出力の両方を SPEED コマンドで初期化してください。 

籲バイナリモードの場合は、 ASSIGN コマンドで補助入力と補助出力を同じ 
物理装置に設定してください。 


関連コマンド ► SPEED 
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CTTY 


CTTY 


内部コマンド 


コマンド: 


ドを入出力するデバイスを変更します。 


P 1 


くデバイス名〉 


解 説 


参，; 〇デバィス名"> 第 CTTY コマンド は 、 MS DOS に対する コマンド 入出力のデバイス（既定値は CON 

デバイス）をくデバイス名〉で指定したデバイスに変更できます。 

通吊、コマノドの入力とコマントの実イ了結果の出力はコンソ ー ル （ CON ) を通 
じて行われます。 CTTY コマンドによって、これを RS -232 C 装置を経由した夕一 
ミ ナルな どから行う ことができます。 

例：補助入出力装置 （ AUX デバイス）からコマンドを入力し、その出力を AUX デ 
バイスで受け取る 

CTTY AUX 

例：コマンドの 入出力を コンソール （ CON デバイス）に戻す 

CTTY CON 


以後、コマンドの入力はキーボードから、コマンドの実行結果の出力は画面に 
行われます。 


MS-DOS 
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注意 

•デバイス名として AUX を指定するときは、 CTTY コマンドを実行する前に 
SPEED コマンドで RS -232 C インターフェイスの初期化と起動を行ってくだ 
さい。 

籲ハードウェアに対して直接入出力を行っているようなプログラムには、こ 
のコマンドは無効です。入出力に MS - DOS の機能を利用したプログラムに 
のみ有効です。 

•デバイス名には PRN や NUL もありますが、これらは入力用に使用できない 
ので、指定しても意味がありません。 

♦コマンドの 入出力を標準 （ CON ) 以外に変更すると、 コントロールキャ ラ 
クタ やリ ターンキーやバックスペースな どの制御文字は データと して扱わ 
れるため、画面の制御は行われなくなります。 


関連コマンド ► SPEED、COMMAND 
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CUSTOM 


CUSTOM 


⑦外部コマンド 




指定したドライブのルートディレクトリに CONFIG. SYS を作成します。すでに CONFIG. SYS が存在 
する場合は、それを更新します。また、 ADDDRV コマンドで登録するデバイスドライバの定義ファ 
イルの作成と更新も行うことができます。 


CUSTOM [く d : >] [く ADDDRV 用定義ファイル〉] 


解 説 

CONFIG . SYS や ADDDRV 用定義フアイルはテキストフアイルですから、エデ 
ィタやワープロソフトで作成/編集することができますが、 CUSTOM コマンドを 
使うと、エディタより簡単に作成/更新できます。 

CONFIG . SYS を作成/更新する場合、起動時にドライブ名を指定するとそのル 
一トディレクトリの、ドライブの指定を省略するとカレントドライブのルートデ 
ィレクトリの CONFIG . SYS が対象となります0パス名を設定してサブディレクト 
リに作成することはできません。 


ファイル名を指定しないで CUSTOM コマンドを起動すると、次のようなメニュ 
一画面が表示され、メニューの選択によって各種の設定が行えます。 


MS-DOS 
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「CONFIG . SYS ファイルの作成/更新」を選択するとさらに「新規作成」する 
か「更新」するかを選択でき、次の画面に移ります。 

また、 CONFIG . SYS が存在しない場合は、すぐにこの画面が表示されます。 


CUST 〇 M コマンド Uer. X.XX 

-——- Copyright (C) NEC Corporation 1985,1991- 

IMUbH 

ファイノレ 

FCBS 
ドライブ 
デバィス 
ブレーク 
シェル 
終 了 

ノ旗乙弊駿戴 I てまずさ E い SC キぺ処理を祉することができます） 

BUFFERS= 


[Tirn [ pir = n キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重 
ねてリターンキーを押してください。あるいは、必要に応じて文字や数字をキー 
ボードから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従つてく 
ださい。 
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CUSTOM 


ドライプの指定の後に、ファイル名を指定して CUSTOM コマンドを実行すると、 
ADDDRV 用定義ファイルを作成するメニュー画面が表示されます。ここでは、日 
本語入力、画面/入出力関連、その他設定できるデバイスドライバのための定義 
ファイルが作成できます。 

すでにあるファイル名を指定した場合は、そのファイルの更新を行います。新 
しいファイル名の場合は、新規作成になります。 

更新する場合は「入カファイル」に更新するファイル名を、新たに作成する場 
合は「入カフアイル」にはなにも入力せず「出カファイル」にファイル名を入れ 
てください。 


CUSTOM コマンド 


ADDDR V 用定義ファイルの作成/更新 

既賴 KSFJ 

画面/入出力関連 

その他 

終了 


Uer. X.XX 

Copyright (C) NEC Corporation 1985,1991- 


巨麥語入乃のデバ 〆 スドライバを設定します 

讀塞5公鬆離レる益辞 fiir てください 


以後の操作は、表示されているメッセージに従ってください。 


注意 

• 「シェル」で指定したファイルが起動ディスク上にないと、そのディスク 
で MS - DOS を起動することができなくなります。 

•CONFIG . SYS の内容や ADDDRV 用定義ファイルについては、第2部第1 
章「システムの構築」を参照してください。 


MS_DOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 



内部コマンド 



システムが管理する日付を表示/設定します。 



[< yy >-< mm >-< dd >] 


解 説 


DATE コマンドは、コンピュータの本体内に持っている内部時計の日付部分を 
合わせます。 

システムが管理する日付は、ファイルを作成/更新したときにディレクトリに 
記録される日付として利用されます。 BACKUP コマンドなど、日付の情報を参照 
するコマンドもありますから、必ず正しい日付を設定するようにしてください。 

、' DATE 〃 とだけ入力すると、 

現在の日付は < yy >-< mm >-< dd > (曜日）です. 

日付を入力してください： ■ 

と表示されます。ここで、日付を変更する必要がなければそのままリターンキ 
一を押してください。変更する必要があるときは、年 （ yy )、 月 （ mm )、 日 ( dd ) 
をハイフン （-) かスラッシュ （/) かピリオド （•） で区切りながら、数字で入力 
します。各数字の範囲は次の通りです。 

< yy > : 80〜99または1980〜2079 (年） 

く mm > :1〜12 (月） 

< dd > :1〜31 ( 日） 
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□ATE 


範囲外の数字を入力するとエラーになり、再入力を求めてきます。 

年月日は、 DATE コマンドのパラメータとして入力することもできます。 

日付は時刻と連動しており、時刻が翌日になったときは自動的に日付も更新さ 
れます。そのため、時刻も TIME コマンドで正しく設定する必要があります。 


注意 

• PC - 9800シリーズのうち、 PC -9801 VM 以前の機種は自動的にうるう年の更 
新、年の更新をすることができません。 


関連コマンド►丁 IME 


MS—DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


DEL (ERASE) 


- 

r 指定したファイルを削除します。 


内部コマンド 


DEL [<d : >] くパス名 > | [<d : >] [ くパス名〉 ] 〈ファイル名〉 


•別表記 

ERASE 


解 説 

DEL (または ERASE ) コマンドは、指定したファイルを削除するコマンドです。 
〈ファイル名〉の指定には、ワイルドカードが使えます。 

パラメータに〈パス名〉のみを指定すると、指定したディレクトリ下にあるフ 
ァイルすべてを削除するという意味になります。 

例：カレントデイレクトリに存在する拡張子が 、、. BAK 〃 のファイルをすべて削 
除する 


DEL ホ . BAK 
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例：カレントディレクトリ内のすべてのファイルを削除する 


DEL 本.本 

このとき、注意を促す意味で次のメッセージが表示されます。 

よろしいですかく Y/N> ?■ 

と確認してきます。ここで、 GU キーを押すと DEL コマンドが 実行されます。 
キーを押すと実行されません。 

注意 

#DEL コマンド で、'*. * 〃を指定すると、すべてのファイルが削除対象にな 
りますので、十分注意してください。 

例：ディレクトリ 、' TEST 〃 に含まれるすべてのファイルを削除する 

DEL TEXT 

この場合も、前の例と同様に確認のメッセージを表示してきます。 


Ms_§s 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


DELDRV 


外部コマンド 


ADDDRV コマンドで登録したデバイスドライバを、 


システムから削除します。 


奎 


DELDRV 


解 説 

DELDRV コマンドは、 ADDDRV コマンドでメモリに登録したデバイスドライ 
パをメモリから削除します。使用するアプリケーションプログラムによって異な 
るデバイスドライバを利用したいときに、 ADDDRV コマンドとともに使用してく 
ださい。 

DELDRV コマンドの実際の使用例については、第2部第2章 2. 5「キャラクタ 
系デバイスドライバの変更」を参照してください。 


注意 

•キャラクタ系デバイスドライバが動作中（たとえば、日本語入カモードに 
なっているとき）は、使用することができません。 

•他のプログラムの子プロセスとして実行することはできません。 

•削除できるデバイスドライバは、 ADDDRV コマンドで追 ft ] されたものだけ 
です〇 CONFIG . SYS 内の DEVICE コマンドで登録されたデバイスドライバ 
は影響を受けません。 

• DELDRV コマンドの実行中には、キー入力を行わないでください。入力し 
ても無視されます。 


関連コマンド ► ADDDRV 
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DICM 


DICM 


外部コマンド 


Klsi- 


弊社製日本語入カドライバ用の辞書ファイル （NECAI.SYS、NECDIC.SYS など）に対して 、ユー 
サー 登録単語の登録/削除、 辞書の一覧表示などの保守を行います。 


I DICM [ 


DICM [〈辞書ファイル名 >1 


解 説 

〈辞書ファイル名〉を省略したときは 、、 NECAI . SYS " を、〈辞書ファイル名〉 
を指定したときはそのファイルを辞書ファイルとして保守作業を行います。 

〈辞書ファイル名〉は、必ず辞書のファイル（弊社提供の辞書ファイル、ある 
いはそれをコピー/リネームしたもの）でなくてはなりません。辞書ファイル以 
外のファイルを指定すると、ユーティリティが誤動作したり、指定したファイル 
を壊すことがあります。 


DICM コマンドについての詳細は、『日本語入カガイド』を参照してください。 


MSIDOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


DIR 


w^mm - 

f ディレクトリの内容を表示します。 


内部コマンド 



[<d ： > | くパス名> | くファイル名〉] [/P][/W] 


•スイッチ 

/P 1画面分を表示したところで表示を中断し、キー入力を待ちます。 

/W ファイル名だけを、1行に5個ずつ表示します。 


解 説 

DIR コマンドは、指定されたドライブ 〈d : >、ディレクトリくパス名〉、〈ファイ 
ル名〉に関するディレクトリ情報（ファイル名、ディレクトリ名、ファイルの大 
きさ、最後に更新された日付/時刻）、ファイル数を表示します。 

パラメータをすべて省略すると、カレントドライブのカレントディレクトリの 
ディレクトリ情報を表示します0 

<d : >を指定すると、そのドライブのカレントディレクトリについてのディレ 
クトリ情報を表示します。 

〈パス名〉を指定すると、そのディレクトリについてのディレクトリ情報を表 
示します。 

〈ファイル名〉を指定すると、そのファイルについてのディレクトリ情報を表 
示します0〈ファイル名〉には、ワイルドカードを使用することができます0 
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DIR 


例：カレントドライブのカレントディレクトリにある、拡張子が v 
イルに関するデイレクトリ情報を表示する 


. uu しのノア 


DIR ホ . DOC 

DIR コマンドでは、ファイル名本体と拡張子には、、*"を省略できます。したが 
つて、次に示すコマンドは同じ意味になります。 


コマンド 

DIR 

DIR FILENAME 
DIR . EXT 


等価なコマンド 
DIR ホ .* 

DIR FILENAME. * 
DIR * . EXT 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


DISKCOPY 


( 7 ) ( NET ) 外部コマンド 


- 

フロッピィディスクの内容をそのまま他のフロッピィディスクにコピーしたり、フロッピイデイス 
ク同士の内容を照合します。 


I DISKCOPY 


[<dl : >] 


[<d2：>][/V][/Q][/P] 


•スイッチ 

/V フロッピィ ディスクを コピーせ ず、指定されている 2 枚のディスクの内容を照合します。 
/Q コピー中の照合処理を省略し、高速なコピーを行います。 

/P 処理中のキー入力要求を表示しません。バッチファイル用です。 



フロッピィディスクの 内容をそのままコピーします。この コマンドは、コマン 
ドラインからでも、メニュー画面を使用しても実行できます。また、受け側のデ 
ィスク はあらかじめ初期化（フォーマット）されていなけれなりません。 

■コマンドラインからの指定 

なんらかの パラ メータを使用した 場合は、コマンド ライ ン からの実行になりま 
す。このときスイッチを付けずに2つのドライブ名を指定すると、ディスクの揷 
入と確認のメッセージが表示されます。何かキーを押すと、 コ ピーが始まります。 

スイッチを付けずに2つのドライブ名を指定すると、ディスタの挿入と確認の 
メッセージが表示されます。何かキーを押すと、コピーが始まります。 

例：ドライブ A のフロッピィディスクの内容を、ドライブ B のフロッピィディスク 
にそのままコピーする 

DISKCOPY A :巳： 
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□ ISKCOPY 


第 1 パラメータく dl :> と第2パラメータ < d 2 ••> を同じドライブ名にする 
と、指定したドライブだけを使ってフロッピィディスクをコピーします。つまり、 
1つのドライブに受け側のフロッピィディスクと送り側のフロッピィディスクを 
交互に挿入しながらコピーを行います。画面に表示されるメッセージに従って操 
作してください。 

/Vスイッチを付けると、2枚のフロッピィディスクの内容を照合します（コピ 
一はしません）。「トラックXXの内容が異なっています」と表示されたら、指摘の 
あった部分のディスクの内容が異なっています。このメッセージが表示されない 
まま「照合は終了しました」と表示されれば、ディスクの内容はまったく同じと 
いうことです。 

■メニューによる選択 

すべてのパラメータを省略して、' DISKCOPY" とだけ入力した場合は、次のよ 
うなメニュー画面が表示されます。 



LULlJ CrJ GiJ キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重 
ねてリターンキーを押してください。あるいは、必要に応じて文字や数字をキー 
ボードから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従って行 
ってください。 


MS-DOS 
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第 2 章 MS - DOS のコマンド 


参考 

DISKC 〇 PY コマンドは、フロッピィディスクの内容を別のフロッピィディ 
スクに移すにはもっとも速い方法です。 

しかし、ファイルの作成や削除を繰り返したディスクは、ファイルが断片 
化され全体がばらばらに配置されていることが多くなっています。このよう 
なディスクはアクセスが遅く、使用効率が悪くなっています。したがって、 

コピー時間は DISKCOPY コマンドよりは遅くなりますが、 XCOPY コマンド 
や COPY コマンドですベてのファイルを受け側ディスクに新たに作成した方が 
あとの操作に有利です。 

ただし、 XCOPY コマンドや COPY コマンドでシステムディスクをコピーす 
る場合は、ファイルを移す前に SYS コマンドでシステムを転送しておかなけ 
ればなりません。 


注意 

籲受け側のディスクに、元々入っていた内容はすべて消えてしまいます。ド 
ライブ名の指定をまちがえないよう注意してください。 

•ASSIGN コマンドで変更したドライブ名は無視されます。また、 SUBST コ 
マンドで指定した仮想ドライブに対しては実行しないでください。 
•フロッピィ ディスクドライブが1台しかないシステムでは、コマンドライ 
ン上のドライブ指定にかかわらず、ドライブ A 上でコピー/照合を行います。 


関連コマンド ► ASSIGN、COPY、BACKUP、SUBST、XCOPY、HDUTL、 
SYS 
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DUMP 


DUMP 


外部コマンド 


ファイルの内容を数字 （ 16 進数表現）と文字で画面に表示します。 


「 DUMP 


[[〈d : >] [〈パス名〉]〈ファイル名〉[〈開始アドレス〉[〈終了アドレス〉]]] [/ D ] 


.スイツチ 

/D 〈開始アドレス〉、〈終了アドレス〉を10進数表現で指定します0 


説 


DUMP コマンドは、指定したファイルの内容を、16進数表現の数字と、その数 
字に対応するアスキーコードの文字とで表示するコマンドです。このコマンドは、 
コマンドラインからと、メニュー画面を利用しての実行が可能です。 

〈開始アドレス〉は、表示を開始するアドレスです。〈終了アドレス〉は、表示 
を終了するアドレスです。〈終了アドレス〉を指定した場合は、〈開始アドレス〉 
を省略することはできません。 . 

〈開始アドレス〉、〈終了アドレス〉を省略すると、〈ファイル名〉で指定したファ 
イルの内容を始めから終わりまで表示し、終了します。 

〈開始アドレス〉と〈終了アドレス〉に次のような値を指定するとエラーにな 
りその旨のメッセージが表示されますので正しい値を入力してください。 

•〈開始アドレス〉 > ファイルの最終アドレス（ファイルサイズー 1) 

•〈終了アドレス〉 > ファイルの最終アドレス 
• 〈開始アドレス〉 > 〈終了アドレス〉 


/ D スイツチを付けた場合は10進数表現、付けなかった場合は16進数表現で開始 
アドレスと終了アドレスを指定してください。 


MS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


■コマンドラインからの実行 

コマンド ライ ン から DUMP コマンドを 実行する場合は、少なくともファイル名 
を指定してください。ファイル内容は、く終了アドレス〉（またはファイルの最終 
アドレス）まで止まらずに表示されます。途中で表示を止めたいときは fs j また 
は 「5^171 + fT] キーを 押します。もう一度押すと表示が再開されます。また、 
f STOP 〕または [CTRL 1 + 〔C I キーを 押すと DUMP コマンドは 終了します0 


例： 、、 TEST . BIN " というファイルの 001 FH 〜 AB 00 H までを表示する 

DUMP TEST . BIN IF ABOO 


■メニューによる選択 

/ D スイッチ以外のパラメータを省略して実行すると、次のようなメニュー画面 
が表示されます。 


DUMP コマンド Uer. X.XX 

---- Copyright (C) NEC Corporation 1983,1991- 

開始 : p ドレス 
終了アドレス 
実行 
終了 


(ESC$ —4 押すと処理を中止します） 


[ T 1厂厂 I キーで反転部分が動きます。希望の選択肢に反転部分を重ねてリターン 
キーを押してください。あるいは、必要に応じて矢印キーや文字や数字をキーボ 
ードから入力してください。以後の操作は、表示されるメッセージに従って行っ 
てください。 

/ D スイッチを付けた場合は10進数表現、付けなかった場合は16進数表現で開始 
アドレスと終了アドレスを指定してください0 

メニュー形式でファイルの内容を表示した場合の画面は、次のようになつてい 
ます。 
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DUMP 


( 4) 00000000 
00000010 
00000020 
00000030 
000 文 040 

(5) 


(1) ファイル名表示：内容が表示されている〈ファイル名〉です。 < d :> やくパ 
ス名〉を含めて30字 （1 バイト系文字）まで表示します。 

(2) 開始アドレス：メニューで指定した表示開始アドレスです。指定を省略し 
た場合はファイルの先頭 （0) になります。 

(3) 終了アドレス：メニューで指定した表示終了アドレスです。指定を省略し 
た場合はファイルの最終アドレス（ファイルサイズー 1) になります。 

(4) 使用できるキー：使用できるキーとその機能です。 

(5) アドレス表示：表示されている各行の先頭バイトのアドレスです。16進数 
表現で、00000000 〜 FFFFFFFF (約 4 G バイト）まで表示可能です。 

(6) ファイル内容の16進数表示：ファイルの内容が1行に16バイトずつ、16進 
数で表示されています。 

(7) ファイル内容のアスキーコードの文字表示：ファイルの内容が漢字やアル 
ファべットで表示されています。文字として表示できないコードはピリオ 
ド （.） になっています。行の最終バイトが2バイト文字の1バイト目のと 
きは、次行の先頭バイトと合わせて行末に表示し、次行の先頭バイトは空 
白が表示されます。 


注意 

• SUBST コマンドで指定した仮想ドライブ名に対しては、このコマンドを実 
行しないでください。 


(1) 3ル 
r^ROLL UP 


レを test. 
:次画面 R 


bin 開始:000^1000 終了： 000!ZfeD0D 

ROLL DOWN ： 前画面 T キー : ス ^□- ルダ、ウン >1 キー : 又ク □- ルアッフ 。 E S C :終了 


(3) 





V) 


〇 

■ 

% 

■ 


能 


0 0 0 1 E 
0 0 0 0 1 

)0)00 4 0 
0 0 0 0 0 

F 0 0 E E 
0 0 0 2 4 

A50000FFE8 

0000002EFB 

0 0 0 E 1 
0 0 0 0 0 

0 0 0 E 8 

* C3 ¢3 • G5 

7 0 0 0 E 
E 0 0 0 2 

0 0 0 4 F 
0 0 0 6 F 

0 ¢5? 0 8 E 
00(0 E2I 

16 0000FB0E 

C 0 0 0 E 
D 0 0 0 1 

0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 

6 0 0 0 9 
10 0 0 5 

D 3 0 0 8 
B 1 0 0 E 

E9B50000FB 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


EDLIN 


外部コマンド 


- 

I 行単位でテキストファイルを編集するエディタです。 


- 

I EDLIN [く d : >] [〈パス名〉]くファイル名〉 [/ B ] 


•スイツチ 

/B EOF コードを含むファイルを、ファイルの最後まで正しく読み込みます。 


解 説 

EDLIN は、テキストファイルを行単位で編集するラインエディタです。1行あ 
たり253字まで編集できます。プログラムのソースファイル、 CONFIG . SYS 、 
AUTOEXEC . BAT などの作成/編集が手軽にできます。 

/ B スイッチは、〈ファイル名〉で指定したファイルの途中に EOF コード (ファィ 
ルの終わりを示すコード = < CTRL - Z >) があるときに指定します。このスイッ 
チを指定すると EDLIN はファイルの最後まで読み込み、指定しないと EOF コード 
があるところまでしか読み込みません。 

例：カレントドライブの ABC . BAT というファイルを編集する 

EDLIN ABC . BAT 

〈ファイル名〉で指定されたファイルがなければ、次のようなメッセージを表 
示して、新しいファイルを作ります。 

新しいファイルです。 
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66 










E □し IN 


指定されたファイルがあれば、そのファイルを読み込み、次のように表示しま 
す0 


ファイルを終わりまで読み込みました。 


アスタリスク、、ホ"は EDLIN のコマンドプロンプトで、コマンドの入力待ちで 
あることを示します。 

ファイルを読み込む際、 EDLIN は自身が用意した編集用のメモリ領域の3/4 (75 
%)までファイルの内容を読み込みます。この容量より大きいサイズのファイル 
を指定した場合、このメッセージは表示されません。この場合は、後述の A ( Append ) 
コマンドでファイルの分割編集を行います。 

編集が終わったら E ( End ) コマンドで、編集済みのファイルと元のファイルを 
ディスクに保存します。このとき、元のファイルの拡張子は、 、'. BAK " と付け変 
えられます。この' BAK 〃 という拡張子はバックアップ用として予約されてい 
るので、 EDLIN ではこの拡張子の付いたファイルは編集できません。編集したい 
ときは、 REN コマンドで拡張子を付け変えてください。 


■ EDLIN の基本操作 

EDLIN は、行（ライン）単位でテキストを編集します。1行には253文字まで入 
れることができます。また、編集時に画面に表示されるテキストは、各行に1で 
始まる行番号とコロン（：）が付いていますが、これはファイルの内容には書き 
込まれていません。 

EDLIN のコマンドを入力するときの基本的な操作は、次の通りです。 

行番号を付けて実行するコマンドがあります。指定した行について、そのコマ 
ンドが実行されます。コマンドの入力は大文字でも小文字でもかまいません。 

行番号は、ファイルの先頭行を第1行として、整数で付けられています。また、 
カレント行（行番号の右に*が付いている行）からの相対位置でも指定できます。 
カレント行より前の行はマイナス記号（_)、後の行はプラス記号 （+ ) で表しま 
す。 

行番号とコマンドの間の空白は、あってもなくてもかまいません。 

例：カレント行の前後10行ずつ、計21行を表示する 

-10,+ 10 L 


複数のコマンドを、セミコロン、、； " で区切って1行にまとめて書くことがで 
きます。 
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例：まず15行目を編集して、そのあとその前後5行ずつ、計11行を表示する 


15 ; -5, + 5 L 


参照—第2部第3章 
「効率よくコマンドを 
入力するために」 


データと して、 コントロールキャラクタコードをテキスト中に 入力する ことが 
できます。 このためには、 まず 〔CTRL I + [V I キーを 押して、 次にそのコードに対 
応する英 大文字を 入力して ください。コントロールキャラクタについての詳細は、 
『プログラマーズリファレンスマニュアル Vol . 1』を 参照して ください。 
MS-DOS のコントロールキャラクタとテンプレート機能も利用 可能です。 


EDLIN の終了は 、 E ( End ) または Q ( Quit ) コマンドで行います 0 


E . 保存終了 

Q . 編集打ち切り（保存しないで終了） 

■コマンドの パラメー タ 

EDLIN の コマンド のうちのいくつかは、パラメータとともに用います。以下、 
その書式について解説します。 

〈行番号〉 

そのコマンドが効果を及ぼす範囲を指定します。 カンマ〇 または スペース （空 
白）で、他のパラメータやコマンドから分離されていなければなりません。2つ 
の行番号を分離するときは、 スペースで なくカンマを使ってください。 

〈行番号〉の指定には、次の4つの方法があります。 

(1) 数字 

65533までの数字で、ファイルの先頭行を1とする行番号を直接指定します。 
ファイルの最終行に付けられた行番号より大きな数を入力すると、最終行の 
行番号+1になります。 

(2) + -付きの数字 

カレント行を基点とした相対的な行番号の指定です。+10はカレント行の行番 
号+10 (カレント行より後）を、一15はカレント行の行番号一15 (カレント行 
より前）を表します。 

(3) ピリオド （.） 

カレント行を指定したことになります。カレント行とは、直前のコマンドで 
編集された最後の行のことです。 EDLIN が起動したばかりのときは、第1行 
がカレント行です。カレント行は、画面に表示されるときには行番号とテキ 
スト内容の先頭文字の間にアスタリスク （*) が付いています。 

(4) シャープ （#) 

ファイルの最終行+1の行番号を指定したことになります。 
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この他、コマンドによっては、行番号を省略したときの既定値を持っているも 
のもあります。 

疑問符 （？） 

S ( Search)、R ( Replace ) などの、文字列を検索するコマンドで使用します。 
これらのコマンドの末尾に疑問符を付けて実行すると、検索文字が見つかったと 
きに確認のメッセージを表示し、キー入力を待ちます。このときはじし!キーまた 
は丨 N 〕 キーでこたえてください。 

〈文字列〉 

S ( Search) 、 R ( Replace ) などの、文字列を検索するコマンドで使用し、検索 
文字列や置換文字列を指定します。文字列の区切りには、スペースやカンマでな 
く、 [_ctrl ) + @キーを使います。スペースやカンマは、検索文字や置換文字と 
して扱われます。 

< n > 

行数を表します 。 A ( Append)、W ( Write ) コマンドで使用します。 

■ EDLIN のコマンド 

EDLIN には次のようなコマンドが用意されています。 


コマンド 

機能名 

機能 

〈行番号〉 

Edit 

編集する行の指定 

A 

Append 

編集中のファイルから行単位でテキストを追加 

C 

Copy 

行単位でのコピー 

D 

Delete 

行単位での削除 

E 

End 

編集の終了と編集結果の保存 

I 

Insert 

キーボードからの行単位の挿入 

L 

List 

テキストを行単位で表示 

M 

Move 

行単位の移動 

P 

Page 

テキストをページ単位で表示 

Q 

Quit 

編集を中止 

R 

Replace 

文字列の置き換え 

S 

Search 

文字列の検索 

T 

Transfer 

指定したファイルからのテキストの読み込み 

W 

Write 

テキストのファイルへの書き出し 


以降、それぞれのコマンドについて解説します。 


MS—DOS 
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• 〈行番号〉 ( Edit ) 編集する行の指定 


機能 


編集する行を指定します。 

[〈行番号〉] 

〈行番号〉だけを入力すると、その行の行番号と現在の内容を表示し、その下 
に同じ行番号とカーソルだけを表示します。これが、、編集"モードで、キーボー 
ドから新しい内容を入力することができます。上に表示されたテキストはテンプ 
レートにもコピーされているので、テンプレート機能を使って入力することもで 
きます。 

〈行番号〉を指定せずにリターンキーだけを押すと、カレント行の次の行が編 
集モードに入ります。 

カレント行を編集したいときは、.（ピリオド）とリターンキーを押してくださ 

い0 

•A ( Append ) 追加読み込み 

読みきれなかったファイル内容を、ディスクからメモリへ < n > 行読み込んで追 
加します。 

[< n>]A 

メモリに入りきらないような大きなファイルを編集するとき 、 W ( Write ) コマ 
ンドとともに利用します。 

W ( Write ) コマンドでファイルの一部をディスクに書き込み、その結果できた 
空き領域にこのコマンドで残りの行を読み込みます （ Write コマンド参照）。読み 
込まれた行は、最後の行の後ろに追加されます。 

読み込んだ後も、カレント行の位置は変わりません。 


注意 

• とだけ入力したときは、編集用メモリの3/4に達するまでファイル 

を読み込みます。すでにメモリの3 / 4が使用されているときは読み込むこ 
とができません。 

癱指定した行数の途中で入カファイルの最後に達すると、' x ファイルをすべて 
転送しました"というメッセージが表示されます。 


フ〇 



EDLIN 


參 C ( Copy ) 行 コピー 

〈行番号 1 >、く行番号2> で指定した範囲の行を <行番号3> の直前にコピーし 
ます。く回数〉でコピーする回数を指定することもできます。 

[く 行番号 1〉]，[く 行番号 2〉]，く 行番号 3> [，〈回数〉] C 

〈行番号1>、〈行番号2> を省略すると、カレント行を指定したことになりま 
す。このとき、行番号の区切りにあたるカンマ （,） は省略できません。〈行番号3> 
が〈行番号1> と〈行番号2> の間の値にあってはいけません。 

〈回数〉を省略するとコピー回数は1回になります。 

例： 1行目から3行目までを8行目の直前にコピーする 

1, 3, 8 C 

•D ( Delete ) 行削除 

〈行番号1> からく行番号2> までの範囲の行を削除します。 

[〈行番号1>][，〈行番号 2 >]D 

〈行番号1> を省略すると、カレント行を指定したことになります。 

〈行番号2> を省略すると、〈行番号1> で指定した行だけが削除されます。 

例： 5行目から8行目までを削除する 


5,8 D 
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•E ( End ) 編集結果を保存して終了 


機能 


編集した内容をディスクに書き込んで、 EDLIN を終了します。 

^E3 

•I ( Insert ) 行挿入 


機能 


指定したく行番号〉の直前に、テキストを行単位で挿入します。 

[〈行番号 〉]I 

〈行番号〉を省略すると、カレント行の直前にテキストを揷入します。新しい 
ファイルを作成するときは、まずこの Insert コマンドでテキストを挿入していきま 
す。 

Insert コマンドを実行すると挿入モードになります。挿入モードは、 [ctrl] + 
[CJ (または fcTRlQ + lTl ) キーを入力すると終了します。 

指定した〈行番号〉が最後の行の行番号より大きかったり、#を〈行番号〉とし 
て指定したときは、テキストはファイルの最後に付加されます。 

例： 6行目と7行目の間にテキストを挿入する 

7 1 


フ2 
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>L ( List ) 行表示 


く行番号 1> からく行番号2 > までの範囲の行の内容を、画面に表示します。 


[く行番号1>][，く行番号 2 >]L 

〈行番号2 > はく行番号1> と同じか、または大きくなければなりません。 

く行番号1> と〈行番号2> を省略して、 X L 〃 だけを入力したときは、カレント 
行の前後11行の計23行を表示します。 

〈行番号2> を省略したときは、〈行番号1> 以降の23行（または最終行まで） 
を表示します。 

〈行番号1 > を省略したときは、カレント行の11行前（または先頭行）から〈行 
番号2> までを表示します（〈行番号2> の前のカンマは省略できません)。 

例：第10行から第15行までの内容を画面に表示する 


10,151 


•M ( Move ) 行移動 


■■漏 

指定した範囲の行を別の位置に移動します。 


[く行番号1>]，[〈行番号2〉], く行番号3> M 

〈行番号1> から〈行番号2> までの範囲の行を〈行番号3> で指定した行の 
直前に移動します。〈行番号3> が〈行番号1> と〈行番号2> の間になってはい 
けません。 

〈行番号1>、く行番号2> を省略すると、いずれもカレント行を指定したこと 
になります。 

例： 2行目から4行目までを、第10行の直前に移動する 


2, 4, 10 M 


MS-00S 
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•P ( Page ) ページ単位表示 


機能 


テキストを23行単位のページに分けて画面に表示します。 

BE3 

[〈行番号1>][，〈行番号 2 >]P 

〈行番号1> を省略すると、カレント行の次の行を指定したことになります。 
〈行番号2> を省略すると、〈行番号1> で始まる23行が表示されます。 

例：第1行から最終行までの内容を23行単位で画面に表示する 

1 ，#P 

•Q ( Quit ) 編集の中止 


機能 


編集中のファイルを書き込まずに、 EDLIN を終了します。 

Q 

Quit コマンドは編集中のファイルをセーブせずに（編集結果を保存せずに）終 
了するコマンドです。実行すると、確認のために次のメッセージを表示してきま 
す0 

編集を中止しますかく Y / N >? 

IT ) キーを押すと編集を中止して MS - DOS のコマンドレベルに戻り、バックア 
ップファイル （. BAK ) も作られません。キーを押すと Quit コマンドを取り 
やめ、編集を続行することができます。 


注意 

# EDLIN を起動した時点では、すでに作られているバックアップファイルは 
ディスクに残っています。 Q ( Quit ) コマンドで編集を中止する場合も 、 Write 
コマンドでファイルの一部をディスタに書き出す前であれば、バックアッ 
プファイルは EDLIN の起動前の状態で残っています。 


フ4 
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>R ( Replace ) 文字列の置き換え 


指定された範囲にある〈文字列1> を〈文字列2> に置き換えます。 

[〈行番号1>][，く行番号 2>][?] R 〈文字列1> [[ CTRL ] + [ Z ] [〈文字列2〉]] 

〈行番号1> からく行番号2 > までの範囲で〈文字列1> を探し、見つかった 
ら〈文字列2 > に置き換えます。〈文字列1 > とく文字列2 > の区切りは 
i CTRL ] + llJ キー（画面上では^ Z ) で指定します。く文字列1 > の大文字と小文 
字は区別されます。 

〈行番号1> を省略すると、カレント行の次の行を指定したことになります。 
〈行番号2> を省略すると、最終行の次の行 （#) を指定したことになります。ど 
ちらも省略すると、カレント行の次の行から最終行の次の行までが置き換えの対 
象になります。 


R の前に 


を指定すると、次の確認のメッセージを表示します。 


よろしいですかく Y / N > ? 

0キーまたはリターンキーを押すと実際に文字列を置き換え、 rm キーを押 
すと置き換えられません。 

〈文字列1 > の後ろに fCTRL ] + 0キーを指定して〈文字列2 > を省略した場 
合は、指定された範囲内のすべての行から、〈文字列1> を削除し ます （く文字列 
1> は省略できません）。 

〈文字列1 > の後の t CTRr) + fT| キーも〈文字列2> も省略した場合は、指定 
された範囲内の〈文字列 1 >は、以前に実行された Replace コマンドで 指定した〈文 
字列 2 > に置き換えられます。 このと き、 Replace コマンドを 実行した のがはじめ 
てなら、〈文字列1> は削除されます。 


注意 

•尺と〈文字列1 > の間、〈文字列1 > と (CTRL ] +キーの間、 f CTRL ' 
+ CU キーと〈文字列 2> の間にはスペースを入れないでください。 


例：1行目から50行目までの文字列 、、 and " を、確認しながら、、〇ドに置き換える 


. ，50 ? Rand〔CTRL 1 + 〔z )( 
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•S ( Search ) 文字列の検索 

指定した範囲で、指定した〈文字列〉を探します。 

[〈行番号1>][，〈行番号 2>][?] S [〈文字列〉] 

〈行番号1 >を省略すると、カレント行の次の行を指定したことになります〇く行 
番号2> を省略すると、 最終行の次の行は) を指定したことになります。 

S の前に、、？"を指定すると、〈文字列〉が見つかったときに確認のメッセージ 
を表示します 。I 丫〕またはキーで応えてください。 

〈文字列〉を省略すると、以前に実行した Replace または Search コマンドで指定 
した検索文字列を探します。 Search コマンドを実行したのがはじめてだった場合 
は、、、見つかりません"と表示して Search コマンドを終了します。 


注意 

• St 〈文字列〉の間にはスペースを入れないでください。 


例：第1行目から最終行までで文字列 '' and 〃 を確認しながら検索する 

1 ，#?Sand 

•T ( Transfer ) 指定したファイルを連結 

指定したファイルの内容を、指定した〈行番号〉の直前に読み込んで連結 
します。 

[く行番号〉] T 〈ファイル名〉 

く行番号〉を省略したときは、カレント行の直前に読み込みます。分割して作 
成したファイルをまとめるときに利用します。 


フ6 
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•W ( Write ) ファイルに書き込む 


編集しているテキストを、先頭からく n > 行だけディスクに書き込みます。 

[<n>] W 


参照 ( Append ) コ 

マンド 


Write コマンドは Append コマンドとともに、一度にメモリに入りきらないよう 
な大きなファイルを編集するときに利用します。 

ディスクに残っている部分を編集用のメモリに読み込むためには、編集用のメ 
モリに空き領域を作らなければなりません。そこで、 Write コマンドで編集用メモ 
リ上のテキストの一部をディスク上のファイルに書き込み、メモリの空き領域を 
作ります。続いて Append コマンドで、ディスクに残っている部分を指定した行数 
だけ読み込みます。 


< n > を省略すると、編集用メモリの内容の3/4 (75%)がファイルに書き込 
まれます。使用可能なメモリがすでに3 / 4を超えている場合は、 Write コマンド 
を実行してもファイルに書き込まれません。 


機能 


MS-DOS 
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EMSMNT 


外部コマンド 


EMS ペー 

す。 

ジフレームのメモリの状態をグラフィック VRAM または EMS ページフレームに切り換えま 

「 EMSMN1 

_ 

「 [/G | /P] 


籲スイツチ 

/G B 0000 H 〜 BFFFFH のメモリをグラフィック VRAM に切り換えます。（既定値) 

/P B 0000 H 〜 BFFFFH のメモリを EMS ページフレームに切り換えます0 


解 説 

PC -9801 DA 、 DS 、 DX 、 T 、 RL (ノーマルモード）などで、 EMS ページフレー 
ムと して使用するメモリのアドレスがグラフイツク VRAM の一部 （ B 0000 H 
〜 BFFFFH ) と重なっている場合に、このメモリをグラフイツク VRAM または EMS 
ページ フレームに 切り換えます0 


フ8 











EXE 8 BIN 


EXE2BIN 


外部コマンド 



EXE (実行可能）ファイルをバイナリ形式へ変換します。 


EXE 2 BIN [<d : >] [くパス名〉]〈ファイル名1> [<d : >] [くパス名〉][くファイル名2>[〈.拡張子〉]] 


解 説 


EXE ファイルをバイナリ （ COM ) 形式に変換するコマンドです。詳細は、『プ 
ログラム開発ツールマニュアル』を参照してください。 


MS60S 
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EXIT 


内部コマンド 


- 

[ 子プロセスとして起動された COMMAND . COM から親プロセスに戻ります。 


[EXIT 


解 説 

バージョン 2.0 以降の MS - DOS は、子プロセス（チャイルドプロセス）を実行 
することができます。子プロセスを実行したプロセスを「親プロセス」と呼びま 
す。親プロセス上で COMMAND . COM を起動したと き、 子プロセス上で EXIT コ 
マンドを実行すると元の親プロセスに戻ることができます。 

EXIT コマンドは、アプリケーションプログラムに子プロセスを起動できる機能 
があり、その子プロセスとして COMMAND _ COM を起動したときにだけ有効な 
コマンドです。 


注意 

#子プロセスとして起動した COMMAND . COM に / P スイツチが指定されて 
いた場合は、 EXIT コマンドでも戻ることができません。 


関連コマンド ► COMMAND 
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FC 


FC 


外部コマンド 


指定した2つのファイルの内容を比較します。 




1 ) FC [/ A ][/ C ][/ L ] [/ N ][/ T ] [/ W ] [/ < n >] [/ LB < n >] 

2) FC [/ B ] 〈ファイル名 1> 〈ファイル名 2> 


〈ファイル名 1> くファイル名2> 


•スイッチ 

/A アスキー比較の結果を短縮形で出力します。違いのあるブロックの初めと終わりの行だけを表 

示します。行の中間（違いのある行）は省略記号 （...） で表されます。 

/B バイナリ比較をするよう指定します。このスイッチを使用するときは、他のスイッチを使用し 

ないでください。 

/C アスキー比較のときにテキストファイル中の大文字、小文字を区別せずに比較します。 

/L アスキー比較をするよう指定します。 

/N アスキー比較のときに、行番号を表示します。 

/T アスキー比較のときにタブ文字を空白に展開しないで比較します。このスイッチを省略したと 

きは、8桁の位置までを空白として扱います。 

/W アスキー比較のときに連続した複数のタブ文字や空白を1個のスペース（ブランク）と見なし 
て比較します。ただし行の先頭と末尾に付いているスペースは始めから無視します。 

/ < n > 

アスキー比較のときに、最初の相違行が見つかってから n 行以内すベて一致していると、、一致し 
ている〃とみなします。 n の既定値は2で1〜9999の範囲の数字が指定できます。 

/LB < n > 

アスキー比較のときに、内部のラインバッファを 〈 n > 行に設定します。相違のある行がこの値 
以上に連続して存在する場合は、2つのファイルはまったく違うものと判断し比較を中止しま 
す。既定値は100です。 


Ms_§s 
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解 説 

くファイル名1> とくファイル名2 > の内容を比較します0比較には、バイナ 
リ比較、アスキー比較の2通りの方法があります。 

•バイナリ比較 （バイト単位で比較） 

ファイルの各バイトごとに比較し、違いを出力します。拡張子が. EXE 、. COM 、 
. SYS 、. OBJ 、. LIB 、. BIN のファイルを比較するときには、自動的に / B ス 
イッチが付けられたものとして実行します。これ以外の拡張子を持つファイル 
でバイナリ比較を行いたいときは、 / B スイッチを付ける必要があります。 

• アスキー比較 （行単位で比較） 

1行を1つのデータのブロックとして比較し、違いを出力します。. EXE 、. COM 、 
. SYS 、. OBJ 、. LIB 、. BIN 以外の拡張子を持つファイルは自動的にアスキー 
比較になります。 

FC コマンドは、空いているメモリすべてを、ファイルをいったん読み込むため 
のバッファスペースとして使用します。アスキー比較の場合、ソースファイルが 
使用可能なメモリより大きい場合、 FC コマンドはバッファスペースに読み込める 
範囲内だけを比較します。バイナリ比較ではこの制限はなく、ファイルを部分的 
に読み込んで両方のファイルを完全に比較照合します。 

■出力形式 

アスキー比較のときの出力形式は次のようになっています。 

. くファイル名1> 

く一致している部分の最後の1行〉 

〈相違点〉（相違点のある行の表示をします。複数行の場合あり） 

く一致している部分の最初の1行〉 

. 〈ファイル名2 > 

く一致している部分の最後の1行〉 

〈相違点〉（相違点のある行の表示をします。複数行の場合あり） 

〈一致している部分の最初の1行〉 

上記の表示は、2つのファイルに複数の相違点があった場合は、複数回表示さ 
れます。 
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ここで、/ 〈 n > の指定によって、最初に発見された相違点のある行から n 行以内 
に再度相違点があった場合は、途中の行で相違点がなくても（まったく同じでも） 
〈相違点〉の部分に表示されます。 

バイナリ比較のときの出力形式は次のようになっています。 


- ADDRESS - 


- F 1- 


XXXXXXXX YY 


- F 2 

ZZ 


ここで XXXXXXXX は、ファイルの先頭からの相対アドレスで、違いの生じて 
いるバイトのアドレスを示しています。アドレスは00000000から始まります 。 YY 
と ZZ は各ファイルで違いのあったアドレスの内容（バイト値）です。 

バイナリ比較の場合、2つのファイルの大きさが異なる場合は、その旨のメッ 
セージが表示されます。たとえば〈ファイル名2> の方が大きい場合は、次のよ 
うに表示されます。 

FC : くファイル名2> は〈ファイル名1> よりサイズが大きいファイルです 

例： ファイル、、 A : ALPHA . DOC " と '、 B : BETA . DOC " をアスキー比較し、 
このとき、各行中の連続したタブ文字、空白は1つのものとして比較する 


FC /W A : ALPHA . DOC B : BETA . DOC 


MS—DOS 
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FILECONV 


外部コマンド 


I n 88 -日本] 


語 BASIC (86) と MS - DOS の間でファイルを変換します。 



FILECONV 


解 説 

N 88 -日本語 BASIC (86) と MS-DOS の間で、 BASIC プログラムやデータフアイ 
ルの変換を行います。 

変換できるディスクの種類は、次の通りです。 


BASIC ファイル 
の 媒体 

MS-DOS 

ファイルの 媒体 

160 KBFD 

320 KBFD 

640 KBFD 

1 MBFD 

固定ディスク 

160 KBFD 

X 

X 

(*) 

(*) 

X 

320 KBFD 

X 

X 

(；) 

(*) 

X 

640 KBFD 

(*) 

(；) 

<-> 

< -> 

X 

1 MBFD 

(*) 

(*) 

< - > 

<- > 

X 

固定ディスク 

(*) 

(*) 

<-> 

<- > 

X 


— : N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形式に変換可能 
-> : MS - DOS 形式から N 88 - BASIC 形式に変換可能 
— > : MS - DOS 形式、 N 88 - BASIC 形式の双方向で変換可能 
x :変換不可能 

(*)...160 K バイトタイプ （ 1 D ) フロッピィディスク、 320 K バイトタイプ （ 2 D ) 
フロッピィディスクは、 640 K バイトタイプ （ 2 DD ) フロッピィディスク装 
置、あるいは 640 K バイト /1 M バイトタイプ （2 DD / 2 HD 両用）フロッピ 
ィディスク装置にセットした場合に限り変換できます。 
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■変換できるファイルの種類 

変換できるファイルは、次の通りです。 



変換方向 

Nbb - BASIC ^ MS-DOS 




FILE 変換 

VOLUME 変換 

MS - D 0 S ^ N 88 -BASIC 

ファイルの種類 

AUTO 

MANUAL 


募? 

アスキー形式ファイル 

〇(漢） 

〇 

〇(漢） 

〇(漢） 

バイナリ形式ファイル 

〇 

〇 

〇 

X 

夕 X 

ンシヤノ ■■タファイル 

〇(漢） 

〇 

〇(漢） 

〇(漢） 

ランダ厶デ ータ ファイル 

〇(漢） 

X 

〇(漢) 

〇 


機械語ファイル 

〇 

〇 

〇 

〇 


(漢）•••漢字コードの変換ができる 
プログラムファイル 

BASIC のプログラムは、アスキー形式でセーブされているときに、もっとも確 
実に変換できます。バイナリ形式では、 MS - DOS 形式から N 88 - BASIC 形式には変 
換できません。また、逆に N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形式に変換するときは、 
次の表に示す命令を後で手動で変更する必要があります。これは、両者の中間コ 
ードが異なるためです。 


中間コード 

N 88 - 日本語 BASIC (86) の命令 

N 88 -日本語 BASIC (86) 
( MS - DOS 版)の命令 

0 FFC 1 

DSKI $ 

ENVIRONS 

097 

DSK 0$ 

ENVIRON 

0 B 6 

MON 

CHILD 

0 B 4 

MOTOR 

SCROLL 

0 FF 83 

PEN 

MOUSE 

0 DB 

TERM 

SYSTEM 

0 FFA 3 

FPOS 

SEGPTR 


データファイル 

データファイルについては、シーケンシャルデータファイルでもランダムデー 
タファイルでも変換できます。ただし、漢字コードの扱いが多少異なります（こ 
れについては、後述します）。 


機械語ファイル 

機械語ファイルは、まったくそのままの内容で変換します。たとえ、その中に 
漢字コードが入っていても無視します。なお、 N 88 - BASIC の BSAVE コマンドでセ 
ーブした機械語ファイルには、先頭に開始番地と終了番地が書き込まれています。 


MS-OOS 
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機械語ファイル 


0 A 

00 

01 

01 


開始番地 終了番地 

& H 000 A & H 0101 


MS - DOS 版 BASIC には、このような情報がないので注意してください。 

■漢字コードの扱い 

N 88 - BASIC と MS - DOS では、日本語のコードが異なっています。 N 88 - BASIC で 
は、 JIS コードを使っており、日本語のはじめに KI コード（漢字インコード。16進 
数で 1 B 4 BH )、 終わりに K 0 コード（漢字アウトコード。16進数で 1 B 48 H ) が 
入っています。一方、 MS - DOS ではシフト JIS コードを使っており、 KI / KO コー 
ドがありません。 

たとえば、 、' ABC 漢字123〃 という文字列は、それぞれのコードで次のように表 
現されています（コードはすべて16進数)。 

KI コード K 0 コード 

1 1 

JIS コード — 41 42 431 B 4 B 3441 3 B 7 A 1 B 48 3132 33 
シフト JIS コード — 4142 43 8 AC 0 8 E 9 A 3132 33 

このうち、、、3441"と 、、8 AC 0" が '、漢"、 、、3 B 7 A " と、、8 E 9 A " が、'字" 
を表すコードです。このため、日本語が入っている場合は、上記の例のように同 
じ文字列でもバイト数が異なります ( JIS コード表現の方が長い)。そこで 、 FILECONV 
は漢字コードの変換の際に、日本語文字本体のコードを変換すると同時に、 KI/KO 
コードを次のように処理しています。 

N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形式にファイルを変換するとき、 KI / KO コードを 
処理するには次の2通りの方法があります。 

(1) KI / KO コードを削除する方法 

KI / KO コードを削除し、日本語文字本体のコードを JIS コードからシフト JIS 
コードに置き換えます。ファイルのバイト数は少なくなりますが、データ 
ファイルなどでは、ずれによって悪影響が出ることがあるので要注意です。 

(2) KI / KO コードを "FFFF (16 進数)〃に置き換える方法 

KI / KO コードはそれぞれ2バイトですので、同じ2バイトでシフト JIS コー 
ドとしては意味を持たない "FFFF (16 進数)〃に置き換え、日本語文字本 
体のコードもシフト JIS コードに置き換えます。ファイルの長さは変わりま 
せん。ランダムデータファイルの変換では、自動的にこの方法が選択され 
ます。 
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MS - DOS 形式から N 88 - BASIC 形式にファイルを変換する場合は、日本語文字の 
両端に KI / KO コードが自動的に挿入されます。 

バイナリ形式でセーブされたプログラムファイルに含まれる漢字コードは変換 
しませんので、いったん BASIC でアスキー形式にセーブし直してから変換してく 
ださい。また、機械語ファイルに含まれる日本語文字は変換しません。 

IFILECONV の使い方 

FILECONV とだけ入力すると、次のような画面になります。 


N88/MS — DOS ファイルコンバータ （ UER. X.X) 
Copyright (C) 1987 by NEC Corporation 


変換： 


2/MS-DOS => N88-BASIC 


選択して下さい 


ここで、まずどの形式からどの形式に変換するのか選択します。反転表示は、 
スペースキー（またはキー）で移りますので、希望する方を選択してリター 
ンキーを押してください。それぞれの選択肢の最初に付いている番号（ここでは 
1または 2) に対応した数字キーを押して指定することもできます。この方法で 
はリターンキーは押さなくてもよく、そのときの反転表示の位置にも関係ありま 
せん。 

IN 88 - BASIC 形式のファイルを MS - DOS 形式に変換する 


N 88 - BASIC 形式から MS - DOS 形式の変換を選ぶと、画面の下に次のように表示 
されます。 


1/N88-BAS C = 


MS-DOS 


8フ 
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[N88-BASIC => MS-DOS ] - 


変換方法は nggfla 2/ U 0 LUME 

選択して下さい 


ここで、、、1 / FILE " を選ぶとファイル変換に、、、2 / VOLUME " を選ぶとボリ 
ューム変換になります。ファイル変換では、1個ずつファイルを変換します。ボ 
リューム変換はディスク単位で1度に変換できますが、ファイル変換のように細 
かな設定できません。 

•ファイル変換を選んだ場合 

ファイル変換を選んだときは、次の順に操作してください。 

( 1 ) N 88 - BASIC 形式と MS - DOS 形式のディスクの入っているドライブ名を聞い 
てきますので、ドライブ名をコロン（：）を付けて指定してください（例 
… A :)。 

(2) 画面には、 N 88 - BASIC 形式のディスクに入っているファイル名の一覧（デ 
ィレクトリ）が表示されます。カーソル移動キーを押すと、カーソルが動 
き、メニューエリアにはカーソルが重なっているファイル名が表示されま 
す。変換したいファイル名の上にカーソルを重ねて、リターンキーを押し 
てください。 

(3) 変換後のファイル名を指定します。同じ名前でよいときはリターンキーだ 
け押します。変換するファイル名に拡張子がないときは、自動的に' BAS " 
という拡張子が付けられます。ファイル名については後述の「ファイル名 
に関する注意」を参照してください。 


(4) 変換するフアイルがランダムデータフアイルかどうか聞いてきますので、 
それにこたえてください。 
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(5) 変換するファイルに含まれている漢字コードを JIS コードからシフト JIS コ 
ードに変換するかどうか聞いてきますので、それにこたえてください。た 
だし、ファイルがバイナリ形式のプログラムファイルや機械語ファイルの 
ときは、ここで'、 1/YES" (変換する）を押しても変換はできません。 

この次の操作は、 （4) と （5) で選んだ内容によって次のように異なります。 

• ランダムデータファイルで JIS コード変換をする 

このときは、ファイルバッファ内のフィールドを指定しなければなりません。 
つまり、ファイルバッファ内を文字データ領域と数値データ領域に分け、文字デ 
一夕領域の部分だけを漢字コード変換の対象とするのです。 

たとえば、フアイルバツフア内のフィールドを次のように割り当てるとします。 


256バイト 


文字データ 

数値データ 

文字データ 

数値データ 


80バイト 

48バイト 

80バイト 

48バイト 


画面には、 "FIELD 〃と表示されているので、ここに文字データ領域は文字、、 C" 
に続いてそのバイト数を、数値データ領域は文字'' N" に続いてそのバイト数を、 
カンマで区切って入力します。前の図の例なら、次のように指定します。 

FIELD C80，N48，C80，N48 

これで、文字データの中の漢字コードの前後にある KI/KO コードは自動的に 、、FFFF 
(16 進数)〃に置き換えられます。 

すべて指定すると、確認の画面になりますので、パラメータを確認して実行し 
てください。 


• ランダムデータファイルでなく、 JIS コード変換をする 

このときは、漢字コードの前後にある KI/KO コードの処理を指定します。 KI/KO 
コードを削除するとき画面の '、1/DELETE" を、 KI/KO コードと同バイト数で 
ある VN FFFF (16 進数)〃に置き換えるときは画面の 、、2/0FFFFH" を選択しま 
す。 

データファイルで、、1 /DELETE" を選ぶと、データにずれが起きることがあり 
ます。そのため一般的には、データファイルのときは、、2/0 FFFFH " を、アス 
キー形式のプログラムファイルのときは vv 1 /DELETE" を選ぶとよいでしょう。 

すべて指定すると、確認の画面になりますので、パラメータを確認して実行し 
てください。 


MS—DOS 
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• JIS コード変換しない 

このときは、すぐに確認の画面になりますので、パラメータを確認して実行し 
てください。 

最後に別のファイルも変換するかどうか聞いてきますので、それにこたえてく 
ださい。変換する場合は、これまでの操作を繰り返してください。 

•ボリュー厶変換を選んだ場合 

ボリューム変換を選んだときは、次の順に操作してください。 

( 1 ) N 88 -BASIC 形式と MS-DOS 形式のディスクの入っているドライブ名を聞い 
てきますので、ドライブ名にコロン（：）を付けて指定してください（例 
… A : )〇 

(2) 操作方法を聞いてくるので、 ''1/AUT0" と、、2 /MANUAL" のいずれか 
を選んでください。 、'1/AUTCT は、ディスクのファイルをすべて変換し 
ます。ただし、変換後のファイル名の指定はできず、また漢字コードの変 
換も行いません。 

2 /MANUAL" では、ファイルを選択しながら変換します。ただし、変 
換後のファイル名は指定できません。漢字コードについては、ファイル変 
換の場合と同様に変換方法を選択できます。 

(3) 変換するディスクのファイルの一覧が表示されます。これは、確認の意味 
だけなので何かキーを押すと次に進みます。 

次からの操作は、操作方法で ，1/AUT0" と 2 /MANUAL" のどちらを選 
んだかによって異なります。 

• NV 1 / AUTO " を選んだとき 

このときは、ファイルの一覧を表示し、パラメータを確認するように聞いてき 
ます。ここで、 XX 1/YES" とこたえると、変換を始めますじ 2/N0" とこたえる 
と、最初の処理に戻ります）。カーソルが重なっているファイルが変換中であるこ 
とを示します。 

すべてのファイルを変換すると、 MS-DOS 側のファイルー覧を表示します。こ 
こで、何かキーを押すと、 FILECONV が終了します。 
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• "2/ MANUAr を選んだとき 

このときは、ファイルの一覧を表示し、カーソルの重なっているファイルを変 
換するかどうか聞いてきます。ここで、 ''2/N0" とこたえると、カーソルは次の 
ファイルに移動して再び変換するかどうか聞いてきます。 

ここで、、、: L/YES" とこたえると、ランダムデータファイルかどうか、日本語 
JIS コードの変換をするかどうか、 KI/KO コードの処理をどうするか、などを聞い 
てきます。これについては、ファイル変換の （4) からの操作方法と同じなので、 
そちらを参照してください。変換が終わると、カーソルは次のファイルに移動し 
て再び変換するかどうか聞いてきます。 

すべてのファイルについて、処理が終わると、 MS-DOS 側のファイルー覧を表 
示します。ここで、何かキーを押すと、 FILECONV が終了します。 

■ MS - DOS 形式のファイルを N 88 - BASIC 形式に変換する 

MS-DOS 形式から N 88 -BASIC 形式の変換を選んだときは、次の順に操作してく 
ださい。 

(1)MS-DOS 形式と N 88 -BASIC 形式のディスクの入っているドライブ名を聞い 
てきますので、ドライブ名にコロン（：）を付けて指定してください（例 
… A : )〇 

( 2 ) 画面には、 MS-DOS 形式のディスクのカレントディレクトリに入っている 
ファイル名の一覧（ディレクトリ）が表示されます。カーソル移動キーを 
押すと、カーソルが動き、 メニュー エリアにはカーソルが重なっているフ 
ァイル名が表示されます。変換したいファイル名の上にカーソルを重ねて、 
リターンキーを押してください。 

(3) 変換後のファイル名を指定します。同じ名前でよいときはリターンキーだ 
け押します。ファイル名については後述の「ファイル名に関する注意」を 
参照してください。 

(4) 変換するファイルが機械語ファイルかどうか聞いてきます。ここで、、'1/ 
YES" を選ぶか、 ''2/NO 〃を選ぶかによって、次からの処理が異なります。 


• M / YES " を選んだとき 

機械語ファイルの場合は、内容に手を加えずに変換を行います。画面は、パラ 
メータを確認する画面になり、これでよければ、'1 /YES" を選択します。これで 
ファイル変換が始まり、終了すると次のファイルを変換するかどうか聞いてきま 
す0 


MS_DOS 
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•、、2/ N 0〃 を選んだとき 

変換するファイルがランダムデータファイルかどうか聞いてきますので、それ 
にこたえてください。ここで、 、 X 1/ YES " とこたえると、パラメータを確認する 
画面になり、これでよければ、 X 1/ YES 〃を選択します。これでファイル変換が始 
まり、終了すると次のファイルを変換するかどうか聞いてきます。 

、、2/ NO " と応えると、漢字コードをシフト JIS コードから JIS コードに変換す 
るかどうか聞いてきます。漢字コードの変換を行うときは、ヽ '1/ YES " を選んで 
ください。次にパラメータを確認する画面になり、これでよければ1 / YES 〃を 
選択します。これでファイル変換が始まり、終了すると次のファイルを変換する 
かどうか聞いてきます。 

フロッピィディスクドライブが1台でも、すべての変換方法で変換できます。 
このときは、画面の指示に従って、フロッピィディスクを入れ換えてください。 

注意 

•シーケンシャルデータファイルの場合、 N 88 -BASIC 形式から MS-DOS 形式、 
あるいはその逆の変換でも漢字コードを変換することができます。しかし、 
BASIC 関数の MKI $、 MKS$、MKD $を使っているときは、通常のシー 
ケンシャルデータファイルとは構造が少々異なります。特に漢字コードを 
変換するよう指定する場合は注意してください。 

#FILECONV で変換可能な MS-DOS 形式のファイル数は、ディレクトリの先 
頭から309番目までです。もし、変換したいファイルがディレクトリの310 
番目以降にある場合は、そのファイルを別の空きディレクトリや別のフロ 
ッピイディスクなどにコピーしてから変換してください。 


■ファイル名に関する注意 

N 88 - BASIC 形式のファイル名の書式と MS - DOS 形式のファイル名の書式は微妙 
にちがっていて、それぞれにファイル名には使ってはいけない文字があります。 


ファイル名の形式 

ファイル名 

拡張子 

ファイル名に使用できる文字 

n 88 -basic 形式 

6文字 

3文字 

(拡張ファイル名） 

:(コロン）以外のすべての 

文字 

MS - DOS 形式 

8文字 

3文字 

A 〜 Z 〇〜9カナ漢字 
$&#%’ （ ）-@_ {} 〜！ 


したがって、ファイルを変換するときにそのまま同じファイル名を付けられな 
い場合があります。 FILECONV は、次のようにファイル名を処理します。 
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FI し ECONV 


# N 88 - BASIC 形式のファイルを MS - DOS 形式に変換する場合 

(1) N 88 - BASIC 形式のファイル名に拡張ファイル名がない 

N 88 - BASIC 形式のファイルが機械語ファイルのときは、、. COM " を、それ以外 
のファイルのときは、、. BAS " を、 MS - DOS 形式のフアイル名の拡張子にします。 


PROG (機械語ファイル） 
PROG (その他のファイル） 


PROG.COM 
PROG.BAS 


(2) N 88 - BASIC 形式のファイル名に、 MS - DOS 形式では許されない文字が含ま 
れている 

ファイル変換のときは、無効なファイル名に対する自動処理をしません。入力 
されたファイル名に MS-DOS 形式では許されない文字が含まれていたら、再度フ 
ァイル名を聞いてきます。 

ボリューム変換のときは、 MS-DOS 形式では許されない文字を削除し、残りの 
文字を左に詰めて新しいファイル名を作成します。 MS-DOS 形式では許されない 
文字だけでできているファイル名なら、このファイルは変換しません。 

PROG * A . N 88 ― PROGA . N 88 

DEM [ A ] . BAK 一 DEMA . BAK 
****** — (ファイルを変換しない） 

(3) Nss - BASIC 形式のファイル名に小文字が含まれている 

小文字を大文字に変えて、 MS-DOS 形式のファイル名にします。 

Backup . N 88 一 BACKUP . N 88 
籲 MS - DOS 形式のファイルを N 88 - BASIC 形式に変換する場合 
(1) MS - DOS 形式のファイル名が計7文字以上ある 

MS-DOS 形式のファイル名の7文字目と8文字目を削除して、 N 88 -BASIC 形式 
のファイル名にします0 


MSPROGAM . BAS 


MSPROG.BAS 


MS 丨 DOS 
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FIND 


外部コマンド 


- 

1つまたは複数のファイルから指定した文字を検索します。 


FIND [/V | /C | / N ] く文字列〉[く d : >] [くパス名〉]くファイル名〉 [••• 


•スイッチ 

/V 〈文字列〉を含まない行だけを表示します。 

/C 〈文字列〉の含まれる行数だけを表示します。 

/N 〈文字列〉の含まれる行の先頭に各行番号を表示します。 


解 説 

FIND コマンドは、指定したファイルから文字列を検索し、含まれる行を出力す 
る フィルタコマンドです。パラメータ として、検索したい〈文字列〉（〈文字列〉 
は2重引用符で囲んで指定してください）と、検索対象の〈ファイル名〉 
(同じディレクトリになくてもよい）を指定します。 

ファイルを指定しないと、標準入力（キーボード）から検索します。標準入力 
からの検索を中止するには丨 CTRL ] - f -1 Z 〕 キーを 押してください。 

例： BOOK 1. TXT と B 00 K 2 . TXT からこの順で 、、 File 〃 という文字列を含む行 
を検索し、行番号を付加して表示する 

FIND /N " nie " B 00 K 1 .TXT B 00 K 2 .TXT 
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FIND 


例：ドライブ B にあるファイルで 、、 DAT " 
表示する（パイプを利用） 

DIR B ： | FIND /V " DAT ” 


という文字列を含まないファイル名を 


注意 

• 〈ファイル名〉にはワイルドカ、 


ドは指定できません。 


• 〈文字列〉の中に文字 


を含むときは、「””」と2つ続けることによっ 


て1つの 


を意味することができます。 


MS.DOS 
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FORMAT 


(?) 外部コマンド 


- 

I 指定されたドライブのディスクを、 MS - DOS で使用できるように初期化します。 


- 

1 ) FORMAT [<d : >][/S | / B ][/ V][/M | /6 | /9] [/ P ] 

2) FORMAT /H |/E 


•スイッチ 

/S 初期化終了後、ディスクにシステムファイル （10. SYS 、 MSDOS . SYS、COMMAND . COM ) 

を書き込みます。以後、このディスクで MS - DOS を起動できるようになります。 

/V 初期化したディスクにボリュームラベル（そのディスクの名前）を設定します。1バイト文字 

で11文字 （2 バイト文字では5文字）までで入力できます。 

/6 2 DD タイプのフロッピィディスクを初期化します。 2 DD タイプのフロッピィディスクに対して 

のみ有効です。総容量は 640 K バイトになります。 

/9 2 DD タイプのフロッピィディスクを1トラックあたり9セクタで初期化します。 2 DD タイプの 

フロッピィディスクに対してのみ有効です。総容量は 720 K バイトになります。 

/M 2 HD タイプのフロッピィディスクを初期化します。このスイッチは、ディスクドライブが 1 M バ 
イト /640 K バイト両用タイプの場合のみ有効です。 

/P 初期化処理中に、ディスクの揷入を確認するメッセージなどのキー入力を要求しないようにす 

ることができます。 

/B システムファイルを後から追加できるように、約 124 K バイトの空き領域を用意して初期化しま 
す。 

/H ディスク（固定ディスクまたは光ディスク）を初期化します。 

/E /H よりも簡単な操作でディスク（固定ディスクまたは光ディスク）を初期化します。 
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FORMAT 


解 説 

フロッピイデイスクと固定デイスクでは、指定できるスイッチが下表のように 
異なります。 


装置 

指定できるパラメータ 

フロッピィディスク 

<d : >、/ S 、/ V 、/6、/9、/ M 、/ P、/B 

固定ディスク （*1) 

/ H、/E 


(*1) •••ドライブ名を指定しても無効 

MS - DOS で使用するフロッピィディスクや固定ディスクは、 MS - DOS が利用で 
きるように FORMAT コマンドで初期化しなければなりません（フォーマットする、 
とも呼びます）。 

FORMAT コマンドは、フロッピィディスクと固定ディスク（光ディスクも含む） 
の両方をフォー マッ トすることができ、さらに固定ディスクのフォー マッ トにお 
いては、2種類のフォーマットの方法が行えます。 

FORMAT コマンドはこのように多機能なため、以下のように説明を進めます。 

( 1 ) フロッピィディスクを初期化する場合 

1-1 コマンドラインから 実行する 

1- 2 メニュー画面を使用して実行する 

(2) 固定ディスクを初期化する場合 

2- 1 拡張フォーマットを選択した場合 
2-2 標準フォーマットを選択した場合 

(3) /E スイッチで固定ディスクを初期化する場合 
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(1) フロッピィディスクを初期化する場合 

フロッピィディスクに対して FORMAT コマンドを実行する場合は、コマンドラ 
インから行う方法と、メニュー画面を使用する方法があります。コマンドライン 
から行う場合は、ドライブ名などのコマンドオプションを指定してください。コ 
マンドオプションをなにも指定しない場合はメニュー画面が表示されますので、 
画面の指示に従って実行してください。 

1-1 コマンドラインから実行する 

例：ドライブ B にあるフロッピィディスクを初期化し、システムファイル (10 . SYS 、 
MSDOS . SYS、COMMAND . COM ) をそのディスクに書き込む 

FORMAT B : /S 

1-2 メニユー画面を使用して実行する 

パラメータを省略して、、 FORMAT " とだけ入力すると、メニュー画面が表示さ 
れます。このとき固定ディスクまたは光ディスクが接続されているシステムの場 
合はまず次のメニュー画面が表示されます。 

固定ディスクが接続されているシステムでは、この画面で「フロッピィディス 
ク」を反転表示させてリターンキーを押してください。 


FORMAT^ _ ^^ py 「 jght (c) 啦 Corporation 狐 1990 - 


装置名 フロッピィディスク 


^(ES C キーを押 f f 1理を率止することができます） 

aOBMSBSBOBS 固定ディスク 


フロッピィディスクだけの場合は直接次のメニュー画面が表示されます。 
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FORMAT コマンド 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1983，1990 _ 


c ： 

システム 転送する 

ボリュームラベル 

媒体種別 2 HDUMB ) FD 

実行 

終了 


—— 接続状況 一 

c ： 7□.丈。ィテ、、ィスク m (内屋) 
D : フ□ッピィテ、、ィスク tt 2 (内咸〉 


蓉眞番号考指定してください 

紛キ— を 押してください 




以降の操作はこのメニュー画面から指定します。カーソルキーを押すと反転部 
分が移動しますから、必要な選択肢を反転させ、リターンキーを押して実行して 
ください。 

各選択肢の意味について解説します。 

• 「装置番号」 

装置番号に対応したフロッピィディスクドライブで初期化を行います。コマン 
ドラインの <d : >に相当します。 


• 「システム」 

初期化後、システムファイルをコピーするかどうかを選択します。コマンドラ 
インの / S スイツチにネ目当します。 


MS,DOS 
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注意 

#「システム」を、、転送する"に設定した場合は、 FORMAT コマンドを実行 
するカレントドライブにシステムファイル （10. SYS 、 MSDOS . SYS 、 
COMMAND . COM ) がなくてはなりません。もし、システムファイルの 
ないドライブで FORMAT コマンドを実行し、「システム」を、ヽ転送する" 
に設定して「実行」を選ぶと、 

DOS ディスクをドライブ X :に挿入し、どれかのキーを押してください 

というメ ッ セージを表示してコマンドの実行は中断されます （X :はカレン 
トドライブ名）。カレントドライブがフロッピィディスクの場合はディスク 
を差し替えれば対応できますが、固定ディスクのときはそうはいきません。 
FORMAT コマンドは、なるべく MS - DOS を起動するドライブで実行する 
よう注意してください。 


• 「ボリュームラベル」 

初期化後、そのフロッピィディスクに付けるボリュームラベル（ディスクの名 
前）を設定します。1バイト文字で11文字 （2 バイト文字では5文字）まで入力 
できます。コマンドラインの/ V スイッチに相当します。 

ボリュームラべルは、後で LABEL コマンドによって変更することができます。 

• 「媒体種別」 

初期化したいフロッピィディスクのタイプを選択してください。コマンドライ 
ンの/ 6、/ M 、/9 スイッチに相当します。 

• 「実行」 

フロッピィディスクの初期化を始めます。 

• 「終了」 

FORMAT コマンドを終了します。 

初期化が正常に終了すると、そのままメニュー画面が表示されています。 

(2) 固定ディスクを初期化する場合 

固定ディスクを初期化する場合はメニュー画面を使用して行います。コマンド 
ラインで / H スイッチを付けるか、一番最初のメニュー画面で「固定ディスク」を 
選択すると、各設定のための画面が表示されます。なお、コマンドラインで / E ス 
イッチを付けると、より簡単な方法で初期化できる画面が表示されます（これに 
ついては、 （3) を參照してください）〇 
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固定ディスクを初期化するときのディスク上の管理の方法には、「標準フォーマ 
ット」と「拡張フォーマット」の2種類があります。接続されているディスクの 
容量、画面のモード、機種、固定ディスクインターフヱイスの種類などによって、 
どちらの形式も可能な組み合わせ、どちらかの形式でしか初期化できない組み合 
わせがあります。下表にその関係を示します。 


コンビ 

ュータ本体のタイプと可能なフォー マッ ト形式 

ハードウエアモード 

機種 

拡張 フォ ー マット 

標準 フォーマット 

ノーマルモード 

全機種 

可能 

可能 

ハイレ ゾリ ユー 

シヨンモード 

PC-98XA 

可能 

可能 （* 1) 

PC-98XL 、 XL 2 、 
RL 、 PC-H98 

可能 

可能 


(*1) …内蔵タイプの固定ディスクは不可能 
なお SCSI インターフェイスの固定ディスクは、拡張フォーマットのみ可能です。 

「標準フォーマット」は、 20 M バイトまでの固定ディスクしか管理できないフ 
ォーマット形式です。 MS-DOS では、バージョン 2.0 まではこのフォーマット形 
式しかありませんでした。 

「拡張フォーマット」は、管理領域に制限がなく、固定ディスク内に複数個の 
MS-DOS 領域を確保できるフォーマット形式です。 1 台の固定ディスクを 4 領域 
まで分割することができ、 MS-DOS のドライブとして別々にアクセスすることが 
できます。 1 台の固定ディスクには、最大 128M バイトまでの領域を確保すること 
ができます。 


FORMAT コマンドはまず、機種や接続されてぃるドライブの種類、固定ディス 
クインターフェイスの種類、画面のモードなどを見て、どのフォーマット形式で 
初期化できる組み合わせであるかを判断します。どのフォーマット形式でも初期 
化できる組み合わせなら、フォーマット形式を選ぶ画面が表示されますので、フ 
ォーマット形式を選択します。カーソルキーで反転部分が動きますから、「拡張フ 
ォーマット」か「標準フォーマット」かを選択してリターンキーを押してくださ 

い^ 


MS_DOS 
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FORMAT コマンド 


Uer. X.XX 


Copyright (C) NEC Corporation 1983,1990 - 


装置番号 1 

フオーマツト形式 標準フオーマツト 


| 1§1 


MS-DOS 






i 漉 ^ EBS9I3 標準フォーマット 

I 麵 . -J 

どちらか一方の形式でしか初期化できなレゝ組み合わせなら、この画面は表示さ 
れないで、対応したメニュー画面が表示されます。 

以降は、選択したフォーマツト形式のメニュー画面の説明に移ってください。 


•どちらのフォーマット形式も選べる状態では、どちらを選択してもかまい 
ません。ただし、いったんどちらかを選択して初期化した固定ディスクを 
他方のフォーマツト形式にするには、再度初期化するしか方法がありませ 
ん〇 


2-1 拡張フォーマツトを選択した場合 

固定ディスクを初めて拡張フォーマツトで初期化する手順は、次のようになつ 
ています。 

1. 「初期化」で固定ディスク装置全体を初期化する。 

2. 「領域確保」で MS - DOS で使用する領域を確保する。 

次のようなメニュー画面が表示されますので、カーソルキーで項目を選択し、 
リターンキーで各項目の処理を行います。 
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FORMAT コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1983,1990 - 


装置番号 

hMMr 

マップ 
領域確保 
領域解放 
初期化 
状態変更 
終了 


拡張フオーマツト 


—— 接続状況_ 
1： SCSI 固定テ、、ィ又ク沏 


智害5?驾 I 弊“益益 si 黔 i 鋒 'r 


このメニュー画面での各選択肢の意味は、次の通りです。 

秦「装置番号」 

初期化したい固定ディスクの番号を選択します。 

#「フォーマット形式」 

選択しているフォーマツト形式が表示されています。 

參 「マップ」 

固定ディスク装置が現在どのように使用されているかの状況を表示します。表 
示されている各項目の意味は次の通りです。ここでは、内容の表示だけで変更は 
「状態変更」にて行います。 

システム名 

通常は、現在その領域を使用している 0 S 名を表示しています。 MS - DOS のバ 
ージョン3 . 3以上で「状態」が、、アクティブ"であれば、別のドライブとし 
て認識されます。 

状態 

各領域の状態を示します。''アクティブ〃はアクセスできる領域、ゃスリープ" 
はアクセスできなレゝ領域です。 

FROM 〜 TO 

各領域が占有する範囲の大きさを、シリンダ番号の範囲として示しています。 


サイズ 

各領域が占有する範囲の大きさを、 M バイト単位で示しています。 


MS_DOS 
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セレクタ 

システム セレクタ番号を示します （ノーマルモー ドでは表示されません）。 

BOOT 

その領域 （ MS - DOS 領域ならドライブ）から 0 S を起動できるかどうかを表示 
しています。 


参考 

シリンダとは、固定ディスクを分割して考えるときの1つの単位です。そ 
れに番号を付けたのがシリンダ番号です。 


• 「領域確保」 

その固定ディスクに、新たな MS - DOS 領域を確保します（論理フォーマットを 
します）。「初期化」で初期化（物理フォーマット）していない固定ディスクでは 
選択できません（物理フォーマットは別の 0 S で行われていてもかまいません）。「領 
域確保」を選択すると、次のメニュー画面が表示されます。 


FORMAT コマンド Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1983,1990 - 


装置番号 
フォーマット开拭 

先頭シリンダ 
システム 

ボリュー厶ラベル 
実行 


拡張フォーマット 
020 MB 
0001 

転送する 


-，キ-を押す と マップを 表示します 
ESC キーを押すと処理を中止し、前画面に戻ることができます） 


_保容量 


この画面で表示されている各項目の意味は次の通りです。このメニュー画面で 
し HELP ) キーを押すと、「マップ」と同じ画面が表示されます。残り容量や空きシリ 
ンダなどを確認してください。ここで設定した内容は、システムの再起動後に有 
効になります。 
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確保容量 

確保する領域のサイズです。 M バイト単位で指定します。確保可能な容量が 
画面に表示されていますから、その範囲で入力し、リターンキーを押してく 
ださい。 

先頭シリンダ 

領域をどのシリンダから確保するかをシリンダ番号で指定し、リターンキー 
を押してください0シリンダ番号を入力しないでリターンキーだけを押すと、 
固定ディスク裝置の先頭（または最初の空き領域の先頭）から確保されます。 

システム 

確保した領域内にシステムファイル (10 . SYS . MSDOS . SYS、COMMAND . 
COM ) を転送するかどうかを指定します。ヾ転送する"または、ヽ転送しない" 
を反転させて、リターンキーを押してください。 


参照—第3部第3章 
「ディスクドライブ」 


セレクタ番号 

ハイレ ゾリ ユー シヨン モー ドのときだけ表示される項目です。システムを起 
動するときの領域選択に使用する番号です。 


ボリユー厶ラベル 

確保する MS - DOS 領域に付ける名前です。1バイト文字で11字、2バイト文 
字で5字まで入力できます。入力したらリターンキーを押してください。 

実行 

領域の確保を始めます。画面にグラフが表示され、100%に達したら終了です。 
しばらく時間がかかります。正常に確保できたら、 MS - DOS を再起動させて 
ください。 

アクティブな状態の領域は、同時に4個まで確保可能です。すでに4領域がア 
クティブなときに、新たに領域を確保すると、その領域は自動的にスリープな領 
域となります。スリープな領域をアクティブにするには「状態変更」で変更して 
ください0 


• 1 ■領域解放」 

MS - DOS 用に確保している領域を解放し、未使用領域とします。メニュー画面 
が表示されるので、カーソルキーで反転表示を動かし、解放したい領域に重ねて 
リターンキーを押してください。選択された領域は未使用領域となり、この設定 
はシステムの再起動後有効になります。 


MS-DOS 
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• 「初期化」 

固定ディスク装置全体を初期化（物理フォーマット）します。画面には、マッ 
プが表示されるので、この固定ディスクを初期化（物理フォーマット）してしま 
つてよいかどうか確認してください。 

次に、標準フォーマット、拡張フォーマットのどちらもできる装置の組み合わ 
せなら、フォーマット形式を選ぶよう指示されます（ここでは、拡張フォーマッ 
卜による初期化の手順を解説しています）。 

カーソルキーとリターンキーでフォーマット 形式を選んでください。確認の画 
面が表示されます。 

ここで、 「はい」 を選ぶと初期化を開始します。しばらく時間がかかります。 


注意 

•物理フォーマツトをすると、その固定ディスク内全領域（他の 0 S で使用し 
ている領域も含む）のデータがすべて消去されます。よく確認してから初 
期化してください。 


#「状態変更」 

指定した領域の状態を変更します。メニュー画面が表示されるので、カーソル 
キーで反転表示を変更したい項目に重ね、選択してください。 

表示されている各項目の意味は、「マップ」の項で解説したものと同じです。 


システム名 

現在その領域を使用している 0 S 名 （ MS - DOS 、 PC - UX、MS OS /2 、BASIC 
など）などを入力します。ここに反転表示を動かすと、1バイト文字で16字 
まで入力できます。 


状態 

各領域の状態を示します。'、アクティブ"はアクセスできる領域、''スリープ〃 
はアクセスできない領域です。ここに反転表示を重ねてリターンキーを押す 
と、、、アクティブ"と、、スリープ"が切り換わります。アクティブにできる領 
域は、同時に4個までです。すでに4領域がアクティブなときに新たにアク 
ティブな領域を作る場合は、いずれか1つをスリーブにしなければなりませ 
ん〇 


FROM 〜 TO 

各領域が占有する範囲の大きさを、シリンダ番号の範囲として示しています。 
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サイズ 

各領域が占有する範囲の大きさを、 M バイト単位で示しています。 

BOOT 

その領域 （ MS - DOS 領域ならドライブ）から 0 S を起動できるかどうかを表示 
しています。"可〃は起動できる領域、''不可〃は起動できない領域です。こ 
こに反転表示を重ねてリターンキーを押すと、"可"と * 不可"が切り換わり 
ます。 


セレクタ番号 

ハイレゾリューシヨンモードのときだけ表示される項目です。システムを起 
動するときの領域選択に使用する番号です。 

• 「終了」 

FORMAT コマンドを終了します。 


注意 

• MS - DOS バージョン 3. 3以上では、拡張フォーマットで初期化できるディ 
スクの種類が （ MS - DOS バージョン 3. 1よりも）増えています。このよう 
な固定ディスクを MS - DOS バージョン 3. 3 (またはそれ以上）の拡張フォ 
ーマットで初期化すると、以前のバージョン (2.0 や 3. 1)、他の OS (BASIC 
など）では使用できなくなります。 

籲ノーマル モードで、拡張 フォーマット で初期化された固定ディスクからシ 
ステムを起動しようとすると、固定ディスクのどの領域の OS を起動するか 
を指定するメニュー画面が表示されます。その場合はメニュー画面に表示 
される指示に従って、操作してください。 


2-2 標準 フォー マツトを選択した場合 

固定ディスクを初めて標準フォーマツトで初期化する手順は、次のようになつ 
ています。 

1. 「初期化」で固定ディスク装置全体を初期化する。 

2. 「領域確保」で MS - DOS で使用する領域を確保する。 

以下のような メニュー 画面が表示されますので、 カーソル キーで項目を選択し、 
リターンキーで各項目の処理を行います。 
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FORMAT コマンド 


Copyright ( C ) NEC Corporation 1983,1990 - 


装置番号 1 

標準フォーマット 


- 接続状況 

1:固定テ、、ィスク »i 


マップ 
領域確保 
領域解放 
I P し 
初期化 
終了 


そ ESC キーを押す/処理 



メニュー画面での各選択肢の意味は、次の通りです。 

• 「装置番号」 

初期化したい固定ディスクの番号を選択します。 

• 「フォーマット形式」 

選択しているフォーマット形式が表示されています。 

#「マップ」 

固定ディスク装置がどのように使用されているかの状況を表示します。ここで、 
表示される各項目の意味は次の通りです。 

MS-DOS 

MS - DOS に割り当てられている領域の大きさを、 M バイト単位で表示してい 
ます。 

他の 0 S 

他の 0 S に割り当てられている領域の大きさを、 M バイト単位で表示していま 
す。 


空き領域 


空き領域の大きさを表示しています。 
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• 「領域確保」 

その固定ディスクに、新たな MS DOS 領域を確保します（論理フォーマットを 
します）。「初期化」で初期化（物理フォーマット）していない固定ディスクでは 
選択できません（物理フォーマットは別の 0 S で行われていてもかまいません）。「領 
域確保」を選択すると、メニュー画面が表示されます。 


r 


FORMAT コマンド 

Uer . X.XX 


Copyright ( C ) NEC Corporation 1983，1 990 - 

装置番号 

1 

フォーマット开拭 

標準フォーマット 


20 MB 

システム 

転送する 

I P し 

登錄する 

ボリユームラべル 


実行 


■欒|齡騮溫 t、i 瞌譴糍為?詩 f します 

磡呆容量： 


L 

ソ 


表示されている各項目の意味は次の通りです。このメニュー画面で I HELP 〕キー 
を押すと、「マップ」と同じ画面が表示されます。残り容量などを確認してくださ 


確保容量 

確保する領域のサイズです。 M バイト単位で指定します。確保可能な容量は 


I HELP 丨キーで表示されるマップで確認し、その範囲で入力し、リターンキー 
を押してください。 


システム 

確保した領域内にシステムファイル （10 . SYS 、 MSD 0 S . SYS、COMMAND . 
COM ) を転送するかどうかを指定します。''転送する〃または N '転送しない〃 
を反転させて、リターンキーを押してください。 


IPL 


ノーマルモー ドのときだけ表示される項目です。システムを起動するときに 
使用されるプログラムである IPL を登録するかどうかを選択します。 IPL を登 
録すると、 MS - DOS がこの固定ディスクから起動できるようになります，登 
録する〃または '''登録し なぃ〃を 反転させて、 リターンキーを 押してくださ 

い0 


MS-DOS 
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ボリユー厶ラベル 

確保する MS-DOS 領域に付ける名前です。1バイト文字で11字、2バイト文 
字で5字まで入力できます。入力したらリターンキーを押してください。 


実行 

領域の確保を始めます。画面にグラフが表示され、100%に達したら終了です。 
しばらく時間がかかります。正常に確保できたら、 MS-DOS を再起動させて 
ください。 

• 領域解放」 

MS-DOS 用に確保している領域を解放し、空き領域とします。「マップ」で表示 
された画面と同じです。 カーソル キーではい"を反転させてリターンキーを押 
してください。指定した領域を MS-DOS の管理からはずし、空き領域とします。 


• 「 IPL 」 

IPL (Initial Program Loader) を、この固定ディスク装置に登録するかどう 
かを選択します。 IPL は、 MS DOS の起動の際にシステムファイルをディスクか 
ら読み込むためのブートプログラムです。。登録〃を選択すると、この固定ディス 
クから MS-DOS を起動できるようになります。'、削除〃を選択すると起動できなく 
なります。 

メニュー 画面が表示されるので、カーソルキーで反転表示を動かし、、'登録"ま 
たはヽ'削除〃に重ねてリターンキーを押してください。 

• 「初期化」 

固定ディスク装置全体を初期化（物理フォーマット）します。標準フォーマッ 
卜、拡張フォーマットのどちらもできる装置の組み合わせなら、フォーマット形 
式を選ぶよう指示されます（ここでは、標準フォーマットによる初期化の手順を 
解説しています）。 

力ーソルキーとリターンキーでフォー マッ ト形式を選んでください。確認の画 
面が表示されます。 

ここで、、'はい〃を選ぶと初期化を開始します。グラフが100%に達すると終了 
です。しばらく時間がかかります。 


注意 

•物理フォーマツトをすると、その固定ディスク内全領域（他の OS で使用し 
ている領域も含む）のデータがすべて消去されます。よく確認してから初 
期化してください。 
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► 「終了」 

FORMAT コマンドを終了します。 


注意 


I ハイレゾリューションモードのとき、または「領域確保」でシステムを転 
送していなかったときは、 「 IPL 」 の選択肢は表示されません。 


( 3 )/ E スイッチで固定ディスクを初期化する場合 

/ E スイッチを指定すると、 / H スイッチを指定したときよりも簡単な操作で初期 
化できます。ただし、すでに標準フォーマットされているディスクを扱うことは 
できません。 

/ E スイッチを付けると、次のような画面が表示されます。カーソルキーで項目 
を選択し、リターンキーで処理を行います。 


A 


V 

FORMAT コマンド Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1983,1990 - 

1 

確保容量 MB 

実行 

- 接続状況 - 

1 : SCSI 固定テ、、ィスク B 0 


終了 



装置番号を指定してください . . 

( ESC キーを押すと処理を中止することができます） 

D 


V 


''装置番号〃には、対象となる装置を指定します。"確保容量〃には、確保する 
MS - DOS の領域を M バイト単位で指定します。これらを指定したら、''実行〃とい 
う項目を選択して実行してください。 

なお、ディスクが初期化（物理フォーマット）されていなかった場合は、確認 
のメッセージが表示されます。ここで、はい"を選択すると、初期化を開始しま 
す。終了後に前に示した領域の確保の画面になります。 


関連コマンド ► LABEL、SYS 


MsiDOS 


in 
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HDUTL 


C ?) ( NBT ) 外部コマンド 




固定ディスクの表面検査やスキップセクタ（不良な箇所)の代替処理を行います。また、ディスク（固 
定ディスクおよび光ディスク）間のコピーを行います。 


DEi3~ 

I HDUTL 


解 説 

HDUTL コマンドは、固定ディスクにかかわるさまざまな処理を行うユーティリ 
ティです。メニュー画面を使用して次の機能を実行します。 


_固定ディスクの媒体の表面を検査してスキップセクタを見つけ、代替処理をす 
る機能 

固定ディスクの媒体全体を検査します。不良な箇所が見つかると、そこをスキ 
ップセクタとして登録し、代わりになるセクタを充てます（スキップセクタの代 
替処理)。 

癱発見されているスキップセクタの一覧を表示する機能 

指定された固定ディスク装置全体で、これまでに見つかって登録されているス 
キップセクタの一覧を表示します。 

•固定ディスクのボリュー厶コピーをする機能 

指定した2台の固定ディスク間で、ディスクの内容全体をコピーします（領域 
単位ではありません）。 

HDUTL コマンドを起動すると、次のようなメニュー画面が表示されます。 
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HDUTL 


HDU 丁しコマンド 


機能選択 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988, 1991- 


腿讎 

代替情報 

固定デイスクのコピー 
終了 


殘鉈|3_鼻敦卜 M て'4し-バ勒い 


二処理を中止することができます） 


カーソルキーを 押すと反転表示が動きますので、指定したい機能の上に重ねて 
リ ターンキーを 押してください。 

• 「代替処理」 

固定ディスクの表面検査と代替処理をします。指定したドライブの中の、 MS - 
DOS で使用している領域のうち、ファイルが使用していないスペースについて媒 
体の表面を検査します（表面検査)。検査の結果、スキップセクタが見つかるとそ 
れを登録し、 SCSI インターフヱイスの固定ディスクの場合は代替処理を行います 
(代替処理)。 

「代替処理」を選択すると、さらにメニュー画面が表示されます。 カーソル キ 
一を利用して必要な項目に反転部分を移動し、リターンキーを押してください。 
''ドライブ"は、表面検査、代替処理を行う固定ディスクドライブ名です。 

• 代替情報」 

代替セクタの表示をします。指定した固定ディスクドライブ装置全体に登録さ 
れている代替セクタを表示します。 

「代替情報」を選択すると、さらにメニュー画面が表示されます。 カーソル キ 
一を利用して必要な項目に反転部分を移動し、リターンキーを押してください。 

へユニット〃は、代替情報を表示したい固定ディスクドライブの装置番号です。 

• 「固定ディスクのコピー」 

固定ディスクのボリュームコピーをします。指定した固定ディスク装置のすべ 
ての内容を、もう1 つの 装置にまるごとコピーします。 


「固定デイスタのコピー」を選択すると、さらにメニュー画面が表示されます。 


MS60S 
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カーソルキーを利用して必要な項目に反転部分を移動し、リターンキーを押して 
ください。 

、、ユニット"は、コピー 元と コピー 先の、それぞれの固定ディスクドライブの装 
置番号です。 

• 「光ディスクのコピー」 

光ディスク装置が2台接続されていると、機能選択画面に「光ディスクのコピ 
一」と表示されます。この項目を選択すると、2台の光ディスク間で媒体全体(片 
面）をコピーすることができます。このコピーには、約90分かかります。 


注意 

鲁スキップセクタの代替は、内蔵、外付けをとわず SCSI インターフヱイスの 
固定ディスクでしかできません。従来インターフェイス （ PC -9801-27) の 
固定ディスクでは、スキップセクタを FAT に登録することはできますが、 
代替セクタを充てることはできません。また、光ディスクでも代替処理は 
できません。 


従来インターフヱイスの固定ディスクでスキップセクタの代替処理をしようと 
すると、 

代替機能がないディスクです 

というエラーが表示されます。 


注意 

#コピー元とコピー先は、同じ容量の固定ディスク装置、同じ物理セクタ長、 
同じインターフェイスでなくてはなりません。 

•コピーは固定ディスク装置全体で行われます。確保されている領域単位で 
はありません。 

#コピーは、どちらかに代替されていないスキップセクタがあると、コピー 
できません。 

籲 IIDUTL コマンドでは、子プロセスとして RECOVER コマンドを起動しま 
す。したがって、 HDUTL コマンドを実行するときは、 RECOVER コマン 
ドにコマンド検索パスが設定されていなければなりません。そうでない場 
合は 、、 RECOVER コマンドが起動できません"というエラーが表示されま 
す0 


関連コマンド ► RECOVER 、 DISKCOPY、FORMAT 
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JOIN 


JOIN 


( NET ) 外部コマンド 


I ディスク 


ドライブを、ディレクトリに結合します。 


Ufefl- 


1) JOIN [く dl :> [く d 2 : >] くパス名〉] 

2) JOIN く dl : >/D 


•スイッチ 

/D ドライブ名とディレクトリ名の結合を解除します。 


解 説 


< d 1： > で指定したディスクドライブ名を、 〈 d 2 :>〈パス名〉で指定したデ 
ィレクトリ名で参照できるように結合します。 

すべてのパラメータを 省略して MOIN " だけを入力すると、現在結合され てい 
るドライブ名とディレクトリ名を表示します。 


例：ドライブ巳を、ヽ A :¥ DRV " というパス名に結合する 


書式 1) を利用 


JOIN B : A : ¥DRV 


例：ドライブ B とディレクトリ名との結合を解除する…書式 2) を利用 


JOIN 巳 ： /D 


注意 

• JOIN コマンド実行後、結合したドライブ名は使用できなくなります。 
•結合するサブディレクトリは、空でなければなりません。また、指定した 
ディレクトリが存在しないときは、それを作成します。 

•カレントドライブを結合することはできません。 


MS60S 
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KEY 


C ?) 外部コマンド 


ファンクションキーやカーソル移動キーに、さまざまな機能を割り当てたり解除したりします。こ 
れによって、コマンドをファンクションキーだけで入力することなどができます。また、割り当て 
の状況を表示することもできます。 


KEY [<d : >] [くパス名〉]くファイル名 〉 [/S | / N ] 


籲スイッチ 

/S [ CTRL ] +ファンクションキーに割り当てられた機能を使用できるようにします。 MS-DOS のシ 

ステムを再起動するまで有効です。 

/N 〔CTRLJ + ファンクションキーに割り当てられた機能を、使用できないようにします。 



〈ファイル名〉で指定されたファイルの内容、または画面での指定に従って、 
各種のキー（ファンクションキー、力ーソル移動キ'一、文字キーなど）に文字列 
を割り当てたり、システム内の キー テーブルに登録したり、 キー テーブルを表示 
したり、割り当て状況をファイル（キーファイル）に保存します。 

KEY コマンドには、コマンドラインから入力する方法と、メニュー画面で操作 
する方法とがあり、次のようなことができます。 

1. 〈ファイル名〉で指定したキーファイル（既定値は、、: KEY . TBL ") を読み込 
んで、システム内のキーテーブルにキーの設定を登録します。 

2. キーファイルの設定内容を、画面上で更新/保存します。 

3. キーファイルの設定内容を、画面に表示します。 

4. システム内のキーテーブルの内容を、画面上で更新します。 

5. システム内のキーテーブルの内容を、画面に表示します。 

6•ファンクションキーと 「CTRL j キーの 組み合わせに割り当てた機能を、使える 
ようにするかどうかを選択します。 
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KEY 


このうち 2 〜 5 までの操作は、コマンドラインからは操作できません。後で説 
明するメニュー画面から操作してください。 

機能を割り当てることができるキーは、次のようなキーです。 

• ファンクションキー 


「 f . l 卜 「卜15 j (—部の機種では け.10〕 まで。 [_ vf . 1 1〜 [} f .5 ) を使用できる 
キーボードでは、これらは〔卜 11] 〜 〔 f _ l 5 ) に相当します。以下同様） 


I SHIFT |+ファンクシヨンキー 
I SHIFT〕+〔f.l I〜 I SHIFT〕+〔f.15 I 


•I CTRL 丨 + ファンクシヨン キー 

I Ctrl] + [f -i i 〜 i Ctrl ) + i f]5 I 

•力ーソル移動キー 

QQQCD 

J LfNS〕[DEL] 


ROLL 
DOWN ン 


r H CLR E ] fHELP] 1 HOME ] 

• データキー 

英数字文字キー 

英記号キー（文字コードの 20 H 〜 7 FH ) 

カナ キー 

カナ記号キー（文字コードの A 1 H 〜 DFH ) 

キーファイルの標準的な名前は ''KEY . TBL " です。このファイルが MS-DOS 
を起動するディスクのルートディレクトリにあると、 MS - DOS は起動時に自動的 
にこれを読み込み、内容をシステムのキーテーブルに登録します。 


注意 


I 購入した ばかりの MS-DOS の システムディスクには、 キーファイル （ VV KEY . 
TBL ") が入っていません 。 KEY コマンドのメニュー 画面で、、 キーファイ 
ルの更新〃を行うと作成されます。 


MS-DOS 
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■コマンドラインから操作する方法 

例：キーファイル、、 KEY . TBL " を読み込んで、 システム 内の キーテーブルにキ 
一の設定を登録する 

KEY KEY.TBL 

例： キーファイル 、、 KEY . TBL " を読み込んで、その内容をシステム内のキーテ 
ーブルに登録する。同時に、 [CTRL 1 +ファンクションキーに割り当てられた 
機能を使用できるようにする。 

KEY KEY . TBL /S 

■ メニユー画面での操作方法 

パラメータを省略して、' KEY " とだけ入力したときは、次のような メニュー 画 
面が表示されます。ここでは、前述の1〜6の操作方法を順を追って説明します。 


_ KEY コマンド 

機能選択 


- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991- 


&ーファイルの H 


キーテーブルの 更新 
キーフアイルの 登錄 
キーフアイルの 表示 
キーテーブルの 表示 
オブシヨン 
KEY コマンド終了 


fr 土 縫 1_1 


f 微憂切ると情報が失われます) 


1.キーファイル（既定値は 、、 KEY • TB ビ）を読み込んで、システム内のキーテー 
ブルにキーの言§定を登録する 

( 1 )KEY コマンドのメニュ ー画面で、、キーファイ ルの 登録"を選択してくださ 
い。次のような画面が表示されます。 
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KEY 


KEY コマンド 


キーフアイルの 登錄 


入カファイル名： fMil 迎 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991 


德鹄:茲總4縱 t ■繼鱗難 r TBl •となります 〉 


(2) キーテーブルに登録したいファイル、、入カファイル名"を指定してくださ 
い。既定値は 、 X ¥ KEY . TBL " になっています。このままでよければリタ 
ーンキーだけを押してください。 

、、入カファイル名"に指定したファイルが存在しないときはエラーになりま 
す。 

(3) 確認に対して I Y I キニを 押し、次に リ ターン キーを 押すと、ファイルの内 
容を キーテーブルに 登録して KEY コマンドのメニューに 戻ります0 

2.キーファイルの設定内容を、画面上で更新/保存する 


(1) KEY コマンドのメニュー画面で 、 x キーファイルの更新"を選択してくださ 
い。次のような画面が表示されます0 


MSIDOS 
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_KEY コマンド_ 

キーフアイルの更新 


- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991- 


入カファイル名: HIAM ! 


出カファイル名： ■故他 


+ ESC キーを押すと処理を I 止し、| 8 能選択画面に戻ります） 


(2) 設定内容を更新したいファイル、、入カファイル名"を指定してください。 
既定値は 、'¥ KEY . TBL " ですので、よければリターンキーだけを押して 
ください0入カファイル名"に指定したファイルが存在しないときは、以 
後の操作はシステム内のキーテーブルを更新するだけになります。 

(3) 設定内容を更新した結果を保存する '''出カファイル名〃を指定してくださ 
い。既定値は 、、¥ KEY . TBL " になっています。このままでよければリタ 
ーンキーだけを押してください。 

(4) 確認に対してキーを押し、次にリターンキーを押すと、次のような画 
面が表示されます。キーを押し、次にリターンキーを押すと、 （2) の 
状態に戻ります。 


KEY コマンド 
更新 


(jpp x yv 

- Copyright (C) ICC Corporation 1989,1991- 


シフト十ファンクシヨンキー 


コント□ール十ファンクシヨンキー 
カーソル 移動 キー 
データキー 
終了 
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KEY 


KEY コマンド 


更新（シフト + フ Z こノクシヨンキー） 


Uer. X.XX 

Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991 


圆 

SHIFT+f-1 

dir a ： <CR> 

F02 

SHIFT+f.2 

dir b ： <CR> 

F03 

SHIFT+f-3 

copy 

F04 

SHIFT+f-4 

del 

F05 

SHIFT+f-5 

ren 

F06 

SHIFT+f.6 

chkdsk a : <CR> 

F07 

SHIFT+f-7 

chkdsk b ： <CR> 

F08 

SHIFT+f-8 

type 

F09 

SHIFT+f-9 

date く CR> 

F10 

SHIFT+f-10 

time く CR> 

F11 

SHIFT+f-11 


F12 

SHIFT+f*12 


F13 

SHIFT+f-13 


F14 

SHIFT+f-14 


F15 

終了 

SHIFT+f-15 



智鉈鉍淺齡 I 虹を flk 踐を押してください 


キーの 番号：_ 


迎理を中止し、 
キーの機能： 


カーソルキーで 反転表示を動かし、機能を変更したい キー 番号に重ねてリ 
ターンキーを押してください。画面の下部に次のように カーソルが 表示さ 
れ、そのキーの機能の入力待ちになります。 


(5) 機能を変更したいキーを選択してください。 

、、終了〃 を選択すると、 （3) で指定した、、出カファイル名"でファイルを 
作成して KEY コマンドの メニュー画面に戻ります。このとき、 システム 内 
の キー テーブルは更新されません。 


I ESC ] キーを押すと、キーファイルの内容の更新を中止して、 KEY コマン 
ドのメニュー画面に戻ります。 


注意 


• MS - DOS の通常の状態では、 、、 「CTRLj + ファンクションキー"に 設定した 
機能を使用することはできません。これを使用できるようにするには 、 KEY 
コマンドのメニューの「オプション」 で 、、 CTRL + F キーの 使用"を、、有効" 
にするか、 コマンド ライ ン から / S スイ ツチ^] •きで KEY コマン ドを実行しな 
ければなりません。 


(6) (5) で、、シフト+ファンクションキー"を選択すると、次のような画面 

が表示されます。 


MS60S 
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キ HI 時 iSkv . リタ 




キーの 番号： 面!！ キーの 機能： 


(7) ここでリターンキーだけを入力すると、その時点で設定されている機能が 
削除されます。 

厂 BS] キーだけを押すと、キー番号の入力画面に戻ります。 

キーの機能は、次のようなキーで入力してください。 

• キーボードから入力できる文字はそのまま入力できます。 

• キーボードに割り当てられていないコードは、次のように入力します。 


7 EH 

[CTRL) + (f-5 J 

FEH 

[CTRL ) + [ f.5 j 


00 H 

入力不可能 


OEH 

(CTRL ) + ( N ) 

01 H 

(CTRL ] + f A j 


OFH 

「 CTRL] + 

02 H 

(CTRL ) + fB - ] 


10 H 

(CTRL ) + f P J 

03 H 

(CTRL ] + fc~] 


11 H 

(CTRL ) + [ Q J 

04 H 

(CTRL ) + fD^ 


12 H 

(CTRL ) + f~R~] 

12 H 

(CTRL ) + ( R ) 


13 H 

(CTRL ) + [ S ) 

05 H 

(CTRL j + [T] 


14 H 

(CTRL ) + [T] 

06 H 

(CTRL ) + [T] 


15 H 

(CTRL ) + fTT] 

07 H 

(CTRL ] + fG~] 


16 H 

(CTRL ) + [V] 

08 H 

(CTRL j + [T] 


17 H 

[CTRL ) + ( W ) 

09 H 

(CTRL ) + Q 


18 H 

(CTRL j + f X j 

OAH 

(CTRL ) + [7] 


19 H 

(CTRL ) + [~y~] 

OBH 

(CTRL ) + fiT] 


20 H 

(ctrl] + [^ 

OCH 

(CTRL) + [T] 



ODH 

fCTRL j + f □ j 
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注意 

# ヌルコード (00 H ) は入力できません〇 

•リターンキーのコード （ ODH ) は 〔CTRL | +〔口〕 キー、し BSI キーの コー 
ド (08 H ) は 「CTRLj + n j キーで 入力してくださぃ。 

•〔DEL |キーのコード （7 FH ) およびコード FEH は、 〔 CTRL 」 十い .5 1 キー 
でぃったん 16 進数入カモードにしてから、 16 進数で入力してくださぃ。た 
だし、 16 進数で入力したコードは画面に表示されません。コード FEH に続 
く 5 文字は、機能キーを押したときにシステムに渡されません。そこで、 
このコードをキーの機能の中に混ぜておくと、割り当て状況を表示するた 
めの コメント に利用することができます。 


例 ： I SHIFT ] + | f .3 I キーを 、、DIR C : I に変更する 

DIR C : 〔CTRL I + [ dJ I ¢3 1 


へ終了〃 を選択してリターンキーを入力すると、更新した設定内容で前の画面 
に戻ります。 

各キーに設定できる機能（文字列）の長さには、次のような制限があります。 

• ファンクション キー 15 文字まで 

• シフト+ファンクションキー 15 文字まで 

•コント ロール + ファンクションキー15 文字まで 
•カーソル移動 キー 5 文字まで 

•データ キー 15 文字まで 

ただし、漢字やひらがななどの2バイト文字は、1文字で2文字分に数えてく 
ださい0 


(8) (5) の画面に戻ります。まだ変更したいキーがあればそれを、なければ'''終 
了〃 を選択してください。"終了"を選択すると、"出カファイル名〃に設 
定内容を保存して、 KEY コマンドのメニュー画面に戻ります。 


MS-DOS 
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3.キーファイルの設定内容を、画面に表示する 

(1) KEY コマンドのメニュー 画面で、、キーフアイ ルの 表示"を選択してくださ 
い。次のような画面が表示されます。 


KEY コマンド 
キーフア イルの表示 


Her. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991- 


入カファイル名：题 


Te s c キーを押すと処理会杂止し、 . 機能選み画 ® に戻ります ) 


t 場合は KEY.TBL となります） 


(2) 表示したいキーファイル、、入カファイル名"を指定してください。既定値 
は ''¥ KEY . TBL / になっています。このままでよければリターンキーだ 
けを押してください。 

、、入カ ファイル 名" に 指定した ファイルが 存在しないときは エラーに なり 
ます。 


(3) 確認に対してキーを押し、次にリターンキーを押すと、次のような画 
面が表示されます。 

〔 N 1キーを押し、次にリターンキーを押すと、 （2) の状態に戻ります。 
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KEY 


KEY コマンド 


表示 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991- 


シフト十ファンクシヨンキー 
コント□ール+ファンクシヨンキー 
カーソル 移動 キー 
データキー 
終了 




押すと遢墨を舉 fb : 機能選系画面に1りま If さ 


(4) 設定内容を表示したいキーの種類を選択してください。設定されている内 
容を表示します。 


リターンキーか 「ESC j キーを押すと、前のメニュー画面に戻ります。 

4.システム内のキーテーブルの内容を、画面上で更新する 


( 1 )KEY コマンドのメニュー 画面で、'キー テーブルの 更新" を 選択してくださ 
い。次のような画面が表示されます。 


KEY コマンド 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991 


シフト十フアンクシヨンキー 
コント□ール+ファンクシヨンキー 
カーソル移動キー 
データキー 
終了 


Tes c 414姑 I 顯 I 難 b : 板 ii ! 觀！好さい 


MS.DOS 
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(2) 割り当てられている機能を表示したいキーの種類を選択してください。 

、、終了"を選択するか I ESC 〕 キーを押すと、 KEY コマンドのメニュー画面 
に戻ります。 

( 3 ) ( 2 ) で、、シフト+ファンクションキー"を選択したとすると、次のような 
画面が表示されます。 


r 




KEY コマンド 

Uer. X.XX 



rnnur ； nh + (C) Porooration 1989,1991 - 




OOpy 1 丨 y n し V しノ • しし Cl し l り I •1 t i 


更新 （シフ ト + フノクシヨン キー） 

dir a ： <CR> 


圃 

: SHIFT+f-1 


F02 

: SHIFT+f-2 

dir b ： <CR> 


F03 

: SHIFT+f-3 

copy 


F04 

: SHIFT+f-4 

del 


F05 

: SHIFT+f-5 

ren 


F06 

: SHIFT+f-6 

chkdsk a ： <CR> 


F07 

: SHIFT+f-7 

chkdsk b ： <CR> 


F08 

: SHIFT+f-8 

type 


F09 

: SHIFT+f-9 

date<CR> 


F10 

: SHIFT+f-10 

time<CR> 


F11 

: SHIFT+f-ll 



F12 

: SHIFT+f-12 



F13 

: SHIFT+f-13 



F14 

: SHIFT+f-14 



F15 

: SHIFT+f-15 



終了 




預紹エ4紹驅猛:を ffe 隘茁を 押してください 


キーの 番号： 困 a 

キーの 機能： 




カーソル キーで反転表示を動かし、機能を変更したい キー 番号に重ねてリ 
ターンキーを押してください。画面の下部に次のように表示され、そのキ 
一の機能の入力待ちになります。 


KEY コマンド 


Uer. X.XX 

Copyright 


更新（シフト+ファンクシヨンキー） 

圆 ： SHIFT+f.l 
F02 
F03 
F04 
F05 
F06 
F07 
F08 
F09 
F10 
F11 
F12 
F13 
F14 
F15 
終了 

キーの 機熊を入力し、リター 2 キーを押してくぎさじ， 

(何も A 力せ T に BS キーを 押すと、 キーの 選択に民 ？莖，） 一、 
( リタ - ンキ -]- 卜 ' 、は CTRL + 〇、 rr ックスへ。 - スコ -r は CTRL+] で入力します） 
キーの番号： 困〇 キーの機能： 


(C) NEC Corporation 1989,1991 


: SHIFT+f-2 
: SHlFT+f-3 
: SHIFT+f-4 
: SHlFT+f-5 
: SHIFT+f-6 
: SHlFT+f-7 
: SHlFT+f*8 
: SHlFT+f*9 
: SHlFT+f-10 
: SHIFT+f-ll 
: SHIFT+f-12 
: SHIFT+f-13 
: SHIFT+f-14 
: SHIFT+f-15 


dir a:<CR> 

dir b ： <CR> 

copy 

del 

ren 

chkdsk a : <CR> 
chkdsk b:<CR> 
type 
date く CR> 
time<CR> 


126 








KEY 


(4) ここでリターンキーだけを入力すると、その時点で設定されている機能が 
削除されます。キーだけを押すと、キー番号の入力画面に戻ります。 

キーの機能の指定で使えるキーと、各キーに設定できる機能（文字列）の 
長さについては、2 .「キーフアイルの設定内容を、画面上で更新/保存する」 
の項を参照してください。 


例： [SHIFT j + 「 f .3 j キーを '、DIR C :しに変更する 
DIR C : I CTRL I + [pJ ( 1 


'終了〃 を選択してリターンキーを押すと、更新した設定内容で前の画面 
に戻ります。 

(5) まだ変更したいキーがあればそれを、なければ''終了〃 を選択してくださ 
い0 '、終了〃を選択すると、キーテーブルを更新して、 KEY コマンドのメニ 
ューに戻ります。 

5 .システム内のキーテーブルの内容を、画面に表示する 

( 1 ) KEY コマン ドのメニュー画面で「キーテーブルの 表示」 を選択してくださ 
い。次のような画面が表示されます。 


KEY コマンド 


表示 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991 


シフト+フアンクシヨンキー 
コント ロー ノレ 十 ファンクシヨンキー 
カーソル移動]キー 
データキー 
終了 


(esc キーを押すと処理を中 i し、機能選択画面亡罠ら ify 


リターンキーを押してください 


(2) 設定内容を表示したいキーの種類を選択してください。設定されている内 


容を表示します。リ ターンキー か fESCj キーを 押すと、 KEY コマンドのメ 
ニュー画面に戻ります。 


Ms,§s 
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6 . ファンクションキーを 「CTRL j キーと組み合わせたキー操作に、機能を割り当 
てるかどうかを選択する 


( 1 )KEY コマンドのメニュー画面で、、オプション"を選択してください。次の 
ような画面が表示されます。 


_ KEY コマンド 

オブシヨン 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1989,1991- 


困無効 
設定終了 


ぎ坑 r 口泡率_1^!势费絡韻さぃ 

▲効 •押 


二し、刖の画面に戻ります） 


(2) キーで画面下部の、'有効〃または''無効〃を反転させて、リター 
ンキーを押してください。 

有効"を選択すると、以後 f CTRL ) + ファンクションキーに 設定 さ れた機 
能を使用できるようになります。 

、、無効〃を選択すると、以後 「CTRL J +ファンクションキーに設定された機 
能を使用できなくなります。 

(3) 、、設定終了"を反転させて、リターンキーを押してください 〇 KEY コマン 
ドのメニュー画面に戻ります。 
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LABEL 


LABEL 


外部コマンド 


f ィスクのボリューム ラベル を作成/変更/削除します。 


I LABEL 


[<d : >] [くボリュー厶ラベル名〉] 


解 説 

ボリュームラベルで使える文字の長さは1バイト系の文字で11文字まで、漢字 
などの2バイト系の文字では5文字までで、これを超える分は切り捨てられます。 
ボリュームラべルに使用できない文字は、 

*?/¥.,； :十二く〉 [] 

と、タブ文字です。スペース（空白）は使用できます。 

ドライブ名く d :> を省略すると、カレントドライブが対象となります。 
〈ボリュームラベル名〉を省略すると、入力するようメッセージが表示されま 
す。作成/変更の場合、キーボードから文字を入力してリターンキーを押してく 
ださい。 

現在のボリュームラべル名を削除する場合は、リターンキーだけを押してくだ 
さい。確認のメッセージが表示されます。丨 Y 丨キーでボリュームラベルを削除、 
U ^] キーで削除しないで LABEL コマンドを終了します。 

例：ドライブ A に 、、 WORK " という名前を付ける 


LABEL A : WORK 


MS_DOS 
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注意 

•ボリュームラべルは通常のファイル名と同様に、8バイトと3バイトのフ 
ィールドに分かれています。したがって、フィールドの境界 （8 バイト目 
と9バイト目）には2バイト系文字を置くことはできません。 

籲 ASSIGN 、 JOIN、SUBST コマンドで置き換えたドライブに対しては、こ 
のコマンドは使えません0 


関連コマンド ►VOL 
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LIB 


LIB 


外部コマンド 


[ライブラ 


リファイルを作成/管理します。 


LIB [くライブラリ名 〉 [/PAGESIZE : く n >] 〈コマンド〉…[，くリストファイル名〉，く出カファイル名 >1] 


.スイッチ 

/PAGESIZE : < n > 

ライブラリのページサイズ （ n ) を指定します。既定値は16です。 


解 説 


リンカ （ LINK ) で使用されるライブラリファイルを作成、管理します。 
詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 


関連コマンド ►LINK 


MS60S 
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LINK 


mmm - 

r オブジェクトモジュールをリンクします。 


外部コマンド 


--- 

LINK [[くスイッチ〉…]くオブジェクトファイル名〉…，[〈出カファイル名〉]，[〈マップファイル名〉]，[〈ラ 
イブラリファイル名〉…]] 


解 説 

8086コードで書かれたモジュールをリンクするためのリロケータブルリンカで 
す。 

詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください0 
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MAKE 


MAKE 


外部コマンド 


I MASM ゃ: 


ASM や高級言語コンパイラによるプログラムの開発の工程を管理するユーティリティです。 


看 

I MAKE 


〈メイクファイル名〉 


解 説 


ソースファイルなどの日付（タイムスタンプ）とオブジェクトファイル、実行 
ファイルなどの日付を比較して、プログラム開発に必要な処理を自動的に行うユ 
ーティリティです。 

詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 
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MAOIX 


外部コマンド 


SETUP コマンドから利用され、アプリケーションの登録を補助します。 
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MAPSYM 


MAPSYM 


外部コマンド 


SYMDEB コマンドが使用するシンボルファイルを作成します。 


MAPSYM [-L | / L ] ぐンンボルマップファイル名〉 


•スイッチ 

- L または /L 

定義されたグループ名、プログラムの開始、行番号の有無などの情報を表示します。どちらも 
同じ意味です。 


解 説 

指定したぐンンボルマップファイル名〉 （LINK の/ MAP スイッチで作成）の内 
容の書式を、 SYMDEB がロードできるように変換します。 

詳細は、『プログラム開発ツール マニュアル』 の、 SYMDEB の項を参照してく 
ださい。 


関連コマンド ►LINK、SYMDEB 
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MENU 


外部コマンド 


メニュー画面を表示させます。 



MENU [<d : >] [くパス名〉][〈メニューファイル名〉][た] 


•スイッチ 

/L 学習機能を働かせます。 


解 説 

メニュー画面の操作については、第2部第7章「メニュー」に詳しく解説して 
あります。 
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MENUED 


MENUED 


t 外部コマンド 


mmm 


ファイルを作成/変更します。 


1 ENUED [[<d : >] [〈パス名〉]く メニューファイル名〉] 


解 説 


メニューファイルの作成/更新については、第2部第7章「メニュー」に詳し 
く解説してあります。 
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MKDIR(md) 


I 新しいディレクトリを作成します。 


- 

I MKDIR [<d : >] くパス名〉 


•別表記 

MD 


解 説 

指定したくパス名〉で新たにサブディレクトリを作成します。 

ドライブ指定〈¢3 : > を省略した場合は、カレントディレクトリの下にディレク 
トリが作成されます。 

例：カレントディレクトリにサブデイレクトリ 、' TMP " を作成する 

MD TMP 


注意 

•パス名は63文字以内でなければなりません（区切り記号$〃 を含む)。 


関連コマンド _ CHDIR 、 RMDIR、RENDIR 


138 










MORE 


MORE 


外部コマンド 


I 


表示内容を、 1 画面分 （23 行）ずつ分けて表示します。 


「 MORE 


説 


標準入力からのデータを1画面分 （23 行）ずつ表示する フィルタコマンドです。 

データを1画面分表示すると 、 MORE コマンドは 画面の最下行に次のメッ セー 
ジを表示し、キー入力を待ちます。 

続きがありますのでどれかキーを押してください. 


ここでスペースキーまたはリターンキーを押すと、次の1画面分を表示します。 


データをすべて表示するまで、これを続けます。中断したいときは、 〔 CTRL 丨+ 
I C 〕 キーを押してください。 


参照—第2部第4章 例：カレントドライブにある、、 REPORT . DOC " というファイルの内容を1画面 

「リダイレクトとパイ メ 八は—由—ふ， 

プ すつ分けて表不する 

TYPE REPORT.DOC | MORE 


または 


MORE < REPORT.DOC 


ri " と、、く"は、パイプとリダイレクトを示します。） 


MS 目 §s 
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MORE コマンドは、 標準入力からの入力しか受け付けません。パラメータに 

MORE ファイル名 

とファイル名を指定しても、ファイル名の指定は無視され、標準入力（キーボー 
ド）からの入力を待ちます。標準入力（キーボード）の入力を待ち続けている状 
況から MS-DOS のプロンプトに戻るには 、 [CTRL I + 〔 Z ] キー、または 「CTRL j + 
〔 C ] キーを押して MORE コマンドを中断してください。 


注意 

籲 MORE コマンドはカレントドライブのディスクへ一時フアイルを作成する 
ため、ディスクが書き込み禁止になっていると実行できません。なお、一 
時ファイルは MORE コマンドの終了時に自動的に削除されます。 
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MSASSIGN 


MSASSIGN 


外部コマンド 


ディスクドライブを、別のドライブ名に割り当てます。 ASSIGN コマンドから使用されるコマンドで 
す0 


MS-DOS 
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NECAIKEY 


外部コマンド 


日本語入カキーの割り当て変更用のファイルを作成します。 


- 

f NECAIKEY [く d : >] [くパス名〉][〈日本語入カキーファイル名〉] 


解 説 

日本語入カシステム使用時のファンクションキーの機能割り当てを変更するた 
めのファイルを作成/更新するコマンドです。 

詳細は、『日本語入カガイド』を参照してください。 
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PATH 


PATH 


内部コマンド 


I 外部 コマ 


外部コマンドを探すディレクトリを言安定/表示します。 




1) PATH [[<d : >] 〈パス名〉 [ ;[ く d : >] くパス名 〉]…] 

2) PATH ; 


解 説 

外部コマンド（バッチファイルも含む）がコマンドラインから入力されたとき 
に、そのコマンドを探す道筋（コマンド検索パス）を設定するコマンドです。コ 
マンド検索パスが設定されていないと 、 COMMAND . COM は指定した外部コマ 
ンドをカレントデイレクトリからしか探しません。 

設定されたコマンド検索パスは、環境変数 " PATH " に保存されます。 

例 ： A : ¥と A : ¥ BIN と B : ¥ UTL にコマンド検索パスを設定する 

PATH A ： ¥ ； A ： ¥BIN ; B : ¥UTL 


参照〇コマンド検索パ 
ス — 第 2 部第 2 章「使 
用環境を整備するため 
に」 


この例のようにコマンド検索パスを設定すると、コマンドが入力されたとき 
COMMAND . COM は、次のような手順でコマンドを検索し、最初に見つかった 
コマンドを実行します。 


内部コマンドかどうか判断し、内部コマンドならばそれを実行する。 

内部コマンドでなければ、カレントディレクトリから拡張子が 、、. COM ' 

、' . EXE 〃、' BAT " のファイルをこの順に探し、見つかればそれを実行する。 
カレントディレクトリになければ 、 A : ¥、 A : ¥ BIN、B : ¥ UTL のディレク 
トリを順に検索し、見つかれば実行する。このときも拡張子が ' COM "、 
' EXE '、、. BAT " のファイルをこの順に探す。 


MS_DOS 
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次のように設定することもできます。 

SET PATH = A ： ¥ ； A ： ¥ 巳 IN ; 巳 ： ¥UTL 

例：現在のコマンド検索パスを表示する 

PATH 

例：コマンド検索パスを解除する 

PATH ; 

注意 

_ PATH コマンドで設定できるコマンド検索パスは、半角 （1 バイト）文字で 
122文字までです。 

関連コマンド ► APPEND、SET 
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PRINT 


PRINT 


外部コマンド 



BE3~ 


1) PRINT [/D : くデバイス名〉] [/B : < nl>][/U : < n 2 >][/M : < n 3 >][/S : < n 4 >][/Q : < n 5>] 

[[く d : >] [〈パス名〉]くファイル名〉 [...]] [/ C ][/ P ] 

2) PRINT /T 

3) PRINT /R 


•スイッチ 


/D : 


/B : 


/U : 


/M : 


/S : 


/Q : 

/C 

/P 

/T 

/R 


くデバイス名〉 

印刷するデバイスを指定します。既定値は PRN です。 

<n 1 > 

内部バッファのバイト数 （513 〜1638 4) を設定します。既定値は512バイトです。この値を増カロ 
させると、 PRINT コマンドの実行速度が上がります。 

<n2> 

プリンタがビジー（使用中）だったとき、 PRINT コマンドがどれだけ待つかの待ち時間を クロ 
ック数で設定します （0 〜255)。既定値は1です。 

<n 3 > 

バックグラウンドの仕事（タスク） 「 PRINT コマンド」の実行に割り当てる実行時間をクロック 
数で設定します （1 〜255)。既定値は2です。 

く n 4> 

フォアグラウンドの仕事（タスク）に割り当てる実行時間をクロック数で設定します（〇〜255)。 
既定値は8です。 

く n 5 > 

プリント待ち行列に登録できるファイル数 （4 〜 32) を設定します。既定値は10です。 

このスイッチの直前の フ ァイル名から コマン ドライ ンの 終わりのファイル名 （コマンド ライン 
の途中に / P スイッチがあればそこまでのファイル名）を、プリント待ち行列から取り消します。 
このスイツチの直前のファイル名から コマンド ライ ンの 終わりのファイル名 （コマンド ライン 
の 途中に / C スイッチがあればそこまでのファイル名）を、プリント待ち行列に登録します。 
プリント待ち行列にある（印刷を待っている）ファイルをすべて取り消します。 

PRINT コマンドをメモリから開放します0プリント待ち行列に入っているファイルをすべて取 
り消します。 
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解 説 

テキストファイルなどをバックグラウンドで印刷するコマンドです。通常、プ 
リンタで印刷中は、他のコマンドを実行することはできません。しかし PRINT コ 
マンドを使うと、プリンタの印刷をバックグラウンドの仕事（タスク）として、他 
のコマンドの実行をフォアグラウンドの仕事（タスク）として並行させることがで 
きます。 

すべてのパラメータを省略して、、 PRINT " とだけ入力すると、現在のプリント 
待ち行列の内容を表示します。 

/M :で指定する値を大きくすると、 PRINT コマンドの実行速度は速くなりま 
すが、フォアグラウンドのタスクの実行は遅くなります。一方 、/ S :スイッチで指 
定する値を大きくすると、 PRINT コマンドの実行は遅くなり、フォアグラウンド 
のタスクの実行が速くなります。 

例：プリント待ち行列のすべてのファイルを取り消す 

PRINT /T 


注意 

•/U : 、/M : 、/S :の各スイッチで指定する時間の単位は、お使いのコンピュ 
一夕の内部クロック周波数によって異なります。 

•バックグラウンド印刷中のファイルが入っているフロッピィディスクは、 
印刷が終了するまでドライブから抜かないでください。 

•プリント待ち行列に登録されているファイルは、印刷が終了するまで、変 
更したり削除したりしないでください。 

❿ PRINT コマンドの実行中は、同じ出力装置に対して他のコマンドで出力す 
ることはできません。 

•/D : 、/B : 、/U : 、/M :、 /S : 、/Q :の各スイッチは、 MS - DOS の起動後に、 
最初に PRINT コマンドを実行するときにだけ有効です。このときに指定し 
た設定内容は、 / R スイッチで常駐部分を解除した後、再実行しないと変更で 
きません。 

• PRINT コマンドは一度実行されると、それ以後メモリ内に常駐（メモリ内 
に残っていること）します。そのため、使用可能なメモリ領域は約5 K バイ 
卜減少します。常駐部分は、 PRINT コマンドに / R スイッチを付けて実行す 
れば削除されます。 
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PROMPT 


PROMPT 


内部コマンド 


ド —— 

f MS-DOS のコマ 


ンドプロンプトを変更します。 


PROMPT [くプ□ンプトテキスト〉] 


解 説 

COMMAND . COM が表示するコマンドプロンプトを変更します。 

通常 MS - DOS のプロンプトは、カレントドライブのドライブ名と不等号の、、〉" 
を組み合わせて、 、、 A >" などのように表示されます。 PROMPT コマンドは、〈ブ 
ロンプトテキスト〉でさまざまな機能や文字を指定して、プロンプトを変更する 
ことができます。 

〈プロンプトテキスト〉には、英数字や漢字などの文字の他に、次に示す文字 
で特別なプロンブトを指定することができます（指定文字は小文字でも可)。 


指定文字 

表示内容 

$T 

現在の時刻 

$D 

現在の日付 

$P 

カレントドライブとカレントディレクトリ 

$V 

バージョン番号 

$N 

カレントドライブ 

$G 

文字 ''>〃 

$ し 

文字 、、ぐ 

$B 

文字”〃 

$ $ 

文字 

$Q 

文字'' 二" 

$_ 

改行 

$H 

バックスペース 

$E 

エスケープコード （ ASCII コードの 1 BH ) 
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PROMP 丁コマンドでプロンプトを設定すると、環境変数 " PROMPT " にその 
内容が登録されます。環境変数ですから、 SET コマンドで次のように記述しても、 
同じ結果が得られます。 

SET PROMPT= [ くプロンプトテキスト 〉] 


参照—第2部第 2 章 、、 PROMPT " とだけ入力すると、表示されるプロンプトは既定値に戻ります。 

「使用環境を整備する 
ために」 

例：プロンプトにカレントドライブとカレントディレクトリを表示させ、その前 
後を不等号で囲む 


PROMPT $L$P$G 


例：プロンプトを反転表示させる 


PROMPT $E [7m$N$G$E [m 

エスケープシーケンスを工夫すれば、プロンプトに色を付けることもできます。 
エスケープシーケンスについての詳細は、付録 Dr エスケープシーケンス表」を參 
照してください。 
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RECOVER 


RECOVER 


NET 外部コマンド 


lia 

[障害（ス. 


(スキップセクタ）を含むファイルやディスクを修復します。 


RECOVER {く d : > | [く d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉} 


解 説 


指定したディスク <d : >や〈ファイル名〉に含まれているスキップセクタ部分 
を切り捨てて、他の部分を使用可能にします。 

このコマンドを実行すると、スキップセクタの部分を単純に切り離して、以後 
そのセクタを使わないように記録します。したがって、スキップセクタを含むフ 
ァイルやディスクは、完全に元の状態に修復できるわけではなく、スキップセク 
夕上にあったデータはなくなってしまいます。それでも、残りの部分が修復でき 
るので被害が最小限にとどまります。 

ファイル名を指定した場合、指定されたファイルのうちスキップセクタ上にあ 
るデータを切り離して、他の部分を修復します。修復後もファイル名は変わりま 
せん。ただし、サイズはスキップセクタの分だけ小さくなっています。 

例： NAME . DAT というファイルを修復する 

RECOVER NAME.DAT 


ドライブ名だけを指定した場合、そのディスク中のすべてのファイルが修復の 
対象となります。そして、修復するディスクにあるファイルは（それがサブディ 
レクトリにあったものでも）すべてルートディレクトリに集められ、 、、 FILE 0001. 
REC '、、 FILE 0002 . REC 々 ……といった連続した名前になります。 
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注意 

# 、、 FILE 0001. REC " などの名前になってしまったファイルの内容は、スキ 
ップセクタ上にあったデータを除いては元のままです。しかしこれらのフ 
ァイルから元のディレクトリ構造とファイルに復旧する作業は、高度な MS 
- DOS の知識が必要になります。 

したがって、ドライブ名く d : >を指定した RECOVER コマンドの実行には、 
十分注意してください。 


ルートディレクトリに十分な領域がない場合は、その旨のメッセージを表示し、 
ファイルアロケーションテーブル （ FAT ) に修復できなかったファイルの情報を 
書き込み、 RECOVER コマンドを終了します。この場合は、まず修復が済んだフ 
ァイルを COPY コマンドで他のディスクにコピーし、次に DEL コマンドでそのフ 
アイルを消してから、再度 RECOVER コマンドを実行してください。 


注意 

• <d : >だけを指定してディスク全体に対して RECOVER コマンドを実行す 
ると、ディスク中の全ファイルのファイル名とディレクトリ構造が変わつ 
てしまいます。 

籲 ASSIGN 、 JOIN、SUBST コマンドで置き換えたドライブに対しては、こ 
のコマンドは使えません。 
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RENAME 


RENAME(ren) 


内部コマンド 


ファイル名を変更します。 


RENAME [<d : >] [くパス名〉]くファイル名 1> くファイル名 2> 


I 別表記 

REN 


解 説 

〈ファイル名1> で指定したファイル名を、〈ファイル名2 > に変更します。パ 
ス名、ドライブ名がないときは、カレントドライブのカレントディレクトリにあ 
るファイルが変更の対象になります。 

〈ファイル名1> と〈ファイル名2> のどちらにも、ワイルドカードを用いる 
ことができます。くファイル名1>でワイルドカードを使うと、それに該当するフ 
ァイルがすべて REN コマンド の対象になります。くファイル名2 > でワイルドカー 
ドを使うと、〈ファイル名1 > の中のそのワイルドカードに対応する位置の文字が 
変わりません。 

例：拡張子が' DOC 〃 のファイルをすべて拡張子' TX 丁〃 に変更する 

REN 本 . DOC 氺 .TXT 

注意 

• くファイル名2 > で指定したファイル名と同じ名前のファイルが、〈ファイ 
ル名1> で指定したディレクトリ内にすでに存在するときは、変更するこ 
とができません。 

• 〈ファイル名1> の指定には、ドライブ名やパス名を指定することができ 
ますが、〈ファイル名2> にそれらを用いるとエラーになります。 


関連コマンド ►RENDIR 
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RENDIR 


外部コマンド 


I アイ レク 


トリ名を変更します。 


|^E3^ 


RENDIR [< 〇 1:>]< パス名 1> 〈パス名 2> 


解 説 

くパス名1> で指定したディレクトリ名を、〈パス名2> に変更します。〈パス 
名1> の前にはドライブ名 <d : >を付けることができます。 〈 d :> の指定がない 
ときは、カレントドライブの〈パス名1> が変更の対象になります。 

〈パス名1> の最初に、、 ¥" を付けると、ルートディレクトリから指定したディ 
レクトリが変更されます（絶対パス指定)。、、¥〃を付けない場合は、カレントディ 
レクトリから指定したディレクトリが変更されます（相対パス指定)。 

〈パス名1> にファイル名を指定すると、 REN コマンドと同じ働きをします。 

例：ドライブ B のデイレクトリ 、、¥ DOC " のディレクトリ名を、 、、¥ TXT " に変更 
する 


RENDIR B : ¥DOC ¥TXT 


注意 

• 〈パス名2> で指定したディレクトリ名と同じ名前のディレクトリが、同 
じ階層にすでに存在するときは、変更することができません。 

• 〈パス名1> にはドライブ名を指定することができますが、〈パス名2> に 
ドライブ名を用いるとエラーとなります。 

♦ルートディレクトリの名前を変更することはできません。 

• ASSIGN コマンドで割り当てを変更されたドライブのディレクトリ名を変 
更することはできません。 

関連コマンド kCHDIR 、 MKDIR 、 RMDIR、REN 
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REPLACE 


REPLACE 


外部コマンド 



|^E3~ 

1) REPLACE [く dl :>] [くパス名 1>] 〈ファイル名〉 

2) REPLACE [〈 dl : >] [くパス名1>]〈ファイル名〉 

[/ W ] 


[< d 2 : >] [くパス名 2>][/ A ][/ P ][/ R ][/ W ] 
[く d 2 : >] [くパス名 2>][/ D ][/ P ][/ R ][/ S ] 


♦スイツチ 

/A 〈ファイル名〉で指定したファイルのうち、〈パス名2> で指定したディレクトリ内に存在しな 

いファイルだけを、新たにコピーします。このスイッチは / S または / D スイッチと同時に指定で 
きません。 

〈パス名2> で指定したディレクトリ内に、〈ファイル名〉で指定したファイルと同名のファイ 
ルがあれば、それらの日時（タイムスタンプ）を比較し、〈ファイル名〉の方が新しい場合のみ 
置き換えます。このスイッチは / A スイッチと同時に指定できません。 

ファイルの置き換えや追加を行うときに、確認のメッセージを表示します。 

リードオンリーの属性が付いたファイルも置き換えます。 

〈パス名2> で指定されたディレクトリに〈ファイル名〉で指定したのと同名のファイルがな 
ければ、そのサブディレクトリまで探して、見つかれば置き換えます。〈ファイル名〉の側のサ 
ブディレクトリは探しません。このスイッチは / A スイッチと同時に指定できません。なお、ソ 
ースフアイルが収められているディレクトリ中のサブディレクトリは探しません。 

REPLACE コマンドを起動後に、確認のメッセージを表示します。何かキーを押すと処理を始 
めます。 


/D 


/P 

/R 

/S 


/W 


•エラーレベル 

0 正常終了 

1 コマンド行にエラーが ある 

2 ファイルが見つからない 

3 パスが見つからない 
5 アクセス不可能 

8 メモリ不足 
15 ドライブ名が不正 

他 標準 MS - DOS エラー 
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解 説 

REPLACE コマンドは、指定したファイル群くファイル名〉を、指定したディ 
レクトリくパス名2> に、さまざまな条件を考慮しながら コピーす るコマンドで 
す。固定ディスクに格納されているファイル群を、新しいバージョンのファイル 
に置き換えるときなどに有効です。〈ファイル名〉にはワイルドカードが使用でき 
ます。 


〈ファイル名〉で指定したファイルと同名のファイルが〈パス名2> のディレ 
クトリ内にあれば、そのファイルを〈ファイル名〉側のファイルで置き換えます。 
/ D スイッチが指定されていれば、ファイルの日付（タイムスタンプ）を考慮して、 
〈パス名2 > 側がいつも新しくなるようにコピーします。 

〈パス名2> を省略すると、カレントディレクトリに対して処理を行います。 
/ A スイッチは置き換えではなく、〈パス名2 > で指定したディレクトリ内に同名 
のファイルがなければそれを追する指定です。 

例：ドライブ A のカレントディレクトリにある 、、 ABC . DOC " と同名のファイル 
を、ドライブ C のルートディレクトリから以下すベてのサブディレクトリにわ 
たつ.て探し、もしあればその日時を比較して 、 A : ABC . DOC の方が新しけ 
れば置き換える 

REPLACE A : ABC.DOC C ： ¥ /D /S 

例：ドライブ A のカレントディレクトリ内のすべてのファイルから 、、、 C : ¥ DOC " 
に存在しないファイルだけをコピーする 

REPLACE A ： * . * C : ¥DOC /A 


注意 

• REPLACE コマンドは、不可視属性やシステム属性の付いたファイルに対 
しては処理できません。 


関連コマンド ► ATTRIB、XCOPY 
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RESTORE 


RESTORE 


外部コマンド 


BACKUP コマンドでバックアップされたファイルを固定ディスクに復元します。 




RESTORE <dl :> <d2 : >[ くパス名〉 [ 〈ファイル名〉 ]] [/S] [/P] [/B : 〈日付 〉] [/A : 〈日付 〉] 

[/E ： く 時刻〉] [/L: く 時刻〉] [/M][/N] 


.スイツチ 

/S サブディレクトリも復元します0 

/P 復元しようとするバックアップファイルが不可視属性やリードオンリー属性の付いたファイル 
の場合、またはバックアップの後に変更されたファイルならば、それを復元するかどうかを確 
認します。 

/B :〈日付〉 

指定されたく日付〉以前のバックアップファイルだけを復元します。 

/A : く日付〉 

指定された〈日付〉以降のバックアップファイルだけを復元します。 

/E :〈時刻〉 

指定された〈時刻〉以前のバックアップファイルだけを復元します。 

/し:〈時刻〉 

指定された〈時刻〉以降のバックアップファイルだけを復元します。 

/M 復元先にあるファイルを見て、最後に BACKUP コマンドでバックアップした後に変更されたフ 
ァイルだけを復元します0 

/N 復元先のディスク （< d 2 : > のくパス名〉ディレクトリ）に存在しないバックアップファイル 
だけを復元します。 

〈時刻〉と〈日付〉の書式は、それぞれ TIME コマンド、 DATE コマンドと同じです。 


•エラーレベル 

0 正常終了 

1 復元するバックアップフアイルが見つからない 

3 ユーザーによって中止された 

4 エラーに よって中止された 
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参照©アーカイブ属性 
4「 A 丁丁 RIB コマンド」 


解 説 

RESTORE コマンドは、 BACKUP コマンドで作成されたバックアップファイル 
を、指定した固定ディスクドライブに復元するコマンドです。 

〈 d 1: > は、パ、ックアップファイルが入つたフロッピィディスクドライブ名で 
す。く d 2 :> と〈パス名〉は、復元先の固定ディスクドライブ名およびパス名で 
す0 < d 2 :>、 くパス名〉 が省略されると、それぞれカレントドライブ、カレント 
ディレクトリが既定値となります。 

BACKUP コマンドで固定ディスクのファイルをバックアップすると、固定ディ 
スク上のそのファイルはアーカイブ属性がリセットされます。その後、更新され 
たり新たに作成されたファイルにはアーカイブ属性がセットされます 。 RESTORE 
コマンドの/ M スイッチは、復元先にあるファイルのアーカイブ属性を見て、セッ 
卜されているファイル（前回バックアップした後に更新されたファイル）に対し 
てだけ復元します。したがって、バックアップした時点と同じ状態が復元されま 
す。 ‘ 


例：ドライブ B のバックアップデイスクのバックアップファイルのうち、1991年10 
月3日以降のタイムスタンプを持つファイルだけを、ドライブ A の 、、¥ DOC " 
ディレクトリに復元する 


RESTORE B : A : ¥ D 0 C /A : 91-10-03 


注意 

•RESTORE コマンドは、 システムファイル （ 10. SYS 、 MSDOS.SYS 、 
COMMAND. COM など）も復元できます。ただし、 RESTORE コマンド 
はディスク上にシステムファイルを書き込む位置に特別な注意を払ってい 
ないので、これらのシステムファイルを復元しても、そのディスクから MS 
-DOS を起動できないことがほとんどです。したがって、システムファイル 
を含むバックアップディスクを復元するときは、 / P スイッチを併用してシス 
テムファイルを復元しないようにした方がよいでしょう。 


関連コマンド ► BACKUP 、 ATTRIB 、 DATE、TIME 
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RMDIR 


RMDIR(rd) 


内部コマンド 


^サブディ 


レクトリを削除します。 


| RMDIR 


[く d : >] くパス名〉 


I 別表記 

RD 


解 説 


指定したサブディレクトリをディスクから削除します。 


例：カレントドライブのディレクトリ 、、¥ WORK ¥ TMP " を削除する 


RMDIR ¥ WORK¥TMP 


注意 

• 〈パス名〉 で指定したサブディレクトリが空 r .〃 と'.〃以外のファイ 
ルやディレクトリが存在しない）でないときは、削除できずに エラーに な 
ります。サブディレクトリを削除するときは、前もってそのディレクトリ 
内のファイルやサブディレクトリを削除しておいてください。 

•カレントディレクトリは削除できません。それより上の階層のディレクト 
リから RMDIR コマンドを実行してください。 

籲ルートデイレクトリは削除できません0 


関連コマンド ► MKDIR 、 CHDIR 、 RENDIR、DEL 
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SEDIT 


11 a - 

|スクリーンエディタを起動します。 


外部コマンド 


SEDIT [く d : >] [くパス名〉][くファイル名〉] 


解 説 

MS - DOS に付属のスクリーンエディタを起動します。このエディタの詳しい使 
用方法は、基本機能セットの『ユーザーズガイド』を参照してください。 
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SET 


SET 


内部コマンド 


wmm 

r 環境変数 


環境変数を設定、表示または削除します。 


SET [く環境変数名〉=[〈文字列〉]] 


解 説 


参照〇環境変数—第2 
部第 ‘2 章 2 . 4 「環境変 

数について」 


環境変数とは、バッチファイルやアプリケーシヨンプログラムから参照できる 
よう、 COMMAND . COM が確保する特別なメモリ領域（環境エリア）に置く変 
数です。その内容（文字列）によってアプリケーシヨンプログラムを制御したり、 
アプリケーシヨンプログラム間で情報をやり取りしたりできます。 

く環境変数名〉と〈文字列〉を、、="でつないで SET コマンドを実行すると、〈環 
境変数名〉で指定した環境変数の値として〈文字列〉が設定されます。 

また、すべてのパラメータを省略して SET コマンドだけを実行すると、現在設 
定されている環境変数がすべて画面に表示されます。 

環境変数名のうち、 、、 PATH " や 、、 PROMPT " は COMMAND . COM が参照す 
る変数で、この内容によって外部コマンドの検索やプロンプトの表示を行ってい 
ます。 SET コマンドでこれらの内容を設定することができますが、 PATH コマン 
ドや PROMPT コマンドで設定することもできます。 

また、 、、 COMSPEC " という変数は MS - DOS のシステムが參照する変数で、これ 
は COMM AND . COM を再口ードするときのパス名を示しています。 、' COMSPEC " 
も SET コマンドで設定することができますが 、 CONFIG . SYS の SHELL コマンド 
で設定することもできます。 

環境変数をバッチファイル内で利用するときは、変数名の両端を、、％"ではさ 
んで指定します。たとえば、 


SET HOME = A : ¥WORK 


というコマンドを実行しておき、 


CD % HOME % 
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という内容のバッチファイルを実行すると、バッチファイル中の CD コマンドのパ 
ラメータ、、％ HOME %" は、、、八： ¥ WORK " に置き換えられて実行されます。そ 
のため、この場合は 

CD A : ¥WORK 


とバッチファイルに書いたのと同じことになります。 

子プロセスとして起動した COMMAND . COM には、親プロセスとしての 
COMMAND . COM の環境変数全部が渡されます。 

例：環境変数 EDIT に V ' WD 〃 という文字列を設定する 

SET EDIT = WD 

例：上記の環境変数 EDI 丁を環境エリアから削除する 

SET EDIT = 


注意 

# 、、SE 丁 PATH 二"で設定できるコマンド検索パスは、半角 （ 1 バイト） 
文字で 118 文字までです。 


関連コマンド ► PATH，PROMPT 
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SETUP 


SETUP 


外部コマンド 


mmmr 

「ァプリケ- 


•シヨンプログラムを登録します。 


P0E3h 

「 SETUP 


説 


アプリケーシヨンの登録とは、 MS - DOS システムディスクとアプリケーシヨン 
プログラムの両方が入ったディスク（フロッピィディスクまたは固定ディスク） 
を作成することです。 

このディスクを使用すると、アプリケーシヨンの起動が容易になります。 
アプリケーシヨンの登録方法については、「基本機能セット」の『インストール 
ガイド』を参照してください。 
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SETUP2 


mmm- 

I SETUP コマ 


ンドから使用され、アプリケーションの登録を補助します。 


外部コマンド 
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SHARE 


SHARE 


外部コマンド 


mmm 

「ネットヮ. 


ワーク上で、ファイルを共有したりロックしたりします。 




1) SHARE [/F : くファイルスぺース〉] [/L : くロック数〉] 

2) SHARE [/ R ] 


•スイッチ 

/F : 〈ファイルスペース〉 

ファイルの共有に関する情報を記録するためのファイルスペースをバイト数で割り当てます。 
〈ファイルスペース〉は、オープンされる1つのファイルにつき、絶対パス名の文字数+11バ 
イトが最低必要です。既定値は2048です。 

/L : 〈ロック数〉 

ロックするファイルの数を指定します。既定値は20です。 

/R メモリ中に常駐している SHARE コマンドの常駐部分を解除します。 


解 説 

SHARE コマンドは、ネットワーク上でファイルを共有したりファイルをロック 
(占有）したりするためのさまざまな設定を行うコマンドです。このコマンドは、 
一度実行するとメモリに常駐して、ファイルのアクセスを管理します。 / R スイッチ 
を付けて実行すると常駐部分を解除します。 

例：ファイル共有システムを読み込む 


SHARE 
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SORT 


外部コマンド 


Ep ： - 

標準入力やファイルからデータ（文字列）を読み込み、各行を文字コード順にソートして標準出力 
やファイルに出力します。 


- 

[sort [/R][/ + n] 


•スイツチ 

/R 逆順に（文字コードの大きい方を先頭に、小さい方を末尾にして）ソートします。 
/ + n 入力されたデータの n 桁目以降をソートの対象にします。 


解 説 

SORT コマンドは、 入力 されたデータ を行単位でソートす るフィルタコマンドで、 
パイプ機能やリダイレクト機能とともに利用されます。 

例： DBC . TXT というファイルの内容をコード順にソートして、 ABC . TXT に書 
き込む 

SORT < DBC. TXT > ABC. TXT 
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SORT 


例： DIR コマンドの出力を 14 桁目（ファイルの大きさを示す桁）からソートして画 
面に表示する 

DIR | SORT /+14 

これによってファイル容量の小さい順に表示することができます。 


注意 

•ソートできるデータは最大65278バイトです。 

❿ここでいうコード順とは、1バイト文字は ASCII コード順、2バイト文字は 
シフト JIS コード順です。ただし、1バイト文字の英小文字 （ a 〜 z ) は英大 
文字 （ A 〜 Z ) とみなして処理されます。 


関連コマンド ► MORE、FIND 


Ms_§s 
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SPEED 


(^?；外部コマンド 


RS -232 C インターフェイスに対するパラメータの設定とその起動を行います。 


- 

I SPEED [くポート番号〉[〈パラメータ〉]] 


解 説 

〈ポート番号〉で指定した RS -232 C インターフェイスのパラメータを設定し、 
初期化/起動します。くポート番号〉は、次のように指定します。 

RS 232 C -0 (または R 0). 標準 RS -232 C インターフェイス 

RS 232 C - 1(または R 1) . RS -232 C インターフェイス拡張ポート1 

RS 232 C -2 (または R 2) . RS -232 C インターフェイス拡張ポート2 

RS 232 C -1、 RS 232 C -2 は、第2、第3回線用の拡張インターフェイスボード 
をコンピュータ本体に実装した場合のみ、パラメータを設定することができます。 

SPEED コマンドには、コマンドラインで指定する方法と、メニューで設定する 
方法とがあります。すべてのパラメータを省略すると、メニューが表示されます。 

次に、それぞれの操作方法を説明します。 

■コマンドラインによる操作 

〈パラメータ〉は、指定した〈ポート番号〉の RS -232 C インターフヱイスの動 
作条件を設定するもので、ボーレイト、キャラクタ長、パリティチェック、スト 
ップビット、 X パラ メータ の各項目を指定します。各パラメータは1個以上の空白 
で区切って指定し、各項目の順序は任意です。 

くパラメータ〉の各項目はいずれも省略できます。省略したパラメータの値は、 
メモリスイッチで設定されている値が既定値になります。メモリスイッチには、 
標準 RS -232 C インターフェイスに関する情報しか格納されていませんが 、 SPEED 
コマンドの〈パラメータ〉を省略したときには、拡張ポート1、2の既定値もメ 
モリスイツチの値になります。 
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SPEED 


各 パラメータの 指定は次の通りです。 

•ボーレイト 

そのポートで使用するボーレイト（データ転送速度）を BPS 単位 （= Bit Per Second) 
で設定します。次のうちから1つを選んでください。 

9600,4800,2400,1200,600,300，150,75 

• キャラクタ長 

転送データのビット数を設定します。次のいずれかを指定してください。 


BITS - 8 (または B 8) 
BITS - 7 (または巳 7) 


データを8ビット長とする 
データを7ビット長とする 


• パリティチェック 

転送データのパリティチヱックの有無とその方法を設定します。次のうち1つ 
を指定してください。 

PARITY-NONE (または PN ). パリティチェックを行わない 

PARITY-EVEN (または PE ). 偶数パリティでチェックを行う 

PARITY-ODD (または P 0). 奇数パリティでチェックを行う 

•ストップビット数 

転送データの終了を表すビット数を設定します。次のいずれかを指定してくだ 
さい。 


STOP - 1(または S 1) 
STOP - 2 (または S 2) 


ストップビットを1ビット長とする 
ストップビットを2ビット長とする 


X パラメータ 

XON/XOFF 制御をするかどうかを設定します。次のいずれかを指定してくださ 


X 0 N (または XN ) . X 0 N / X 0 FF の制御を行う 

NONE (または NE ) . X 0 N / X 0 FF の制御を行わない 

例：標準 RS -232 C インターフェイス（ポート RS - 2320 0) を、ボーレイト9600 bps 、 
キャラクタ長8ビット、パリティチェックなし、ストップビット数1、 X パラ 
メータなしで初期設定し、インターフヱイスを起動する 


SPEED RS 232 C - 0 9600 BITS - 8 PARITY - NONE STOP - 1 
NONE 


MS_D0S 
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または 


SPEED R 0 9600 B 8 PN S 1 NE 

■メニューによる操作 

すべてのパラメータを省略して、 、、 SPEED " と入力すると、次のようなメニュ 
画面が表示されます。 


SPEED コマンド Uer. X.XX 

--- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

laBlelclelHBBn 

RS 232 G - 1 
RS 232 C -2 
終了 


赞鉈?释籍级龄 i 誃 f い 


カーソルキーで反転表示が動きますので、選びたい選択肢の上に重ねてリター 
ンキーを押し、操作してください。ここで、設定するポート番号を選択すると、 
画面は次のようになります。 


SPEED コマンド 
RS 232 C -0 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 



1200 

キャラクタ長 

7 ヒ、卜 

パリテイチェック 

A 。 リティ無 

ストッブビット数 

1 ヒ 、、ッ ト 

X パラメータ 

疵 

設定終了 



ィ b (デ丁夕転送の 3 度 ( BPS 〉 ） 考指定してください 
年铒5二 iT •土 •—♦—) で；目を選択し、リターンキーを押してくたさい 
( ESC キーを押すと処理を中 iP し、前の画面に戻ります） 

75150 300 600 2400 4800 9600 
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ここで、必要なパラメータを設定してください。 

RS-232C パラメータのうち、 SPEED コマンドのパラメータで指定されないもの 
は次のように扱われます。 

• 8251 Mode Instruction 関連 


ボーレイト 


X16 または X64 


8251 Command Instruction 関連 


RTS 

(Request To Send) . 

…. ON 

ER 

(Error Reset) . 

…. ON 

RXE 

(Receiver Enable) . 

…. ON 

TXEN 

(Transmitter Enable). 

.… ON 


注意 


ISPEED コマンドで RS-232C インターフェイスを起動/利用するときは、 MS 
-DOS システムに RS - 232C デバイスドライバ (RSDRV . SYS) が組み込ま 
れていなければなりません。 

Iデバイス名 AUX、COPYA コマンドなどを利用するときは、まずこの SPEED 
コマンドで RS-232C インターフェイスを初期化/起動しなければなりませ 
ん〇 

IRS-232C インターフェイス拡張ポート（1、 2) のボーレイトは各ボード 
上のスイツチで設定するので、 SPEED コマンドの パラメータとしてのボー 
レイト指定は意味がありません（エラーとなります）。また、拡張ポートの 
ボーレイト設定時には、同期モードは必ず、、 X 16" としてください。 


関連コマンド ►SWITCH 


Ms—§s 
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SUBST 


外部コマンド 


， 《ス名を仮想ドライブ名に置き換えます。 


漏 - 

1) SUBST [<dl :> [ 〈 d2 : >] 〈パス名 〉] 

2) SUBST <dl :> /D 


•スイッチ 

/D パス名の置き換えを解除します。 


解 説 

くパス名〉で指定したディレクトリを、 〈d 1: > で指定した仮想ドライブ名で 
参照できるようにします。 

SUBST コマンド実行後はディレクトリを、ドライブ名で参照できるようになり 
ます。長いパス名を打ち込まないでも、ドライブ名でこのディレクトリを操作で 
きるわけです。もちろん、これまで通りパス名でも参照できます。 

パラメータを省略して 、'SUBS 丁"とだけ入力すると、これまでに置き換えたパ 
ス名と仮想ドライブ名の関係を画面に表示します。 

例： 、、B : ¥USR¥SATO¥DOC〃 をドライブ Z で参照できるようにする 

SUBST Z :巳： ¥USR¥SATO¥DOC 


1フ〇 











SUBST 


例：上記の設定を解除する 


SUBST Z : /D 


注意 

•仮想ドライブ名に、実際に接続されているドライブ名を指定することもで 
きます。しかし、以降 /D スイッチで置き換えを解除するまで、そのドライ 
ブは本来の名前で参照できなくなります。 

•仮想ドライブとして実際に接続されてはいないドライブ名を利用するとき 
は、 CONFIG . SYS の LASTDRIVE コマン ドで最大ドライブ数を定義して 
おかなければなりません。このような場合に LASTDRIVE の指定がないと、 
SUBST コマンドは エラーに なります。 

•仮想ドライブ名に対して、物理的にドライブにアクセスするようなコマン 
ドぼ 01^^ 丁コマンドゃ 0151 く ( ： 0?\ ，コマンドなど）は利用で きません。 


関連コマンド ► ASSIGN、JOIN 


MS-DOS 
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SWITCH 


[メモリスイツチの内容を変更/表示します。 


C ?) 外部コマンド 


-- 

•ノーマルモードのとき 

SWITCH [[〈 RS 232 C -0 [く パラメータ 1 >]>] [く PRINTER [く パラメータ 2>]>][く MEMORY [く パラ 
メータ 3>][〈 C 0 L 0 R [く パラメータ 4>]>][く NDP 1[く パラメータ 5>]>] [く BOOT [く パラメー 
夕 6>]>] [く NDP 2 [く パラメータ 7>]>] 

• ハイレゾリユーシヨンモードのとき 

SWITCH [[〈 RS 232 C -0 [くパラメータ 1>]>][〈 PRINTER [〈パラメータ2>]>] [〈 MEMORY [くパラメ 
一夕3>]>] [〈 COLOR [くパラメータ 4>]>][< NDP [くパラメータ5>]>] 

各くパラメータ〉は [ ] でく くります。 


解 説 

SWITCH コマンドは、指定されたメモリスイッチの内容を変更するコマンドで 
す。 

MS-DOS は、起動時にメモリスイッチの内容を参照し、その設定に応じてさま 
ざまなコマンドの既定値を決めます。したがって、システムを拡張するような増 
設機器を購入したとき、メモリを増設したとき、 NDP (数値演算プロセッサ）を 
搭載したときなどは、必ずこの SWITCH コマンドでメモリスイッチの内容を変更 
してください。 

メモリスイッチとは、システムが内部に持っている、外部電源を必要としない 
特別なメモリ領域に置かれたスイッチです。本来これは MS-DOS とは無関係な、 
PC- 9800シリーズのコンピュータ本体に固有のものです。 PC- 9800シリーズ用 MS 
-DOS ではこの SWITCH コマンドで、 メモリスイッチの内容を参照したり変更し 
たりします。 

いったん設定したメモリスイッチの内容は、ディッブスイッチ SW2-5 (機種に 
よっては SW 1-3) を OFF にすると出荷時の状態に戻ります。 
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SWITCH コマンドには、コマンドラインから指定する方法と、メニュー画面で 
操作する方法とがあります。コマンドラインでパラメータを指定すると、メモリ 
スイツチを変更して終了します。すべてのパラメータを省略して ''SWITCH" と 
だけ入力するとメニュー画面が表示され、この画面上でパラメータを変更できま 
す。 

これ以降は、コマンドラインからの操作、メニュー画面からの操作に分けて解 
説します。 

■コマンドラインによる操作 

各〈パラメータ〉は、キーワードと設定する値の組み合わせから構成されてい 
ます（下表）。キーワードには短縮形があり、どちらを用いてもかまいません。 


キーヮード 

() 内は短縮形 

内容 

PC - 9800シリーズ 

PC - H 98 

98 N 0 TE 

H 

N 

H 

N 

N 

RS232C- 0 (R 0 ) 

標準の RS-232C イ 

ンターフェイスの設 
定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PRINTER (PR) 

プリンタに関する設 
定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MEMORY (MY) 

メインメモリのサイ 
ズ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

COLOR (CR) 

ディスプレイの表示 
文字属性の既定値 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

NDP (NP) 

数値データプロセツ 
サの接続の有無 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

NDP1(N 1) 

数値データプロセツ 
サ1の接続の有無 

X 

X 

BOOT (BT) 

システムを起動する 
ディスクドライブ 

X 

〇 

X 

A 

△ 

NDP 2 (N2) 

数 f 直データプロセツ 
サ2の接続の有無 

X 

〇 

X 

〇 

X 


〇…設定可能 X…設定不可△… PC- 9800 xx、PC-98xx と設定内容が異なる 

H …ハイレゾリューシヨンモード N …ノー マルモード 


指定できるパラメータは、機種（画面モード）によって異なります。また、パ 
ラメータは1個以上の空白で区切らなければなりません。以降では、各パラメー 
夕に設定できる値について解説します。 


MS.DOS 
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(1)RS232C-0 (R0) 

RS232C- 0 は標準 RS-232C インターフェイスに関する設定で、 SPEED コマンド 
と同様に次のようなパラメータがあります。 

ここで設定したメモリスイッチの内容は、 SPEED コマンドの各ポートの既定値 
になります。 SWITCH コマンドでは RS232C- 0 、 すなわち標準 RS-232C インター 
フェイスの設定しかできませんが、 SPEED コマンドでは拡張ポートの初期値とし 
てもこの値が使われます。 

•ボーレイト 

そのポートで使用するデータ転送速度を BPS 単位（二 Bit Per Second) で設定 
します。次のうちから1つを選んでください。 

9600,4800,2400，1200,600,300,150,75 


• キャラクタ長 

転送データのビット数を設定します。次のいずれかを指定してください。 

BITS-8 ( または B8). データを8ビット長とする 

BITS- 7 (または B7). データを 7 ビット長とする 

• パリティチェック 

転送データのパリティチェックの有無とその方法を設定します。次のうちから 
1つを指定してください。 

PARITY-NONE (または PN). パリティチェックを行わない 

PARITY-EVEN (または PE). 偶数パリティでチェックを行う 

PARITY-ODD (または P0). 奇数パリティでチェックを行う 

•ストップビット数 

転送データの終了を表すビット数を設定します。次のいずれかを指定してくだ 
さい。 

STOP - 1(または S 1) . ストップビットを1ビットとする 

STOP- 2 (または S2). ストップビットを 2 ビットとする 

• Xパラメータ 

XON/XOFF 制御をするかどうかを設定します。次のいずれかを指定してくださ 

い0 


X0N . X 〇 N./XOFF の®！御を行う 

NONE . XON/XOFF の制御を行わない 
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SWITCH 


(2) PRINTER (PR) 

PRINTER のハ 0 ラメ、 


-夕には次のようなものがあります。 


プリンタタイプ 

使用するプリンタが24ドット系か16ドット系かを指定します。 


CEN24 

CEN16 


24ドット系プリンタを使用する 
16ドット系プリンタを使用する 


•ANK (1 バイト系文字）と漢字の印字サイズ比率 

印字サイズの比率を指定します。 

DOTSPON (または DN) . ANK 文字と漢字の比率を1: 2とする 

DOTSPOFF (または DF) . ANK 文字と漢字の比率を1: 1.5 とする 

(3) MEMORY (MY) 

メインメモリのサイズを指定します。パラメータには次のうちいずれかを指定 
します。 


128 K (または 128) 
256 K (または 256) 
384 K (または 384) 
512 K (または 512) 
640 K (または 640) 
768 K (または 768) 


ハイレゾリューシヨンモードのみ 


(4) COLOR (CR) 

ディスプレイの文字色の既定値を指定します。 


WHITE (または WE) 
GREEN (または GN) 


文字を白で表示 
文字を緑で表示 


(5) NDP 1/NDP (N 1/NP) 

NDP1 (ノーマル モードの場合）/ NDP (ハイレゾリューション モードの場合） 
は、数値データプロセッサ （NDP1 は V30 対応のデータプロセッサ）の接続の有 
無と動作クロックを指定します。 


接続の有無 


YES (または Y). 数値データプロセッサを接続する 

N0 (または N). 数値データプロセッサを接続しない 


MS.D0S 
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• クロック周波数 （ NDP1 のみ設定可 ) 


10 .10 MHz で使用 

8 . 8 MHz で使用 

5 . 5 MHz で使用 


(6) BOOT (BT) 

システムを起動するディスクドライブを、次のうちから指定します。ノーマル 
モードでしか指定できません。 


STD (または SD) . システムで定めた順にディスクドライブを 

検索し、システムディスクが挿入されてい 
るディスクから起動します。システムの既 
定値です。 

1MBFD . 1 M バイトタイプフロッピィディスク （ 2 

HD ) からのみシステムを起動します。 

640KBFD . 640 K バイトタイプフロッピィディスク （ 2 

DD ) からのみシステムを起動します。 


HD1 (または H1) (*1) … 1 台目の固定ディスクから起動します。 
HD2 (または H2) (*1) … 2台目の固定ディスクから起動します。 

SCSIHD (または SHD) . SCSI インターフェイスの固定ディスクから 

のみシステムを起動します（*2)。 

ODISK (または OD) . 光ディスクからのみシステムを起動します 

(*2)〇 


(* 1 )... PC - H 98 での HD 1 、 HD 2の意味はそれぞれ次の表の通りです。 


専用内蔵固定ディスク 

HD 1 

HD2 

なし 

PC -9801-27 経由の固定 

ディスク（ュニット1 ) 

PC -9801-27 経由の固定 

デイスク（ユニット 2) 

40 M バイトタイプ 

専用内蔵固定ディスク 
(増設固定ディスク含む） 


PC 9801 -27 経由の 
固定ディスク 

専用内蔵固定ディスク 
(*3) 

(増設固定ディスク含む） 

100 M バイトタイプ 

PC -9801-27 経由の 
固定ディスク 

専用内蔵固定ディスク 


(* 2) … SCSI インターフヱイス固定ディスク、光ディスクは、1台目のみ指定可 
能です。2台目以降は、起動メニュ'一で指定します。 

(* 3)"•マニュアルセットアップのオプシヨンボード構成の変更において、、拡張" 
モードを設定した場合、専用内蔵固定ディスクは " HD 2" の指定となり 
ます。 
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(7) NDP2 (N2) 

ノーマルモードでの 数値データ プロセッサ 2 (8086、80286、 386/386SX、 486/ 
486SX 対応） の 接続の有無を指定します。 ノーマルモードで しか指定できません。 


YES ( または Y) 
N0 ( または N) 


数値データプロセッサを接続する 
数値データプロセッサを接続しない 


例：標準 RS-232C インターフェイスに関するパラメータを「ボーレイト9600 bps、 
データ長8ビット（その他は既定値）」に、メインメモリ容量を 640K バイトに、 
ディスプレイの文字色を白に、設定する 

SWITCH RS232C-0[9600 BITS-8] MEMORY[640K] 
COLOR[WHITE] 

または 

SWITCH R0[9600 B8] MY[640] CR[WE] 

■メニュー画面による操作 

すべてのパラメータを省略して ''SWITCH" と入力すると、次のようなメニュ 
一画面が表示されます。 






SWITCH コマンド 

Uer. X.XX 



Copyright (C) NEC Corporation 1990,1991- 
(現在の黯泡〕 


raaeteieiiBtt 

1200ホ、、- 7t、、 ットがリティ無 ストッフ。ビ、ッ M 劝。ラメ-夕無 


プリンタ 

24ドット系 ANK / 漢字=レ2 


メモリサイズ （ KB ) 

640 


画面表示属性 

白 


数値データプロセッサ 

無 


BOOT 装置 

標準 


数値データブ□セッサ2 

组 


終了 



リターンキーを押すとサブメニユ 

一を表示します 


(ESC キーを押すと処理を中止することができます） 





カーソルキーで反転表示が動きますので、選びたい選択肢の上に重ねてリタ、 
ンキーを押し、操作してください。 


MS_oos 


1フフ 










第 2 章 MS-DOS のコマンド 


注意 

❿メモリスイッチを変更した後は、リセットしてシステムを再起動してくだ 
さい。そうしないと、メモリスイッチの内容が有効になりません。ただし、 
「プリンタ」に関する設定のうち、 ANK と漢字の印字比率はメモリスイッ 
チに対する設定ではありません。そのため、これだけはリセットすると無 
効になるので、注意してください。 

•リセットする際は必ず本体のディップスイッチ SW2-5 (機種によっては SW 
1-3)を ON にしてください0 

籲メモリスイッチの中には、画面モード（ハイレゾリューションモードとノ 
ーマルモード）によっては指定できないものがあります。 

#ハイレ ゾリューションモードと ノーマル モードの両方を持つ機種では、そ 
れぞれのモードで別々にメモリスイツチを設定してください。 


関連コマンド ► SPEED 


1フ8 


SYMDEB 


SYMDEB 


外部コマンド 


wmm 

p シンボリ 


ックデバッガです。 


SYMDEB [くシンボルファイル名〉][くデバッグファイル名〉[〈引数リスト〉]] 


解 説 

詳細は、『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください 


Ms—§s 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


SYS 


外部コマンド 


- 

I カレントドライブにある MS - DOS のシステムファイルを、指定したディスクにコピーします。 



解 説 

<d : >で指定したドライブのディスクに、システムファイル （10 . SYS と MSD0S . 
SYS) を、この順にコピーするコマンドです。 

受け側ディスクは完全に空か、10 . SYS と MSD0S . SYS が存在しているかのど 
ちらかでなければいけません。10 . SYS と MSD0S . SYS はどちらも不可視属性が 
付いていますので、 DIR コマンドを実行しても表示されません。また、 COMMAND . 
COM はこのコマンドではコピーされません。このファイルのコピーは、 COPY コ 
マンドで行ってください。 

例：カレントドライブのシステムファイルを、ドライブ B にコピーする 

SYS B : 


注意 

•受け側ディスクのシステムサイズ （IO.SYS + MSDOS.SYS のサイズ）が 
MS-DOS3.3 の10.3¥3サイズ（641<：バイト）未満の場合、システム転送は 
行われません。このような場合は、他のフロッピィディスクに FORMAT コ 
マンドで新しいシステムデイスクを作成し、必要なファイルをコピーして 
使用してください。 
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TIME 


TIME 


内部コマンド 


システムが管理する時刻を表示/設定します。 


TIME [<hh>[ : <mm>[ : <ss>]]] 


解 説 


コンピュータ本体が内蔵しているシステム時計の時刻を表示したり、設定しま 
す。 

システムが管理する時計の時刻は、ファイルを作成/更新したときにディレク 
トリに記録されます。また、 BACKUP コマンドなど、システムの時計の時刻の情 
報を參照するコマンドもありますので正しい時刻を設定してください。 

、 V TIME〃 とだけ入力すると、 

現在の時刻は <hh> : <mm> : く ss> . <cc > です. 

時刻を入力してください： ■ 

のように、システム時計が現在保持している時刻が表示されます。ここで、時刻 
を変更する必要がなければそのままリターンキーを押してください。変更する必 
要があるときは、時、分、秒をこの順でコロン（：）で区切りながら、数字で入 
力します。各数字の範囲は次の通りです。 


<hh> . 00〜23 (時） 

く mm> . 00〜59 (分) 

く ss> . 00〜59 (秒) 

<cc> . 00 (固定） 


MS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


TIME コマンドのパラメータとして、コマンドラインに <hh> 、〈 mm> 、 <ss > を 
コロン（：）で 区切って指定す る 方法もあります。 

いずれの方法でも、 〈 hh> だけ、あるいは <hh> : <mm> だけを入力すること 
もできます。 


MS-DOS は起動時に、自動的に DATE コマンド、 TIME コマンドを続けて実行 
して、システム時計の日付と時刻を確認させます。ただし、 MS-DOS を起動した 
ディスクに AUTOEXEC . BA 丁がある場合は実行しません。したがって、 MS-DOS 
の起動時に時刻を確認したい場合は、 AUTOEXEC . BAT にこのコマンドを指定 
しておくとよいでしょう。 

例：時刻を8時20分に変更する 

TIME 8 : 20 

関連コマンド ► DATE 
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TREE 


TREE 


外部コマンド 




指定されたドライブにあるディレクトリの名前を表示します。スイッチの指定によっては、各ディ 
レクトリに含まれるファイル名も表示します。 


fTREE [ 


[< d ：>][/ F ] 


_スイツチ 

/F デイレクトリ名だけでなく、各デイレクトリに含まれているファイル名も表示します。 


解 説 

<d : >で指定されたドライブのディレクトリ名と、そのサブディレクトリのパ 
ス名を表示します 。 〈d : >が省略されると、カレントドライブについて表示しま 
す。 

例：ドライブ B のすベてのディレクトリ名、あればそのサブディレクトリ名、およ 
び各ディレクトリに含まれる全ファイル名を表示する 


TREE 巳 ： /F 


MS60S 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 



内部コマンド 



アイルの内容をディスプレイに表示します。 




[<d : >] [ 〈パス名〉 ] 〈ファイル名〉 


解 説 


〈ファイル名〉で指定したテキス ト ファイルの内容を標準出力に出力し ます。 
通常、標準出力は画面ですから、〈ファイル名〉の内容は画面に表示され ます。 
〈ファイル名〉の指定に、ワイルドカードを用いることはできません。 

画面に対する出力では、タブ文字は8桁ごとのタブとして表示します。 

〈ファイル名〉にデバイスファイル名を指定することもできます。たとえばデ 
バイス CON を指定すると、デバイス CON の入力装置（通常はキーボード）からの 
データを、標準出力に出力することになります。したがって、 

TYPE CON > TEST. DOC 

のように入力すれば、キーボードからの入力を、、 TEST.DOC" という名前のファ 
イルにすることができます。小さなファイルならエディタを起動せずに作成でき 
ます。 

同様なことは、 COPY コマンドでもできます。 COPY コマンドの項を参照してく 
ださい。 
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TYPE 


例： TEST. DOC の内容を表示する 

TYPE TEST.DOC 

バイナリファイルを〈ファイル名〉に指定すると、バイナリファイルに含まれ 
る非文字コードまで出力します。出力先が画面の場合は、非文字コードはコント 
ロールコードとして作用するので、画面が乱れ正しく表示されません。バイナリ 
ファイルを画面に表示するときは DUMP コマンドを使ってください。 

TYPE コマンドの出力を画面に表示すると、〈ファイル〉の終わりまで止まりま 
せん。表示を一時停止するには、 I CTRLJ + [^J キーを押してください。続いて 
何かキーを押せば表示が再開します。 MORE コマンドにパイプして1画面ずつ表 
示させることもできます。 


関連コマンド ►DUMP、MORE 


MS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


USKCGM 


外部コマンド 


-- 

ユーザー定義文字（外字）の文字パターンを作成したり、それを外字ファイルに保存します。また、 
作成した文字パターンや外字ファイルのパターンを、コンピュータ本体内のメモリに読み込んで登 
録したり、プリンタに送ったりすることもできます。 



[[<d : >] [くパス名〉]くファイル名〉] [/ P ] 


•スイッチ 

/P くファイル名〉で指定した外字ファイルの内容をプリンタに送ります。以後、そのプリンタは 

その文字パターンを印字できるようになります。 


解 説 

USKCGM コマンドは、ユーザーが定義する文字パターン（ユーザー定義文字、 
または外字）を作成したり、ファイルに保存したり、ファイルから読み込んだり 
するユーティリティです0また文字パターンをメモリに読み込んだりプリンタに 
送ったりすることもできます。 

〈ファイル名〉を指定すると、指定されたファイルを外字ファイル（ユーザー 
定義文字パターンを格納したファイル）として読み込み、その内容をコンピュー 
夕本体内のメモリに登録します。 

すべてのパラメータを省略して、' USKCGM " とだけ入力すると、メニュー選択 
で操作ができます。 

USKCGM コマンドについての詳細は、『日本語入カガイド』を参照してくださ 
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VER 


VER 


内部コマンド 


wmm 

「 MS-DOS 


MS-DOS のバージョン番号を表示します。 


^E3- 

I VER 


解 説 


現在利用している MS - DOS のバージョン番号を知りたいときに使います。 


MS,DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


VERIFY 


内部コマンド 


--- - - 

f ディスクにデータを書き込みむときに、ベリファイ（照合）するかどうかを設定します。 


mm - 

「 VERIFY [ON | OFF] 


解 説 

VERIFY コマンドは、 MS - DOS がディスクにデータを書き込む動作のたびごと 
に、正しくデータが書き込まれているかどうかをチェックする、、ベリファイ（照 
合)〃をするかどうかを設定したり、現在のベリファイの状態を表示させたりする 

コマンド です。 

VERIFY を ON にすると、ディスクにデータを書き込むごとに正しく書き込まれ 
ているか（書き込み誤りがないかどうか、スキップセクタがないかなど）を検査 
します。これは、 COPY コマンドの/ V スイッチと同じです。 

既定値は VERIFY OFF (ベリファイをしない）です。ベリファイの状態は、 
VERIFY コマンドで変更するか、プログラム内で変更する（ファンクションリク 
エストの2 EH : Set/Reset Verify Flag を使う）まで変わりません。 

現在のベリファイの状態を知りたい場合は、単に 、、 VERIFY " とだけ入力して 
ください。 

例：ベリファイを ON にする 

VERIFY ON 


注意 

• VERIFY を ON にすると、ディスクにデータを書き込むたびごとにベリ ファ 
イ（照合）しますので、多少処理時間がかかります。 
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VOL 


VOL 


内部コマンド 


ディスクのボリュー厶ラベルを表示します。 


VOL [<d : >] 


説 


<d : >で指定したドライブのディスクのボリュームラべルを表示します。ボリ 
ュームラべルは、 FORMAT コマンドの/ V スイツチや LABEL コマンドで設定しま 
す （ VOL コマンドでは設定できません）。 

< d :> を省略すると、カレントドライブのボリュームラベルを表示します0 

例： ドライブ B のディスタのボリュームラべルを表示する 

VOL B : 


関連コマンド ► FORMAT、LABEL 


MS-DOS 
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第 2 章 MS-DOS のコマンド 


XCOPY 


外部コマンド 


I ファイルとディレクトリを、サブディレクトリも含めてコピーします。 


--- 

XCOPY « dl :> | 〈パス名 1> 丨 く ファイル名 1〉} [[< d 2 : >] | [〈パス名 2>] | [く ファイル名 2〉]] 

[/A | / M][/D : 〈日付〉] [/ S [/ E ]][/ P ][/ V ][/ W ] 


籲スイッチ 

/A アーカイブ属性の付いたファイルだけをコピー元ファイルとしてコピーします。アーカイブ属 

性の設定方法は ATTRIB コマンドを參照してください。 

/D : く 日付> 

指定した日付以降に作成/更新されたファイルだけをコピーします。〈日付〉の指定方法は 、 DATE 
コマンドと同じです。 

/E 空のサブディレクトリもコピーします。このスイッチは必ず / S スイッチとともに使用してくだ 

さい0 

/M / A スイッチと同様に、アーカイブ属性の付いたファイルのみコピーしますが、コピー終了後に 
コピー元ファイルのアーカイブ属性を解除します。 

/P 各ファイルのコピー時に、確認のメッセージを表示し、許可のあったファイルだけをコピーし 
ます。 

/S 下位のサブディレクトリ（空でないディレクトリ）までコピーします。このスイッチを省略す 

ると、1つのディレクトリ内のファイルだけコピーします。 

/V コピー終了後に、正しくコピーされているかべリファイ（照合）します。 

/W コピー開始時に確！[のメッセージを表示します。何かキーを押せばコピーを開始します。 

「CTRL | +〔c I キーを押すと XCOPY コマンドの 実行を中止します。 


•エラーレベル 

0 正常終了 

1 コピー元のファイルが見つからない 

2 「CTRL j + キーに よって中断された 

4 初期化エラー（メモリ不足、書式の間違い、ファイルやパスが見つからない) 

5 システムコールの INT 24 H エラー（ディスクの読み書き） 
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XCOPY 


解 説 

XCOPY コマンドは、 ディレクトリとファイルを、サブディレクトリも含めて コ 
ピーする コマンド です o C 0 PY コマン ドと異なり、アーカイブ属性や日付で ファ イ 
ルを選択してコピーしたり、サブディレクトリの内容までコピーできるので、よ 
り効率的にディスク内容をコピーできます。 

コピー元の 〈 dl :> |〈パス名1> |〈ファイル名1> は、いずれか1つは必 
ず指定しなければなりません。ドライブ名だけを指定するとそのドライブに含ま 
れるすべてのファイルとディレクトリが、パス名だけを指定するとそのディレク 
トリに含まれるすべてのファイルとサブディレクトリがコピーされる対象になり 
ます。 

コピー先の [< d 2:>] | [〈パス名2>] | [〈ファイル名2 >] は省略できます。 

省略するとカレントドライブのカレントデイレクトリがコピー先になります。 


XCQPY コマンドは、コピー先の指定がファイル名であるともディレクトリ名で 
あるともとれるときには、確認のメッセージを表示します。 

XCOPY . EXE をリネームまたはコピーして MCOPY . EXE という名前のコマン 
ドにすると、コピー先がディレクトリであるかファイルであるかを自動的に判断 
します。 MCOPY コマンドは次のようにしてコピー先がファイルであるかデイレク 
トリであるかを判断します。 

•コピー元がデイレクトリなら、コピー先もデイレクトリ。 

•コピー元ファイルが複数にわたれば、コピー先はデイレクトリ。 

•コピー先の指定の末尾に記号'' ¥" が付いていたら、コピー先はディレクトリ。 

これ以外の点では、 MCOPY コマンドは XCOPY コマンドとまったく同等です。 

例：ドライブ A にあるアーカイブ属性の付いたすべてのファイルとデイレクトリを 
ドライブ B にコ ピーし、 コ ピー終了後、 コ ピー元になったファイルのアーカイ 
ブ属性を解除する 

XCOPY A : B : /S /M 

アーカイブ属性はファイルを作成/更新したときに自動的に付けられますから、 
これによって、前回に XCOPY コマンド（または BACKUP コマンド）で保存して 
からのち、作成/更新したファイルだけを選んで保存できます。 


関連コマンド ► COPY 、 ATTRIB 、 BACKUP 、 RESTORE . DISKCOPY 、 
REPLACE 


MS-DOS 
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バッチファイルのコマンド 


本章では、 MS - DOS のバッチファイル内で使用できるコマンドについての説明が記されています。コ 
マンドには内部コマンド、外部コマンドがありますがすべていっしょにアルファベット順に列挙されて 
います。 

各コマンドの説明では、コマンド名の右側に「内部コマンド/外部コマンド」の区別が記されていま 
す。本文では、使用時の書式、コマンドオプションの機能、およびコマンド自身の役割等について記さ 
れています。 




第 3 章八ツチファイルのコマンド 


BATKEY 


外部コマンド 


指定したメッセージを表示し、その後ユーザーからのキー入力を待ちます。バッチファイル内で使 
うコマンドです。キー入力に対応した数値を ERRORLEVEL (エラー レベル）として返します。 


- 

| BATKEY [0 | 1 | 2] [〈メッセージ〉] 


•スイッチ 

0 0から9までの数字の入力を待ちます。 BATKEY コマンド実行後の ERRORLEVEL には入力され 

た数字 （0 〜 9) が返されます。 

1 〔丫1キー 、 I N I キーの入力を待ちます。 BATKEY コマンド実行後の ERRORLEVEL には、文字 

XX Y " (または y ) のとき0、 * N " (または n ) のとき255が返されます。 

2 BATKEY コマンド実行後の ERRORLEVEL には、入力されたキーの ASCII コードが10進数で返さ 
れます。たとえば、 * A 〃 が入力されたときは、65が返されます。 


解 説 

BATKEY コマンドは、バッチファイル内でキー入力を必要とする場合に使用し 
ます。 


指定した〈メッセージ〉を表示し、その後スイッチで指定した種類のキー入力 
を待ちます。どのキーが入力されたかは、 BATKEY コマンドを実行したあとの 
ERR 〇 RLEVEL で知!ることができます。 
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巳 ATKEY 


例：確認してファイルを削除するバッチファイル 


echo off 
: START 

if ，，％1”ニニ’”’ goto end 
dir %1 

batkey 1 このファイルを削除しますか？ 
if ERRORLEVEL 255 goto nodelete 
if ERRORLEVEL 0 goto delete 
goto end 


: DELETE 
del %1 
shift 

goto start 


: NODELETE 
shift 

goto start 


: END 

これは、指定したファイルを表示してから、そのファイルを1 Y j キーを押せば 
削除、11 T ] キーを押せば削除しないバッチファイルです。 

PAUSE コマンドも類似のコマンドですが、次の2点で異なります0 

(1) PAUSE コマンドは内部コマンドだが、 BATKEY コマンドは外部コマンドな 
ので、コマンド検索パスが設定されているか、カレントディレクトリにコマ 
ンドがあるか、パス名を含めて実行するかしないと実行できない。 

(2) PAUSE コマンドは、どのキーを押しても実行再開する。しかも、どのキーが 
押されたかを知ることができない。その点 BATKEY コマンドは、入力してほ 
しいキーの種類をスイッチで指定することができ、実際にどのキーが押され 
たかも ERRORLEVEL で知ることができる。 


注意 

#スイッチには3以上の値を指定しないでください。 


関連コマンド ► PAUSE、IF 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 


ECHO 


内部コマンド 


バッチファイルの実行中に、コマンド名を表示するかどうかを設定します。メッセージを表示する 
こともできます。 


- 

I ECHO [ON | OFF | 〈メッセージ 〉] 


解 説 

ECHO コマンドは、バッチファイルの実行時に、バッチファイル中に書かれた 
コマンド行を表示するかどうかを設定するコマンドです。 

'' ECHO " とだけ入力すると、どちらの設定になっているかを表示します。ま 
た、引数にくメッセージ〉を指定すると、そのメッセージを表示します。 

既定値は ECHO ON です。このため、バッチファイルの実行時には、コマンド 
の実行に先だって実行しようとするコマンドが画面に表示されます。この表示を 
しないようにするには、バッチファイルの先頭に、 ECHO 〇 FF と指定します。 

例：実行するコマンド名を表示しない 

ECHO OFF 


注意 

• ECHO の ON 、 OFF の状態は、そのバッチファイルの中だけで有効です。 
春 ECHCh ^' OFF た'と、 REM コマンドや PAUSE コマンドのメッセージ（〈コメ 
ント〉）も表示されません。 

•バッチファイル内で実行している コマンド 自身が表示するメッセージは、 
ECHO の状態にかかわらず表示されます。 

•リダイレクト記号やパイプ記号を〈メッセージ〉内で使用することはでき 
ません。 
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FOR 


FOR 


内部コマンド 


wmm 

I 指定され: 


指定された項目でコマンドを反復処理します。 


1) FOR 

2) FOR 


%%<C> 

%<C> 


IN 

IN 


(く項目の並び〉） 
(く項目の並び〉) 


1) はバッチ処理用、 2) は遂次処理用 


DO 〈コマンド〉 [ くパラメータ 〉] 
DO 〈コマンド〉 [ 〈パラメータ 〉] 


解 説 

FOR コマンドは、〈項目の並び〉で指定した複数のファイルに対して、〈コマン 
ド〉を反復実行するコマンドです。複数のファイルを一括して処理（たとえばア 
センブル、ファイルのコピーなど）したいときに利用します。 

FOR コマンドはバッチ処理用コマンドですが、コマンドラインからでも使えま 
す。特に、ワイルドカードが使えない〈コマンド〉に使うと便利です 0 バッチフ 
ァイル中で使う場合は書式 1) を、コマンドラインから入力する場合は書式 2) を指 
定してください。 

〈〇は、 FOR コマンド内で使用する変数を指定します。任意の英字1文字を指 
定してください。 

〈項目の並び〉は、複数個の〈項目〉を、カンマ （,） またはスペース（空白） 
で区切って、実行したい順に並べたものです。 

(く項目〉，く項目〉，…) 

各〈項目〉には、ワイルドカードを使用することができます。 


FOR コマンドは、 < C > で指定した変数に〈項目〉を1つずつ代入して、〈コマン 
ド〉で指定されたコマンドを実行します0 


AV3SAVJ 7 AJIZ 
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第 3 章バッチファイルのコマンド 


変数〈〇には、実際は英字だけでなく数字も使えます。しかし数字を用いると、 
バッチファイルに渡されるパラメータの参照（％0〜％9)とまちがえやすいの 
で、なるべく使わないほうがよいでしょう。 

バッチファイル中で FOR コマンドを使う場合に、変数〈〇の前に％記号を2つ 
付けなければいけない理由は、パラメータの％1〜％ 9と区別するためです。 

もしバッチファイル内で変数〈〇の前に％記号を1つしか付けないと、 FOR コ 
マンドは誤ったパラメータであると解釈してこれを無視してしまいます。 

例：バッチファイルのパラメータで指定された拡張子のファイルを、すべて削除 
する 

ECHO OFF 

ECHO パラメータ （3 個まで）で指定した拡張子のファイルを削除します。 
FOR %%F IN (% 1,% 2 ,% 3 ) DO DEL * . %%F 
ECHO ON 


注意 

•FOR コマンドの 内部で、別の FOR コマンドを 重複して使用することはでき 
ません 0 つまり、 FOR コマンドの〈コマンド〉 には FOR コマンドを 指定す 
ることはできません。 
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GOTO 


GOTO 


内部コマンド 


バッチ処理の流れを〈ラベル〉で定義されている位置へ移します。 


wr=m^A4 - 

I GOTO 


〈ラベル〉 


解 説 

GOTO コマンドは、くラベル〉で示した行に無条件に制御を移すコマンドです。 
IF コマンドと組み合わせれば、ループ処理や条件ジャンプもできます。 

〈ラベル〉が定義されていないと、バッチファイルの実行を終了します0 


■ラベル 

〈ラベル〉は、バッチファイル中のコロン（：）で始まる行で、最初の8文字 
までがラベル名として識別されます。ラベルに指定する文字列には、ピリオド （.） 
は使えません。 

ラベル行は GOTO コマンドの〈ラベル〉として働く他は無視されるので、バッ 
チファイル中のコメントとしても利用できます。 


例：パラメータで指定したファイルを、 DEL コマンドで次々に削除し、パラメー 
夕が空になったら start へ、そうでなかったら end へ実行を移す 

: パラメータで指定されたファイルを削除 


ECHO OFF 
: start 

IF "%1” ==”” GOTO end 

DEL % 1 

SHIFT 

GOTO start 
こ end 

関連コマンド ► IF、SHIFT 
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第 3 章パッチファイルのコマンド 



内部コマンド 



指定した条件に応じてバッチ処理を行います。 



〈条件〉くコマンド〉 


解 説 


IF コマンドは、〈条件〉が真のとき （ NOT が指定されていれば〈条件〉が偽の 
とき）に、〈コマンド〉で指定されたコマンドを実行するコマンドです。 

〈条件〉には次のものがあります。 


■ ERRORLEVEL 〈数値〉 

参照 — 「BATKEY コ エラーレベル （ ERRORLEVEL ) は、直前に実行したコマンドが;反す終了コー 

マンド」 ，、、へ ，、、仙,一 _ 


ドです。このコードが〈数値〉と同じかそれより大きいとき、真となります。 

エラーレベルを返す コマンドの ほとんどは、〇のとき正常終了、1以上のとき 
なんらかのエラーがあったことを示します 。 BATKEY コマンド は例外です。 

例： XCOPY コマンドがなんらかの理由で失敗したら ECHO コマンドを実行する 

XCOPY % 1 B : /S 

IF ERRORLEVEL 1 ECHO コピーできません 

例： NOT を用いて上の例と同様の働きをさせる 

XCOPY % 1 B : /S 

IF NOT ERRORLEVEL 0 ECHO コピーできません 
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IF 


■〈文字列1〉 == 〈文字列2〉 

〈文字列1 > と〈文字列2 > が等しいときに真となります。〈文字列〉には区切 
り記号（カンマ、スペース、タブ文字など）を含めることはできません。また、 
大文字と小文字は区別されます。 

〈文字列〉には、バッチファイルのパラメータ（％1〜％9)、環境変数も指定 
できます。 

例：％1(そのバッチファイルの最初のパラメータ）が空の（存在しない）場合、 
ECHO コマンドを実行する 

IF ECHO パラメータが ありません 

■ EXIST 〈ファイル名〉 

〈ファイル名〉で指定したファイルが存在するときに真となります。〈ファイル 
名〉にはワイルドカードも指定できます。また、ドライブ名やパス名を付けるこ 
ともできます。 


例： バッチファイルの 第1パラメータ（％1 ) で 指定した ファイルが 存在すれば、 
削除する 

IF EXIST % 1 DEL % 1 
関連コマンド ► GOTO 、 SHIFT、BATKEY 
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第 3 章バッチファイルのコマンド 


PAUSE 


内部コマンド 


バッチ処理の実行を一時停止し、ユーザーのキー入力を待ちます。 


- 

| PAUSE [〈コメント〉] 


解 説 

PAUSE コマンドは、 バッチ処理の実行を一時停止し、 ユーザーの キー入力を待 
つ コマンドです。 バッチファイルの適当な場所に揷入しておくと、実行中にディ 
スクを交換したり、他のことを行う必要があるときにバッチ処理を一時停止する 
ことができます。 

バッチ処理中に PAUSE コマンドが実行されると、次のようなメッセージを表示 
してキー入力を待ちます。 

準備ができたらどれかキーを押してください. 

ここで 「CTRL j + fc j キー以外のキーを押すと、バッチ処理を続けます。 

〔CTRL | +〔C Iキーを押すと、次のようなメッセージを表示します。 


バッチ処理を中止しますかく Y / N > ? 


じし!キーを押すとバッチ処理は中止され、通常のコマンドプロンプトに戻りま 
す。丨 N] キーを押すと、バッチ処理は継続します。 
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PAUSE 


PAUSE コマンドのパラメータとしてくコメント〉を指定すると、確認のメッセ 
ージの前に〈コメント〉も画面に表示します。これによって操作の指示を与える 
ことができます。 

例： PAUSE コマンドで実行を一時中止してメッセージを表示し、プリンタの準備 
をさせたあと、ファイル ''REPORT . DOC^ の内容をプリンタに出力する 

ECHO ON 

PAUSE プリンタの準備をしてください 
TYPE REPORT.DOC > PRN 


注意 

• くコメント〉は、 ECHO OFF のときは表示されません。 

籲リダイレクト記号やパイプ記号をくコメント〉に含めることはできません。 
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第 3 章バッチファイルのコマンド 


REM 


内部コマンド 




バツチファイル中の注釈行（コメント）を書くときに使用します。また、コメントを画面に表示す 
ることもできます。 


I REM [く 


[くコメント〉] 


解 説 

REM コマンドは、バッチファイル中に注釈行を書くためのコマンドです。 ECH 〇 
が ON のときは〈コメント〉が表示されるので、メッセージを表示するときなどに 
利用できます。 ECHO が OFF の状態では〈コメント〉は表示されないので、バッ 
チファイルを読みやすくするためのコメントとしても利用できます。 

例：メッセージを表示してキー入力を待ち 、 I CtSTI + m キー以外のキーが入力 
されたら、ドライブ B のディスクを初期化してシステム転送する 

REM 

REM ディスクを初期化し、システムファイルをコピーします 
PAUSE ドライブ B に新しいディスクをセットして、 

FORMAT B : /S 


注意 

•リダイレクト記号やパイプ記号を〈コメント〉に含めることはできません。 
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SHIFT 


SHIFT 


内部コマンド 


- 

I バッチファイルのパラメータ（％ 0 〜％ 9) を 1 つずつずらします。 


| SHIFT 


解 説 

SHIFT コマンドは、バッチファイルの実行時にコマンドラインで指定された（お 
よびバッチファイルのコマンド名自身が入った）パラメータの内容を1つずつず 
らし、番号（％0〜％9)との対応をシフトするコマンドです。 

バッチファイル中で使えるパラメータは％ 〇〜％ 9の1()個までです。そして、 
バッチファイルの実行当初には、％ 0にそのバッチファイル名、％1〜％9にバ 
ッチファイルの コマン ドライ ンで 指定したパラメータが左から順に入っています。 

SHIFT コマンドは、この対応を1つずつずらして、％ 0に以前の％1の内容、 
%1に以前の％ 2の内容……とずらしていき、10番目のパラメータをパラメータ 
% 9に格納します。直前まで％ 0に入っていた内容は捨てられます。 

これによって、バッチファイルのコマンドラインに10個以上のパラメータを利 
用することもできます。 

例：バッチファイル自身のコマンド名とパラメータを、次々に画面に表示する 

ECHO OFF 
: start 
ECHO % 0 
SHIFT 

IF NOT ” ％ 0” ==，，，， GOTO start 

ECHO ON 
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CONHG . SYS のコマンド 


本章では、 MS - DOS の CONFIG . SYS 内にて使用できるコマンドについての説明が記されています。 
コマンドはアルファべット順に列挙されています0 

各 コマンドの 説明では、使用時の書式、パラメータの内容、および コマンド 自身の役割等について記 
されています。 

なお、、'例"に記されている例文は、パス名等に注意すれば CONFIG . SYS 内でそのまま使用できるよ 
うに記されています。 




第 4 章 CONFIG.SYS のコマンド 


BREAK 


I CTRL | + [C] キーが押されたかどうかをチェックするレベルを設定します。 


BREAK=[ON | OFF ] 


解 説 

参照 — 第 1 部第 2 章 通常 [CTRL] 十 ( Tj キーは、実行中のプログラムを中止するときに使うキーです。 

「BREAK コマンド」 - ' 、一一 ,- , ( _、 

BREAK コマンドは、どういうときに I CTRL ) + | Cj キーで中止できるかを設定し 

ます。 

BREAK を OFF に設定すると、コンソール入出力（キーボード入力とディスプレ 
イへの表示）とプリンタ出力のときだけ 〔CTRL | + | C キーで中止することができ 
ます。この状態が既定値です。 

BREAK を ON に設定すると、ディスク入出力などを含めたすべての場合に 
I CTRL 1 + ^1 キーで中止することができます（ただし、これによつて処理速度は 
少し低下します）。 

また、 BREAK コマンドは、 CONFIG. SYS 内で設定しなくても、 MS-DOS の 
BREAK コマンドで状態を変更することができます。 

例：常に f~CTRL •上 J キーを有効にする 

巳 REAK = ON 
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BUFFERS 


BUFFERS 



ディスクバッファの数を設定します。 



•パラメータ 

n ディスクバッファの数 （2 〜 99) 


解 説 

MS - DOS は、ディスクにデータを入出力するとき、一時的に本体メモリの中の 

ディスクバッファ領域〃と呼ばれる領域にデータを格納します。この領域のサ 
イズを、'ディスクバッファの数"と呼び、 〈 n > で表します。 < n > を大きくすると 
(ディスクバッファの数を増やすと）、特にディスク内の同じ場所を何度も読み出 
すような場合にはディスクへのアクセス回数を減らすことができ、全体のディス 
ク入出力が速くなります。 

しかし、バッファの数を増やせば増やすだけ、プログラムの使える領域が減る 
ことにもなります（バッファ1つ当たりおよそ 1 K 〜 2 K バイト強を消費する）。 
< n > の最適な値は、コンピュータのメモリ容量や使用するアプリケーションソフ 
卜にもよりますが、およそ10〜20程度です。 

く n > で設定できる数は2〜99です。既定値はコンピュータに実装されているメ 
モリ容量によって変わります（次表參照)〇 
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第 4 章 CONFIG.SYS のコマンド 


ディスクバッファ数 (BUFFERS ) の既定値 


メモリ容量 （ K バイト） 

巳 UFFERS の既定値 

128 

2 

256 

2 

384 

5 

512 

10 

640 

20 

768 (*) 

20 


(*) •..ハイ レゾリューションモードのみ 


例： ディスクバッファ数を20個に設定する 

BUFFERS = 20 
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DEVICE 


DEVICE 


] 


mmm 

I デバイス 


デバイスドライバを組み込みます。 


DEVICE=[<d : >] [くパス名〉]〈ファイル名〉[〈オプション〉] 


•パラメータ 

[く d : >] [〈パス名〉]くファイル名〉 

デバイスドライバのパスとフアイル名 
[くオプション〉] 

組み込むデバイスドライバに必要なパラメータ 


解 説 

デバイスドライバとは、デバイス（周辺機器）とコンピュータとの入出力をコ 
ント ロールす るためのソフトウェアのことです。 MS-DOS 本体に組み込まれてい 
ない新たなデバイスを使いたい場合は、このコマンドを使って、該当するデバイ 
スドライバをコンピュータのメモリ内に設定します。ただし、デバイスドライバ 
の種類によっては、 MS-DOS の外部コマンドで組み込んだりはずしたりできるも 
のもあります。詳しくは第2部第2章2 . 5「キャラクタ系デバイスドライバの変 
更」で解説します。 

システムディスクに入って いる デバイスドライバの組み込み方（書式） につい 
ては、第2部第1章1 . 4「デバイスドライバリファレンス」で詳しく解説します。 

例：プリンタを使用できるようにする 

DEVICE = PRINT.SYS 


関連コマンド _ADDDRV、DELDRV 


CONRPSYS 
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第 4 章 CONFIG . SYS のコマンド 


FCBS 


同時にオープンできる FCB (ファイルコントロールブロック）の数を設定します。 


- 

| FCBS = < n > , < m > 

•パラメータ 

n 同時にオープンできる FCB の数 （1 〜 255) 

m 自動的に クローズ しない FCB の数 （0 〜 255) 


解 説 

FCB (ファイルコントロールブロック）を使ってオープンできる最大の FCB 数 
と、最大数を超えてオープンしようとしたときに、自動的にクローズしない FCB 
の数を指定します。 

設定した FCB 数 ( n ) 以上のファイルをオープンしようとすると、 MS - DOS はす 
でにオープンしているファイルを最終アクセスが古い順にクローズすることがあ 
ります。このような場合にクローズしてはならないファイル数を < m > で指定しま 
す。 

< n > と < m > の既定値は、それぞれ4、0です。 

例： FCB によるファイルのオープンは4ファイルまでで、これ以上のファイルを 
オープンする必要がある場合にははじめにオープンした2ファイルだけを残 
してあとはクローズする 

FCBS =4,2 
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FILES 


FILES 


] 


ファイルハンドルによる方法でオープンできるファイルの最大値を設定します。 


ME1 — 

I FILES= <n> 


.パラメータ 

n オープンできるファイル数の最大値 （8 〜 255) 


解 説 

ファイルハンドルを使用したファイルのオープンは、ファンクシヨンリクエス 
卜の 2FH 〜 60H で採用されています。 

<n> で設定できる値は8〜255で、既定値は8になっています。通常は20程度 
に設定します。 

例：フアイルハンドルを使用して同時にオープンできるフアイル数を20に設定す 
る 


FILES = 20 


CONFIPSYS 
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第 4 章 CONFIG . SYS のコマンド 


LASTDRIVE 

アクセス可能な最大のドライブ数を設定します。 



•パラメータ 

X ドライブ名を表示する文字 （ A 〜 Z ) 


解 説 

SUBST コマンドやネットワーク環境中で使用する仮想ドライブの最大値を設定 
するときに使います。 

< x > には、 MS - DOS がアクセスする最後のドライブ名を指定します。ただし、 
実際に接続されているドライブ数より小さい値を設定することはできません。 

既定値は E です。つまり、 LASTDRIVE コマンドの設定がないと、 MS - DOS は 
5つのドライブ （ A 〜 E ) を認識します。ただし、実際に接続しているドライブが 
6つ以上の場合、既定値はその実ドライブの最後の値となります。 

例： 7つのドライブ （ A 〜 G ) を認識させる 

LASTDRIVE 二 G 
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SHELL 


SHELL 


] 


コマンドプロセッサ（シェル）のファイル名と場所を設定します。 


I SHELL : 


SHELL 二 [<d : >] [〈パス名〉]〈ファイル名〉[くオプション〉] 


>パラメータ 

[<d : >] [くパス名〉]くファイル名〉 

コマンドプロセツサの場戸斤とフアイル名 
[〈オプション〉] 

指定したコマンドプロセツサのパラメータ 


解 説 

COMMAND . COM 以外の独自のコマンドプロセッサを使用したい場合や、起 
動ドライブのルートディレクトリ以外の場所から COMMAND . COM を口ー ドし 
たい場合に指定します。 


参照 OCOMMAND . 
COM — 第1部第2章 
「COMMAND コマン 


SHELL コマンド自体はオプシヨンスイッチを持っていませんが、指定したコマ 
ンドプロセッサがスイッチを必要とする場合は〈オプション〉に指定してくださ 
い。 COMMAND. COM では、くオプシヨン〉に /P スイッチを指定してメモリ中に 
常駐するようにします。 


参照〇環境変数—第2 
部第2章2 . 4「環境 

変数について」 


SHELL コマンドで指定したドライブ名、パス名、コマンドプロセッサのフアイ 
ル名などは、環境変数の、、 COMSPEC 〃に記録されます。 MS-DOS の実行中にコ 
マンドプロセッサを再ロードする必要が生じると、 SHELL コマンドで指定したド 
ライブ、パスから読み込みます。パス名の指定がないと、 MS-DOS を起動したド 
ライブのルートデイレクトリから再ロードします0コマンドプロセッサに COMMAND. 
COM を使用している場合は、 C 〇 MM AND . COM の非常駐部の再ロードがこれに 
あたります。 


CONFIPSYS 
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第 4 章 CONFIG . SYS のコマンド 


例 ： COMMAND . COM をドライブ A のルートディレクトリからロードしてコマン 
ドプロセッサ（シェル）として実行し、再ロードも同じディレクトリから行 
い、環境エリアは320バイトに設定する 

SHELL = A : ¥COMMAND . COM A : ¥ /E : 320 /P 
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コンピュータを使用するときの環境(マシンの性能、外部機器の有無） 
は人によって個々に違うのが普通ですし、使用目的も千差万別です。 

このように個々に違う環境において、それらをうまく融合させたり、 
必要な外部機器を使用可能にしたり、いまあるメモリや固定ディスクを 
有効活用するという、、、本来バラバラである環境を、システムとしてまと 
めあげる作業（システムの構築)"ということがコンピュータを上手に使 
う上で必要なことです。 

また、よく行う作業を簡略化したり、個々の機能を融合させてより多 
機能にしたい、という要求もあると思われます。 

このような要求、必要に対し MS-DOS は、本来個々に存在する外部機 
能をうまく融合させたり、自身持っている機能をさらに有効活用できる 
ような機能がそなわっています。 


本マニュアルはこれまでのところ、 MS-DOS のコマンドラインからの 
使用法の解説に重点をおいてきましたが、ここでは、この MS-DOS のシ 
ステ厶構築の機能と自らの有効活用の方法について解説を進めていきた 
いと思います。 


MS-DOS の持つもうひとつの顔を紹介しましょう 
































































システムの構築 


MS - DOS には現在のシステムをユーザーの要求に合わせて構築するという機能があります。 

そこで MS - DOS にシステムを構築してもらうためには、まずどのようなシステムにしてほしいかとい 
う要求を伝える必要があります。 


1.1 CONRG.SYS とは 

MS - DOS は、システムファイルが読み込まれてそれ自身が起動されるとまず最 
初に、、 CONFIG . SYS " という名のファイルを読み込みにいきます。実はこの CONFIG . 
SYS はユーザーが考える「どのようなシステムにしたいか」という要求の仕様書 
にあたり、 MS - DOS は、この CONFIG . SYS に書かれた内容に従って使用環境を 
構築していきます （ MS - DOS はこのように設計されています）。 

CONFIG . SYS は基本的にはたんなるテキストファイルです。目的に合わせて誰 
にでも作成することができます。ただ、 MS - DOS に理解できるような形で記述す 
る必要があり、そのために書式やフォーマットが存在します。 

ただし 、 CONFIG . SYS がなくても MS - DOS を起動することはできます。 

次の図は、 MS - DOS の起動の手順を簡単に表したものです。この図でもわかる 
ように、 MS - DOS は 、 CONFIG . SYS が存在しなくても起動することはできます。 
しかし 、 CON FIG . SYS が存在しないと、システムの使用環境はすべて既定値(始 
めから決まっている値や設定）になってしまい、自分の現在の状況に合わせた使 
用環境に設定することはできません。 




第 1 章システムの構築 



また CONFIG . SYS は、前述したように起動時に読み込まれます。そして MS - 
DOS は読み込んだ内容に従って使用環境を整備してしまいますので、一部の機能 
を除いて環境の再設定をするには MS - DOS を再起動するしか方法がありません。 
そのため、 CONFIG . SYS は、利用するアプリケーシヨンソフトやシステム構成に 
合わせてあらかじめ作成しておく必要があります。 
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1.1 CONFIG.SYS とは 


■CONFIG . SYS による設定内容 

CONFIG . SYS の中で設定できる内容は次の通りです。 

各内容はコマンド形式で設定するようになっており、1つの内容に対して1行 
を割り当てて記述していきます。 


コマンド名 

内容 

BREAK 

( ctrl ) + [ c ] キーが押されたかどうかをチェックするレベル 
を設定 

BUFFERS 

ディスクバッファの数、およびバッファを拡張メモリにとる 
かどうかを設定 

DEVICE 

デバイスドライバの組み込み 

FCBS 

FCB を使って同時にオープンするファイルの数を設定 

FILES 

ファイルハンドルによる方法でオープンできるファイルの数 
を設定 

LASTDRIVE 

アクセス可能な最大のドライブ数を設定 

SHELL 

指定したファイルをコマンドプロセッサ（シェル）として実 

行 


設定できる内容は上記のようにいくつかありますが、必要なだけ選択してくだ 
さい。1つでもすべてでもかまいません。 

DEVICE に関しては必要な分だけ複数回使用して設定ができます。複数設定す 
る場合は1つに対し、1行割り当ててください。 

その他のコマンドは1つの CONFIG . SYS 内で2回以上は使用できません。 


CONFIG . SYS 内で使用できるコマンドについては、第1部第4章 「CONFIG . 
SYS のコマンド」を参照してください0 
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第 1 章システムの構築 


1 .2 CONFIG . SYS の記述例 

CONFIG . SYS フアイルの記述例を次に示します。 


BUFFERS = 20 ⑴ 

FI し ES = 20 (2) 

LASTDRIVE 二 H .(3) 

DEVICE = ¥ DOS ¥ PRINT . SYS .(4) 

DEVICE = ¥ DOS¥RSDRV . SYS 

SHELL 二 A : ¥ COMMAND.COM A : ¥ /P /E : 200 …（5) 

BREAK = 0 N .(6) 


各コマンドはイコール （=) の形で設定内容をつなげてください。基本的に DEVICE 
以外のコマンドは、特に記述に順番はありません。 DEVICE コマンドは、コンビ 
ュータ内のメモリの使用方法をかなり細かく指定できますので、メモリを有効活 
用するには順番に注意した方がよしゝ場合があります。 

また MS - DOS は CONFIG . SYS 内の上の行から設定を始めて行きます。特殊な 
アプリケーシヨンプログラムにおいては、必要なデバイスドライバなどを読み込 
む順番を指定するものがあります。そのような場合は、使用するアプリケーシヨ 
ンプログラムの説明書を参照してください。 

この例での設定は、それぞれ次のような意味を持っています。 

( 1 ) BUFFERS = 20 

ディスクバッファ領域の大きさを20に設定します。 

(2) FILES = 20 

同時にオープンできるファイルの数を20個に設定します。 

(3) LASTDRIVE=H 

LASTDRIVE をドライブ H :に設定します。 LASTDRIVE を設定する必要が 
ある場合は、 SUBST コマンド、ネットワークなどを使うときですが、接続し 
てあるドライブ数によって変更する必要があります。 
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1.2 CONFIG.SYS の記述例 


(4) DEVICE = ¥ DOS ¥ PRINT . SYS DEVICE =¥ DOS¥RSDRV . SYS 

デバイスドライバとして、起動ドライブの、、 ¥ DOS " というディレクトリにあ 
る 、、PRIN 丁 _SYS 〃と 、' RSDRV . SYS " を登録します。 

デバイスドライバの目的や構造によっては、登録する順番が問題になること 
もあります。使用するアプリケーションソフトに合わせて設定してください0 

(5) SHELL = A : ¥COMMAND .COM A : ¥ /P /E : 200 

最上位のコマンドプロセッサとして、ドライブ A のルートディレクトリにある 
COMMAND . COM を使用します。再ロードのためのパスも A : ¥にします。 
このコマンドプロセッサより上位には抜けられないよう / P スイッチを設定し 
ます。また、 / E スイッチで、環境エリアを200バイト（実際は、それを上回っ 
てもっとも近い16の倍数である208バイト）に設定します。 

(6) BREAK = ON 

BREAK を ON にし、 MS - DOS の動作中のあらゆる場面で pTRLj + @キーが 
押されているかどうかをチェックするよう設定します 。 CONFIG . SYS コマン 
ドの中で BREAK だけは、のちにコマンドラインから BREAK コマンドで ON / 
OFF を変更することができます。 


參照 OCUSTOM コマ 
ンド—第1部第2章 
「 CUSTOM コマンド」 


參考 

C 〇 NFIG . SYS は、エディタ、あるいはワープロソフトを使って作ることも 
できますが、 CUSTOM コマンドを使うとカーソルの選択の作業だけで手軽に 
作ることができます。 
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1.3 デバイスドライバとは 

デバイスドライバとは、デバイス（周辺機器）を コントロール するためのソフ 
ト ウェアです。デバイスドライバは、各デバイスに応じて用意されており、2つ 
のデバイスを使う場合はそれに対応した2つのデバイスドライバが必要です。キ 
ーボード、ディスプレイ画面やディスクなども周辺機器ですから、デバイスドラ 
イバが必要です。ただし、これらは最低必要なデバイスなので、これらに対応し 
たデバイスドライバはあらかじめ MS - DOS のシステム部分に収められています。 

デバイスドライバは必要になったときに CONFIG . SYS 内で設定して組み込めば 
よいもので、臨機応変に設定してください。 

またデバイスニ周辺機器であるといっても、デバイスがすべて外部に接続する 
ハードウヱアとはかぎりません。グラフィックス機能、 RAMDISK 、 日本語入力 
機能、メモリの管理機能など、本体に内蔵している機器を特化した用途に使うた 
めのデバイスドライバもあります。 

MS - DOS のシステムディスクには、次のようなデバイスドライバが納められて 
います。 


付属しているデバイスドライバー覧 


デバイスドライバ名 

ファイル名 

RAMDISK 

RAMDISK . SYS 

日本語入力 

NECAIK 1 .DRV 

NECAIK 2 . DRV 

NECDIC . DRV 

マウス 

MOUSE . SYS 

プリンタ 

PRINT . SYS 

RS -232 C 

RSDRV.SYS 

グラフィックス 

GRAPH.SYS 

フオント 

FONT.SYS 

拡張メモリマネージャ 

EMM . SYS 

仮想8086モード用拡張メモリマネージャ 

EMM 386. SYS 
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1.4 デバイスドライバリファレンス 


1.4 デバイスドライバリファレンス 


■ RAMDISK ドライバ <RAMDISK • SYS > 



I DEVICE 


リ領域またはメインメモリの一部を 、 RAM DISK として使用可能にします。 


= [<d : >] [〈パス名〉] RAMDISK .SYS [ sssss ] [ bbbb ] [ dddd ] [/M | / E ] 


•パラメータ 

sssss 

RAMDISK として確保する容量 （ K バイト単位)。省略した場合は128 ( K バイト）。 

bbbb 

RAMDISK の論理セクタ長 （512 または1024)。省略した場合は1024 (バイト）。 

dddd 

ディレクトリ数 （128 〜1024)。省略した場合は、確保した RAMDISK の容量により下表のよう 
に決められます。 

RAMDISK のディレクトリ数の設定 


RAMDISK の容量 

ディレクトリ数 

128 K バイト〜 1 M バイト未満 

128 

1 M バイト〜 2 M バイト未満 

192 

2 M バイト〜 3 M バイト未満 

256 

3 M バイト〜 4 M バイト未満 

320 

4 M バイト〜 5 M バイト未満 

384 

5 M バイト〜 6 M バイト未満 

448 

6 M バイト〜 7 M バイト未満 

512 

7 M バイト〜 8 M バイト未満 

576 

8 M バイト〜 9 M バイト未満 

640 

9 M バイト〜 10 M バイト未満 

704 

10 M バイト〜 11 M バイト未満 

768 

11 M バイト〜 12 M バイト未満 

832 

12 M バイト〜 13 M バイト未満 

896 

13 M バイト〜 14 M バイト未満 

960 

14 M バイト〜 14.5 M バイト未満 

1024 


225 











第 1 章システムの構築 


/M RAMDISK をメインメモリ内に確保するように指定します。 
/E RAMDISK を EMS メモリ内に確保するように指定します。 


解 説 

参照 © RAMDISK — 、、 RAMDISK . SYS " は、本体メモリの一部やオプションの拡張メモリ （1 M バ 

胃3胃(^4阜「 メモ D 」 イト以上のア ドレスに 実装され ている メモリ）を、 、、 RAMDISK " として使うとき 
のデバイスドライバです。 

メモリを RAMDISK として設定すると、その RAMDISK にもフロッピィディス 
クドライブなどと同じようにドライブ名が付けられますから、以降はそのドライ 
ブ名で入出力を行うことができます。ただし、ド01^[入1'コマンドや0131(〇0?丫 
コマンドなど物理的にディスクにアクセスするコマンドはこの RAMDISK に対し 
て使用できません。 

例： RAMDISK として拡張メモリ内に1024 K バイト （1 M バイト）の容量を確保し、 
論理セクタ長を1024バイト、ディレクトリ数を192個に設定する 

DEVICE = RAMDISK.SYS 10241024192 


注意 

#/ E 、/ M スイッチを省略すると、拡張メモリ内に直接 RAMDISK を確保しま 
す。この拡張メモリは、 CPU が80286、 386/386 SX 、486/486 SX の機種しか 
利用できません。このとき、 RAMDISK として使える容量は、 128 K バイト 
〜 14.5 M バイトまでです。 

擊 / E スイッチで EMS メモリ内に RAMDISK を確保するときは 、 CONFIG • SYS 
内の DEVICE コマンドで EMS ドライバを RAMDISK ドライバより先に指定 
する必要があります。 

•/ M スイツチでメインメモリ内に RAMDISK を確保することができますが、 
これによってアプリケーシヨンが利用できるメモリが減り、アプリケーシ 
ヨンが実行できない場合があります。このときは、 RAMDISK を登録しな 
いでください。 

• CPU が V 30 や8086のときにメインメモリ以外で RAMDISK を使うには 、 EMS 
ボードと EMS ドライバを使用し、 / E を付けてください。 

• RAMDISK として確保する容量を、実装している拡張メモリ容量より多く 
指定した場合は、実装量すべてが RAMDISK として確保されます。 


226 


1.4 デバイスドライバリファレンス 


■日本言吾;\カドライノ \：< NECAIK 1■ DRV 、 NECAIK 2 . DRV N NECDIC . DRV > 

--- 

日本語入力を行うためのデバイスドライバです。変換方法には AI 機能、逐次/連文節変換、文節変 
換などが利用できます。 


--- 

1 ) (逐次変換または連文節変換を使用する場合） 

DEVICE 二 [<d : >] [くパス名〉] NECAIK 1• DRV [/ F = く d : >〈パス名〉く日本語入カキーファイル 
名〉] 

DEVICE=[<d : >] [くパス名〉] NECAIK 2. DRV [/ T ][/ R ] [く d : >] [〈辞書ファイル名〉] 

この2行は必ずこの順に CONFIG . SYS 内で記述してください。 

2) (単文節変換を使用する場合） 

DEVICE =[ く d : >] [くパス名〉] NECDIC . DRV [く d : >] [く辞書ファイル名〉] 


籲パラメータ 

/ F = く d : > く パス名〉 く 日本語入カキーファイル名〉 

日本語入カキーを変更したいときに、キーの割り当てを記述したファイル名を指定します。 

/R 連文節変換モードに設定します0省略すると逐次変換モードになります0 

/T AI かな漢字変換を使用しないように設定します。このスイツチを省略すると、 AI 逐次または AI 

連文節変換になります。 

以下は辞書ファイルのための書式ノヽ。ラメータです。 

<d : >辞書ファイルがあるドライブ名を指定します（省略するとカレントドライブ )0 辞書ファイルは 
必ず、指定したドライブのルートディレクトリになければなりません。 

〈辞書ファイル名〉 

辞書ファイル名を指定します(逐次変換または連文節変換の場合は、省略すると NECAI . SYS 、 
単文節変換の場合は、省略すると NECDIC . SYS )。 

ここに示したパラメータは、基本的なものです。 AI かな漢字変換では、この他にもいくつかのパラメ 
一夕が指定できます。詳しくは『日本語入カガイド』を参照してください。 
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解 説 

、、 NECAIK 1. DRV "、、、 NECAIK 2 . DRV"、、、NECDIC . DRV " は、日本語入力 
を可能にするキャラクタ系デバイスドライバです。 

通常 AI かな漢字変換ドライバ ( NECAIK 1 . DRV 、 NECAIK 2 . DRV ) は、 125 K 
バイトのメインメモリ（主記憶）を使用しますが、 EMS メモりがある場合は 、 AI 
かな漢字変換ドライバの一部分を EMS メモリ上に設定することができます。これ 
によって、メインメモリの使用量が下表のようになり、その分アプリケーション 
プログラムが使用できるメモリ量が増加します。 


EMS のページフレーム 

A 1かな漢字変換ドライバの 
メモリ使用量 

C 0000 〜 CFFFF 

約6 K バイト 

B 0000 〜 BFFFF 

約 60 K バイト 


このようにかな漢字変換ドライバを EMS メモり上に設定するには 、 CONFIG . SYS 
内の DEVICE ドライバで EMS ドライバを指定したあとで、 AI かな漢字変換ドライ 
バを指定してください。 

ただしこの場合は、 EMS ドライバが使用するページフレームが 64 K バイト確保で 
きなければなりません。 

日本語を入力するときの操作についての詳細は、『日本語入カガイド』を参照し 
てください。 

このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV / DELDRV コ 
マンドで登録/削除することもできます。 
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■マウスドライバく MOUSE • SYS> 


マウスを利用可能にします。 


DEVICE 二 「<d : >] [くパス名〉] MOUSE . SYS [/ に〈ベクタ番号〉] 


•パラメータ 

/I :〈べクタ番号〉 

割り込みベクタ番号として 11 H 、12 H 、14 H 、15 H のいずれかが指定できます。省略されたとき、 
あるいは指定値が不正のときは 15 H に設定されます。ただし、ハイレゾリューシヨンモードでは 
ベクタ番号の指定は無効で、割り込みべクタ番号は 0 EH に固定されています。 

(割り込みベクタ番号、11、12、14、 15 H はそれぞれ INT 3、 41、5、6に対応しています。） 


解 説 

、、 MOUSE . SYS 〃は、マウスを使用可能にするデバイスドライバです。 
マウスは、画面上で位置を指定したり、コマンドを実行するときなどに使われ 
る、、ポインティングデバイス〃です。キーボードのカーソルキーよりも速く目的 
の位置に移動することができ、また画面だけを見て操作できるという利点があり 
ます。 


例：ルートディレクトリの MOUSE . SYS を割り込みベクタ 15 H として設定する 

DEVICE = MOUSE.SYS 

このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので、 ADDDRV/DELDRV 
コマンドで登録/削除することができます。 

注意 

•アプリケーションによっては割り込みべクタ番号 15 H を使用するものがあり 
ます。そのような時は別の空いてるアドレスを指定してください。 

通常は省略してかまいません。 
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■プリンタドライバく PRINT . SYS > 


夕本体に接続可能なセントロニクス仕様のプリンタ出力をサポートします。 


- 

「 DEVICE=[<d : >] [くパス名〉] PRINT . SYS [/ U ][/ P 1][/ F ] 



•パラメータ 

/U PC - PR 201 系のプリンタでユーザー定義文字（外字）を印字するときに指定します。印字できる 
文字は、 JIS コードで 7621 H 〜 7674 H までの84文字です。ただしこの場合、 MS - DOS が起動でき 
るディスクのルートディレクトリに 、、 USKCG 24 . SYS " というユーザー定義文字ファイルが必 
要で、さらに MS - DOS を起動する前にプリンタの電源を ON にしておいてください。、 ' USKCG 24 . 
SYS " というユーザー定義文字ファイルは、 USKCGM コマンドで作成できます。 USKCGM コ 
マンドについては『日本語入カガイド』を参照してください。 

/ P 1 

このスイッチを指定すると、漢字文字幅の制御コードが出力されなくなり、ユーザープログラ 
ムによって漢字文字幅の変更ができるようになります。 

プリンタの状態が既定値の場合、漢字 （2 バイトコード文字）が1バイトコード文字の 1.5 文字 
分の幅で印字されます。 

このスイッチを省略すると、1バイトコード文字の2文字分の幅で印字され、次のような制御 
コードが MS - DOS によって自動的に挿入されます。ユーザープログラムによる漢字文字幅の設 
定は無効になります。 

• 24 X 24 系プリンタでは、漢字幅の制御コード （FSB (1 C 42 H)/FS A (1 C 41 H )) が漢字イ 
ン/漢字アウト (ESC K/ESC I - I ) の前後に自動的に挿入されます。 


FS B 

ESC K 

漢字コード 

ESC H 

FS A 


•16 X 16 系プリンタでは、ドットスペースの制御コード (ESC 02 H/ESC 04 H ) が漢字の前後 
に自動的に挿入されます。 


ESC K 

ESC 02 

漢字コード 

ESC 04 

ESC H 


/F PC - H 98 のみで指定可能なスイツチです。これを指定すると、 PC - H 98 のノーマルモードでプリ 

ンタをフルセントロニクス仕様で制御できます。 
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1.4 デバイスドライバリファレンス 


解 


説 


参照〇 SWITCH コマ 
ンド—第1部第2章 
「 SWITCH コマンド j 


、、 PRINT . SYS 〃 はプリンタを使用可能にするキャラクタ系デバイスドライバ 
です。加えてプリンタには16ドット系と24ドット系の2種類がありますので、プ 
リンタに合わせて MS - DOS コマンドの SWITCH コマンドで設定する必要がありま 
す。 

また、画面のハードコピーができます。通常のコピーの場合は [ COPY ) キー、 表 
示属性付きでコピーしたい場合は IGRPH ) + ( COPYj キーを 押します。コピーできる 
表示属性は、 リバース、 シークレット、アンダーライン、 バーテイ カルラインの 


4種類です。 


例：漢字を1バイトコード文字の1 . 5文字分の幅で印字するように設定する 

DEVICE = PRINT.SYS / P 1 

このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV / DELDRV コ 
マンドで登録/削除することができます。 


•プリンタインターフェイスの種類 

プリンタのインターフェイスには、次の2種類があります。 

簡易セントロニクス 

セントロニクス 準拠とも呼び、本体とプリンタ間の信号（やりとりする情報) 
を簡素化しています。 


フルセントロニクス 

簡易セントロニクスに比べ、プリンタの状態をより詳細にチェックすることが 
できます。 


フルセントロ ニク スインターフェイスでは、 MS - DOS フ アンクシヨ ンリクエス 
卜を使ったプリンタ出力において、プリンタになんらかの障害が発生した場合に 
警告メッセージを表示します（簡易セントロニクスにはこの機能はありません）。 
表示されるメッセージには、次のものがあります（メッセージの意味や対処方法 
については付録 A A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください）。 

用紙がありません.く書き込み中〉デバイス PRN 
ドライブの準備ができていません.く書き込み中〉デノくイス PRN 
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第 1 章システムの構築 


次に、本体機種と対応するプリンタの仕様を示します。 


ハー ドウ エア モード 

機種 

インターフェイス 

MS-DOS での既定値 

ノーマルモード 

PC - 9801 XX 全機 
種 （PC -98 XL 、 
XL 2 、 RL の ノーマ 
ルモー ド含む） 

簡易セントロニク 

ス 

簡易セントロニク 

ス 

PC - H 98 

簡易セントロニク 

スまたは 

フルセントロニク 

ス 

簡易セントロニク 
ス （*) 

ハイレゾリューシ 

ンモード 

PC -98 xx 全機種 
および 

PC - H 98 

フルセントロニク 

ス 

フルセントロニク 

ス 


(*)." PC - H 98 のノーマルモードでフルセントロニクスインターフェイスを使用す 
るには、 PRINT . SYS の登録時に /F スイツチの指定が必要です。 


注意 

•半角鄴線 （8640 H 〜 869 FH ) および CTRL-Z (1 AH ) は印字できません。 
•グラフィック文字 （80 H 〜 9 FH 、 EOH 〜 FOH ) を印字するときは、 ESC ) 

3のエスケープシーケンスをコンソールデバイス ( CON ) に出力して、ダラ 
フィックモードに設定してください。漢字のモード（通常のモード）で出 
力すると望み通りに印字できません。 
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1.4 デバイスドライパリフアレンス 


■ RS-232C ドライバく RSDRV ■ SYS > 


RS -232 C インターフェイスを利用するためのデバイスドライバです。 


DEVICE 二 [<d : >] [くパス名〉] RSDRV • SYS 


解 説 

MS-DOS では、コンピュータ本体に内蔵されている RS -232 C インターフェイス 
(標準）と拡張ボードを使用するとさらに2チャンネルの RS -232 C インターフェ 
イスをサポートします。 RSDRV .SYS は、 RS -232 C インターフェイスを用いて通 
信などを行う場合に必要なキャラクタ系デバイスドライバです。 

RSDRV . SYS は内部に256文字分の入カバッファを持ち、割り込み処理によつ 
て RS -232 C (補助入出力装置）から受信できます。このため CPU が他の仕事を行 
っているときでも入力されたデータを取りこぼすことなく受信することができま 


す。 


参照 OSPEED コマン 

ド—第1部第2章 
「 SPEED コマンド」 


この割り込み処理は、 MS-DOS を起動した時点ではまだ機能していません。 
SPEED コマンドを実行して初めて、 RS -232 C の初期化と割り込み処理が開始され 
ます。したがって、 RS -232 C を利用するときは、まず SPEED コマンドを実行して 
ください。ただし入カバッファがオーバーフローした場合は、新しいデータが失 
なわれていきます。 


RS -232 C インターフェイスのパラメータの既定値は、コンピュータ本体のディ 
ップスイッチとメモリスイッチの値が採用されます。しかし、 MS-D 〇 S の SPEED 
コマンドで一時的に変更することもできます0 
漢字の送受信はシフト JIS コードで行われるものとみなしていますから、データ 
長は8ビットに設定しなければなりません。データ長を7ビットとして1バイト 
のカタカナ文字を送ると、自動的にシフトコードを挿入します。 


このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV/DELDRV コ 
マンドで登録/削除することができます。 
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第 1 章システムの構築 


参照〇ファンクシヨン 
リクエスト、拡張シス 
テムコール->『プログ 
ラマーズリファレンス 
マニュアル Vol • 1』 

プログラムインターフェイス 

プログラムからはファンクションリクエスト3、4で RS -232 C インターフェイ 
スにアクセスします。また、拡張システムコール（ソフトウェア割り込み 220) 
を使用すると、プログラムから RS -232 C ポートの初期設定などを行うことがで 
きます。 

参照—第 1 部第 2 章 
「 ASSIGN コマンド」 

MS - DOS の ASSIGN コマンドで、プログラムやコマンドの出力先を RS -232 C イ 
ンターフェイス （ AUX デバイス）に変更することもできます。 


注意 

籲 RS -232 C 拡張インターフェイスボードをノーマルモードで使用する際は、 
拡張ボード上の ROM を使用してください。ハイレゾリューションモードで 
は、拡張ボード上の ROM へのアクセスを禁止するように設定してください。 
詳細は、 RS -232 C 拡張インターフェイスに添付のマニュアルを参照してく 
ださい。 
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1.4 デバイスドライバリファレンス 


■グラフイツクスドライバく GRAPH . SYS > 


I 基本的なグラフィックの描画機能を使用可能にします。 

-- 

1 ) DEVICE=[<d : >] [〈パス名 〉] GRAPH . SYS 

2) DEVICE =[ く d : >] [く パス名 〉] GRAPH .SYS /F = GRP H 98 . LIB [/ E ] 


•パラメータ 

/E EMS メモリに常駐部の一部を格納します。これによって、メインメモリの常駐部分を減らすこ 

とができます。ただし、 EMS メモリは ページフレームが 3 ページ （48 K バイト）以上使えなけ 
ればなりません。また、 CONFIG . SYS 内の DEVICE コマンドでグラフィックスドライバよりも 
先に EMS ドライバを指定していなければなりません。 

/ F 二 GRPH 98 .LIB 

H 98 シリーズを使用する場合は、 GRP _ H 98. LIB というファイルを指定の場所に入れ、このス 
イッチを書式どおり記述してください。 


解 説 

、、GRAPH . SYS " は、プログラムからグラフィックス機能を利用するためのキ 
ャラクタ系デバイスドライバ（グラフィックライブラリ）です。このライブラリ 
は、円を描いたり、線を引いたりといった描画機能ゃビッドブリッド（領域転送） 
などの機能をサポートしています。 

コンピュータ本体が PC - H 98 の場合、 PC - H 98 の持つ強化されたグラフィック用 
ハードウヱアを活用するために、専用高解像度版グラフィックスドライバが提供 
されています。これを利用するときは、書式 2) で登録してください。 


235 









第 1 章システムの構築 


このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV / DELDRV コ 
マンドで登録/削除することができます。 


注意 

•書式 1) を用いるときは GRAPH . LIB というファイルが、書式 2) を用い 
るときには GRP — H 98 . LIB というフアイルがカレントドライブのカレント 
デイレクトリ、ルートデイレクトリ、または GRAPH . SYS と同じドライブ 
の同じデイレクトリになければなりません。 

參アプリケーションプログラムにて256色/1600万色のカラーモードを指定す 
る場合は、256色オプションボード ( PC - H 98- E 02) を実装する必要があり 
ます。 
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1.4 デバイスドライパリファレンス 


■フォントドライバく FONT • SYS > 

- 

I 文字 フォン トを拡大/縮小したパターンデータを取得します。 


DEVICE 二 [<d : >] [ くパス名 〉] FONT . SYS[/M (mmm ， nnn)][/E] 


•パラメータ 

/M ( mmm ， nnn ) 

ROM から 供給される文字フォン トの ボディフヱイスサイズの最大値を、 X 軸方向のドツ ト 数 mmm 、 
Y 軸方向のドツト数 nnn で指定します。指定できる範囲は、 mmm 、 nnn とも8〜400です。範囲 
外の数値を指定したり/ M スイツチを省略すると、最大のボディフヱイスサイズは 40 X 40 ドツト 
となります。 

マルチフォント ROM ボードが未実装で本体マルチフォントが実装されている場合、指定できる 
範囲は、 mmm は8〜48、 nnn は8〜64となります 0 

また、マルチフォント ROM ボードおよび本体マルチフォントが実装されていない場合、指定で 
きる範囲は、 mmm 、 nnn とも8〜40となります。 

この関係をまとめると、次の図のようになります。 

• 最小ボディフェイスサイズ • 最大ボディフ I イスサイズ 

マルチフォント ROM ボードが実装されている場合 

8 X 8 ドット 400 X 400ドット 


本体マルチフォントのみが実装されている場合 


48 X 64 ドット 


マルチフォント ROM ボードが実装されていない場合 


40 X 40 ドット 
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第 1 章システムの構築 


/E EMS メモリに常駐部の一部を格納します。これによって、メインメモリの常駐部分を減らすこ 

とができます。このときは、 CONFIG . SYS 内の DEVICE コマンドでフォントドライバよりも先 
に EMS ドライバを登録していなければなりません。 


解 説 

''FONT . SYS " は、別売りのマルチフォント ROM ボードや本体内にある ROM 
または本体マルチフォント ROM (内蔵されている機種のみ）に入った文字フォント 
パターンを、編集（拡大/縮小など）し、アプリケーションプログラムに渡すデ 
バイスドライバです。 

供給されたパターンデータをグラフィックス VRAM に出力するためには、グラ 
フィックスドライバを組み込んでおく必要があります。 

このドライバは、キャラクタ系デバイスドライバなので ADDDRV / DELDRV コ 
マンドで登録/削除することができます。 
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1.4 デバイスドライパリフアレンス 


■拡張メモリマネージヤ （ EMM ) ドライバく EMM . SYS > 


1M# 

[拡張メモ 


リまたは EMS 対応の増設メモリを、 EMS メモリとして使用可能にします。 


-- 

DEVICE:[<d : >] [〈パス名〉] EMM . SYS[/P =〈ぺージ数〉] [/F =<ページフレー厶アドレス〉] [/H = 
くハンドル数〉] 


•パラメータ 

/?= くページ数〉 

拡張メモリに割り当てる論理ページ数を指定します。1ページあたり拡張メモリの 16 K バイト分 
を割り当てます。省略した場合、もしくは使用できる最大の論理ページ数以上の値を指定した 
場合は、使用できる最大の論理ページ数となります。 

/F= 〈ページフレーム アドレス〉 

使用するページフレームのアドレスを指定します。 

/H 二〈ハンドル数〉 

使用するハンドル数を指定します。ハンドルとは、 EMM . SYS 自身が拡張メモリ空間を使って 
いるアプリケーションプログラムを識別するために、論理ページに割り振る番号です。 
ハンドル数は1〜255の範囲で指定することができ、省略された場合は64となります。ハンドル 
数を減らすと、当然ながら EMM . SYS が管理するメモり領域が減り、加えて EMM . SYS のメ 
インメモリにおける常駐部分も少なくなります。 


解 説 

、、 EMM . SYS 〃 を利用すると拡張メモリ、 EMS 対応の増設メモリを EMS メモ 
リとして使用できます。 

CPU が80286以上の機種において、この EMM . SYS を使用すれば、アドレス 1 M 
バイト以上のメモリ空間を EMS メモリとして使用できます0ただし CPU が8086ま 
たは V 30 の場合は、この EMM . SYS の他に、 EMS 機能に対応した増設メモリボー 
ドが必要です。 
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第 1 章システムの構築 


参照 OEMS メモリ峙 
第 3部第4章「メモリ」 


EMS の規格下では、アプリケーションプログラムは、通常の 640K バイトのメ 
モリ（ハイレゾリューションモード時は 768K バイト）に加え、 EMS メモリとして 
最大 14.5M バイトまで使用できるようになります。 

EMM . SYS のスイツチによって、メインメモリ内のどこに物理ページを設定す 
るかを決めることができます。設定する場合のアドレスを、、ページ フレーム アド 
レス"と呼びます。 

/F スイツチでページフレームアドレスを指定しますが、使用機種と /F スイツチ 
によって決定されるページフレームのアドレス、物理ページ数は次のとおりです。 


使用機種 

/ F スイッチ 
の指定 

ぺージフレー厶の 

アドレス 

物理 

ページ数 

EMS 方式 

ノーマル 

モード 

機種 

DA、DS、 
DX、NS/E、 
RL、RA、 
RS、ES、 
LS、RX、 
EX、LX、 
NS、T 
および 

PC H98 

/F 二 B000 

BOOOOH 〜 BFFFFH 

4ページ 

ソフトウエア 

エミュレーシ 

ョン方式 

省略 
または 
/F 二 C000 

*1 

C0000H 〜 CFFFFH 

ハードウェア 

バンク切り 

換ぇ方式 

C0000H—C7FFFH *2 

2ページ 

C 8000 H—CFFFFH *2 

上記以外の 

ノーマルモー 

ド 機種 (CPU 

が8086か 

V30) 

省略 

または 

/F = C000 

*1 

C0000H 〜 CFFFFH 

4ページ 

C0000H 〜 C7FFFH 

2ページ 

C 80 00H—CFFFFH *2 

ハイレゾ 
リューシヨ 
ンモ-ド 

機種 

RL、 

XL 2 、 

XL、XA 

および 

PC H98 

省略 
または 
/F 二 B000 

BOOOOH 〜 BFFFFH 

4ページ 

ソフトウエア 

エミュレ 1 ーシ 

ョン方式 


* 1…増設 RAM ボード （PC- 9801 -53U/54U。 ただし、本体が 98NOTE シリーズ 
のときは PC-9801N-01 〜 04) が必要です。これらのボードは EMS 対応のメ 
モリボードです。ただし、 CPU が80286以上の機種で /F スイツチが省略され 
た場合、 EMS 対応のメモリボードが実装されていないと、ページ フレーム 
のアドレスは、 BOOOOH 〜 BFFFFH となります。 

* 2…ページフレームのアドレスは、増設 RAM ボード （PC-9801-53U/54U) 上 
のディツプスイツチで設定します。他の拡張ボード上の ROM アドレスに重 
ならないように設定してください。 


例：拡張メモリの 320K バイト （20 ページ）分を EMS メモリとして使用する 


DEVICE=EMM . SYS /P = 20 
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1.4 デバイスドライバリファレンス 


■仮想8086モード用拡張メモリマネージヤ （ EMM ) ドライバく EMM 386. SYS > 


CPU が 386/386SX、486/486SX の機種で拡張メモリを EMS メモリとして使用可能にします。 


I DEVICE= 


[く d : >] [〈パス名〉] EMM386. SYS [/P 二 く ページ数〉] [/F= く ページフレームアドレス〉] 


•パラメータ 

/ P 二くページ数〉 

拡張メモリに割り当てる論理ページ数を指定します。1ページあたり 16K バイトの拡張メモリを 
割り当てます。省略した場合と使用できる最大の論理ページ数以上の値を指定した場合は、使 
用できる最大の論理ページ数となります。 

/F= くページフレームアドレス〉 

使用するページフレームのアドレスを指定します0 
次のどちらかを指定してください。 


/F=B000 . ページフレームアドレスを B0000H 〜 BFFFFH にします。 

/F 二 C000 . ページフレームアドレスを C0000H 〜 CFFFFH にします0 


/F 二 C000 を指定した場合、拡張 ROM が C0000H 〜 C7FFFH または C 800 0H 〜 CFFFFH のアドレ 
スに実装されていると、アドレスが重なって拡張メモリを EMS メモリとして使えなくなります0 
その場合は、 /D または/ U ノヽ。ラメータを付加して、ページフレームを拡張 ROM が使用していない 
アドレスに設定する必要があります〇 /D または八;パラメータを指定した場合のページフレーム 
アドレスは次の通りです0 


/F = C000/D . ページフレームアドレスを C0000H 〜 C7FFFH にします0 

/F = C000/U . ページフレームアドレスを C 800 0H 〜 CFFFFH にします0 


なお、 /D スイッチと八]スイツチを同時に指定することはできません。 
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参照 OEMS メモリ— 
第3部第4章「メモリ」 


解 説 


、、EMM386 . SYS" は CPU が 386/386SX、486/486SX の機種で拡張メモリを EMS 
メモリとして使用可能にするデバイスドライバで、前述の CPU の持つ仮想8086モ 
ードを利用してメモリを管理します。 

仮想8086モードは、保護機能を生かしながら8086の命令を実行する 386/386SX、 
486/486SXCPU 固有の動作モードです0このモードでは、 CPU は保護モードと同 
じように動作しますが、ブログラムで指定されている論理番地を8086と同じよう 
に解釈することができます。 

使用機種、/ F、/D または/ U スイッチの指定によって、ページフレームアドレスお 
よび物理ページ数が次のように決定されます。 


使用機種 

/ F '/ D'/U 
スイツチの指定 

ページフレームの 

アドレス 

物理 

ページ数 

ノーマル 

モード 

機種 

DA、DS、 
NS/E、 

RL、RA、 
RS、ES、 
LS、NS、 
T、XL 2 、 

および 

PC-H98 

/F = B000 

B0000H 〜 BFFFFH 

4ページ 

省略 

または 

/F 二 C000 

C0000H 〜 CFFFFH 

/F 二 C000/D 

C0000H 〜 C7FFFH 

2ページ 

/F=C000/U 

C 800 0H 〜 CFFFFH 

ハイレゾ 

リューンョ 
ン モード 

璧 

RL、XL 2 

および 

PC-H98 

省略 

または 

/P=B000 

B0000H 〜 BFFFFH 

4ページ 


例：拡張メモリの 320K バイト （20 ページ）を EMS メモリとして利用し、ページフ 
レーム アドレスを C0000H 〜 C7FFFH に設定する 

DEVICE 二 EMM 386 .SYS /P = 20 /F = C 000 /D 
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1.4 デバイスドライバリファレンス 


注意 

•EMM386. SYS を利用できるのは、 CPU が 386/386SX、486/486SX の機種 
だけです。 

•EMM386 • SYS を使用する場合は、必ず CONFIG . SYS 内の最初の DEVICE 
コマンドで設定してください。 

#EMS メモリの使用に際し、 EMM386 • SYS と EMM . SYS を併用することは 
できません。 

•EMM386. SYS を使用する場合は、論理ページが17ページ （272K バイト） 
以上のメモリが必要です。 
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第 1 章システムの構築 


1.5 デバイスドライバを登録するときの注意 

ここでは、デバイスドライバを登録するときの注意点に ついて 述べます。 

(1) アプリケーションソフトによっては、独自のデバイスドライバでなければ 
動作しないものやデバイスドライバの種類を指定しているものがあります。 
個別の対応方法についてはそのアプリケーションのマニュアルを参照して 
ください。 

(2) 同じ種類のデバイスドライバは、通常重複して登録できません。たとえば、 
日本語入力に関するデバイスドライバを一度に2種類以上登録することは 
できません。 

(3) デバイスドライバは通常メインメモリに常駐するので、たくさんのデバイ 
スドライバを登録するとそれだけプログラムの使えるメモリ空間が減少し 
ます。そうするとメモリ不足で動作しないアプリケーションプログラムも 
出てきます。その場合は、必要なデバイスドライバのみを登録するように 
してください。 

(4) デバイスドライバは 、 CONFIG • SYS に書かれた DEVICE コマンドの順序で 
登録されます。アプリケーションソフト独自のデバイスドライバには、登 
録する順番によっては正常に動作しないものがあります。このような場合 
は、そのアプリケーションの マニュアルを 参照して く ださい。 

(5) デバイスドライバには 、 CONFIG . SYS に書かなくても登録/消去できるも 
のがあります。これは特に、メモリ不足が生じたときの対処や、コンピュ 
一夕をリセットしないで同じ種類のデバイスドライバを切り換えて使いた 
い場合に有効です。この方法については、第2部第2章 2. 5「キャラクタ系 
デバイスドライバの変更」で説明します。 
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使用環境を整備するために 


2.1 ファイルの管理方法 

コンピュータを活用していくうえでもっとも大切なことの1つは、ファイル管 
理をうまく行うということです。ファイルの管理方法には決まりがあるわけでは 
ありませんし、使用環境や使用目的によってもその方法は異なってきますが、「こ 
うした方がよい」ということはいくつか挙げることができます。 

まず、固定ディスクを使用している場合を考えてみましょう。 MS - DOS を起動 
するディスクのルートディレクトリには、次のようなファイルを入れておくのが 
一般的です。 

COMMAND.COM 

CONFIG.SYS 

AUTOEXEC.BAT 

CONFIG . SYS や AUTOEXEC . BAT というファイルは、コンピュータの操作 
環境を整えるうえで非常に重要なファイルです（後で例を示します）。ルートディ 
レクトリには他のファイルを置かないほうがスッキリするのですが、アプリケー 
シヨンソフトによっては、ルートデイレクトリに置かなければならないファイル 
もあります。 


サブディレクトリは、 MS - DOS のコマンド用、各アプリケーシヨン用、デバイ 
スドライバ用、文書ファイル用、データファイル用、一時ファイル（一時的に使 
用するファイル）用のものを作るとよいでしょう。 

次の図は、上記に示したようなディレクトリ構造の例を示したものです。 
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第 2 章使用環境を整備するために 


A : ¥ - p AUTOEXEC.BAT 

COMMAND.COM 

CONFIG.SYS 


-DOS - ADDDRV.EXE MS-DOS のコマンド用 

APPEND.EXE ディレクトリ 

ASSIGN.EXE 


CALC 


CALC.EXE 

CALC.DOC 

README 


表計算ソフトの 
ディレクトリ 


p EDIT 


SYS 


EDIT.EXE 

EDIT.DOC 


RAMDISK.SYS 

RSDRV.SYS 

PRINT.SYS 


エディタのディレクトリ 


デバイスドライバ用 
ディレクトリ 


WORK 


WP 


MEMO.DOC 

TMP.D0C 


WP.EXE 

WP.HLP 


ワーク用ディレクトリ 


ワープロソフトの 
ディレクトリ 


各アプリケーションソフトにはそれぞれ専用のディレクトリを作り、そこにプ 
ログラムを入れるようにすると便利です。こうしておけば、ソフトのバージョン 
アップのときなどに簡単に差し換えられるからです。また、それ以外のディレク 
トリは、 

(1) 同じ種類のファイルを集める 

(2) テーマ 別に ファイルを 集める 

(3) 1つの仕事に対して1つのディレクトリを作る 

(4) 複数の人で1台のシステムを利用するときは、個人名でディレクトリ 
を作り、作業するときは各個人のディレクトリで行う 
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2.2 コマンド検索パス 


など目的に応じて作成するとよいでしょう。ただし、ディレクトリ構造をあまり 
深くすると使いにく くなることもあります（デイレクトリ間の移動が大変になり 
ます）。 


フロッピィディスクの場合は上記で示した1つのディレクトリを1枚のディス 
クに対応させてファイルを管理するとよいでしよう。 


注意 

籲フロッピィディスクのルートディレクトリに置けるフアイルの数（ディレ 
クトリも含む）には制限があります。 


ディスクの種類 

登録できるファイル数 

1 M バイトタイプ 

192 

640 K バイトタイプ 

112 

256 K バイトタイプ 

68 


固定ディスクにおいても同じように制限がありますが、これは固定ディス 
クの容量によって決まります。 


2.2 コマンド検索パス 

MS - DOS の便利な機能の1つに"コマンド検索パス〃を設定する機能がありま 
す。コマンド検索パスを設定しておくと、どこのディレクトリにいてもコマンド 
名を入力するだけでコマンドやプログラムを実行することができます。 

逆にコマンド検索パスを設定しないと、コマンド名だけの入力では内部コマン 
ドかカレントディレクトリにあるコマンドしか実行できませんので、いつでもコ 
マンド名だけで実行ができるようにコマンド検索パスを設定しておいた方がよい 
でしよう。 
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第 2 章使用環境を整備するために 


コマンド検索パスは、 PATH コマンドまたは SET コマンドを使用して設定しま 
す。 

それぞれ書式は、 

PATH [:] [<d ： >] 〈パス名> [ ; <d : > く パス名〉…] 

SET PATH = [ :] [<d ： >] く パス名 > [ ; く d : >〈パス名〉…] 

となっています。たとえば、 

PATH A ： ¥ ； A ： ¥DOS ; A : ¥WP ； B ： ¥ 


あるいは 


SET PATH 二 A ： ¥ ； A ： ¥DOS ; A : ¥WP ; B : ¥ 

としておいたとき、入力したコマンドが内部コマンドでなければ 

( 1 ) カレントディレクトリ 

(2) ドライブ A のルートディレクトリ 

(3) ドライブ A のディレクトリ ¥DOS 

(4) ドライブ A のディレクトリ ¥WP 

(5) ドライブ B のルートディレクトリ 

の順にコマンドを検索して、最初に見つかったものを実行します。このため、頻 
繁に利用するコマンドが納められているディレクトリは、なるべくコマンド検索 
パスの前の方に指定した方が速く実行できます。 


2.3 プロンプトの変更 

MS - DOS の標準的なプロンプトは、ドライブ名と、、〉"記号を合わせたもので、 
、、 A >" や 、' B >" のようになっています。このプロンプトは自由に変えることが 
できます。またプロンプトの文字を変えることによって、 MS - DOS を操作するう 
えで重要な情報を表示することもできます。 
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2.3 プロンブトの変更 


プロンプトを変更するには、 PROMPT コマンドまたは SET コマンドを使います0 
それぞれの書式は、 

PROMPT [〈プロンプトテキスト〉] 


SET PROMPT =[〈プロンプトテキスト〉] 


となっています。実行例を次に示します。 

例：プロンプトをドライブ名の代わりに名前にする 

PROMPT TAROU = 

以降、 、、 A >" は、 、、 TAROU 二'/になります。 

この例では、単純にプロンプトの文字だけを変更していますが、この他に下表 
のような特殊な文字をプロンプトテキストに使うことができます。 


指定文字 

内容 

$T 

現在の時刻 

$D 

現在の日付 

$P 

カレントドライブとカレントディレクトリ 

$V 

MS - DOS バージョン番号 

$N 

カレントドライブ 

$Q 

文字 、二 ,, 

$G 

文字 

$ し 

文字 、、く ,, 

$ 巳 

文字 ' T 

$ $ 

文字1 " 

$_ 

改行 

$H 

バックスペース文字 

$E 

エスケープコード （ ASCII コードの1 BH ) 


プロンプトで一般的によく使われるのは、次の例のようにルートディレクトリ 
からカレントディレクトリまで表示するものです。 

例：プロンプトにカレントディレクトリを表示し、〈 > で囲む 

PROMPT $ L $ P$G 

このようにすると、現在どこのデイレクトリで作業をしているかがすぐわかり 
ますのでたいへん便利です。 
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注意 

•上記の例のようにしてプロンプトにカレントディレクトリ名を表示させて 
いると、 MS - DOS のプロンプト状態に戻るたびに、ディレクトリ名確認の 
ためにドライブにアクセスするようになります。このとき、たまたまカレ 
ントドライブがフロッピィディスクドライブでドライブの扉が閉まってい 
ないと、読み込みができない旨のエラーを表示して止まってしまいますの 
で注意してください。このような場合は、ディスクを挿入して[ XI キーを 
押せばプロンブトが表示されます。 


例：プロンプトを緑色にする 


PROMPT $E [20 m $ L $ P $ G$E [23 m 


参照 O エスケープシー 
ケンス畤付録 Dr エスケ 
ープシーケンス 表」 


このように、プロンプトテキストにエスケープシーケンスを使うと、プロンプ 
卜の白黒を反転したり、色を付けることなどができます。 


2.4 環境変数について 

これまで、コマンド検索パスやプロンプトを設定するとき、 PATH コマンドや 
PROMP 丁コマンドの他に SET コマンドを使った例も紹介しました。もともと SET 
コマンドは、コマンド検索パスやプロンブトを設定するのに使うだけではなく、 
''環境変数〃の設定や表示に使われるコマンドです。 

SET コマンドの書式は、次のようになっています。 

SET [〈環境変数名〉=[〈環境文字列〉]] 

環境変数とは、コマンドやプログラムから参照されたり、あるいはバッチファ 
ィル中で参照されたりする、'文字列"を持つ変数で、ユーザー用の変数も設定で 
きます0前述した PATH コマンドや PROMPT コマンドを実行すると、その結果は 
環境変数 PATH や環境変数 PROMPT として設定されメモリ内に記憶されます。 

これらのデータはシステムが、コマンドを検索したり、プロンプトを表示した 
りするときに參照します。 
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2.4 環境変数について 


この他、 、、COMSPEC "という環境変数があり、前述の環境変数と同じようにシ 
ステムで參照されます。 COMSPEC は CONFIG . SYS の SHELL コマンドを実行す 
ると設定される環境変数で、 COMMAND. COM を再ロードするときのパス名と 
ファイル名に使われます。 

SET コマンドで、環境変数 COMSPEC の内容を設定する場合は次のように入力 
します。 


SET COMSPEC = A : ¥COMMAND . COM 

COMSPEC は、 CONFIG . SYS 内の SHELL コマンドでも設定することができま 
す。既定値は 、、¥COMMAND . COM" です。 

SET コマンドは単に 、、SET〃 と入力すると、次の画面のように現在設定されて 
いる環境変数を表示します。 


A>SET 

consPEC=¥comAND.con 

PATH=A ： ¥DOS;A：¥ 

DOSDIR=ft：¥DOS 

A> 


環境変数は、自由に設定することができます。アプリケーションプログラムに 
よっては、特定の名前の環境変数に意味を持たせていることもあります。こうし 
てユーザーが環境変数を独自に設定したり、長いコマンド検索パスを設定したり 
していると、環境変数の領域（環境変数用のメモり）が足りなくなることがあり 
ます。環境変数の領域の大きさは、 CONFIG . SYS コマンドの SHELL コマンドで 
指定できますので必要な大きさに設定してください。 

なお、現在の環境変数の設定を解除するには、次のように入力してください。 

SET <環境変数> = 
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■バッチファイル中で環境変数を使ラ 

バッチファイル中で環境変数を参照することもできます。、、％環境変数名％"の 
ように両側を％記号で囲んで記述された文字列は環境変数として扱われます。た 
とえば、現在のコマンド検索パスに新たなパス名を追加するバッチファイルは、 
次のようになります。 


:コマンド検索パスを追加する 
: (ADPATH . BAT ) 

PATH % PATH % : %1 

このバッチファイルは、 追加したい コマンド 検索 パスのパス 名を パラメータと 
して実行します。 

例：もっとも多く作業するディレクトリのパス名を 、、WORK" という環境変数名 
で登録する （AUTOEXEC. BAT の中に、次のような一行を加える） 


SET WORK = A : ¥ DOC¥REPORT 


ここで、次のようなバッチファイルを作っておきます。 


:作業ディレクトリにディレクトリを移動する 
: ( CDWORK . BAT ) 

CD % WORK % 

このバッチファイルを実行すると、環境変数 WORK に設定したディレクトリ（こ 
の例では、、 A : ¥DOC¥REPORT") にカレントディレクトリを移すことができま 
す。もちろん、このバッチファイルが格納されているディレクトリにも コマンド 
検索パスを設定しておくようにします。 


注意 

•AUTOEXEC . BAT とはバッチファイルの1種です。ただしこのファイル 
を起動ディスクのルートディレクトリに置いておくと MS-DOS が起動する 
ときに、特にコマンドラインから指定しなくても自動的にバッチ処理をし 
てくれる特殊なファイルです（このため AUTOEXEC. BAT には、起動時 
に指定したい内容を記述しておくと便利です)。 
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2.4 環境変数について 


■環境変数の衝突を避ける 

アプリケーションソフトの中には、特定の名前の環境変数を參照するものがあ 
ります。よくあるのは、そのソフトに関する解説を収めた、、ヘルプファイル"が 
格納されているパス名を、環境変数 HELP に設定しておくような場合です。 

このようなソフトが1種類しかなければ問題ないのですが、2種類以上を同時 
に使う可能性があるとなると同じ環境変数名が参照されるので問題が生じてきま 
す。 


ここでは、具体的に次のような状況を設定して考えてみましょう。 

(1) A:¥WP というディレクトリの中に、次の2つのファイルがある0 

WP . EXE 
WP . HLP 

(2) A : ¥CALC というディレクトリの中に、次の2つのファイルがある 0 

CALC.EXE 
CALC.HLP 

(3) それぞれ拡張子が、、. HLP 〃のファイルはヘルプファイルで、環境変数 HELP 
に設定されたパスにあるものとしてヘルプファイルを検索、表示する。 

このような場合には、次のような方法で対処できます。 

よく使う方だけを、' HELP" に設定します。たとえば、 WP.EXE をよく使う場 
合は次のように指定します。 

SET HELP 二 A : ¥WP 

そこで、 CALC. EXE を使うときは次のようなバッチファイルを実行します。 

: CALC を実行する 
: (EXCALC . BAT ) 

SET TEMP 二％ HELP % 

SET HELP = A : ¥CALC 
CALC 

SET HELP = % TEMP % 

このバッチファイルでは、環境変数 HELP の内容を一時的に環境変数丁 EMP に 
待避しておき、 CALC の実行が終わつた時点で元に戻しています。 
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2.5 キャラクタ系デバイスドライバの変更 

デバイスドライバは通常は CONFIG. SYS 内で登録しますが、一度登録したデバ 
イスドライバは （CONFIG.SYS を書き換えてリセットしないかぎり）変更するこ 
とができません。また、同じタイプのデバイスドライバを複数個登録しておくこ 
ともできません。 

ワープロなどのアプリケーシヨンソフトによっては、独自のデバイスドライバ 
を使用しなければ動作しないものがあります。 


そこで MS-DOS には、ある種のデバイスドライバは、再起動しなくても追加/ 
消去できるような機能があります。このためのコマンドが ADDDRV コマンドと 
DELDRV コマンドです。 

( 1 ) ADDDRV 

キャラクタ系デバイスドライバをメモリに追加する。 

書式 .ADDDRV 〈定義ファイル名〉 

(2) DELDRV 

ADDDRV コマンドで追加したデバイスドライバをメモリから消去する。 


書式 .DELDRV 

ADDDRV コマンドに与える〈定義ファイル名〉のファイルの内容は、 CONFIG. 
SYS に書く DEVICE コマンドの並びと同じように記述します。たとえば、 、、MP . DEV" 
というファイルに、 

DEVICE 二 RSDRV. SYS 
DEVICE 二 PRINT. SYS 

というように記述しておくと、 

ADDDRV MP.DEV 

とすることによって、、 MP.DEV 〃に書かれている2つのデバイスドライバ (RSDRV . 
SYS、PRINT . SYS) をメモリに追加します。 
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2.5 キャラクタ系デバイスドライバの変更 


■デバイスドライバを変更すると吉の注意 

ADDDRV 、 DELDRV コマンドでデバイスドライバを変更するときには、次の 
ような制限があります。 

(1) CONFIG . SYS 内で登録したデバイスドライバは変更できない 
DELDRV コマンドで消去できるのは、 ADDDRV コマンドでメモリに追加した 
デバイスドライバだけです。 C 〇 NFIG . SYS 内の DEVICE コマンドで登録したデバ 
イスドライバは消去できません。また 、 CONFIG . SYS 内で登録したデバイスドラ 
イバと同じタイプのものを ADDDRV コマンドで加えることはできません。ですか 
ら、変更する予定のあるデバイスドライバは 、 CONFIG . SYS で登録しないように 
します。 


(2) 変更できるデバイスドライバはキャラクタ系デバイスドライバに限る 

デバイスドライバ'は大きく分けると、ブロック系とキャラクタ系の2種類があ 
ります。ブロック系デバイスドライバは、ディスクのように一度にまとまった量 
のデータを読み書きできるデバイス用のデバイスドライバです。 

これに対してキャラクタ系デバイスドライバは、一度に1バイトずつ読み書き 
できるようなデバイス用のデバイスドライバで、システムディスクの中では、 

日本語入力 （ NECAIK 1. DRV 、 NECAIK 2 . DRV、NECDIC . DRV ) 

RS -232 C ( RSDRV . SYS ) 

マウス （MOUSE . SYS ) 

プリンタ ( PRINT . SYS ) 

グラフィック （ GRAPH . SYS ) 

フォント （ FONT . SYS ) 

がキャラクタ系にあたります。 ADDDRV コマンドで追加できるのはキャラクタ系 
デバイスドライバだけで、ブロック系デバイスドライバは CONFIG . SYS で登録し 
なければなりません。 

(3) ADDDRV コマンドを続けて使うことはできない 

ADDDRV コマンドは、続けて使うことはできません。 ADDDRV コマンドでキ 
ャラクタ系デバイスドライバをメモリに追加したあとでデバイスドライバを変更 
したければ、まず DELDRV コマンドで追加]したデバイスドライバを消去してから 
行ってください。 


(4) ADDDRV コマンドを使用する順番 

アプリケーシヨンが使用するキャラクタ系デバイスドライバは、そのアプリケ 
ーシヨンの実行の前に ADDDRV コマンドで組み込んでください。 
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■デバイスドライバの運用について 

デバイスドライバは、利用する目的やアプリケーションソフトに合わせて、な 
にを登録するか考えなければなりません。ヲ ;> バイスドライバは基本的にメインメ 
モリに常駐するタイプのソフトウエアですから、たくさん登録するとそれだけメ 
インメモリを消費し、アプリケーションソフトに使用できる分が減ってしまいま 
す。 

デバイスドライバを登録するときに、一般的に留意しなければならない点をあ 
げておきます。 


システムの構成を考える 

まず、自分自身のシステムの構成を考えなければなりません。たとえば、プリ 
ンタを使用しないのにプリンタ用デバイスドライバを登録しても意味がありませ 
ん〇 


利用するアプリケーションを考える 

利用するアプリケーションソフトによって、必要となるデバイスドライバが変 
わってきます。このうち、後で変更する可能性があるデノ {イスドライバは 、 CONFIG . 
SYS 内で登録しないで ADDDRV コマンドで登録するようにします。 

特に日本語入カドライバやマウスドライバなどは、アプリケーション独自のデ 
バイスドライバで対応しなければならないことがあるので CONFIG . SYS 内で登録 
しない方がよいでしょう。 


2.6 CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT 

これまで述べてきたように 、 CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT は操作環境 
の整備のために重要なファイルです。ここで、これらのファイルの典型的な例を 
示して、本章のしめくくりにしたいと思います。 

次に示すようなシステム構成、フアイル構成を考えてみましょう。 


システム構成 

固定ディスクと 1 M バイトの拡張メモリがあり、拡張メモリをすベて RAMDISK 
として利用する。 

ファイル構成 

ファイル構成は、次の図に示す通り0 


256 


2.6 CONFIG.SYS と AUTOEXEC • 巳 AT 


—— I SYS 卜 


—— I DOS 卜 


A ： ¥- 


- RAMDISK. SYS 

- RSDRV. SYS 
- PRINT. SYS 
- WP. DEV 

- NECAIK1. DRV 

NECAIK2. DRV 

- MOUSE. SYS 


(CONFIG.SYS で組み込む ) 


(ADDDRV で組み込む ) 


f BIN1 ( 通常使用するコマンド） 
1 WP | ( ワープロ用） 


CALC | ( 計算用ソフト） 


EDIT | ( エディタ用） 


WORK 1( 仕事用ディレクトリ） 


COMMAND. COM 
AUTOEXEC. BAT 


このような構成で 、 CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT の例を示します。 

CONFIG . SYS の例 


FILES 

BUFFERS 

DEVICE 

DEVICE 

DEVICE 

SHELL 

BREAK 


= 20 
= 20 

=A : ¥SYS¥RAMDISK . SYS 1024 1024192 
二 A : ¥SYS¥RSDRV.SYS 
=A : ¥SYS¥PRINT.SYS 
=A : ¥COMMAND . COM /E : 320 A : ¥/P 
= ON 


257 






















第 2 章使用環境を整備するために 


RAMDISK . SYS (RAMDISK ドライバ）のパラメータについては、第2部第 
1章 1.4 「デバイスドライバリファレンス」を参照してください。 

AUTOEXEC.BAT の例 

SET PROMPT^ $L$P$G 

SET PATH = A ： ¥ ； A ： ¥BIN ; A : ¥DOS : A : ¥WP ; A : ¥CALC ; A : ¥EDIT 
SET HOME 二 A : ¥WORK 
SET HELP = A : ¥WP 
ADDDRV A : ¥SYS¥WP . DEV 

この例の AUTOEXEC . BAT では、プロンプト、コマンド検索パス、環境変数 
の設定、デバイスドライバの追加しか行っていません。もしよく使うアプリケー 
シヨンソフトがあれば、それを起動するコマンドを追加してもよいでしょう。 
上記の例で、 ADDDRV で指定している '、 WP . DEV " の例を次に示します。 

DEVICE = A : ¥D0S¥NECAIK1.DRV 
DEVICE = A : ¥D0S¥NECAIK2 . DRV /R 
DEVICE 二 A : ¥DOS¥MOUSE. SYS 


注意 

# MS - DOS を起動するディスクに AUTOEXEC . BAT がないと、起動時に自 
動的に内部コマンドの DATE コマンド、 TIME コマンドが実行されます0 
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効率よくコマンドを入力するために 


本章では、コマンド入力の手間を軽減するテンプレート機能や、コマンドの編集やプリンタの制御な 
どを行うコントロールキャラクタについて解説します0これらの機能を利用して、より効率のよいコマ 
ンドの入力を行ってください。 


3.1 テンプレート機能 

MS - DOS は、最後に入力したコマンドラインの内容をメモリの一部分の、、テン 
プレート"と呼ばれる部分に保持しています0このテンプレートの内容は、ワン 
タッチで1文字ずつコマンドラインにコピーしたり、指定した文字までコピーす 
ることなどができます。 

これが、、テンプレート機能"と呼ばれるもので、同じような コマンド やフアイ 
ル名などを入力するときにはキータイプの量を減らすことができます。 

テンプレート 機能を使用するには、 フアンクシヨンキーの 1卜1~] 〜 け*1〇 J キー 
を利用します。各キーが行う機能はそれぞれ異なっており、機能に応じて機能コ 
ード名が付いています。 
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テンプレー ト機能 一覧 


機能 

キー 

機能コード 

解説 

1 文字をコピー 

い .1 j 

C1 

テンプレートから1文字コピーする 
(し opy One cnaracter) 

指定文字までコピー 

レ .2 ) 

CU 

テンプレートから、指定された文字 
の直前までコピーする (Copy Up to 
character) 

すべてをコピー 

( f . 3 ) 

CA 

テンプレート中に残っているすべて 
の文字をコピーする (Copy All 
character) 

1文字をスキップ 

( f * 4 ) 

S 1 

テンプレート内の1文字をスキップ 
する（コピーしない） (Skip One 
character) 

指定文字までスキップ 

い .5) 

SU 

テンプレートから、指定された文字 
の直前までスキップする (Skip Up 
to character; 

入力の取り消し 

い .6 ) 

VOID 

現在の入力を取り消す。テンプレー 
卜の内容は変化しない (VOID) 

テンプレートへの 
書き込み 

い .7 ) 

NWL 

現在コマンドの内容をテンプレート 
に書き込む （NeWLine) 
(コマンドは実行されない） 

挿入モード 

卜 8 ) 

INS 

挿入モードに入る/出る 
(INSert mode) 

置き換えモード 

( f .9 ) 

REP 

挿入モードから出る 
(REPlace mode) 

(CTRLJ + Q の挿入 

〔卜10) 


( CTRL ) +丨 Z 丨をテンプレートに揷入 
する (put a ( ctrl ) -f [z ]) 


これらの設定は、通常の MS-DOS の画面の下側に表示されています。 
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3.1 テンプレート機能 


これらの設定は、既定値です。 KEY コマンドで変更することも可能です。また、 
KEY コマンドで現在の設定を確認することもできます。 

これらのテンプレート機能を使った例を次に示します。キーボードから 

DIR PROG.COM 

と入力すると、最後のリターン キーが 押された時点で入力した内容 (DIR PR 0 G . 
COM ) がテンプレートに記録され、加えてコマンドが実行されます 0 ここで、各 
テンプレート機能を使ってみると、次のようになります。 

① 〔 f * 1 ) Cl の場合 

A >| 

1 Cl 
A > D | 

1 Cl 
A > DI | 
i Cl 
A > DIR | 

テンプレートの内容が 1 文字ずつ表示されます。 

② [ 卜 2 ) CU の場合 

A >| 

丄 CU @ 

A>DIR PRO | 

テンプレートの内容の中で先頭から 「 G 」 の直前までの文字が表示されます0 

③ fT ^ lCA の場合 

A >| 
i CA 

A>DIR PROG . COM ■ 

テンプレートの内容がすべて表示されます。 

④ 〔卜斗 ) S 1の場合 

A >_ 

1 S 1 (テンプレートの内容の最初の1文字をスキップする） 

A >| 
i CA 

A>IR PROG . COM | 

スキップされた 1 文字を除いてすベて表示されます。 
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⑤ I f.5 )SU の場合 

A > | 

i SU ビ J (テンプレートの内容の先頭から 「 P 」 までをスキップする） 

A >| 

1 CA 

A > PROG . COM | 

スキップされた文字を除いてすベて表示されます。 

⑥ VOID の場合 

A > TYPE PROG ¥ . 、、TYPE PROG " と入力して VOID を押す。、、 ¥" 

は、 VOID を押すと表示されます。 

I 

1 CA 

A > TYPE PROG ¥ 

DIR PROG . COM ■ . VOID を押してもテンプレートの内容は変わっ 

ていません。 

⑦ い .8 jINS の場合 

A >| 

I ins Li ] 130 

A >123| 
i CA 

A > 123 DIR PROG . COM ■ 

テンプレートの内容に「123」が挿入されて表示されます。 


参考 

フアンクションキーを既定値以外に設定する場合は、 (CTRL) や [SHIFT) キー 
との組み合わせの設定を利用した方がよいでしょう。 
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3.2 コントロールキャラクタ 


3.2 コントロールキャラクタ 

MS-DOS には、10個のコントロールキャラクタがあります。コントロールキャ 
ラクタは、コマンドの編集や周辺機器の制御などに使用します。それぞれの機能 
は次に示す通りです。 


コントロールキャラクター覧 


コントロールキャラクタ 

解説 

( CTRL)-f [ C ] 

実行中のコマンドを中止する。 

( CTRL ] + [_H 1 

〔 BSl 、[ DEL 〕、 0の各キーと同様に、 

最後に入力した文字を消す。 

[ CTRL ) + (jJ 

物理的なエンドオブラインを挿入する0 
コマンド行は空にしない。ラインフィードを利 
用して、1ディスプレイ行以上に現在の論理行 
を拡張することができる。 

( ctrlJ + [ pJ 

画面に出力されるものを同時にプリンタにも出 
力する。 

[ CTRL ] + [Nj 

もう一度押すとプリンタへの出力を中止する。 

〔 CTRL )+ [Sj 

画面への表示を中断する。 TYPE コマンドでテ 
キストファイルの内容を見るときに有効。中断 
した後は、任意のキーを押すと表示が再開する。 

[ ctrl ] + @ 

テンプレート機能の VOID と同じ働き0すなわ 
ち、テンプレートの内容を変えずに現在の入力 
を取り消す。 

[ CTRL ) + [ l£j 

コマンドラインに入力した文字をすべて削除し 
て、カーソルをプロンプトの直後に移動する。 

( CTRL ) + fwl 

カーソルの左の1ワード分を削除する。 

( CTRL ) + @ 

キーボード入力の終了。 


コントロールキャラクタは、 @ TRLl キーを押しながら必要なキーを押して入力 
します。 


これらの機能はコマンドを入力するときだけでなく、ライ ンエディ タ EDLIN な 
どの中からも利用できます。 

+ @ の説明にある、、1ワード分"とは、'、¥"や、、.〃などの記号を含 
まない英数字や文字列を指しています。 
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i [CTRL 1 + [HI 

A > TYP | 

• + © の使用例 
A > TYPE | 

i I CTRL 〕+ [ u ] 

A >| 

• 1515 iJ + @ の使用例 

A > TYPE B : ¥ DOC¥REPORT . DOC ■ 
I ictrl ) + ( w ] 

A > TYPE B : ¥ DOC¥REPORT . ■ 
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リダイレクトとパイブ 




MS - DOS のコマンドの多くは、キーボードから入力を受け付け、その処理結果を画面に表示（出力） 
します。このためキーボードを ''標準入力〃、そして画面をヽ'標準出力"と呼んでいます。 

MS - DOS では、この標準入力と標準出力を他のデバイスやファイルに任意に切り換えることができま 
す。このような機能を、'リダイレクト機能"と呼びます。 

また、 MS - DOS では、あるコマンドの出力を別のコマンドの入力に直結させることができます。この 
ような機能を、'パイプ機能〃と呼びます。パイプを利用すれば、コマンドの用途範囲をさらに広げるこ 
とができます。本章では、リダイレクトとパイプについて解説します。 


4.1 リダイレクト 


通常、キーボードが標準入力、画面（ディスプレイ）が標準出力に割り当てら 
れています。この2つをまとめて、、標準入出力〃と呼び、これらはデバイスファ 
イルでいうと CON デバイスと呼ばれます。 


、、リダイレクト"するというのは、この標準入出力を他のデバイスファイルや 
ディスク内のファイルに切り換えることです。これによって、これまで画面に出 
力（表示）していた内容をディスクのファイルに格納したり、直接プリンタに出 
力することなどができます。 


ただし、リダイレクトはデバイスファイルのすべてがその対象になるわけでは 
ありません。たとえば、プリンタデバイス （ PRN ) は出力専用のデバイスですか 
ら、標準入力にすることはできません（プリンタから入力することはできない）。 
前述のキーボードは入力専門です。入力/出力の切り換えは可能な範囲で指定し 
なくてはなりません。次の表の ''動作"の欄は、そのデバイスが入力と出力のど 
ちらに使えるかを示したものです。 
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装置名 

デバイスファイル名 

動作 

コンソール 

(キ 1 ーボ'ード） 

(デイスプレイ） 

CON 

入力（標準） 

出力（標準） 

プリンタ 

PRN 

出力 

補助入力装置 
( RS -232 C ) 

AUX 、 AUX 1、 

AUX 2 

入力/出力 

ダミー 

NUL 

入力/出力 

システムクロック 

CLOCK 

ユーザーは使用不可 ( MS - DOS 内部 
で使用） 


■出力のリダイレクト 

標準出力をディスプレイ画面から他のデバイスやファイルに切り換える出力の 
リダイレクトには、不等号記号の 、、ゾ を使います。たとえば、 " DIR " というコ 
マンドは、画面にディレクトリリストを表示するものですが、これを 

DIR > MYFILES 

というようにすると、 DIR コマンドの出力は、、 MYFILES "というファイルに対し 
て行われます。そこで 

TYPE MYFILES 

というように MYFILES の内容を表示させると、これは' V DIR " によるディレクト 
リのリストになっています。 TMYFILES "というファイルが作られた）。いまま 
で表示だけされていた内容がファイルとして残されたわけです。 

また、デバイスファイルを使って、 

DIR > PRN 

とすると、プリンタにデイレクトリリストを出力させることができます。 


注意 

•リダイレクトの出力をディスクファイルにしたとき、出力先に同名のファ 
イルがあるときは、前の内容は警告なしでなくなってしまうので、注意し 
てください。 
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4.1 リダイレクト 


■リダイレクトでテキストを追加する 

前述の、、: >" によるリダイレクトは、リダイレクト先にディスクファイル名を 
指定するとそのファイルを作成し、すでに存在するディスクファイル名を指定す 
ると、前の内容を消してしまいました。 

これとは別にすでに存在するディスクファイルに新たにデータを追加すること 
もできます。これには、不等号記号を2個つなげた">> ,/ でリダイレクトしま 
す。たとえば、 

DIR A : > MYFILES 

DIR B : > > MYFILES 

とすると、 MYFILES というファイルの内容は、ドライブ A のディレクトリリスト 
にドライブ B のそれが加わった内容になります。また、次のような内容のファイル 
、、TEL . DAT " があるとします。 


名前 

電話番号 

警察 

110 

消防署 

119 

番号案内 

104 

時報 

117 


このファイルにさらにデータを追加!したいときは、 

TYPE CON > > TEL. DAT . CON はキーボードです。 

天気予報177 . キーボードからの入力です。 

A Z . 入力終了のコントロールキヤラ 

クタです （丨 CTRL l + Gj キー 
を押します）。 


というようにします。このあと TYPE コマンドで TEL . DAT の内容を見ると、 


名前 

電話番号 

警察 

110 

消防署 

119 

番号案内 

104 

時報 

117 

天気予報 

177 


と最後の1行がリダイレクトによって追加されています。 
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また、2つのテキストファイルを連結して1つのファイルにまとめたいときは、 

TYPE TEL2.DAT >> TEL1.DAT 

というようにします。これで TEL 1. DAT というファイルは、以前の TEL 1• DAT 
の内容の後ろに TEL 2 . DAT の内容が付け加わったものに置き換わります。このと 
き、もしディスク上に TEL 1 . DAT という名前のファイルがなかったら、新しく自 
動的に作成されます。 

■入力のリダイレクト 

標準入力を、キーボードから他のデバイスや ファ イ ルに 切り換える入力のリダ 
イレクトには、不等号記号の、、く"を使います。たとえば、標準入力の内容をア 
ルファ ベット順に並べ換える（ソートする ） SORT コマンドは、 単に 

SORT 

と実行すると、キーボードからの入力（標準入力）を並べ換えて画面（標準出力） 
に出力します。したがって、あるディスクファイルの内容をアルファベット順に 
並べ換えたいときは、入力のリダイレクトを使って、 

SORT く TEL.DAT 

というように指定します。これで、 TEL . DAT のファイルを並べ換えて画面（標 
準出力）に出力します。この出力をさらにリダイレクトして、 

SORT く TEL.DAT > TEL. LST 

と実行すると、並べ換えた内容で TEL . LST というファイルが作られます。 


4.2 フイルタ 


。フイルタ"とは、標準出力のデータを受け取って、それになんらかの加工を 
施して出力するようなコマンドのことです。つまり、データを一種の、、ふるい" 
にかけるコマンドです。フイルタは、一般的にリダイレクトや後述するパイプと 
組み合わせて使います。 
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4.3 パイプ 


MS - DOS に標準で付いているコマンドのうち、フイルタとして利用できるコマ 
ンドは次の3種類です。 


FIND . 標準入力から入ってくるデータから指定されたデータを検 

索し、標準出力に出力する 

MORE ……標準入力から入ってくるデータを、1画面分ずつ区切って 
標準出力に出力する 

SORT . 標準入力から入ってくるデータを、アルファベット順、又 

は逆順に並べ換えて標準出力に出力する 


なお、各コマンドの詳しい使い方は、第1部第2章 「 MS - DOS のコマンド」を 
参照してください。 


4.3 パイプ 


あるコマンドの出力結果をさらに次のコマンドで処理したい場合は、途中の出 
力結果をいったんディスクファイルにする方法が一般的です。たとえば、 

DIR > MYFILES 
SORT < MYFILES 

のように、 DIR コマンドによるディレクトリリストをいったん MYFILES というデ 
ィスクファイルにし、それをあらためて SORT コマンドに入力します。しかし 、 MYFILES 
というファイルは、この後たいてい必要なくなりますから削除しなければなりま 
せん。 


'、必要のないファイルはできるだけ消去する"ということもファイルを管理す 
るうえで大切なことです。しかし必要ないファイルは始めから作らないにこした 
ことはありません。 

そこで、上記の例のように フィルタコマンド （ SORT ) を使うなら、 フィルタコ 
マンドの 「パイプ機能」を利用すれば、 MYFILES を作らないで同じ結果を得るこ 
とができます。これは、 

DIR | SORT 

と実行します。すると上記の例とほぼ同じ結果を得ることができます。ここで使 
われている縦線 （ I ) がパイプを示す記号です。この例では、 DIR コマンドの出力 
結果を画面に表示しないで、 SORT コマンドの入力としています。 
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第 4 章リダイレクトとパイプ 


注意 

• | " は、 PC - 9800シリーズのキーボードでは、、| " です。 


パイプ機能で入力を受け取ることができるのは、フィルタのように標準入力を 
リダイレクトできるコマンドだけです。標準入力を切り換えられないコマンドは、 
パイプ機能の受け取り側に使うことができません。また、 

SORT < DIR 

と実行しても一見よさそうですが、じつはこれでは 、、 DIR | SORT " と同じ結果は 
得られません0なぜなら、入力のリダイレクトは必ずファイル（ディスクファイ 
ルやデバイスファイル）から取られなければならないからです（カレントディス 
ク上に、 " DIR " という名前のファイルがないかぎり、上記の例はエラーになります）。 

テキストファイルを画面に表示するときは、通常丁 YPE コマンドを使います。 
しかし、 [ CTRL 〕 + [ sj キーを押さないかぎり表示を中断させることができません 
から、ほっておくと画面がどんどん流れていってしまって見づらいものです。こ 
のようなときは、フィルタコマンドである MORE コマンドを使って、 

TYPE REPORT.DOC | MORE 

とするか、 

MORE < REPORT.DOC 

とします。こうすると、1画面分の表示が終わるたびに中断するので、非常に見 
やすくなります。特に後者の場合、パイプによる中間ファイルが作られないので、 
反応が速く便利です。 

フィルタのコマンドは、パイプでつなげて使うことができます。 

例：ディレクトリリストをアルファべット順に並べ換えて、さらにその中から拡 
張子が ' EXE 〃 であるファイルだけを画面に表示する 

DIR | SORT | FIND ” EXE” 

パイプは、パイプ記号の前にあるコマンドの出力を自動的に中間ファイル（一 
時的にコマンドが作るディスクファイル）にし、それをパイプ記号のあとにある 
コマンドに読み込ませています。 
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4.4 リダイレクトとパイプの応用例 


中間ファイルは実行後に自動的に削除されます。また、前述の例 '' DIR | SORT " 
は、作られた中間ファイルが DIR コマンドで表示された結果だけを含むので、途中 
の出力結果を MYFILE のようなファイルに一時的に作つたときと比べて中間ファ 
イルが作成される/されないの差があります。 

したがって、上記の例のようにリダイレクトだけで済む場合は、それを利用し 
たほうがよいでしよう。 


注意 

癱中間ファイルはカレントディレクトリに作られます。ですから、カレント 
ディレクトリが、 

(1) 書き込み禁止 

(2) 容量不足 

また、システム全体として 

(3) オープンしてるファイル数が制限いっぱい （ FILES コマンドによる） 

などのときは、 

「パイプ処理用の中間ファイルを作成できませんでした」 

というエラーメッセージが表示されて、実行できません。このようなとき 
は、中間ファイルが作れるような状況にしてください。 


4.4 リダイレクトとパイプの応用例 


リダイレクトとパイプを使った例をいくつか見ていきましよう。 


例：ディスクファイル、、 MYFILES " の内容をアルファベット順に並べ換えて、そ 
の結果をプリンタに出力する 

SORT < MYFILES > PRN 

例：ディスクファイル 、、SCHDULE . DAT " の中で、、、予定"という文字の書かれ 
ている行を、1画面分ずつ区切って表示する 

FIND ，，予定 ’，< SCHDULE.DAT | MORE 
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八ツチ処理 


MS — DOS には、複数のコマンドを1度の入力で実行する機能があります。これをバッチ処理と呼びま 
す。 

バッチ処理を利用する目的は、まず第一に入力の手間を軽減することです。複数のコマンドを利用す 
るような処理の場合にも、バッチファイルにしておくと、そのファイル名だけ入力すれば処理できます。 
また、オプションスイッチの種類が多いコマンドも、定型的な処理で済むのであれば、バッチファイル 
にしておくと、誤操作も減り便利です。 

本章ではバッチ処理用のコマンドを含めて、いくつかの基本的なコマンドを使つて例を示していきま 
す。ただし、個々のコマンドについての詳しい解説は、第1部第3章「バッチファイルのコマンド」を 
參照してください。 


5.1 バッチ処理の基礎 

まず最初にバッチ処理の基本的な事項についてまとめておきましょう。 

■バッチファイルの内容 

バッチファイルには、 MS - DOS の内部コマンド（バッチファイル用のコマンド 
も含む）、外部コマンド、アプリケーシヨンのプログラムファイル名、バッチファ 
イル名など、実行可能なコマンド類を記述します。 

■バッチファイルのファイル名 

ファイル名はコマンド名と同様に、ある程度目的がわかるように付けます。拡 
張子は、 VBAT " とします。これによって、ファイル名本体の部分だけを入力す 
ればバッチファイルを実行できます。 
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第 5 章バッチ処理 


バッチファイル名は、内部コマンドや外部コマンドなどと同じ名前を付けない 
ようにします。 COMMAND . COM は実行するコマンド名をまず内部コマンドか 
ら探し、内部コマンドになければ拡張子が' COM" である外部コマンド、それ 
でも見つからなければ拡張子が' EXE 〃である外部コマンドを探し、最後に拡張 
子が' BAT" であるバッチファイルを探すからです。たとえば VN COPY . BAT" 
や、、 FORMA 丁. BAT" のような名前のバッチファイルは避けてください。、' COPY . 
BAT" は実行されずに内部コマンドの COPY コマンドが実行されますし、また外 
部コマンドの FORMAT コマンドが実行できる状態なら ''FORMAT . BAT" でな 
く外部コマンドの FORM AT コマンドが実行されるからです。 


■バッチファイルの中止 


バッチファイルを中止するときは I CTRL ) + | C |キーを押します。これを押すと 
次のようなメッセージが表示されます。 

バッチ処理を中止しますか ( Y / N ) ? 

ここで キーを押すと、 バッチ 処理は中止されます。キーを押すと、そ 
のとき実行中だったコマンドだけが中止され、その次のコマンドから処理が再開 
されます。 


5.2 条件判断と処理の分岐 


■ IF 、 GOT 〇コマンド 


MS-DOS のバッチ処理には次のような条件判断と処理を分岐させるためのコマ 
ンドが用意されています。 


条件判断 

指定された ラベルへ 処理を移す 
GOTO コマンドで 処理を移す先の ラベル 


IF …… 
GOTO 
:ラベル 


例：ドライブ A の辞書ファイルを RAMDISK (ドライブ C とする）にコピーする 

: RAMDISK に辞書ファイルをコピーする 
if exist c : ¥ necai . sys goto end 
copy a : ¥ necai . sys c : 

こ end 

最初の行は注釈行です。最初にコロン（：）の付いた行は、ラベル行と認識さ 
れますが、実行されないために注釈としても使えます。ここにはバッチファイル 
の目的などを書いておくとよいでしょう。 


274 







5.2 条件判断と処理の分岐 


次の行は、ドライブ C のルートディレクトリに、、 NECAI . SYS " という名前のフ 
ァイル（辞書ファイル）があるかどうかを調べる条件判断文です。もしあればコ 
ピーする必要はないので、 、、 END " というラベルに分岐します 。、' IF EXIST " と 
いうのは、次に記述されたファイルが存在するかどうかを判断するコマンドです。 

ラベル名 （ END ) はコロン（：）で始まる行として定義されています。ラベル 
の行に書ける文字数には制限がありませんが、最初の8文字だけがラベルとして 
識別されます。 

■巳 ATKEY コマンド 

コマンドによっては、実行後の状態をエラーレベルとして返すものがあります0 
このエラーレベルによって、分岐させることもできます 0 エラーレベルは 、、、 IF 
ERRORLEVEL 〈エラーレベル〉"として判断できます0これをもっとも有効に 
使えるのが BATKEY コマンドです。 

BATKEY コマンドは、指定したメッセージを表示し、入力されたキーをエラー 
レベルで返します。例として、入力されたキーによって各アプリケーションを起 
動するバッチファイルを示します0 


:入力されたキーによって各アプリケーションを起動する 
: start 
echo ofT 

echo 日本語ワープロ … 1 
echo 表計算 …2 

echo テータべース …3 

batkey 0 アプリケーションを 1 〜 3 の番号で選んでください-〉 


if 

errorlevel 

3 

goto 

database 

if 

errorlevel 

2 

goto 

sheet 

if 

errorlevel 

1 

goto 

wp 

goto start 





: wp 

: sheet 

: databese 


この例では、 BATKEY コマンドでキー入力を待ち、入力されたキーが1であれ 
ば日本語ワープロ、2であれば表計算、3であればデータベースを起動します。 
実際に各アプリケーシヨンを起動する部分は省略してありますが、それぞれの最 
後には 、、goto start " を付けるとよいでしよう。 
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第 5 章バッチ処理 


5.3 パラメータを使ったバッチ処理 

バッチフアイルで、パラメータを使うと対象となるフアイル名やパス名をコマ 
ンドラインから指定できるようになり、より汎用性のあるバッチファイルにでき 
ます。 


■仮パラメータ 

バッチ処理の対象になるファイル名やパス名は実行時に与えられるのですから、 
バッチファイルの中に書いておくわけにはいきません。したがって、バッチファ 
イルの中には実行時には実際の何かに置き換えられるような仮の目印を書いてお 
きます。これが、、仮パラメータ"です。仮パラメータは1つのバッチファイル中 
に10種類まで使うことができ、％0、％1、％ 2、……、％ 9と書きます。仮パ 
ラメータはそれぞれ、バッチファイルの実行時に コマンド ライ ン 上の実パラメー 
夕の位置によって番号順に置き換えられます。 コマンド ライ ン 上の実パラメータ 
の位置と仮パラメータの対応の例を次に示します。 


BATCH 

TEST . 1 

TEST • 2 

TEST . 3 

i 

1 

i 

丄 

バッチの コマ 

%1 

%2 

%3 

ンド自身は 




%0 に対応 





この例では％〇〜％3までしか出てきませんが、％4〜％9も同様にコマンド 
ライン上の位置に対応していきます。たとえば、次のようなバッチファイルを 、、 BATCH . 
BAT " というファイル名で作ります。 


仮パラメータの例 (BATCH . BAT) 


echo 

off 

echo 

%o 

echo 

%1 

echo 

%2 

echo 

%3 

echo 

%4 


ここでコマンドラインから 

BATCH 12 ABC XYZ 

と入力すると、画面には次のように表示されます。 
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5.3 パラメータを使ったバッチ処理 


A>BATCH 12 ABC XV2 

A>echo off 
BATCH 
1 
2 

ABC 

XVZ 

A> 


このよう に 仮パラメータは、 バッチ フアイルのフアイル名や コマン ドライ ン上 
の実パラメータと単純に対応しています。 


■10 個以上のパラメータを扱ろ 

仮パラメータは％ 〇〜％ 9までの10種類しかありませんから、実パラメータを 
10個以上使う場合や実パラメータの数がわからない繰り返し処理の場合は、バツ 
チコ マンドの SHIFT コマンドを使います。 SHIFT コマンドを実行すると、次の図 
に示すように仮パラメータ（％0〜％9)とコマンドライン上の実パラメータと 
の対応が1つずつずれていきます。 


• バッチファイルの実行開始時 

バッチファイル名実パラメータ 1 実パラメータ 2 実パラメータ 3 

i 1 1 I 

%0 % 1 %2 %3 


• SHIFT コマンド実行後 

バッチファイル 名実 パラメー タ 1 実 パラメー タ 2 実 パラメー タ 3…… 

i i i I 

破棄 %〇 %1 %2 

SHIFT コマンドを利用して、さきほどの '"BATCH . BAT " を書き換えると次 
のようになります。 


: 仮パラメータの例 (BATCH . BAT) 

: shift と繰り返し処理 

echo oft 
: START 

if ” ％ 0” goto end 


echo 

%0 

shift 


goto 

start 

END 
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さきほどの BATCH . BAT は コマンド ライ ン 上の実パラメータが4つまで（％ 
1〜％4)しか対応できませんでしたが、こんどの BATCH . BAT はいくつでも 
(10 個以上でも）対応できるようになりました。 

ここで 、、 IF ，’％0” == ’’，， GOTO END " という 行は、 ''、仮パラメータの 

% 0が空であれば（対応する実パラメータがなければ） '' END 〃というラベルに処 
理を進めよ"という意味です。 

次にもっと実用的な例を紹介しましょう。 


ファイルを拡張子で分類してコピーする （EXTCP • BAT) 


echo off 

echo ドライブ B の準備はできていますか？ .（ a ) 

pause ( b ) 

: START 

if ''% 1 M == ”” goto end (c) 

md b ： % 1 dir (d) 

copy * . % 1 b ： % 1 dir . ( e ) 

shift (f) 

goto start (g) 

: END 


このバッチファイルを 、、EXTCP . BAT " という名前にして、次のように入力す 
ると、 

EXTCP DOC EXE COM 


次に示す順で実行されます。 

(1) ( a ) と （ b ) でドライブ B の準備ができているかどうかを確認。 

(2) ( c ) で仮パラメータ％1の内容が空であるか判断し、空なら処理を終える。 

(3) 最初は％1の内容が 、' DOC " なので、 （ d ) でドライブ B に 、、 DOCDIR 〃と 
いう名前でディレクトリを作る。 

(4) ( e ) でドライブ A のカレントディレクトリ内の拡張子が、、. DOC 〃 であるフ 
ァイルをドライブ B の 、、 DOCDIR " というディレクトリにコピーする。 

(5) ( f ) でパラメータの対応を1つずらし、 （ g ) でラベル、、 START 〃へ処理の 
流れを移す。 

(6) 以下同様に拡張子が 、 x . EXE " のファイルをドライブ BO 、、 EXEDIR " に、 

、、. COM " のファイルを 、、 COMDIR " にコピーする。 









5.4 バッチファイル内で他のバッチファイルを実行する 


■パラメータの使い方のまとめ 

ここで仮パラメータの使い方や注意事項などをまとめておきましょう。 

(1) 仮パラメータの％〇は、そのバッチファイル名に対応します。 

(2) 仮パラメータの％1〜％9は、そのバッチファイル実行時のコマンドライ 
ン上の実パラメータの順に対応します。 

(3) 仮パラメータの数よりも実パラメータの数が多いと、その多い分は無視さ 
れます。逆に実パラメータの数が少ないと、余った仮パラメータは空（な 
にも文字が入らない）として処理されます。 

(4) 仮パラメータは10個（％〇〜％9)まで使用できます。10個以上の実パラ 
メータをあつかう場合は、 SHIFT コマンドを用います。 

(5) バッチファイル中で文字としてパーセント記号（％)が必要な場合は、、'% 
%〃 のように2個並べて記述します。 


5.4 バッチファイル内で他のバッチファイルを実行する 


バッチファイルもコマンドの1つですから、当然バッチファイル中に書いて実 
行させることができます。たとえば 、、 BATCH • BAT " というバッチファイルが 
あるときに次のようなバッチファイルを実行すると、 

: バッチファイルから他のバッチファイルを実行する（その 1) 

echo off 

echo ドライブ B の準備はできていますか？ 

pause 

batch 

type tmp . doc 

5 行目の 、、 BATCH " で指定したバッチファイル 、' BATCH _ BAT " が実行さ 
れます。しかし、バッチファイルは自分が何から呼び出されたかを覚えていない 
ので、 実行が終わるとそのまま COMMAND . COM に戻ってしまい、6行目の TYPE 
コマンドが実行されません。これを実行するためには 、 COMM AND . COM と / C 
スイッチを使っています。次のように記述してください。 

: バッチファイルから他のバッチファイルを実行する（その 2) 

echo off 

echo ドライブ B の準備はできていますか？ 
pause 

command /c batch 
type tmp . doc 
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アプリケ-シヨンプログラムの登録 —— SETUP 


本章には、アプリケーションプログラムの登録のうち、 、' SETUP . INI 〃 ファイルを作成するための情 
報が書かれています。これらはアプリケーションの開発者のための情報ですので、アプリケーションの 
開発者以外の方は、本章は読まなくてかまいません。 

なお、実際にアプリケーションを登録するための操作や手順に関しては、各アプリケーションの説明 
書および「基本機能セット i の『インストールガイド』をお読みください0 


6.1 アプリケーションの運用形態 

アプリケーションの運用形態には、次の3つの場合が考えられます。 

(1) システムディスク方式 

(2) キーディスク方式 

(3) ブランクディスク方式 

次に、各方式ごとに必要な準備作業を解説します。 


■システムディスク方式 

この方式は、固定ディスクを起動ディスクとして利用する場合に適した方法で 
す。アプリケーションや必要となるファイルをシステムディスクにコピーし 、 MENU 
コ备ンドによって、アプリケーションを起動できるようにします。したがって、 
シ： k テムディスクにいろいろなアブリケーシヨンを登録しておき、それらを自由 
に使用することができます。 


アプリケーション 

ディスク 



システムディスク 


AP など 


(システムディスクは 
固定ディスクが望ましい） 
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第 B 章アプリケーションプログラムの登録 


SETUP 


■キーディスク方式 

この方式では、まず新しいフロッピィディスクを用意して、それを起動ディス 
クにします。次にこのディスクに、 CONFIG. SYS ファイル（アプリケーシヨンの 
実行環境を設定する）と AUTOEXEC. BAT ファイル（アプリケーションを自動 
的に起動する）を作成します。このようにして作成されたディスクを、'キーディ 
スク〃と呼びます。 

キーディスクでシステムを起動すると、他のドライブにセットしたアプリケー 
シヨンディスクから自動的にアプリケーシヨンを起動します。 


システム _ アプリケーション 

ディスク キーアイスク ディスク 


〇 

① 

〇 

② 

〇 

システム 

CONFIG.SYS 

AUTOEXEC.BAT 

0 

0 

〇 





■ブランクディスク方式 

アプリケーションによっては、アプリケーションディスク内に MS-DOS のシス 
テムファイルをあとから登録できるように、あらかじめシステムファイル分の空 
き領域を確保したブランクディスクになっているものがあります（このようなデ 
ィスクは、 FORMAT コマンドの /B スイツチで作成されます）。 

この方式では、アプリケーションディスク内にシステムファイルをコピーしま 
す。以後、このディスクによってアプリケーションを起動します。 


アプリケーション 
システムアイスク ディスク 


〇 


〇 

0 

システム 

0 


■アプリケーシヨンの登録と SETUP . INI ファイル 

SETUP コマンドは、登録作業に必要な処理が記述された登録用定義ファイル 
''SETUP. INI" の内容に従って、必要な処理を行います。つまり、 SETUP コマ 
ンドは、 SETUP. INI ファイルに記述された手順に従ってアプリケーシヨンの登 
録処理を行います。 

SETUP コマンドを起動するときは、単に、ヽ SETUP" と入力します。ただし、 
このときはカレントディレクトリに SETUP .INI ファイルが必要です。 
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6.2 SETUP . INI ファイルの構造と記述規則 


■アプリケーシヨンの登録/運用のためのコマンド 

アプリケーションの登録や運用を助けるコマンドには次のようなものがありま 
す。各コマンドの詳細は、第1部第2章を參照してください。 


ADDDRV 

アプリケーシヨンの実行に必要なキャラクタ系デバイ 
スドライバをメモリにロードする 

CHGEV 

SETUP コマンドで登録したアプリケーシヨンを、メニ 
ューから起動する場合に使用される 

CHKENV 

アプリケーシヨンの実行環境を調べる 

CHKFIL 

アプリケーシヨンの登録時に、 SETUP コマンドから使 
用される 

(単独では使用できません） 

DELDRV 

ADDDRV コマンドでロードしたキャラクタ系デバイス 
ドライ パ、 を取り除く 

MAOIX 

アプリケーシヨンの登録時に、 SETUP コマンドから使 
用される 

SETUP 

アプリケーシヨンを登録する 

SETUP2 

アプリケーシヨンの登録時に、 SETUP コマンドから使 
用される 

(単独では使用できません） 


6.2 SETUP . INI ファイルの構造と記述規則 

ここでは 、 SETUP . INI フアイルの構造と記述の規則について解説します。 


■一般的な規則 

SETUP . INI ファイルの一般的な記述規則は次の通りです。 

(1) SETUP . INI ファイルはテキストファイルです。次のような文字が使用で 
きます。 


• 1バイト系文字 . 英数字、カタカナ、記号、スペース（空白） 

• 2バイト系文字 . すべての2バイト系文字 

•制御文字 . TAB (09 H)、CR ( ODH)、LF ( OAH)、EOF (1 

AH ) 
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(2) —行の終わりは CR/LF、 ファイルの終わりは EOF でなければなりません。 

(3) 1行の長さは、100バイト （CR/LF も含む）以下でなければなりません。 

(4) 全体の行数は、500行以下でなければなりません。 

(5) 1行の中で意味を持つ最小単位を''ストリング〃と呼びます。複数のスト 
リングは、1つ以上のスペース（空白）、タブ （TAB )、 セミコロンに） 
によって区切られます。 

(6) ストリングとしては、ラベル、ブロック名、内部制御コマンド、内部サブ 
コマンド、置換パラメータ、内部変数、外部コマンド、パラメータなどが 
あります。 

(7) SETUP . INI ファイルは、いくつかのブロックから構成されています。ブ 
ロックには、 START、MOVE AP、AUTO、CONFIG、MENU、ENV、 
EXIT、END の 8 種類があり、この順番で記述します。 

(8) ブロックには、必須（省略不可能）なものとオプション（省略可能）のも 
のがあります。また、その性質によって、制御ブロックと定義ブロックに 
分けられます（次表参照)。 


ブロック名 

種 

類 

START 

必須 

制御ブロック 

MOVE—AP 

オプション 

制御ブロック 

AUTO 

オプション 

定義ブロック 

CONFIG 

オプション 

定義ブロック 

MENU 

オプション 

定義ブロック 

ENV 

オプション 

定義ブロック 

EXIT 

オプション 

定義ブロック 

END 

必須 

(*) 


(*) END ブロックはどちらにも属しません。 

(9) 各ブロックは、ブロック宣言子 、、REM" とブロック名を組み合わせた、、ブ 
ロック宣言文〃で始まり、次のブロックのブロック宣言文の直前の行で終 
わります。ただし、 END ブロックはブロック宣言文だけで構成されていま 
す0 
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ST ART ブロック 


MOVE AP ブ'ロック 


AUTO ブロック 


CONFIG ブロック 


MENU ブロック 


ENV ブロック 


EXIT ブロック 


END ブロック 


(10) 定義ブロックでは、アプリケーションの登録時に SETUP コマンドが作成/ 
更新するファイル （AUTOEXEC . BAT、CONFIG . SYS 、 MENU . MNU 
など）に関する情報を記述します。詳しくは、各ブロックの説明を参照し 
てください。 

(11) 制御ブロックでは、システムファイルのコピーやアプリケーションのファ 
イルのコピーなど、 SETUP コマンドがアプリケーションの運用形態に合わ 
せたシステムを構築するための情報を記述します。制御ブロックでは、ラ 
ベル行、内部制御コマンド、内部サブコマンド、外部コマンドを利用する 
ことができます。 

(12) ラベル行は、 SETUP コマンドによる登録処理が条件判断などによって分岐 
する際の 、 SETUP . INI フアイル内での位置を表しています。 


RE 

M START 

RE 

: M MOVE_AP 

RE 

；M AUTO 

RE 

；M CONFIG 

RE 

: M MENU 

RE 

；M ENV 

RE 

: M EXIT 

REM END 
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(13) ラベル名は、ラベル宣言子であるコロン（：）とラベル名を組み合わせた 
ものです。ラベル名には、英数文字列とアンダーラインを8文字まで使用 
できます。なお、ラベル宣言子（：）とラベル名の間にスペースを入れて 
はいけません。 

ラベル行は 、 SETUP . INI ファイル内で最大100行まで使用できます。 

(14) 内部制御コマンドは、処理中にメッセージを表示したり、処理を分岐する 
など、アプリケーションの登録処理の制御を行うためのコマンドです。詳 
しくは、本章6 . 3 「 SETUP コマンドの内部コマンド」を参照してくださ 


(15) 内部サブコマンドは、ディスクの種類や空き領域、実装されているメモリ 
量など、システムの状態を調べるためのコマンドです。詳しくは、本章6 . 
3 「 SETUP コマンドの内部コマンド」を參照してください。 

(16) 外部コマンド （ FORMAT コマンドなど）を利用することができます。外部 
コマンドは、 SETUP コマンドのチャイルドプロセス（子プロセス）として 
実行されます。外部コマンド行は、実行させるプログラムのファイル名と 
パラメータ（コマンドオプション）からなる行で、パラメータは10個まで 
記述することができます。ファイル名とパラメータ、パラメータとパラメ 
一夕の間は、スペース（空白）またはタブ文字で区切ります。 

(17) 外部コマンドの終了コードは、 SETUP コマンドの内部変数の終了コードに 
セットされます。 

(18) MS - DOS の内部コマンド （ COPY 、 DIR コマンドなど）を外部コマンドと 
して利用できます。この場合は次のように COMMAND . COM を使用しま 
す。 

例 ： COMMAND /C DIR 

COMMAND /C COPY %1* . EXE %3¥ 

(19) ドライブ名の記述が必要なときは、次の置換パラメータを利用することが 
できます。 

% 1… 2番目（アプリケーションディスクがセットされているドライ 

ブ）に入力されたドライブ名に置換されます。 

%2 ... SETUP コマンドの 内部制御 コマンド である SET コマンド によつ 

て置換されますが、既定値は％1と同じです。 

%3 …1番目（システムディスクがセットされているドライブ）に入、 

力されたドライブ名に置換されます。 
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■START ブロック 

このブロックには、アプリケーシヨンの登録準備のための処理を行うコマンド 
などを、次のように記述します。 

( 1 ) 1行目 ：ブロック宣言文 "REM START "。 

(2) 2行目以降：アプリケーシヨンの登録の準備のための、内部制御コマンド、 

内部サブコマンド、外部コマンド、ラベル行など0 


例 ： REM START .(1) 

ECHO AP の登録を行います .（2) 


■ MOVE_AP ブロック 

このブロックでは、次のような処理のためのコマンドを記述します。 

• アプリケーションを登録するディスクを初期化する。 

•アプリケーションを登録するディスタに、そのアプリケーシヨン用のディレク 
トリを作成する（おもに、固定ディスクにアプリケーションを登録する場合)。 
•アプリケーシヨンやデータファイルをコピーする0 

次のように記述します。 

(1) 1行目 ：ブロック宣言文 '' REM MOVE — AP "。 

(2) 2行目以降：前述の処理のための、内部制御コマンド、内部サブコマンド、 

外咅コマンド、ラベル行など。 

例 ： REM MOVE—AP .(1) 

%3¥ F 0 RMAT . EXE %2 /S ) . (2) 

%3¥ C 0 MMAND . C 0 M /C COPY %1¥* . * %2 ノ 


■AUT 〇ブロック 

このブロックには 、 AUTOEXEC . BAT フアイルの作成に関するものを記述し 
ます。 


( 1 ) 1行目 ：ブロック宣言文 "REM AUTO "。 

(2) 2行目 ： AUTOEXEC . BAT ファイルを作成するディスクがセットさ 

れているドライブ名。ここで指定されたドライブに入ってい 
るディスクの、ルートディレクトリに作成されます。 

(3) 3行目以降：作成する AUTOEXEC . BAT ファイルの内容0 
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SETUP コマンドは、内部変数である 、、 AUTO " 変数の値が、英文字の 、' Y " ま 
たは V の場合に、 （3) の内容の AUTOEXEC . BAT ファイルを作成します。 
AUTO 変数がこれ以外の場合は、 SETUP コマンドは AUTO ブロックを処理しま 
せん。 

なお、 AUTO 変数の既定値は、' N " であり、この値は SET コマンド （ SETUP コ 
マンドの内部制御コマンド）によって変更できます。 


例： REM AUTO 

%3 . 

DATE 、 


MP 


( 1 ) 

( 2 ) 

(3) 


注意 

• SETUP コマンドは、 AUTO ブロック （3) の内容が AUTOEXEC . BAT 
ファイルとして正しいかどうかはチヱックしません。 

❿ AUTO ブロックが省略された場合は、 AUTOEXEC . BAT ファイルは作成 
されません。 

• (3) に置換パラメータを記述することはできません。 


■CONFIG ブロック 

このブロックには 、 CONFIG . SYS ファイルや固有環境ファイル （ ADDDRV コ 
マンドで用いる）の作成/更新に関するものを記述します。 

( 1 ) 1行目 ：ブロック宣言文 ''REM CONFIG "。 

(2) 2行目 ： CONFIG . SYS ファイルを作成または更新するディスクが入っ 

ているドライブ名 。 CONFIG . SYS ファイルは、ここで指定さ 
れたドライブに入っているディスクの、ルートディレクトリ 
に作成されます。 

(3) 3行目 ：固有環境ファイルのファイル名。ファイル名にはパス名を含 

めることができます。 

(4) 4行目以降：動作環境を記述します。 

(4) の動作環境の記述では、一般的に CONFIG . SYS ファイルで許される内容 
ならば、すべて記述することができます。ここに記述された内容に従って 、 CONFIG . 
SYS ファイルや固有環境ファイルが作成/更新されます。 

作成されるか更新されるかは、 SETUP コマンドの内部変数である AUTO 変数の 
値によって、次のように処理されます。 
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• AUTO 変数の値が、丫または、 ' y " の場合 

(4) で記述された内容の CONFIG . SYS ファイルが、 （2) で指定したドライ 
ブに入っているディスクの、ルートディレクトリに作成されます。 

• AUTO 変数の値が、' Y " または' ' y 〃 以外の場合 

(4) の内容と （2) のドライブのルートディレクトリにすでにある CONFIG . 
SYS ファイルの内容が比較されます。比較の結果、次のコマンドでは、大きな方 
の設定値を CONFIG . SYS ファイルに書き込みます。 

BUFFERS 、 FCBS 、 FILES、LASTDRIVE 

すでにある CON FIG . SYS ファイル中に、これらに関する記述がない場合は、そ 
のコマンドを CONFIG . SYS ファイルに追加します0 

(4) の内容のうち、 DEVICE コマンドに関する記述は、 （3) で指定された固 
有環境ファイルに書き込まれます。 

なお、次のコマンドは記述されていても無視されます。 

BREAK 、 SHELL 


例 ： REM CONFIG .(1) 

%3 .(2) 

%3¥ MP¥MP . DEV .(3) 


DEVICE = NECD 1 C . DRVj ………⑷ 
巳 UFFERS = 20 


注意 

籲 CONFIG ブロックが省略された場合は 、 CONFIG . SYS ファイルの作成や 
更新、固有環境ファイルの作成などは行われません。 

• (4) には、置換パラメータを用いることはできません。 
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■ MENU ブロック 

このブロックには、 MENU . MNU ファイルを更新し、登録したアプリケーシヨ 
ンをメニュー画面 （ MENU コマンド）で起動できるようにするための記述を行い 
ます。 MENU . MNU ファイルは、登録したアプリケーシヨンがメニュー画面の先 
頭のメニューとして表示されるように更新します。 


( 1 ) 1行目：ブロック宣言文 、、REM MENU " 

(2) 2行目：内容を追加する MENU . MNU ファイルのあるディスクのセットさ 

れたドライブ名。 MENU . MNU ファイルは、ルートディレクトリ 
に存在しなければなりません。 

(3) 3行目：メニュー項目メッセージ。 MENU コマンドは、ここで記述された 

メッセージをメニュー項目として表示します。メニュー項目メッ 
セージの最後には、1個の、し〃 (5 EH ) を付けます。 

(4) 4行目：コマンドイメージ。 MENU コマンドは、ここでの記述に従ってア 

プリケーシヨンを起動します。 （5) のヘルプメッセージも記述す 
る場合は、コマンドイメージの最後に1個の、〃 (5 EH ) を付け 
ます。 

( 5 ) 5行目：ヘルプメッセージ。 MENU コマンドは、メニュー画面のヘルプメ 
ッセージラインに、ここで記述された内容を表示します。ヘルプ 
情報が不要のときは省略できます。この場合、ヘルプメッセージ 
ラインには何も表示されません。 


例 ： REM MENU .( 1 ) 

%3 .(2) 

MULTIPLAN の実行 A .(3) 

¥ MP ¥ MPX . BAT a .(4) 

統計計算、集計計算ができます .（5) 


注意 

• MENU ブロックが省略された場合は、 MENU . MNU ファイルの更新は行 
われません。 

_(2)で指定されたドライブのルートディレクトリに MENU . MNU ファイ 
ルが存在していない場合はエラーとします。 SETUP コマンドは 、 MENU 
ブロックに関する処理をしません。 

• SETUP コマンドは、 （3) 〜 （5) の内容が MENU . MNU ファイルとして 
正しいかどうかをチェックしません。 

• (3) 〜 （5) に置換パラメータを記述することはできません。 
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ENV ブロック 

このブロックには、 CHKENV コマンドで用いる動作条件ファイルを作成するた 
めの情報を記述します。 

( 1 ) 1行目 ：ブロック宣言文 "REM ENV " 

(2) 2行目 ：動作条件ファイルのファイル名。ファイル名には、パス名を 

含めることができます。 

(3) 3行目以降：動作条件ファイルの内容。3種類の項目（環境子、比較子、 

数値）を、スペース（空白）またはタブ文字で区切りながら 
記述します。 

〈環境子〉 〈比較子〉 く数値〉 

T T 

スペース スペース 

〈環境子〉：1文字の英大文字によって、調べる動作条件の項目を記述します。 


V . MS - DOS のバージョン 

M . 実装メインメモリ容量 

D . 論理ドライブ数 

く比較子〉：次の記号の1つを記述します。 

> . 〈環境子〉の値が〈数値〉よりも大きい 

< . 〈環境子〉の値が〈数値〉よりも小さい 

= . 〈環境子〉の値が〈数値〉と等しい 

>= . 〈環境子〉の値が〈数値〉よりも大きいか等しい 

<= . く環境子〉の値が〈数値〉よりも小さいか等しい 


〈数値〉： 〇〜9999までの10進数を表す文字列。 

〈環境子〉が 、' M " の場合は、単位は K バイトとなります。また、〈環境子〉が 
、、 V " の場合は必ず4桁の数字で、上位2桁が整数部、下位2桁が小数部を表しま 
す0 


例 ： REM ENV …… 
%3¥ MP¥MP . ENV 


V >=0310 

M >=384 

D >=2 


( 1 ) 


(2 


(3) 
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注意 

• ENV ブロックが省略された場合は、動作条件ファイルは作成されません。 
• SETUP コマンドは、 （3) の内容が動作条件ファイルとして正しいかどう 
かのチェックは行いません。 


■ EXIT ブロック 

このブロックには、アプリケーションの登録の終了処理を行うためのコマンド 
を記述します。 

(1) 1行目 ：ブロック宣言文 '、 REM EXIT " 

(2) 2行目以降：終了処理のための内部制御コマンド、内部サブコマンド、外 

部コマンド、ラベル行などを記述します。 

例 ： REM EXIT .( 1 ) 

ECHO アプリケーションの登録を終了しました .（2) 

■ END ブロック 

このブロックは、 SETUP . INI ファイルの終わりを示すもので、ブロック宣言 
文のみを記述します。 

( 1 ) 1行目：ブロック宣言文 、'REM END " 

例 ： REM END .(1) 


6.3 SETUP コマンドの内部コマンド 

SETUP コマンドでは、その内部コマンドとして内部制御コマンドと内部サブコ 
マンドを利用することができます。これらのコマンドは、外部コマンドと同様に 
制御ブロック内に記述することができます。 
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■内部制御コマンド 

内部制御コマンドには、次の5種類があります0 

ECHO メッセージを表示 

ERECHO メッセージを赤色で表示 

GOTO 処理の流れをラベル行に移す 

IF 直前に実行したコマンドの終了コードで条件判断 

SET SETUP コマンドの内部変数を設定 

各コマンドの詳細は次の通りです。 


籲 ECH 〇コマンド 

№1 

ECHO 〈メッセージ〉 

くメッセージ〉を画面に表示します。〈メッセージ〉は CR/LF またはセミコロン 
( ; ) の直前まで表示されます。〈メッセージ〉が省略された場合は、画面上で改 
行だけが行われます。 

例： ECHO アプリケーションの登録を開始します 

• ERECH 〇コマンド 

ERECHO く メッセージ〉 

〈メッセージ〉を画面に赤色で表示します。〈メッセージ〉は CR/LF またはセミ 
コロン （；） の直前まで表示されます。〈メッセージ〉が省略された場合は、画面 
上で改行だけが行われます。 


例： ERECHO 正しいディスクをセットしてください 


• GOT 〇コマンド_ 

GOTO 〈ラベル名〉 

〈ラベル名〉のある行に処理を移します。 

例 ： GOTO LABEL 1 


: LABEL 1 
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• IF コマンド _ 

IF く値〉 くラベル名〉 

IF コマンドの直前に実行された内部サブコマンドや外部コマンドの終了コード 
(エラーコード）の値が〈値〉と等しい場合に、〈ラベル名〉で示される行に処理 
を移します。終了コードと〈値〉が等しくない場合は、 IF コマンドの次の行に移 
ります。 

〈値〉は10進文字列で、〇〜255まで指定できます。 

例 ： IF 0 LABEL 1 


: LABEL 1 


注意 

# IF コマンドが実行される直前に内部サブコマンドや外部コマンドが実行さ 
れていない場合は、終了コードを0 (ゼロ）として〈値〉と比較します。 


• SET コマンド _ 

SET く内部変数〉 

SET コマンドの直前に実行された内部サブコマンドや外部コマンドの終了コー 
ドを、く内部変数〉で指定された SETUP コマンドの内部変数に設定します。 

〈内部変数〉には、 、 x AUTO "、 、'%2"(置換パラメータでもある）が利用でき 
ます。 

例 ： SET %2 
SET AUTO 


注意 

• 〈内部変数〉としてを指定した場合、97〜122 Ta 〃 〜乂〃 の文字 
コード）の終了コードは、65〜90 TA " 〜、、 Z " の文字コード）に変換され 
て設定されます。 

• SET コマンドが実行される以前に内部サブコマンドや外部コマンドが実行 
されていない場合は、〈内部変数〉には0 (ゼロ）が設定されます。 
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6.3 SETUP コマンドの内部コマンド 


■内部サブコマンド 


内部サブコマンドには、次の6種類があります。 

CHKDFR ディスクの空き容量を調べる 

CHKDTYP ディスクの種類を調べる 

CHKLBL ディスクのボリュームラべルを調べる 

CHKMEM 実装メインメモリ量を調べる 

FCOPY ファイルをコピーする 

INPKY キーボードからの1文字入力 

各コマンドの詳細は次の通りです。 


• CHKDFR コマンド_ 


CHKDFR くドライブ名〉 くフリースペース〉 

〈ドライブ名〉で指定されたドライブのディスクに、〈フリースペース〉で指定 
された以上の空き領域があるかどうかを調べ、その結果を終了コードで返します。 

〈フリースペース〉は K バイトを単位として、〇〜99999までの10進文字列で指定 
します。 

終了コードとその意味は次の通りです。 

終了コード=0 空き領域あり 
=1空き領域なし 

二2 エラー 

例： CHKDFR % 1640 

エラーとなるのは、存在しないドライブや初期化していないディスクを指定し 
たときです。 


• CHKDTYP コマンド 

CHKDTYP 〈ドライブ名〉 


〈ドライブ名〉で指定されたドライブを調べ、その種類を終了コードで返しま 
す。 

〈ドライブ名〉として指定できるのは、物理的に接続されているドライブだけ 
です。 MS-DOS の SUBST コマンドで置き換えられたドライブ名は指定できません。 
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終了コードとその意味は次の通りです。 


終了コード=0 
=1 
= 2 
= 3 
= 4 
= 5 


1 M バイトタイプフロッピィディスクドライブ 
640 K バイトタイプフロッピィディスクドライブ 
固定ディスクドライブ 
RAMDISK 

その他 （ BRANCH 4670 対応仮想ドライブなど） 

エラー 


= 6 RAM ドライブ 


例： CHKDTYP % 1 


エラーとなるのは、存在しないドライブや初期化していないディスクを指定し 
たときです。 

•CHKLBL コマンド 

no 

CHKLBL くドライブ名〉 〈ボリュームラベル〉 

〈ドライブ名〉で指定されたドライブに入っているディスクのボリュー ムラべ 
ルを調べ、指定した〈ボリュームラベル〉と一致しているかどうかを終了コード 
で返します。 

〈ボリュームラべル〉 は、 MS-DOS のボリュームラベルの記述方法と同じです 
が、途中にスペース（空白）を含めることはできません。 

終了コードとその意味は次の通りです。 

終了コード=0 同じ 
=1異なる 

= 2 エラー 

例： CHKLBL % 1 VOLUMELBL 

エラーとなるのは、存在しないドライブや初期化していないディスクを指定し 
たときです。 

•CHKMEM コマンド 

CHKMEM く メモリ量〉 
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実装されているメインメモリが〈メモリ量〉で指定した量以上あるかどうかを 
調べ、結果を終了コードで返します。くメモリ量〉は K バイト単位で、〇〜999まで 
の10進文字列で指定します。 



6.3 SETUP コマンドの内部コマンド 


終了コードとその意味は次の通りです。 

終了コード=0 実装メインメモリ量^ 〈メモリ量〉 
=1実装メインメモリ量 く 〈メモリ量〉 


例 ： CHKMEM 384 


•FCOPY コマンド _ 

FCOPY く送り側ドライブ名〉〈受け側ドライブ名〉 

〈送り側ドライブ名〉で指定されたドライブのルートディレクトリ内のファイ 
ルを、 く 受け側ドライブ名〉で指定されたドライブのルートディレクトリに コピー 
します。ただし、システムファイル （10 . SYS 、 MSD 0 S . SYS、COMMAND . COM ) 
はコピーし ません。 


終了コード=0 正常終了 

1ファイル I / O エラー 
2 パラメータエラー 

例 ： FCOPY A : B : 


注意 

_終了コードが2となるのは、存在しないドライブや初期化していないディ 
スクを指定した場合です。また、終了コード1は、ディスクの I / O エラー、 
受け側ディスクがいっぱいになったときなどに返されます。 


•INPKY コマンド _ 

INPKY 

キーボードからの文字入力を待ちます。1文字入力されると、その文字コード 
を終了コードとして返します。 

終了コード=0〜255 (文字コード） 


例 ： INPKY 
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6.4 SETUP . INI ファイルの例 

ここでは、固定ディスクに MULTIPLAN を登録する場合を想定して 、 SETUP . 
INI フアイルと起動のためのバッチフアイルを例を示します。 


■SETUP. INI ファイル 


REM START 

ECHO セットアップを開始します 

ECHO 準備ができたら、何かキーを押してください 

INPKY 

REM MOVE AP 


%3¥C0MMAND.C0M /C MD 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
%3¥C0MMAND.C0M /C COPY 
REM CONFIG 
%3 

%3¥MP¥MP . DEV 
BUFFERS = 20 
FILES=10 

DEVICE = ¥MP¥NECDIC. DRV 
REM MENU 
%3 

MULTIPLAN の実行 ' 


%3¥MP 

%1¥MP . * %3¥MP 

%1¥PC201 .SYS %3¥MP 
%1¥MPX . BAT %3¥MP 
%1¥MPM0USE. SYS %3¥MP 
%1¥NECDIC. DRV %3¥MP 
%1¥BACKUP . EXE %3¥MP 
%1¥SETUP. * %3¥MP 

%1¥INFILE %3¥MP 
%1¥NECDIC.SYS %3¥ 


¥MP¥MPX . BAT 
REM EXIT 

ECHO セットアップは正常に終了しました 
REM END 
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6.4 SETUP. INI ファイルの例 


(1) START ブロック 

このブロックでは、アプリケーシヨンの登録準備などの処理が記述されていま 
す 0 

セットアップ処理の開始とキー入力を待つメッセージを表示し （ ECHO コマン 
ド）、処理をいったん中断 （ INPKY コマンド）します。ユーザーの準備ができて、 
何かキーを押すと、次の行から処理を再開します。 

(2) MOVE_AP ブロック 

このブロックでは、おもにプログラムやデータなど必要なファイルのコピーを 
行うための処理が記述されています。 

MOVE _ AP ブロックの1行目は、ブロック宣言文です。 

2行目では、 COMMAND . COM を利用して、起動ディスク（固定ディスク） 

のルートディレクトリに、 、、 MP " という名前のサブディレクトリを作成します0 
3行目から MOVE _ AP ブロックの最後の行までは、アプリケーシヨンから起動 
ディスクのディレクトリ MP に、必要なファイルをコピーしています0 

%1、％3は置換パラメータで、実行時にはドライブ名で置き換えられます。 

%1は、 SETUP コマンドの起動直後に入力されたアプリケーシヨンディスタのド 
ライブ名で置換されます。％3はアプリケーシヨンを登録するディスクのドライ 
ブ名で置換されます。 

たとえば、アプリケーシヨンディスクがドライブ B 、 アプリケーシヨンを登録す 
る起動ディスクがドライブ A のとき、このブロックの3行目は次のようなコマンド 
として実行されます。 

A : ¥COMMMAND . COM /C COPY B : MP . 氺 A : ¥MP 

(3) CONHG ブロック 

このブロックでは、アプリケーシヨンの実行環境を設定するためのファイル (CONFIG 
ファイルと固有環境ファイル）を作成/更新します。 

CONFIG ブロックの第1行目は、ブロック宣言文です。 

2行目では、作成/更新する CONFIG . SYS ファイルのドライブ名を指定します。 
4、5行目は、2行目で指定したドライブの CONFIG . SYS ファイルを作成/更 
新するための情報です。該当するドライブに存在する CONFIG . SYS ファイルに、 
これらのコマンドに関する記述がなかった場合は、 4、 5行目の内容が追加され 
ます。また、同じコマンドが記述されていても、その設定値が4、5行目よりも 
小さい場合は、4、5行目の内容に置き換えられます。 

3行目は、 MULTIPLAN の実行時だけに必要なキャラクタ系デバイスドライバ 
を記述した、、固有環境ファイル"のファイル名を示しています0この例では、起 
動ディスクのディレクトリ MP 中の 、、 MP . DEV " ファイルを固有環境ファイルと 
しています。 

5行目は、この MP . DEV ファイルの内容の記述です0 
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(4) MENU ブロック 

このブロックでは、メニューファイル、、 MENU . MNU " を更新しています。 
MENU ブロックの1行目は、ブロック宣言文です。 

2行目は、 MENU . MNU ファイル （MENU コマンドの デフォルトのメニュー 
ファイル）のあるドライブを指定しています。 

3、4行目は MENU . MXU ファイルに追加する内容に関する記述です。3行 □ 
はメニュー項目メッセージで、メニュー選択画面に表示されるメニュー項目です。 
4行目は 、 MENU コマンドが 実行する コマンド イメージです。この例では、メニ 
ュー項目の 、、 MULTIPLAN の実行"を選択すると、 、'¥ MP ¥ MPX . BAT "とい 
うバッチファイルが起動するように記述しています。 

(5) EXIT ブロック 

このブロックでは、登録作業の終了時の処理を記述します。この例では、登録 
処理が正常に終了したことを示すメッセージを表示しています。 

(6) END ブロック 

このブロックは 、 SETUP . INI ファイルの終了を示しています。 SETUP コマン 
ドは、このブロック（ブロック宣言文のみ）に達すると処理を終了します。 


■ MPX. BAT 


このファイルは、 MENU コマンドによるメニュー画面から、 MULTIPLAN を 
起動するためのバッチファイルです。アプリケーションディスクで供給され 、 SETUP . 
INI ファイルの MOVE _ AP ブロックで、アプリケーションを登録する運用ディスク 
のディレクトリにコピーされます。バッチファイルの内容は以下のとおりです。 

ADDDRV ¥MP¥MP.DEV 
CD ¥MP 
MP 

CD ¥ 

DELDRV 

1 行目は、 MULTIPLAN の実行に必要なキャラクタ系のデバイスドライバを口 
ードするものです。 ADDDRV コマンドは、指定された固有環境ファイル 、、 MP • DEV " 
( MULTIPLAN の登録時に作成）の内容に従って、デバイスドライバをメモリに 
ロードします。 

2行目は、カレントディレクトリを 、、¥ MP " に変更します。 

3行目は、 MULTIPLAN を実際に起動します。 

4行目は、 MULTIPLAN の終了時に、カレントディレクトリをルートディレク 
トリに戻します。 

5 行目は、 DELDRV コマンドに よって、 ADDDRV コマンドでロードした デバ、 
イスドライバを取り除きます。 
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6.5動作環境のチェック- CHKENV 

アプリ ケーションが 実行できる環境であるかどうかを調べるために、 CHKENV 
コマンドが 用意されています。 CHKENV コマンドは、 アプリ ケー シ ョンの 動作条 
件を記述した、、動作条件ファイル〃とシステムの現在の環境を比較して、アプリ 
ケーション を起動できる環境であるかどうかを調べ、その結果を終了 コード （ェ 
ラー レベル）で返します0 

CHKENV コマンドは、次の 3 種類の条件を調べることができます。 

• MS-DOS のバージョン 

• メインメモリの実装量 
• ドライブ数 

調べた結果は、次のような終了コードで返されます。 

終了コード= 0 条件を満たしている（アプリケーション起動可） 

0以外 条件を満たしていない（アプリケーション起動不可) 

動作条件ファイルは、 SETUP . INI ファイル中の ENV ブロックの記述によって 
作成されます。たとえば、前述の MULTIPLAN の SETUP . INI ファイルの例では、 
MENU ブロックの後ろに次のような ENV ブロックを挿入すると、動作条件フアイ 
ルが作成されます。 


REM ENV . 

. ⑴ 

%3¥MP¥MP . ENV …… 

.(2) 

V>=0310 


M>=256 . 

.(3) 

D>=2 



(1) は、ブロック宣言文です。 

( 2 ) は、作成する動作条件ファイルのファイル名です 0 パス 名を用いることもで 
きます。この例では、 システムディスク（％3) の ディレクトリ、' MP " に'' MP . 
ENV " というファイル名で作成されます0 

(3) の3行は、調べる操作条件です。この部分はそのまま動作条件ファイルに書 
き込まれます。ここで調べている条件は、次の3項目です。 

• MS - DOS のバージョンが 3. 10以上であるかどうか。 

• 実装メインメモリが 256 K バイト以上であるかどうか。 

• ドライブが2台以上あるかどうか。 
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CHKENV コマンドを利用して動作条件を調べ、条件を満たしている場合だけ 
MULTIPLAN を起動するには、前述のノマッチファイルを次のように書き換えます。 

変更した MPX . BAT ファイル 

CHKENV ¥MP¥MP. ENV ……動作条件を調べる 
IF ERRORLEVEL 1 GOTO END 

. 終了コードが0以外ならラベル END へジャンプ 

ADDDRV ¥MP¥MP. DEV ……終了コードが0なら MULTIPLAN を起動 

CD ¥MP 
MP 

CD ¥ 

DELDRV 
: END 


6.6 ブランクディスクのメッセージ出力 

MS - DOS システムファイル （10 . SYS 、 MSD 0 S . SYS ) を含まないブランクデ 
ィスクで、簡単な画面表示を行わせることができます。 

ブランクディスクとは、データディスク上にシステムファイル用の領域（ダミ 
ーファイル）を確保してあるディスクで、あとから SYS コマンドでシステムを転 
送することよりシステムディスクとして使用できます。 

メッセージ表示機能を追加したブランクディスクを起動した場合、下記のよう 
にメッセージを表示することができます。 


弊社の製品をお買しゝ上げしゝただき、まことにありがとうこ • ざいます。 

本製品をお使いいただくためには PC-9801 シリーズの MS-DOS(Ver 
X. XX) が必要です。 

詳しくは本製品添付の X X X マニ ; ！アルをご覧下さい。 
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6.6 ブランクディスクのメッセージ出力 


■メッセージ出力の方法 

上記のようなメッセージを表示させるには、次のような手順で作業します。 

• ブランクディスクを作成する。 

•メッセージ出カプログラムを作成する。 

• ブランクディスクにメッセージ出カプログラムを登録する。 


ブランクディスクの作成 

ブランクディスクを作成するには、 FORMAT コマンドの /B スイツチを使用し 
ます。 


FORMAT 〈ドライブ名 〉 /B 

/ B スイッチを指定してフォーマットしたフロッピィディスクには、 124 K バイト 
のダミーファイルが作成されています0 

メッセージ出カプログラムの作成 

メッセージ出カプログラムを作成するには、まずメッセージデータの作成が必 
要です。メッセージデータ作成プログラムのサンブル （ MAKEDAT . C ) を例に 
あげて説明していきます (MAKEDAT • C のソースイメージは次の6 . 7「ブランク 
ディスク用サンプルプログラム」にあります）。 


(1) MAKEDAT . C をコンパイルし 、 MAKEDAT • EXE を作成する。 

(2) エディタなどで画面表示用テキストファイル（ここではファイル名を SAMPLE . 
TXT とします）を作成する。 

(3) 次のように MAKEDAT . EXE を実行し、メッセージファイル（ここでは MES • 
DAT とします）を作成する。 

MAKEDAT SAMPLE.TXT 

以上のようにして作成したメッセージデータ （ MES . DAT ) をメッセージ表示 
プログラム（ここでは MES . ASM とします）とともに下記の例の通りアセンブル、 
リンクし、実行形式のファイル （MES . PRG ) を作成します （MES . ASM のソー 
スイメージは次の 6. 7「ブランクディスク用サンプルプログラム」にあります）〇 

MASM MES : 

LINK MES ; 

EXE2BIN MES MES • PRG ; 
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メッセージ出カプログラムのブランクディスクへの登録 

前の操作で作成した MES • PRG を SYMDEB コマンドを利用して、ブランクディ 
スクに書き込みます（次の例はドライブ B にあるブランクディスクに MES . PRG 
を書き込む場合の操作例です）。なお、 SYMDEB コマンドによるディスクへの書 
き込みの際に操作を誤ると、他のドライブのディスクの内容を壊してしまう場合 
がありますので十分な注意が必要です。 SYMDEB コマンドの使い方について詳し 
くは『プログラム開発 ツールマニュアル』 を参照してください。 

(1) SYMDEB を起動し、 MES.PRG をメモリに読み込みます。 

SYMDEB MES.PRG 

(2) 書き込むセクタ数を決めます。 

書き込むのに必要なセクタ数は、 MES . PRG のファイルサイズを論理セクタ長 
で割った数（小数点以下切り上げ）となります。 MES.PRG のファイルサイズは 
SYMDEB 起動後、 CX レジスタに格納されていますので、 R コマンドで確認してく 
ださい。 


注意 

_論理セクタ長はディスクのタイプによって異なります。 

1 M バイトタイプの場合 . 1論理セクタは1024バイト 

640 K バイト/ 720 K バイトタイプの場合…- • 1論理セクタは512バイト 


MES . PRG のフアイルサイズが4302バイト （ R コマンドで確認した CX の内容が 
1 C 0 EH ) の場合、書き込むセクタ数は次のようになります。 

論理セクタ長が 1024 バイト (400H) の場合 
4302 + 1024 = 4.2 . セクタ数は 5 となります。 

論理セクタ長が 512 バイト (200H) の場合 

4302 + 512二 8. 4 . セクタ数は9となります。 

(3) ブランクディスクに MES.PRG を書き込みます。 

SYMDEB の W コマンドを使用して MES . PRG をディスクに書き込みます。書き 
込むディスクのタイプによつて書き込みを開始する位置が異なるため、タイプご 
とに説明します。 
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1M バイトタイプ（書き込みセクタ数 = 5 ) の場合 
W 1001 B 5 

720K バイトタイプ（書き込みセクタ数 = 9 ) の場合 
W 1001 E 9 

64 0K バイトタイプ（書き込みセクタ数 = 9 ) の場合 
W 1001 C 9 

これでブランクディスクに MES . PRG が書き込まれました 。 Q コマンドで SYMDEB 
を終了すれば作業は終了です。 


6.7 ブランクディスク用サンプルプログラム 


■サンプルプログラムの作成手順 


MAKEDAT.C 
— I 


C コンパイラ 


リンカ 


MAKEDAT.EXE 


(SAMPLE.TXT) 

_I_ 


MAKEDAT 


MES. DAT 


(イン クルー ド 

ファイル） 


MES. ASM 


マクロアセンブラ 


丄 


リンカ 


EXE2BIN 


MES.PRG 


SYMDEB 


(ブランクディスクへの 
書き込み） 
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第 6 章アプリケーションプログラムの登録 


SETUP 


f P rin t f ( f p2 / 
fp2 • ,, 0%02XH" 
«count++ == 9 ) 
out_count s 0 ； 


'*¥n¥x09DB 

•し"）： 
t d a t )； 


i f ( out 

else 

f p r i n t f 
if ( ou 


tfdefine ERR 


〔-2) 


i n t 
FILE 


out.count； 
木 f p 2; 


i n t c h k d i c () 


union 


REGS 


* e g s ； 


regs.x.ax = 0 ； 
regs.h.cl = 224; 
in 186 ( 220 / & r e g s / & r e g s ); 
r e t u r n C regs.x.ax ); 


s pc ( count ) 

unsigned in t coun t 


i n t 
f o r ( 


0 


< ( 


ou t d a t ( 32 ) 
o u t d a t ( 0 )； 
} 


ou t d a t( d a t ) 

unsigned i n t 


d a t ； 


<s t d i o . h> 
<ctype.h> 

く jctype•h> 
<d o s.h> 


■ MAKEDAT.C 


/ 氺 木 / 

/木 FILENAME : MAKEDAT %l 

/ 氺 _ 木 / 

1% FUNCTION :画面用表示データの生成 木 / 

/氺 MAKEDAT は、エディタなどで作成した画面 木 / 

/木 イメージをアセンブラ（後述の MES.ASM) 木 / 

/木 のインクルードファイルに変換します。 %! 

/氺 木 / 

/氺 MAKEDAT は漢字コードの変換のために、 NECxxx . 木 / 

/本 DRV の機能 (INT#220) を呼び出します。 木 / 

/木 そのため MAKEDAT を動作させるときには、 NEC 木 / 

/本 xxx. DRV がインストールされていなければなり 木 / 

1% ません。 木 / 

/木 氺 / 





6 6 6 6 
d d d d 
u uuu 

ccc c 
n nnn 

林林林 
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6,7 ブランクディスク用サンプルプログラム 


r e g s . x . a x - 
r eg s.h.c I = 
int86( 220 
if ( r eg s . x 


case 1 


default ： 

p rin t f ( "¥07unprintable error I !¥ n ")； 
e x i t ( 0 x f a )； 


return( regs.x.ax ); 


! !¥n"); 


if ( ( 0x09 <= cl)&& ( cl <=0x0b )) 
re t-va I = 0x f f ； 

else 

{ 

c2 += 0x80 : 
outdat( cl )； 
outdat( c2 )； 

} 

r e t u r n ( r e t _ v a I )； 


unsigned int s j is _ j is( c ) 
unsigned int c; 


union REGS r e o s ； 


case 6: 


-0x20 ； 


unsigned k g e t c ( 
FILE 


swi tch( reos.x.ax ) 


{ 

unsigned int cl / c2: 


a_ou t ( c ) 

unsigned int 


c ； 


o u t d a t ( c )； 
ou t d a t ( 0 )； 


char k_ou t ( c ) 

unsigned int 


unsigned int 
char(ret_val 〕 


cl 
0 ； 


c2 ； 



s 

o 

G ) 

r 

& 0 
/ II 

s 

o o 

4 - - 

•, 4 & f 
c 2 c 


d 


T ) 
0 

¥ b 


t ( 
n t 


V 

R 

D 


D ; 
T ) 
0 

¥ c 


t ( 
n t 


8 f • # : 
f \y \y 
> X 

>012 
c c 

c & 

/l\ /l\ 

(c t t 
a a 

H H d d 
t t 
1 2 u u 
c c o o 
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第 B 章アプリケーションプログラムの登録 


SETUP 


" ¥07 Usage : makedat < t ex t f i Ie>¥n )； 
f f )； 


if ( 0 *= chkdic ()) 


pr i ntf ( "¥07Not installed NECxxx.DRV ! !¥n M )； 
ex i t ( 0x f 9 )； 


if ( ( fPi 


f o p 9 n C 木 + + argv / "r t M )) 


NULL ) 


i n t f ( stderr / "can’t open %s.¥n" / 木 argv ); 


else 


.dat" / "wt")) 


NULL ) 


if ( ( fp 2 = f o p en ( "me s 
{ 

f p r i n t f ( stderr / "can't open mes.dat¥n"); 
} 


if ( c > 255 ) 


if ( EOF I s (cl=ae tc C f p ))) 
{ 

if ( iskanji( cl)) 


r e t u r n cl; 


m a i n C a r g c / a r g v ) 


if ( EOF I= ( c2 = oetc ( f p ))) 
cl=c1 木 256 + c2 ； 

else 

cl=ERR ； 


i n t 
char 


a r o c ； 

氺氺 a rgv; 


FILE 氺 fpl; 

unsigned in t c ； 

in t count 

out-count = 0; 


line 


0； 


p r i n t f ( "Make Data Utility 
i f ( a r a c ! = 2 ) 


Ver1.1¥n¥n M 


n t 


ii 


6 

s ( 

Me 


R k 
R a 0 
Eel 


t + i 
(n 0 t 
c u n n 
polo 
’sc I c , 


2 
p ii 


p h 
{ fw 




j 2 
I 

s II 
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6.7 プランクディスク用サンプルプログラム 


"0 了％ s is too large ! ¥n" / 氺 argv )； 
f e )； 


r i n t f ( fp2 / 


else 


else 

} 


cou nt + + ； 


a_ou t ( c )； 
coun t + +； 


"¥nMS6E ： ¥n M ) 


else 


i f ( c 


ERR ) 


p r i n t f ( "¥07 Invalid character in 
p r i n t f ( "¥n f ai I to make da t a.¥n" 
e x i t ( 0 x f d )； 


else 


e x i t ( 0 )； 


p r i n t f ( "Complete ! ¥ n ").' 



•# •/ 5 
))2 

21 > 
p p 
f f 8 
n 

/V /l\ i 

60 I 
s s 
o o ( 


p c c f 
f f f i 
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第 6 章アプリケーションプログラムの登録 


SETUP 


初期化 


SAMPLE : 

XOR 

MOV 


AX, AX 
ES/AX 
AX,CS 
DS/AX 
SS/AX 

SP,OFFSET STKE 
AX/0A00H 
18H 


:スタックエリアのセ 
;CRT モードのセット 


■ MES. ASM 

；氺氺氺氺氺本本本木氺氺氺氺氺氺氺氺氺木本氺氺氺木木本本氺氺木木氺氺木木氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺木木氺氺氺氺氺氺氺 


氺 

FILENAME : MES * 

本 

FUNCTION : 丨 0. SYS のダミーファイル * 

メッセージを表示したあとキー入力待ちに 木 

なり、キーを押すとリセットする 0 木 

* 

INCLUDE F I LE として MAKEDAT で作成したメッセ 木 

ージファイルを使用する 0 氺 

氺 


• 卞 山 ナ す卞 十 / 卞 \L* / v|/ 卞 ^1/ ず v|/ 山 ケ 十卞卞 ナ す卞卞す \jy 卞 ヤ す\|/卞 ヤ す\|/ナす \|y 卞す\|/卞 ヤ す卞卞ナずす卞 ヤ ず>|/卞 ^1/ 卞 オ卞 ^1/ 木木 ^1/ 

CSEG SEGMENT BYTE PUBLIC •CODE• 

ASSUME CS ： CSE6/DS : CSEG 


AH,16H 
DH/0E1H 
D し / 20H 
18H 


; テキスト画面の初期化 


;グラフィック画面を表示しない 

MOV AH/41H 

INT 1 8H 

;テキスト画面の表示開始 

MOV AH/0CH 

INt 18H 

;システムボートを見る 


X0R 

AX, AX 

MOV 

DS/AX 

MOV 

BX/0501H 

MOV 

AX/[BX] 

AND 

AX/8 

PUSHF 

JZ 

し丨 NE25 


L INE31 : ，•ハイ レゾモード 

; 31 行モードにする 


MOV 

AH/0AH 

MOV 

AL/10H 

INT 

18H 


V V V V V T 
〇 〇 〇 〇 〇 N 
M M M M M I 


V V V T 
〇 〇 〇 N 
M M M I 
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6,7 ブランクディスク用サンプルプログラム 


そのまま 
0E 02100 H から 


: テキスト画面は 0A0000H かり 


:カーソルを 消す 


MOV 

AH/1CH 

MOV 

AL/80H 

MOV 

D し， 0BH 

XOR 

DH/DH 

INT 

18H 


し INE25: 


メッセージ表不 


: テキスト VRAM のアドレスを得る 

MOV BX/0A000H 

POPF 

PUSHF 

JZ NORMA し 

HIRES: MOV BX,0E000H 

NORMAL : 

;MSG をテキスト画面に転送 


MOV 

AX.CS 


MOV 

DS/AX 


MOV 

SI.OFFSET 

MSG 

MOV 

ES.BX 


XOR 

DI/DI 


MOV 

CX/OFFSET 

MS6E 

SUB 

CX,S 1 


C し D 
REP 

MOVSB 



転送バイト数の計算 


キ 

一 

入力待ち 


キー 

ボ 

ードの初期化 



MOV 

AH.03H 



INT 

1 8H 

キー 

の読みだし 




XOR 

AH.AH 



INT 

1 8H 

テキ 

ス 

卜画面の表示停止 



MOV 

AH/0DH 



INT 

1 8H 

9 

セ 

ットする 



POPF 


JZ 

NORMAL_R 

MOV 

AL/0BH 

OUT 

37H/AL 

XOR 

AX/AX 


レゾモ 


らら 
なな 
K K 

二 

モモ 

ルゾ 

マレ 
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第 6 章アプリケーションプログラムの登録 


SETUP 


MOV DS/AX 

JMP DWORD PTR CS : RESET 


NORMAL^R ： 

IN AL/35H 

TEST A し / 0A0H 

JNZ SHUTDOWN 

JMP DWORD PTR CS：RESET 

SHUTDOWN ： 

XOR A し/八し 

OUT 0F0H,AL 

HLT 


データエリア 


RESET DW 0.0FFFFH 

STK DW 100 DUP (0CCH) 

STKE EQU $ 


; リセットアドレス 
，•スタックエリア 


INCLUDE MES.DAT 


CSE6 ENDS 
END 
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第 


sac ： 


メニユ 


7.1 イントロダクシヨン 


■ MENU とは 

MENU とは、あらかじめ用意されている機能をユーザーにわかり易く表示し、 
その中からユーザーの目的に合ったものを選んでいただくためのものです。 

少しでもコンピュータシステムを知っている人が、あらかじめユーザーの目的 
に沿った機能を選び出し、、、メニュー"として示すことができれば、初めてのユー 

ザーには利用しやすくなります。 

MENU コマンドは、このような目的のために用意されたものです。 

■ MENU の特長 

. コマンドの名前や使い方を知らなくても使うことができます。 

•少ないキー操作で使うことができます。コマンド名などを1文字ずつタイプし 
なくても、矢印キーを使って入力することができます。 

• メニューから選択せずに、直接コマンドを入力することもできます。 

•メモリ容量が許される範囲において、階層的なメニューにすることができます。 

• 頻繁に使用されるものを選びやすいようにメニューを自動的に編集します（学 

習機能)。 

• メニューファイルはエディタを用いて簡単に作成できます。 

• ドライブ選択、パス選択、ファイル選択に、仮パラメータの指定ができます。 






第 7 章メニュー 


7.2 MENU の起動 


MENU コマンドの起動方法は、次の通りです。 

MENU [<d : >] [〈パス名〉][〈メニューファイル名〉] [/ L ] 

MENU コマンドの 起動には、 メニューメッセージと 起動 コマンドが 記述されて 
いるメニューファイルの 指定が必要です。 メニューファ イ ルのファ イ ル 名を省略 
した場合は X ' MENU . MNU 〃 になります。 / L スイ ッチが 指定された場合は、学習 
機能が働き、頻繁に使用す るメニュ ー項目を メニューファ イ ルの 先頭に移します。 

MENU コマンド が起動すると、メニューファイル名で指定されたファイルが、 
メニューファイルの形式であるかどうか調べます。指定されたファイルがメニュ 
ーフ ァイルの形式と異なる場合は エラー メ ッ セージを表示して、処理を終了しま 
す。指定されたファイル形式が正しければ、メニューファイルの内容に従って、 
次のようなメニュー画面を表示します。 


MS-DOS 3.30コマンドメニュー（コマンド選択）」/ 4 Menu vX.XX 

F1 膝 SSffia 麵秘 

F2 アブリケーシヨンソフトの登録 
F3 ファイル名一覧の表示 
F4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期^ 

F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

F6 システム環境の変更 
F7 システムファイルの_ 

F8 メニューの編集 
F9 メニューの終了 

[□本語 MS — DOS (Ver 3. 3 D ) を紹介します. 

矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 



備考：この章の画面の例は、すべてノーマルモードの場合です。 
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7.3 メニュー画面のキー操作 


7.3 メニュー画面のキー操作 

メニュー 表示中のキーの操作は、次のようになります。 

• f STOP 1 キー または 「CTRL j + [(Q キー 

直前の選択メニューに戻ります。コマンド選択メニューで入力された場合は MENU 
コマンドを終了します。 

• キー または [CTRL] + IM J キー 

メニューカーソルが 位置する メニュー 項目のデータを コマンドラインに 挿入し 
ます。また コマンドライン 表示域にデータを表示します。 コマンドライン中に 仮 
パラメータが 見つからない場合は、 コマン ドを実行します。 

• r 7 ! キーまたは 1 CTRL] + [ H] キー 

1行に複数の メニュー 項目を表示している場合に、 メニュー カーソルを左側の 
メニュー 項目へ移します。 メニュー カーソルが左端に位置する場合は、1行上の 
右端へ移します（ファイル選択画面とドライブ選択画面でのみ有効です）。 

• キーまたは r cTRL i +r L ] キー 

1行に複数の メニュー 項目を表示している場合に、 メニューカーソルを 右側の 
メニュー 項目へ移します。 メニューカーソルが 右端に位置する場合は、1行下の 
右端へ移します（ファイル選択画面とドライブ選択画面でのみ有効です）。 

• rn キーまたは 丨 cTRL i +r j ] キー 

メニュー カーソルを下部の メニュー 項目へ移します 0 

メニュ ー カ ー ソルが最下段に位置する場合 

コマンド選択画面、パス選択画面 . メニュー項目の表示を次の 

1ページ分に変更します。 

ファイル 選択画面、ドライブ選択画面 . メニューカーソルを 右側の 

最上段のメニュー項目へ移 
します。 


最後のページを表示している場合は変更しません。 
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• rn キーまたは [ ctrl j +fiTi キー 
メニューカーソルを上部のメニュー項目へ移します。 


メニューカーソルが最上段に位置する場合 


コマンド選択画面、パス選択画面… 
ファイル選択画面、ドライブ選択画面 


メニュー項目の表示を前の 
1ページ分に変更します。 
メニューカーソルを左側の 
最上段のメニュー項目へ移 
します。 


先頭のページを表示している場合は変更しません。 


• 1111 J f f， 2 ) キー • （ ••• If. 12 丨 キー（ハイレゾリューションモードのみ ) ) 

メニュー項目の左側に表示されている、ファンクションキー1 f f -2 ) …… ） 
を押すことによつて、そのコマンドをすぐに実行します（コマンド選択画面での 
み有効です）。 

これ以外のキー操作が行われた場合は、直接入力と見なし、入力されたデータ 
をそのままコマンドラインに揷入します。直接入力での特殊なキー操作は次の通 
りです。 


• [ DEL j キーまたは 厂 BS) キー 

直接入力された直前のデ'ータを削除します。 

• 、、％" ( [SHIFT ) + キー ) 

仮パラメータとなります。、、％"そのものを直接入力する場合は、、％%"と連続 
で入力する必要があります。 

• 、、！ " [SHIFT ) + ( 1 〕キー 

次のようなコマンド実行後のキー入力待ちメッセージが不要の場合は、リター 
ンキー入力の直前に、このキーを押してください。コマンドが終了すると、すぐ 
にコマンド選択画面に戻ります。 

コマンド選択画面に戻ります 

準備ができたら、どれかキーを押してください 

























7.4 サンプルオペレーション 


7.4 サンプルオペレーション 

基本的な MS - DOS コマンドを使用するための 、'SAMPLE . MNU 〃 ファイルを 
使用して、実際に MENU コマンドを操作してみましよう。 

まず、次のように入力して MENU コマンドを起動してください。 

MENU SAMPLE 

MENU コマンドは 、 SAMPLE . MNU フアイルの内容に従って、次のようなコ 
マンド選択画面を表示します。 


( 1 )- 


( 2 )- 


メニュー T タイトル例 NEC 日本電気 （コマン▼ド選択） 




(3) 


-(4) 


Menu T vX.XX 


( 10 ) 


甲^■ 卯ね ! M - 

F 2 論理装置の割り当て変更 ( PR=SCREEN ) 
F 3 CTRL 十 C 中断機能の設定 （ ON ) 

F 4 CTRL + C 中断機能の^ ( OFF ) 

F 5 ディスクの状態検査 

F 6 MENU の終了 

FT ファイノレのコピー（パス指定） 

F 8 ファイルのコピー（ファイル指定） 

F 9 日付の表示と設定 - 


-(5) 





ASSIGN C0=PRINTER 


-(7) 


(6 ) 丨コンソール出力をブリンタに割り当てます •+( 8 ) 


矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してくださ 9) 


■コマンド選択画面 

コマンド選択画面の各部につレゝて説明します0 

(1) メニュータイトル 

メニューファイルのタイトルレコードで指定されたタイトルメッセージを表示 
します。 
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(2) 選択識別 

メニュー表示している項目を示す選択識別を表示します。選択識別には次の種 
類があります。 


コマンド選択 
ドライブ選択 


起動コマンドの選択メニュー 
ドライブ名の選択メニュー 
パス名の選択メニュー 


パス選択… 
ファイル選択 


ファイル名の選択メニュー 


(3) メニューページ 

メニュー表示している項目のページ数を表示します。 

(4) MENU バージョン 

MENU コマンドのバージョンを表示します。 

(5) メニュー項目表示 

メニュー項目を表示します。このメニュー項目の表示形式は、選択識別により 
異なります。 

コマンド選択の場合 

1ページ分として、最大9 (ハイレゾリューションモードでは 12) 項目を1行間 
隔で表示します。ここで表示する項目は、メニューファイルのメッセージコマ 
ンドレコードで指定されたものです。メッセージコマンドレコードのレコード 
数が9 (ハイレゾリューションモードでは 12) レコード以上ある場合は、複数 
のページに分割して表示します。 

ドライブ選択の場合 

1ページ分として最大26個のドライブ名を表示します。 

パス選択の場合 

1ページ分として最大15 (ハイレゾリューションモードでは 21) 個のパス名を、 
コマンドラインで指定されたパスに従って、相対パスで表示します。 

ファイル選択の場合 

1ページ分として最大85 (ハイレゾリューションモードでは 115) 個のファイル 
名をコマンドラインで指定されたパスに従って表示します。 

(6) カレントドライブ 

システムが認識しているカレントドライブを表示します。表示形式は、コマン 
ドプロンプトと同様です。 






7.4 サンプルオペレーション 


(7) コマンドライン 

コマンドの入カイメージを表示します。メニューカーソルが位置する項目のコ 
マンドデータ部分をリバース（反転）して表示します。 

(8) ヘルプメッセージライン 

現在選択されているメニュー項目の説明を表示しています。コマンド選択画面 
でのみ表示します。 

(9) メッセージライン 

MENU コマンドからのメ ッ セージを表示します。 

(10) メニューカーソル 

現在選択されているメニュー項目をわかりやすく示すためにリバース（反転） 
して表示します、これをメニューカーソルと呼びます。 

■メニューカーソルの 移動 

矢印キー （[ Ti 〔 n (-11-))を使って、メニューカーソルを移動してみま 
しょう。 

厂丁^キーを使って、 メニュー カーソルを、'日付の表示と設定"に移してみます。 
メニュー カーソルの移動にともなって、コマンドラインの表示が変ることに注目 
してください。これは、 MS-DOS のコマンドを実行するときに入力するイメージ 
を表しています。、、日付の表示と設定"までメニューカーソルを移動すると、画面 
下部は次のようになります。 


F 7 ファイルのコピー （パス指定） 

F 8 ファイルのコピー（ファイル指定） 
F9 挪 



現在の日付を表示，変更します. 


矢印 キーで 項目を選択し、 リターンキーを 押してください 


■選択したコマンドの実行 

リターン キーが 押されると、 メニュー カーソルで選択されたコマンドを実行し 
ます。 

、、日付の表示と‘設定"では、 DATE コマンドを起動して、次のような画面にな 
ります。 
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A>DATE 


習 ■ 


欺て〇〇です • 


正しい日付を入力してください（日付が合っている場合はリターンキーを押し 
ます）。 DATE コマンドの実行が終わると、 MENU コマンドは次のメ ッ セージを表 
示します。 


コマンド選択に戻ります 

準備ができたら、どれかキーを押してください 

どれかキーを押すと、最初のコマンド選択画面に戻ります。 

■ MENU コマンドの終了 

MENU コマンドを終了するには、次のどちらかの方法を使います。 

• コマンド選択画面で、 、 X MENU の終了"を選択する。 

• コマンド選択画面で 〔 STOP 丨キーを押す。 


■ドライブ選択画面 

コマンドラインにドライブ指定の仮パラメータ（％:)がある場合、 MENU コ 
マンドは、 MS - DOS が認識しているドライブ名をすべてメニュー項目として次の 
ように表示します。 


メニュー•タイトル例 NEC 日本電気 （ドライブ選択）レ1 Menu vX.XX 


SB scsi 固定テ、、ィ又ク tt0 
B : SCSI 固萣 テ、、 ィスク脫 
c ： フ Dit 。 ィ テ'、 ィ又ク m (内薩) 
D ： フ Cb ピィ テ'、 ィ; Wtt 2( 内咸) 
E ： その他 


リターン キーが 押されると、 メニュー カーソルで選択されたドライブ名で％: 
を置き換えます。 I STOP ) キーが 押されると、ドライブ選択を中断して、コマンド 
選択画面に戻ります。 


320 
















7.4 サンプルオペレーシヨン 


■パス選択画面 

コマンド ラインにパス指定の仮パラメータ、、％¥〃 がある場合、 MENU コマン 
ドは直前に指定されているディレクトリからパス名をメニュー項目として次のよ 
うに表示します。 


メニュー•タイトノ嘲 NEC 日本電気 （パス選択）レ 1 Menu vX.XX 


現在のパス SE 
DOS 


リターンキーが 押されると、 メニューカーソルで 選択されたパス名で、 x %¥ 〃を 
置き換えます。また、スペース キーが 押されると*%¥〃 を削除します。 

f STOP j キーが押されると、パス選択を中断してコマンド選択画面に戻ります。 


■ファイル選択画面 

コマンド ラインにファイル指定の仮パラメータ、、％."がある場合、 MENU コ 
マンドは 直前に指定されているディレクトリからファイル名をメニュー項目とし 
て、次のように表示します。 


メニュー•タイトノ嘲 NEC 日本電気 （フアイノ隨択）1/1 Menu vX.XX 



nENU.nNU 

SETUP.DEF 

NECAI.SVS 

NECDIC.SYS 

CONFIG.SYS 

AUTOEXEC.BAT 


リタ ーンキーが 押されると、 メニューカーソルで 選択され たファイル 名で、、％.〃 
を置き換えます 0 ファイル 名が存在しない場合は、 ファイル 名をキーボードから 
入力してください。また、 スペースキーが 押されると*%•"以降を削除します。 

f STOP j キーが押されると、 ファイル 選択を中断して、 コマンド 選択画面に戻り 
ます。 
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■直接入力との組み合わせ 

メニュー項目の中に目的とするものがなかったり、新しいファイル名などの指 
定が必要な場合は、直接キーボードから入力することができます。 

たとえば、 SAMPLE . MNU にないコマンド、、 TREE " を起動する場合は、コマ 
ンド選択画面で次のように入力してください。 

TREE 

MENU コマンドは TREE コマンドを起動します。 


7.5 メニューファイル 


メニューファイルは、エディタで作成できる簡単なテキストファイルで、次の 
ような構造になっています。 


フアイルの先頭 


ファイルの終了 



各 レコー ドは最大256バイトの可変長 レコー ドで、各 レコー ドの終了 コー ドは、 
CR ( ODH)、LF ( OAH ) の連続する2バイトからなります。 


322 
















7.5 メニューファイル 


■識別 レコー ド 

メニューファイルであることを確認するためのレコードで、メニューファイル 
の先頭に必ずなければなりません。 

また、この識別レコードの内容は必ず次の内容になっていなければなりません。 


% % M E N 

T T 丁 t 个 


U % % CR LF 

T t t t T 


2 2 4 4 4 
5 5 D 5 E 
H H H H H 


5 2 2 0 01 

5 5 5 D A —16 進表現 

H H H H H J 


■コメント レコー ド 

識別レコードの次に、必要であれば、メニューファイルの概要を記述するため 
のコメントレコードを置くことができます。なお、コメントレコードはなくても 
かまいません。 

コメントレコードは、レコードの先頭にセミコロン （；） が必要です。セミコ 
ロン以降の言己述は自由です。 

また、連続していれば、何レコードでも置くことができます。 


注意 

#ファイルの途中に、コメントレコードを置くことはできません0必ず識別 
レコードの次に置いてください。 


■タイトルレコード 

メニュー画面の、メニュータイトルに表示するメッセージのレコードです〇こ 
のタイトルレコードはコメントレコードの次になければなりません0コメントレ 
コードがない場合は、識別レコードの次になります。 

タイトルレコードは1レコードのみで、このレコードの次からメ ッ セージ コマ 
ンドレコードとして扱います。したがってタイトルレコードは省略できません0 


注意 

#メニュー画面のメニュータイトルは、40バイト分の表示領域です。したが 
って41バイト以上のメッセージがある場合は、先頭の40バイト分しか表示 
しません。 
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■メッセージコマンド レコー ド 

タイトルレコードの次からのレコードをメッセージコマンドレコードとして扱 
います。 

メッセージコマンドレコードは、メニュー項目のメッセージとそれに対応する 
コマンド起動イメージを持ったレコードで、次のような構造になっています。 


n バイト 

1 バイ ト 

m バイト 

1バイト 

n バイト 

2バイト 

メニュー 項目 メッセージ 

CTRL + A 

コマンド起動イメージ 

CTRL + A 

ヘルプメツセージ 

CR 

し F 


(01 H ) 


(01 H ) 





省略可能 


、'メニュー項目メッセージ"部分と、、コマンド起動イメージ"と、、ヘルプメッ 
セージ〃に分かれ、その間に1バイトの区切りコード 01 H を持ちます。なお、ヘル 
プメッセージは省略することができます。 

EDLIN で区切りコードの 01 H を入力するには次のように操作します。 

fcTRL j + fV] キーを入力して、続いて A (大文字）を入力する 

メニュー項目表示の1行は、56バイト分です。したがって、57バイト以上のメ 
ニュー項目メッセージは、先頭から56バイト分しか表示しません。 

同様にコマンドラインは78バイトであるため、仮パラメータの展開後に78バイ 
卜を超えないようにしてください。 

ヘルプメッセージの表示は78バイト分です。79バイト以上のメッセージがある 
場合は、先頭の78バイト分しか表示しません。 


注意 

•仮パラメータの展開 後に 79バイト以上となる コマン ドの起動は行いません。 


コマンドイメージ部分には、ドライブ名、パス名、ファイル名を選択で入力す 
ることを示す仮パラメータを記述することができます。 

メ ッ セージコマンドレコードの数は、 1 〜 891 個です。 

MENU コマンドは、実行が終わると次のメッセージを表示してキー入力を待ち 
ます。 


コマンド選択に戻ります 

準備ができたら、どれかキーを押してください 

このメッセージ表示が不要の場合は、コマンド起動イメージの最後（区切りコ 
ード 01 H の直前）に、、！〃 を記述してください。コマンドの実行が終わった後、キ 
一入力を待たずにコマンド選択画面に戻るようにすることができます。 
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■仮パラメータの記述と展開 

メッ セージ コマンドレコードのコマンド 起動イ メー ジ内に、次の記述がある場 
合は、それらをメニュー項目として選択入力することができます。 


% : . ドライブ選択のメニュー画面になり、ドライブ名を選択する 

ことができます。 

%¥ . パス選択のメニュー画面になり、パス名を選択することがで 

きます。 

% . ファイル選択のメニュー画面になり、ファイル名を選択する 

ことができます。 


、、％" そのものを記述する場合は>%%〃 と連続で記述してください。 

記述と展開例 

コマンド起動イメージ記述 . COPY % : %¥ % : %¥ 

各メニューより選択後の展開 . COPY A ： MEMO.TXT B ： 

LETTER . TXT 

各パラメータ以外の部分は、そのまま表示します。 

■マルチプルコマンドライン 

メ ッ セージ コマンドレコードのコマンド 起動イメージ部分には、複数の コマン 
ド 起動イメージを記述することができます。複数の コマンド 起動イメージを記述 
すると、1回のメニュー項目の選択/実行で、それらの コマンド 起動イメージを 
記述順に連続して実行することができます。 

各 コマンド 起動イメージの区切りには、記号の前後にスペース（空白）を 
入れて用います。 xv &" 記号そのものを記述する場合には、 "&&〃 と連続して記 
述します。 

例：ディレクトリ情報を表示して、ディスクの状態をチェックする 

DIR % : & PAUSE & CHKDSK % : 
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■メニューファイル例 


識別レコード 


コメントレコード 


1： X%MENUXX 


3 


5 



15 

16 

17 

18 

19 

20 
21 
22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 
58 

57 

58 

59 

60 
61 
62 

63 

64 

65 

66 
87 
68 


MENU コマンドのファイル形式とキー操作の例です 

(MENU V2.00 用） 

1) ファイル形式について 

メニューファイルの形式は、次の通りです 

| 期 別 レコード XXNENUXX 固定 （必須）| 

| ;コメントレコード （任逭） | 


必ずセミコロン（；〉で始まり、 a 別レコードの商後にのみ 
H くことができます 


1;コメントレコード 

(任怠） 1 

1 :コメントレコード 

(任亩） 1 

1 タイトルレコード 

(必須） 1 

1 メッセージコマンドレコード 

(任 《) 1 

メッセージ 部分と コマン ド起動イ メージ 部分， ヘルプメッセー 
部分は、それぞれ CTRL+A ( Olh ) で区切ります 

1 メッセージ！ |コマンド 

1レコード i Olh 丨 起動 

1 ! 丨イメージ 

1 丨ヘルプ 丨 CR 1 

I Olh 1 メッセージ | / | 

II 1 LF 1 

1 メッセージコマンドレコード 

(任意） 1 

1 メッセージコマンドレコード 

1 lAh 1 

(任 fit ) 1 

注 盘 ：メニューファイルの大きさは1 
いけません 

6 K パイトを 超えては 

キー 操作に ついて 


• メニューカーソルの 移勛 

矢印 キー （ t 1~) 

•キャンセル 

STOP キー 

•コマンドの実行 

Return キー 

• ページの 切り換え 

Roll UP / D 0 IN キー 

•コマンドラインの 削除 

DEL キー 


69行目がタイトルレコードです。 70行目から終わりまでが 

メッセージコマンドレコ ードです 
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7.5 メニューファイル 


タイトノレレコード— ► 

- 69： メニュータイトル例 NEC 日本«気 

70:論理装 B の別り当て変更 （ CO = PR〖NTERrAASSlGN C 0= PRINTER ~ A コンソール出力をブ 
リンタに割り当てます. 

71:綸理装®の釗〇当て変更 ( PR=SCREEN )"AASSIGN PR = SCREEN _ A プリンタ出力をスク 
リーン （ CRT ) に剂り当てます. 

72 :CTR L + C 中断拽能の設定 ( ON ) 'ABREAK 0 N " A ディスクの宙き込み/班み出し 
中の CTRL + C を有効にします. 

73: CTRL + C 中断拽能の設定 （ OFF ) 'ABREAK 0 FF * A ディスクの畜き込み/铳み出 
し中の CTRL + C を無効にします. 

74:ディレクトリの変更 *ACD X : X 1 TA カレントディレクトリを変更します. 

75:ディスクの认舫検査 " ACHK 0 SK X : _ A フ t •イルやディスクの状態を表示します. 

76:画面の消去 _ ACLS 1 画面を消去し、力ーソルを画面左上に移勋します. 

77:日付の表示と»定 " ADATE 1 現在の日付を表示，変更します. 

78:ファイルのコピー（フ r イル指定 ） 'ACOPY X ： X. 指定フ r イルを1個また 

は数烟コビーします. 

79:ファイルのコビー（パス指定 ） —ACOPY %：Xi X :\ rA サブディレクトリ内のファイ 
ルをすべてコビーします. 

80:ファイルの消去（パス指定 ） ‘ADEL X : XrA サブディレクトリ内のフ r イルをすべ 
て消去します. 

81:ファイルの消去（ファイル指定 ） 'ADEL X : X ， A 指定ファイルを1個または数洇消 
去します. 

メ ッ セージコマンド 
レコード 

82:ディレクトリ悄報の表示 "ADIR XTA ディレクトリの内容を表示します. 

83:ディスクのコビー .ADISKCOPY X : X :* A ディスタの内容をすべてコビ_します. 

84:ファイルのダンプ 'ADUMP X ： m .' A ファイルの内容を16進で表示します. 

85:文字列の検索 _ AFIHD /N "string" X:X 代指定フ r イル内の string という文字 
列を捜します. 

86:ディスクをフォーマット（初期化）する * AF 0 RHAT X: / S パフロッピィディスク 
をシステムディスクとして初期化します. 

87:ファンクシ a ンキーの投定 * AKErA フ r ンクシ B ンキーや矢印キーの釗り当てを変 
更します. 

88:ディレクトリの作成、仙 x : xrA サブディレクトリを作成します. 

83:フ r イル名の変更 'AREN % ： XH%. X:X¥X. _ A 指定ファイルのフ r イル名を変更します. 
90:ディレクトリの消去 -ARD X:X!TA サブディレクトリを削除します. 

91:データの並びかえ 'SORT <5；: XYf A 指定テキストファイルの内容を界岍に並びか 
え、結果をコンソールに表示します. 

92: RS -23 2 C バラメータの投定 - ASPEED'AR S - 2 3 2 C の転送スピード，キャ 

ラクタビブト耖，パリティなどを没定します. 

93^ メモリスイッチの更新 -ASWiTCH*A メモリ容 M, プリンタのタイプなどを投定しま 

34:システムフ r イルの転送 _ ASYS X : - A 指定ドライブのディスクへシステムファイル 
を a 録します. 

95:時刻の表示と設定 ITIMEI 現在の時刻を表示，変更します. 

96:ファイル内容の表示 "ATYPE テキストフ7•イルの内容を表示します. 

37 :MS — DOS パージ B ンの表示 _ AVE ! TAMS — DOS のパージ B ン番号を表示しま 
す. 

98:ディスク畜き込み検査の投定 "AVERIFY OfTA デ • ィスク害き込み時のペリファイ指 
定（検査）を投定します. 

93:ディスク書き込み検査の解除 ' AYER 1 FY 0 FF " A ディスク書き込み時のベリファイ指 
定（検 «) を解除します. 

100:ボリュームラペルの表示 " AV 0 L fA ディスクに付けられた名前（ボリュームラべ 
ル）を表示します. 
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7.6 メニュー項目の編集- MENUED コマンド 

参照〇 メニュー フ ァイ MENUED コマンドは、 メニューファイ ルを新しく作成したり、すでにある メニ 

ーフ ィ 7 ル 」 w ューファイ ルの内容の更新などを行うための ュー ティリティです 0 メニューファ 
イ ルは、エディタでも編集することができますが、 MENUED コマンドを利用する 
と、容易に編集することができます。 

MENUED コマンドは、メニューファイルの作成や更新のために、次のような機 
能を持っています。 

•タイトルレコード（メニュータイトル）の作成/変更 

•新しいメニュー項目（メニュー項目メッセージ、コマンド起動イメージ、ヘル 
プメッセージ）の追:6 口や、すでにあるものの削除 

■ MENUED コマンドの起動 

MENUED コマンドの起動方法は、次の通りです。 

MENUED [[<d : >] [〈パス名〉]〈メニューファイル名〉] 

コマンド行でファイル名が指定された場合には、そのファイルが作成や更新の 
対象になります。 

コマンド行でファイル名が指定されていない場合には、次のようなメニューフ 
ァイル名指定画面が表示されるので、ここでメニューファイル名を入力します。 
なお、ファイル名を入力せずにリターンキーを押すと、メニューファイル名は、、 MENU . 
MNU" となります。 


— MENUED コマンド 

メニューフアイノレのネ旨定 


(Jpp V 公 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1988,1991- 


ファイル名： 181 ■雌旧圈 


茲鈕鈐会齡鉍■以 fl 妗 場合は麵屬となります 〕 
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7.6 メニュー項目の編集 


MENUE □コマンド 


■メニューファイルの作成と更新 

コマンド行またはメニューファイル名指定画面で指定されたファイルが存在し 
ない場合には、その名前で新しいメニューファイルが作成されます。また、指定 
された名前のファイルがすでに存在している場合には、そのファイルの更新とな 
ります。 


■編集項目の選択 

メニューファイルの指定が終わると、次のような編集項目選択画面が表示され 
ます。 


MENUED コマンド 
編集項目 


U^r X ^ 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1988,1991- 


フイトルの榀 


メニュー項目の編集 
終了 


觀麵 S ! 漏 


リターンキーを 押してく だ'さい 


この画面では、編集したい項目を選択します。 

、、メニュータイトルの編集"を選択すると、メニュータイトルを作成/変更/ 
削除することができます。 

、、メニュー 項目の編集"を選択すると、メッセージ コマンドレコード （メ ニュ 
一項目メッセージ、 コマンド 起動イメージ、ヘルプメッセージ）を挿入したり、 
削除することができます。 

、、終了"を選択すると、編集されたファイルをディスクに書き出して 、 MENUED 
コマンドの処理を終了します。 
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■メニュータイトルの編集 

編集項目選択画面で、''メニュータイトルの編集〃を選択するか、新しいメニュ 
ーファイルの作成（指定されたメニューファイルが存在しない）の場合には、次 
のような画面が表示されます。 


MENUED コマンド 
メニュータイトルの編集 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 


メニュータイトル： MS-DOS 3. 3 D コマンドメニュー 


省蛣の場合は、リターン¥—のみを押してください 
( ESC キーを押すと処理を中止し、前画面に戻ります） 


注意 

• メニューファイルの作成の場合には、まだメニュータイトルはないので、 
画面には表示されません。 


メニュータイトルを作成したり、変更する場合には、ここで新しいメニュータ 
イトルを入力します。ただし、メニュータイトルは、2個以上作成することはで 
きません。ここで、リターンキーだけを押すと、すでに存在するメニュータイト 
ルは削除されます。 

■メニュー項目の編集 

編集項目選択画面で、 * メニュー項目の編集〃を選択すると、次のような画面が 
表示されます。 
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7.6 メニュー項目の編集 


MENUE □コマンド 


MENUED コマンド Uer. X.XX 

--- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

メニュー項目の編集 

D 本製品のご紹介 （ ご使用の前にお読みください） 

2アブリケーシヨンソフトの登錄 
3ファイル名一覧の表示 
4フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 
5フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアッブ） 

6システム環境の変更 
7システムファイルの転送 


コマンドの選択をします , 

還 5 項學識、 り啟 


リターンキーを押してください 


ここでは、メニュー項目に対して、どのような編集を行うかを選択します。選 
択できる編集コマンドは、画面の下部に表示される''挿入〃 '''削除"ヽ'置換〃 ''終了〃 
の4つです 。 (jH キーで実行したいコマンドを反転表示させてリターンキー 
を押すと、そのコマンドを選択することができます。 

画面には現在のメニュー項目の内容を示すために、各メニュー項目中のメニュ 
一項目メッセージも表示されます。1画面には、最大7個までのメニュー項目が 
表示され、 mrn キーやキーで、次の画面や前の画面を表示する 
ことができます。 

メニュー項目の挿入 

新しいメニュー項目の挿入は、次の手順で行います。ここでは、 MS - DOS の起 
動時に表示されるメニュー画面（メニューファイル名は 、、 MENU . MNU 〃） の4 
番と5番のメニュー項目の間に、新しい項目ヾ固定ディスクの初期化"を挿入す 
る場合を例に説明を行います。 

(1) 新しいメニュー項目を挿入する位置を指定します。これには、 CuuJ キ 
一を使って、挿入したい位置のメニュー項目メッセージの番号 T 5") に 
カーソルを 移動（番号を反転表示）することで指定します。 

(2) 、、挿入"コマンドを選択します0「ご)厂— ） キーでカーソルを ''挿入"に移 
動し（コマンドを反転表示）、リターンキーを押します0 

(3) 、'挿入"が選択されると、次のような画面が表示されます。 
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_MENUED コマンド 

メニュー項目の編集 
メニュー項目メッセージ 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 


コマンド起動イメージ 

ヘルプメッセージ 


挿入 

メ. 

終 


诗32邸？棼？ダカして ください 

ESC キーを押すと処理を中止し、前画面に戻ります） 


以後、この画面を使用して、メニュー項目メッセージ、コマンド起動イ 
メージ、ヘルプメッセージを入力します。 

(4) メニュー項目メッセージを入力します。このメッセージは、日本語（漢字 
やひらがななど）で28文字 （56 バイト）まで入力できます。メニュー画面 
に表示されて、ユーザーが項目を選択するためのメッセージですから、完 
結でわかりやすくします。メニュー項目メッセージが入力されると、次の 
ような画面が表示されます。なお、この項目に何も入力しないで、リター 
ンキーを押すと、編集コマンド選択画面に戻ります。この例では、メニュ 
一項目メッセージとして、、、固定ディスクの初期化〃と入力しています。入 
力後、リターンキーを押すと、画面は次のようになります。 


MENUED コマンド Uer. X.XX 

- - - Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

メニュー項目の編集 

メニュー項目メッセージ 

固定ディスクの初期化 

コマンド起_カイメージ 

ヘルプメッセージ 




hi 77 -fli 

( ESC キーを押すと処理を中止し、刖画面 i 


(例： TYPE README.DOC) 
■に溫 f 卜'、 1 ホ。-屬 








7.6 メニュー項目の編集 


MENUE □コマンド 


參照〇 仮パラメ、 
本章7 . 5「メニ 

アイル」 


夕— (5) コマンド起動イメージを入力します0コマンド起動イメージは、 MENU コ 
マンドで、メニュー項目が選択されたときに実行するコマンドです。コマ 
ンド起動イメージは、78バイトまでの長さで、仮パラメータ（％ :、％¥、 
%.)や特殊記号（&、！）を含むことができます。 

この例では、コマンド起動イメージとして 、 "FORMAT / H " (/ H スイ 
ッチを付けて FORMAT コマンドを起動する）と入力しています。リターン 
キーを押すと、画面は次のようになります。 


MENUED コマンド Uer. X.XX 

--- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

メニュー項目の編集 

メニュー項目メッセージ 

固定ディスクの初期化 

コマンド起動イメージ 
FORMAT 4H 

ヘルブメッセージ 


挿入 


轉1き4-鐘鉸馓％ i 鏟艱ます） 


(6) ヘルプメッセージを入力します。ヘルプメッセージは、メニュー画面の下 
部に表示され、ューザーが選択しようとするメニュー項目を説明したり、 
注意を促します。ヘルプメッセージは、日本語（漢字やひらがななど）で 
39文字 （78 バイト）まで入力できます。ヘルプメッセージが不要なときは、 
何も入力せずにリターンキーのみを押します。 

(7) ヘルプメッセージが入力されると（省略してリターンキーのみが押された 
場合も）、画面下部に確認のメッセージが表示されます。''はい〃を選択す 
ると、画面には再びメニュー項目メッセージの入力画面が表示され、次の 
メニュー項目を挿入しないときは、ここでリターンキーのみを押します。 
また、 （4) 〜 （6) の操作を繰り返すことで、複数のメニュー項目を、揷 
入することもできます。 

メニュー項目の削除 

すでにあるメニュー項目の削除は、次の手順で行います。ヽ'削除"コマンドでは、 
連続した複数のメニュー項目を削除することができます。ここでは、メニュー項 
目の5番、'フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ)"から6番、'シ 
ステム環境の変更〃を削除する場合を例にとって説明を行います。 
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注意 

•この例を実行すると、実際にメニュー項目が削除され、 MS-DOS の起動時 
に表示される初期画面が変りますので注意してください。 


( 1 ) ゃ削除〃コマンドを選択します。丨 一 1丨二]キーでカーソルを、、削除"に移 
動し（コマンドを反転表示)、リターンキーを押します。画面は、次のよう 
になります。 


MENUED コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

メニュ ー項目の •編集 

D 本製品のご紹介（ご使用の前にお読みください） 

2アブリケーシヨンソフトの登錄 
3 ファイノレ名一覧の表 7K 
4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 
5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

6システム環境の変更 
7 システムファイルの転送 


る項目の i 点を選択しまナ 


從を 


を押すと還理を華 f し：前画面 




(2) 削除する範囲の、始点（先頭）のメニュー項目を指定します。 CULl] キ 
一で削除する始点のメニュー項目の番号を選んで(反転表示される）、リタ 
ーンキーを押します。この例では、5番を指定します。始点を指定すると、 
画面は次のようになります。 


§フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 
6システム環境の変更 
7システムファイルの転送 


鮑 1奎 


b ： 減益許てください 








7.6 メニュー項目の編集 


MENUE □コマンド 


(3) 削除する範囲の、終点（終わり）のメニュー項目を指定します 。 LU 

キーで削除する終点のメニュー項目の番号を選んで(反転表示させる）、リ 
ターンキーを押します。この例では、6番を指定しています。終点を指定 
すると、画面は次のようになります。 


§システム環境の変更 
7 システムファイルの転送 


削除 （始点： 5 終点： 6 ) 

よろしいですか _ 、 

( ESC キーを押すと処理を中止し s 前画面に戻ります） 

HMg いいえ 


(4) 削除するメニュー項目の、始点と終点の指定が終わると、画面の下部に削 
除の確認を求めるメッセージが表示されます。本当に削除してよいか、指 
定した範囲にまちがいがないかを確認してください。削除してよいときは、 
、 v はい〃を選択（反転表示）してリターンキーを押します。指定した範囲 
にまちがいがあったときなどは、いいえ〃を選択してリターンキーを押し 
ます。 


メニュー 項目の削除が終了すると。 メニュー 項目の編集画面に戻ります。 

メニュー項目の置換 

すでにあるメニュー項目の置換（修正）は、次の手順で行います。''置換〃コマ 
ンドでは、1回に1つのメニュー項目の内容を修正することができます。 

ここでは、 メニュー 項目の4番、、フロッピィディスク （2 HD ) の初期化〃を、 
いつでもドライブ B で1 M バイトのフロッピィディスクの初期化をするように修正 
する場合を例にとって説明を行います。 

(1) 修正するメニュー項目を指定します。これには、1 Hfl ) キーを使って、 
修正したいメニュー項目メッセージの番号じ4〃）に、カーソルを移動（番 
号を反転表示）することで指定します。 

(2) 、、置換"コマンドを選択します0 (3 13キーでカーソルを、'置換"に移 
動し（コマンドを反転表示）、リターンキーを押します0 

(3) ''置換"が選択されると、次のような画面が表示されます。 
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MENUED コマンド 


メニュー項目の編集 
メニュ ー項目メッセージ 
フロッピイデイスク （2 HD ) の初期化 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988 ， 199 1- 


コマンド起動イメージ 
FORMAT J {: / fl ! 


ヘルブメッセージ 

2 HD のフ□ツビイデイスクを初期化し 、 MS — DOS で使用できるようにします, 


置換 




してくナビさい 


以後、この画面を使用して、メニュー項目メッセージ、コマンド起動イメ 
ージ、ヘルプメッセージを修正します。修正するときには、それぞれの内 
容がテンプレートにコピーされているので、テンプレート機能を利用した 
修正を行うことができます。 

(4) 修正したいメニュー項目メッセージを入力します。このメッセージは、日 
本語（ひらがなや漢字など）で28文字 (56 バイト）まで入力できます。なお、何 
も入力しないでリターンキーを押すと、メニュー項目メッセージは修正され 
ません。 

この例では、 、 X 1 M バイトフロッピィディスク （2 HD ) の初期化"と修正 
しています。リターンキーを押すと画面は次のようになります。 


MENUED コマンド 
メニュー項目の編集 
メニュー項目メッセージ 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 


1 M バイトフ□ツビイデイスク （2 HD ) の初期化 


コマンド起動イメージ 
FORMAT 心41! 


ヘルプメッセージ 

2 HD のフロッピイデイスクを初期化し 、 MS — DOS で使用できるようにします， 


% 卜、'ライフ、、選択’括 A 。 ス g 択 
ノ：リターンキー） ( 


(変更なし 


してください（例 ： TYPE README.DOC) 

n ( 








7.6 メニュー項目の編集 


MENUE □コマンド 


(5) 修正したいコマンド起動イメージを入力します。コマンド起動イメージは、 
78バイトまで入力でき、仮パラメータ（％ :、％¥、％.)や特殊記号（&、！ ） 
を含むことができます。なお、何も入力しないでリターンキーを押すと、 
コマンド起動イメージは修正されません。この例では 、、、 FORM AT B : / 
M " と修正しています。画面は次のようになります。 


MENUED コマンド Uer. X.XX 

- — - Copyright (C) NEC Corporation 1988 ， 1991 - 

メニュー項目の編集 

メニュー項目メッセージ 

1 M バイトフ□ッピィディスク （2 HD ) の初期化 

コマンド起動イメージ 
FORMAT B:41 

ヘルブメッセージ 


2 HD のフロッピィディスクを初期化し 、 MS — DOS で使用できるようにします. 


置 

ヘルプメッセージを入力してください 
(変更なし：リターンキー，章 ag : スへ。-スキ-穹押し、 
( EsC キーによる処理の中止はできません） 


リターンキーを 押してください） 


(6) 修正したいヘルプメッセージを入力します。ヘルプメッセージは、日本語 

(ひらがなや漢字など）で39文字 （78 バイト）まで入力できます。なお、 
何も入力しないでリターンキーを押すと、 ヘルプ メッセージは修正されま 
せん。また、 ヘルプ メッセージを省略したいときは、 スペース キーを押し 
てから、リターンキーを押します。この例では、 、 '1M バイト フロッピィデ 
ィス クを初期化します。〃と修正しています。 

(7) ヘルプメッセージの入力が済むと、画面には、修正の確認を求めるメッセ 
ージが表示されます。 

修正後の内容が正しければ 、I [}- 丨キーでカーソルを''はい〃に移動し 
て r はい〃を反転表示）、リターンキーを押します。画面は メニュー 項目 
の編集画面に戻ります。 

修正した内容にまちがいがあったときは、丨 — I 丨 キーでカーソルを、、 い 
いえ"に移動して r いいえ"を反転表示)、リターンキーを押します。画 
面は、再び メニュー 項百メ ッ セージの置換画面になります。 
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MENUED コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

メニュー項目の編集 

メニュー項目メッセージ 

1 M バイトフロッピィディスク （2 HD ) の初期化 

コマンド起動イメージ 
FORMAT B:41 

ヘルプメッセージ 

1 M バイトフ□ッピイディスクを初期化します. 


置換 

よろしいですか ^ 、 

( ESC キーを押すと処理を中止し、前画面に戻ります） 

feJtH いいえ 


編集の終了 

メニュー項目の挿入や削除や置換が終わったら、、、終了"コマンドを選択します。 
画面は編集項目選択画面に戻ります。 

■ MENUED コマンドの終了 

メニューファイルの作成/更新がすべて終わったら、編集項目選択画面で''終 
了〃 を選択します。 

、、終了〃 が選択されると、画面下部に次のようなメッセージが表示されます。 


MENUED コマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991- 

編集項目 

メニュータイトルの編集 
メニュー項目の編集 


キーを押すと処理を中止します） 


(ESC 


いいえ 


、、はい"を選択すると、 MENUED コマンドが終了し、メニューファイルの内容 
が新しいものとなります。 
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7.7 MENU コマンドのメッセージ 


注意 

籲揷入および置換コマンドではメニュー項目メッセージ、コマンド起動イメ 
ージ、ヘルプメッセージに ascii 制御コード （rs^ + rx] など）を入力 
してはいけません。 

•MENUED コマンドでは、メニューを終了させるメニュー項目は置換できま 
せん。 


7.7 MENU コマンドのメッセージ 

MENU コマンドが表示するメッセージには、コマンドが起動された直後に表示 
するメッセージと、メニュー画面のメッセージ表不域に表示するメッセージの2 
種類があります。 

■起動直後のメッセージ 

ここで示すメッセージはすべて、エラーメッセージです。 

これらのメッセージが表示された場合は、 MENU コマンドは終了します。 

メニューファイルが見つかりません 

指定されたメニューファイルが見つからないことを示します。 

メニューファイルではありません。 

指定されたメニューフアイルの先頭に、識別レコードが見つからないことを示 
します。 


メモリ領域が不足です。 

指定されたメニューファイルを操作するのに必要なメモリ領域が確保できない 
ことを示します。 

COMMAND . COM^< 見つ力、りません。 

COMMAND . COM が、カレントドライブのルートディレクトリ内に見つから 
ないことを示します。 MENU コマンドは、カレントドライブのルートディレク 
トリ内に COMMAND . CO.M を必要とします。 

メッセージ コマン ドレ コー ドが見つかりません。 

指定されたメニューフアイルにメ ッ セージコマンドレコードが見つからないこ 
とを示します。 


339 




第 7 章メニュー 


メッセージコマンドレコードが多すぎます。 

指定されたメニューファイルにメッセージコマンドレコードが892個以上あるこ 
とを示します0 メッセージコマンドレコードは891個までです（ハイレゾリュー 
ションモードの場合1188個まで）。 

メニューファイル中の XXXX 行目に誤りがあります。 

指定されたメニューファイルの XXXX 行目がメニューファイル形式と異なるこ 
とを示します。メニューファイルを修正してください。 

メニューファイルが大きすぎます。 

指定されたメニューファイルの大きさが 16 K バイトを超えています。 

タイトルレコードが見つかりません。 

指定されたメニューファイルにタイトルレコードが見つからないことを示しま 
す0 


メニューコマンドを実行するためのメモリが足りません。 

選択画面表示用の作業領域を確保する際に、メモリがコマンド選択画面表示用 
の作業領域の大きさに満たないことを示します。 

■ MENU コマンド実行中のメッセージ 

ここで表示するメッセージの多くは、キー操作の促進メッセージです。 

メニューファイル （XXXXXXXX • XXX )が見つかりません。 

メニューファイル （XXXXXXXX . XXX )の入ったディスクをドライブ X :にセッ 
卜し、どれかのキーを押してください。 

子プロセス実行後にコマンド選択画面に戻る際に、 MENU ファイルがディスク 
(フロッピィ ディスク）に入っていないことを示します。 

ドライブの準備ができていません。くドライブ X : > 

中止 < A > ，もう一度く R > ，無視<1>? 

% :、％¥となっているときに、ドライブ選択で選択したドライブの準備ができ 
ていない場合に表示されます。 

読み取りができません。〈ドライブ X : > 

中止く A > ，もう一度く R > ，無視<1>? 

% :、％¥となっているときに、ドライブ選択で選択したドライブのディスクが 
正しく入っていない場合などに表示されます。 

矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください。 

メニュー項目の選択を要求しています。 
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7.7 MENU コマンドのメッセージ 


コマンドが長すぎて実行できません。 

長すぎるコマンドの実行•はできません。 

コマンドが長すぎます。 

コマンドラインの領域 （78 バイト分）を超えていることを示します。コマンド 
ラインを修正してください0 


パスがありません。パス名をキー入力してください（省略はスペースバー） 

指定されたディレクトリ内に、サブディレクトリがありません0直接キー入力 
で パス 名を指定することができます。 パス 名が不要のときは スペース キーを押 
してください。 

ファイルがありません。ファイル名をキー入力してください。（省略はスペースバ 
一） 

指定されたディレクトリ内にファイルがありません。直接キー入力でファイル 
名を指定することができます。ファイル名が不要のときはスペースキーを押し 
てください。 

メニューファイルを読み込むためのメモリを確保できません。 

コマンド 実行後、メニューファイルを読み込むためのメモリを確保できないこ 
とを示します。コマンドがメモリ上に常駐部を作成したまま終了した場合に、 
このメ ッ セージが表示されます。 
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周辺櫬器を使 5 ため I 





第1部、第2部においては、すでにお手持ちのコンピュータが MS-DOS 
環境を利用可能であるとして解説を進めてきましたが、本第3部ではも 
う少し視点を広げて、コンピュータを構成するハードウェアと MS-DOS 
の関係をまとめてみたいと思います。 

コンピュータを構成するハードウェアには、 "CPU" とその関連素子を 
中心に数々の部品がありますが、ここではユーザーとの直接のインター 
フェイスである、、、キーボード〃、、'ディスプレイ〃、さらに各種データの 
入出力にかかわる v 'ディスクドライブ〃、最後に近年ますます高機肯 g 化す 
るソフトウェアを快適に動作させるための必需品ともいえる、'メモリ〃 
についての解説を進めていきたいと思います。 

















キーボード 


1 . 1キーボード配列 



PC - 9801N シリーズ 




1 

! 

ヌ 

[ 2 ; 

¥ # 
ル 3 ァ 

V $ 

ァ1トゥ 

V % 
ヴ 5 
}{ I 

' 厂 & ■ 

*)K j 

p 8 上 : 

1 ぐ 

3 〇 3 

1'; 

A 

1 へ 

¥ • 

BS 

COPY 


TAB 

V 

W 一 

‘V- 

R 

, T 力 j 

Y ン 

，ナ 1 

l_ 

〇 _ 

、p セ， 

@〜 

Vrj 


HOME 

C し R 

CTRL 

トチ 

I s 卜 

k 

トハ 

K 

,K 

l J マ 

Iv 

i L u 

7 + 
乂•レ 

’ f * 

A ヶ 

1 ン 

HELP 


SHIFT 

V , 

X 

C v 1： 

“ヒ I 1 

3 f 

、化 


< 

ネル 

> 

ル 。 L 

? 

メ J ‘ 

□ 1' 

SHIFT 

个 


CAPS づ 

j ナ Gf 

RPH t 

4FER 


XFER 

NUM 

<- 

ふ -> 
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第 1 章キーボード 


1 . 2特殊キー 

キーボードには文字を入力するための文字キーの他に、特殊な働きをする特殊 
キーが あり ます。 

このうち、 フアンクシヨン キーや 力ーソル 移動キーなどは、 KEY コマンドで 機 
能を設定/変更することができます。詳細は、第1部第2章 「MS-DOS の コマン 
ド」を参照してください。 


■ ( shift ) •… 

…”シフトキー 

各キーのシフトポジションにある文字を入力する場合に使用します。英文字で 
は大文字の入力に、 ( CAPS ) キーがロックされている状態では逆に小文字の入力に 
使用します。 

■ ( ctrl ) •… 

. コントロ ルキ 

他のキーと組み合わせて、 ASCII 制御コードを入力したり、画面の表示の制御な 
どに使用します。 

■ ICAPS ] …. 

…“キヤビタルロックキー 

このキーを押してロックすると、英文字の入力は英大文字になります。このと 
き ( SHIFT ) キーを押しながら入力すると、英小文字が入力されます。再度このキー 
を押すと、ロックが解除されます。 

機種によっては、ロックのかわりにランプが点灯します。 

■ @ …. 

. カナキ 

このキーを押してロックすると、それ以降カナ文字が入力できるようになりま 
す。このとき （SHIFT) キーを押しながら入力すると、シフトポジションにあるカナ 
文字が入力されます。再度このキーを押すと、ロックが解除されます。 

機種によっては、ロックのかわりにランプが点灯します。 

■ IGRPH ) •… 

. クフフキ 

グラフィック文字を入力する場合は、このキーを押しながらグラフィック文字 
キーを押します。 

■ ( ESC ) •… 

エスケープ キー 

エスケープコード （1BH) を入力する場合に使用します。 

■ ( tab ) •… 

. タブキ 

8文字単位のタブ文字を入力する場合に使用します。 
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1.2 特殊キー 


. バックスべースキー 

1文字のバックスペースを行う場合に使用します。このキーを押すとカーソル 
はひとつ前の文字を削除して移動します。 

. リターンキー 

コマンドライン入力行の終わりを示す意味でこのキーを使用します。 

■ [ stop ]. ストップキー 

ictE ] + ici キーと 同じように使用します。1515 y + © キーと異なる点は、 
画面関連の制御 モー ドはシステム既定の モー ドになることです（表示行数関連の 
モー ドを除く）。 [55^1 キーに よる画面の印刷中にこの キーを 押すと、実行を中断 
します。 

■ [ copy ]. コピーキー 

画面の内容をそのままプリンタで印刷する場合に使用します。 

■ ( help ). ヘルプキー 

MS-DOS では、このキーを押しても無視されます。 

■ ( 1 NS ) . インサ_トキー 

挿入モードに入ります。テンプレートの、' INS " (通常の設定なら 8 j キー ) 

と同じです。 

■ ( DEL ). デリートキー 

MS-DOS では丨 bs 丨キーと同じです。 

■rgfi . ホー 厶ク u アキー 

fCTRLj + 丨 ZJ のコード ( 1 AH ) を入力する場合に使用します。 [ SHIFT ] キーを 押 
しながら入力すると ^ Tl + O のコード （1 EH ) が入力されます。 


■ ( home ). ホ—ムキー （ PC -98 XA / XL / XL 2 のみ） 

卜1_) +じ1のコード (1 EH) が入力されます。 

■ I ^ lr ]. クリアキ— （ PC -98 XA / XL / XL 2 のみ） 

fCTRLl + @ のコード (1 AH) が入力されます。 

■0000 . 力 _ ソル移動キー 

これらのキーを押すと、上下左右がそれぞれ OBH、0AH、08H、OCH のコー 
ドが入力されます。コマンド入力時に GJ GlJ キーを押しても、その方向にカー 
ソルは動きません。 
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第 1 章キーボード 


■ PupH fpOWN ] . 口ールアップキー/口ールダウンキー 

MS-DOS では、これらのキーを押しても無視されます。 


_ [ xfer ] ( nfer ]. 変換キー/無変換キー 

漢字を入力する場合に使用します。漢字の入力に関しては、『日本語入カガイド』 
を参照してください。 


■ I f . 1 | 〜 〔 f -10〕 

. ファンクションキ ー( PC -9801 とその姉妹機および XL / XL 2 のノーマルモード） 

[SHIFTj キーおよび！ ^ TRLj キーとの組み合わせを含め、計30種の文字列入力がで 
きます。既定値では、 ff> 1 j 〜 卩 ぺ〇 j キーはテンプレート機會 g になります0 

■ 〜 [ vf ^ s ]. ファンクションキー ( PC - 9801 DA / RL など） 

1 f- 1 ] 〜 卩. 10 ] キーに加え、 ISHIFTJ キーおよび ICTRU との組み合わせを含め、 
15種類（合計45種類）の文字列入力ができます （XL/XL 2 を除く）。 

■ 」.1 | 〜 Q.15 I 

. ファンクションキ ー( PC -98 XA / XL / XL 2 の八イレゾリューションモード） 

[ SHIFT ] キー および [ CTRL ] キーと の組み合わせを含め、計45種類の文字列の入力 
ができます。既定値では、 い .1] 〜I 卜1〇〕キーは テン プレート 機能として働くよ 
う設定されてぃます。 

■ [ CTRL ) + ( f »5 ) . 16進データ入カキー 

このキーを押すと、次の2文字の入力は1文字の16進入力として処理されます。 
2文字のデータは〇〜9、 A 〜 F でなければなりません。 

■ ( CTRL ] + ( T 63 . 表示行数制御キー 

画面の表示行数を制御するキーです。システムの既定値は25行表示ですが、こ 
のキーを押すと、 ノーマル モードで20行表示、 ハイレゾリューション モードで31 
行表示に切り換わります。このキーは1度押すともうひとつのモードに、もう1 
度押すと元のモードになります（トグルスイッチ）。また、このキーでモードを切 
り換えると、画面が消去されます。 


■ f^TRLl + lf »7 ). ファンクシヨンキー表示制御キー 

画面の最下行にファンクションキーの内容（先頭から6文字）を表示するかど 
うかを制御します。ファンクションキーの内容を表示しているときは、ユーザー 
プログラムが利用できる表示行数は、そのときの表示行数よりも1行少なくなり 
ます。既定値は、ファンクションキーのうちの〔卜1 j 〜〔卜1〇〕キーの内容を表示 
する状態です。この状態で1度このキーを押すと、尽 HIFT ^ + 丨卜1|〜 @ HIFT ) + | f -10 j 
キーの内容が表示され、もう1度押すとファンクションキーを表示しない状態に 
なります。 
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1.3 グラフィック文字の利用 


■ ( ctrl ) + い .8 ) . 画面クリアキー 

画面を ローカルに クリ ア したぃ場合に使用します。 

■ [ CTRL ] + い .9 ). 表示スピード制御キー 

画面への表示スピードを制御するキーです。システムの既定値は速ぃ状態です。 
1度このキーを押すと画面表示が遅くなり、見やすぃスピードになります。もう 
1度押すと既定値の速ぃ状態になります。 

_ [ SHIFT ] + ( STOP ). キーボードバッファクリアキー 

キーボードバッファ 内の文字をクリアするので、 (CTRLl + fsi キーで 画面スク 


ロールが 停止しなくなったときに有効です。また、 + ® キーと同じよう 
にも機能します。 


1.3 グラフィック文字の利用 

MS-DOS では、漢字コードにシフト JIS コードを用いています。シフト JIS コー 
ドは2バイトから構成されていますが、その1バイト目はグラフィック文字に割 
り当てられているコードと重なっています。したがって、通常はグラフィック文 
字を入力したり、表示することはできません。 

グラフィック文字を扱うには、エスケープシーケンスを用います。グラフィッ 
ク文字を扱うモードにするには、、 ESC)3〃 を、このモードを解除して通常のモー 
ドに戻すには 、、ESC )0" を、デバイス CON に送ります。 

参照〇エスケープシー グラフィック文字を扱えるモードにすると、グラフィック文字をキーボードか 

ケンス — 付録 D「^ スケ ら入力したり、画面に表示したり、プリンタに印字したり、 RS-232C インターフ 

エイスに出力したりできるようになります。ただし、このモードでは漢字は正常 
に表示できないので注意してください。 
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ディスプレイ 


MS - DOS で使用できる CRT ディスプレイ装置は、英大小文字、1バイトカナ文字、グラフィック文字、 
漢字などが表示できる高解像度ディスプレイです。半角文字（すべての1バイト文字と2バイト半角文 
字）は横80文字、全角文字 （2 バイト半角文字を除く 2バイト文字）は横40文字まで表示できます。 

MS - DOS では、画面の最下行をシステムのガイドラインとして使用しています。そのため、通常ユー 
ザーが使用できるのは最下行を除く行です。ガイドラインには、通常卩べ j 〜 卩べ〇) までのファンク V 
ョンキーの内容（既定値ではテンプレート）が、先頭の6文字まで表示されています0 

ただし 、 (CTmTl + f 卜7」キーを押すと、このガイドラインもユーザーが使用できるようになります。 

MS - DOS は、画面クリアなどの ASCII 制御コードや、 カーソル アドレッシングなどのエスケープシー 
ケンス（エスケープコード 1 BH で始まる文字列）で画面を制御する機能をサポートしています。これら 
の制御コードを MS - DOS の PROMPT コマンドや ECH 〇コマンドで画面に出力したり、プログラム中から 
出力することで、さまざまな画面制御ができます。詳しくは、付録 C 「 ASCII 制御コード表」、および付 
録 D 「エスケープシーケンス表」を参照してください。 






















第章 
ディスクドライブ 


MS - DOS では、プログラムやデータを格納する媒体として、 1 M バイトタイプ/ 640 K バイトタイプの 
各種フロッピィディスク、および固定ディスクや光ディスクをサポートしています。 

購入したばかりのフロッピイデイスクや固定ディスクは 、 FORM AT コマンドで初期化しなければ使え 
ません。 


3.1 ディスクドライブの種類 


■ MS - DOS で使用できるドライブー覧表 

次の表は、 PC - 9800シリーズ用の MS - DOS でサポートしているディスクドライ 
ブの体系を示しています。 


サポートユニット 

最大サポート 

ユニット数 

最大サポート 
ドライブ数 

使用できる媒体 

1 M バィト /640 K バィト 

両用タイプ 
フロッピィ ディスク 

装置 

2 

4 

1 M バイトフロッピィディスク (2 HD ) 

640 K バイトフロッピィディスク (2 DD ) 
320 K バイトフロッピィディスク（*1) 
160 K バイトフロッピィディスク(*1) 

1 M バイトタイプ 
フロッピィディスク 

装置 

(5 インチ、 3. 5インチ） 

2 

4 

1 M バイトフロッピィディスク (2 HD ) 

1 M バイトタイプ 

フロッピィディスク 
装置 （8 インチ） 

8ィンチ標準フロッピィディスク 

(2 D 1 M バィト） 

(IS 256 K バィト） 
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第 3 章ディスクドライブ 


サ ポー トユニット 

最大サポート 
ユニット数 

最大サポート 
ドライブ数 

使用できる媒体 

640 K バイトタイプ 
フロッピィディスク 

装置 

2 

4 

640 K バイトフロッピィディスク (2 DD ) 
320 K バイトフロッピィディスク（*1) 

160 K バイトフロッピィディスク（*1) 

固定ディスクユニット 
(従来インターフェイス） 

2 

8(*2) 

ユニッ ト内 ディスク 

SCSI インターフェイス 
固定ディスクユニット 

4 

16 (*2) 

ユニット 内 ディスク 

光ディスクユニット 

2 

8(*2) 

光ディスクカートリッジ 


(*1) …読み込みだけが可能です。 

プロ グラムやデータの書き込み/消去はできません。 

(* 2) ... MS - DOS のドライブとして使用できる最大の領域数です。 

■ MS - DOS の起動とドライブ名の割り当て 

MS - DOS を起動できるディスクは、次のいずれかです。 

(1) 640 K バイトタイプフロッピィディスク （2 DD ) 

(2) 1 M バイトタイプフロッピィディスク （2 HD ) 

(3) 固定ディスク （ SCSI インターフヱイス含む） 

(4) 光ディスク 

MS - DOS の起動は基本的に上記の （1) — (2) — (4) ->(3)の順にシス 
テムの入ったディスクを検索して、最初に MS - DOS のシステムディスクが見つか 
ったドライブから起動します0この順序は、メモリスイッチやシステムセレクタ 
の指定により変更することができ、特定のディスクドライブから起動させること 
ができます。 


注意 

# MS - DOS では、起動時に電源が入っていないディスクドライブはつながっ 
ていないものとみなします。 

MS - DOS が起動した後のドライブ名の付きかた （ A 、 B 、 C …の順に付けられる） 
は、どのタイプのディスクドライブから起動したかによつて、次のように異なり 
ます。 
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3.1 ディスクドライブの種類 


( 1 ) 640 K バイトフロッピィディスク装置から起動した場合 

640 K バイトタイプフロッピィディスク装置 

I 

1 M バイトタイプフロッピィディスク装置 
丄 

固定ディスク 

SCSI インターフェイス固定ディスク 
光ディスク 

(2) 1 M バイトフロッピィディスク装置から起動した場合 

1 M バイトタイプフロッピィディスク装置 

1 

640 K バイトタイプフロッピィディスク装置 
固定ディスク 

SCSI インターフェイス固定ディスク 
光ディスク 

(3) 固定ディスクから起動した場合 

固定ディスク 

1 

SCSI インターフェイス固定ディスク 

光ディスク 

I 

640 K バイトタイプフロッピィディスク装置 

1 

1 M バイトタイプフロッピィディスク装置 

(4) SCSI インターフェイス固定ディスクから起動した場合 

固定ディスク 
1 

SCSI インターフェイス固定ディスク 

光ディスク 

1 

640 K バイトタイプフロッピィディスク装置 
1 
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1 M バイトタイプフロッピィディスク装置 

(5) 光ディスクから起動した場合 

光ディスク 

i 

固定ディスク 
丄 

SCSI インターフェイス固定ディスク 

I 

640 K バイトタイプフロッピィディスク装置 

I 

1 M バイトタイプフロッピィディスク装置 


3.2 フロッピィディスク 

MS-DOS では、 1 M バイト、 640 K バイト、 320 K バイト、 256 K バイト、 160 K バ 
イトのフロッピィディスクをサポートしています。ただし、 320 K バイト、 160 K バ 
イトのフロッピィディスクは読み込みだけで、書き込みや消去はできません。 

なお、システムディスクの形式（物理セクタ長256バイト）でフォーマットされ 
た 320 K バイトのフロッピィディスクは、この MS-DOS ではサボートしていません。 
次の表は、フロッピィディスクの諸元を示したものです。 



256 K バイト 

■バイト 

640 K バイト 

媒体容量（バイト） 

256,256 

1，261，568 

655,360 

737,280 

ディスク容量（バイト） 

252,416 

1，250,304 

649,216 

730，112 

トラック数 

77 

154 

160 

160 

セクタ数/トラック 

26 

8 

8 

9 

セクタ長（パ’イト） 

128 

1，024 

512 

512 

ディレクトり数（ルート） 

68 

192 

112 

112 

予約セクタ数 

1 

1 

1 

1 

FAT 数 

2 

2 

2 

2 

セクタ数 / FAT 

6 

2 

2 

3 

セクタ数/アロケーシヨンユニット(ク 

A 

1 

0 

9 

ラスタ） 

4 

丄 

L 

U 

FAT ID 

FE 

FE 

FB 

F 9 
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160 K バイト 

320 K バイト 

媒体容量（バイト） 

163,840 

184,320 

327,680 

368,640 

ディスク容量（バイト） 

160,256 

179,712 

322,560 

362,496 

トラック数 

40 

40 

80 

80 

セクタ数/トラック 

8 

9 

8 

9 

セクタ長（バイト） 

512 

512 

512 

512 

ディレクトリ数（ルート） 

64 

64 

112 

112 

予約セクタ数 

1 

1 

1 

1 

FAT 数 

2 

2 

2 

2 

セクタ数/ FAT 

1 

2 

1 

2 

セクタ数/アロケーションユニット(ク 
ラスタ） 

1 

1 

2 

2 

FAT ID 

FE 

FC 

FF 

FD 


■フロッピィディスクドライブが1台の場合 

コンピュータにフロッピィディスクドライブが1台しか接続されていない場合 
でも、複数のドライブを使用する場合とまったく同じ書式でコマンドを使うこと 
ができます。この場合、接続されているフロッピィディスクドライブがドライブ 
A とドライブ B を兼用します。コマンドでドライブ名を指定すると、そのドライブ 
名に応じたフロッピィディスクに交換するよう、メッセージが表示されます。表 
示されるメッセージに従って、フロッピィデイスクを順次交換してください。 


3.3 固定ディスク 


固定ディスク（ここでは光ディスクも含む）の扱いは、本体のタイプ、ハード 
ウェアのモードによって異なります。また、固定ディスクの初期化の形式には、 
拡張フォーマットと標準フォーマットの2種類があります。詳しくは、第1部第 
2章の 「 FORMAT コマンド」を參照してください0 


注意 

• MS - DOS で固定ディスクを使用するときは、固定ディスクの電源または本 
体の電源を切る前に、必ず [STOP j キーを押してください。これによってデ 
ィスクのへッドを安全な場所へ戻すことができます（へッドのシッビング、 
またはリトラクト）。 

籲また、特に固定ディスクのアクセス中は、振動や衝撃を与えないように注 
意してください。 
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第 3 章ディスクドライブ 


■固定ディスクインターフェイスの種類 

MS - DOS でサポートする固定ディスクのインターフェイスは、2種類あります。 
ひとつは、従来からサポートされているイ ン ターフェイス （ SASI イ ン ターフェ 
イス）で、2ユニットまで接続できます。 

もうひとつは SCSI イ ン ターフェイスで、4 ユニット まで接続できます。 

また、光ディスクも2ユニットまで接続できます。 

■固定ディスクのフォーマット形式 

固定デイスタのフォーマツト形式には、次の2種類があります。 


標準フォーマット . 20 M バイトの装置まで管理できる形式 

拡張フォーマット . 管理容量に制限のないフォーマット形式 


フォーマット形式は、機種、ハードウェアモード（ノーマルまたはハイレゾリ 
ユーシヨン）、デイスク ユニッ トの種類によってできるものとそうでないものがあ 
ります。この関係は次のようになっています。 

•ノーマノレモード 


ディスクユニット 

拡張フォーマット 

標準フォーマット 

5〜 20 M バイトの固定ディスク 

〇 

〇 

40 M バイト以上の固定ディスク 

〇 

X 

SCSI インターフェイス固定ディスク 

〇 

X 

光ディスク 

〇 

X 


• ハイレゾリューシヨンモード 


ディスクユニット 

拡張フォーマット 

標準フォーマット 

5〜 20 M バイトの固定ディスク 

〇 

△ (*) 

40 M バイト以上の固定ディスク 

〇 

X 

SCSI インターフェイス固定ディスク 

〇 

X 

光ディスク 

〇 

X 


(*) ." PC -98 XA の内蔵タイプの固定ディスクは標準フオーマットできません。 


注意 

• MS - DOS バージョン 3. 3以上では、それ以前のバージョンに比べて拡張フ 
ォーマツトで初期化できる固定ディスクの種類が増えています。このよう 
な固定ディスクを MS - DOS バージョン 3. 3以上の拡張フォーマツトで初期 
化すると、以前のバージョンの MS - DOS や他の OS ( BASIC など）から使用 
できなくなりますので注意してください。 
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3.3 固定ディスク 


■固定ディスクからの起動方法 

拡張フ ォー マット の場合、 ノーマル モードと ハイレ ゾリューシ ヨン モードでは、 
起動の方法が次のように異なります。 

(1) ノーマルモード 

起動装置が、、標準"に設定されている場合は、''自動起動〃に設定されている領 
域から自動的に起動します。。自動起動〃に設定されている領域が複数の固定ディ 
スクにある場合は、次の順に固定ディスクを検索します。 

固定ディスク (#1 ->#2(#4)) — SCSI インターフェイス固定ディスク （#1 — 
…#4)-光ディスク（#1->#2) 

自動起動の設定がない場合や、 (> AB ) キーを 押しながら電源を入れると(また 
はリセット）、、固定ディスク起動メニュープログラム"が起動します。 


NEC A 。 - ソナルエピュ - 夕固定ディスク起垂カメニューブ □ グラム n 、 '- シ ' 、ョン X.XX 
Copyright (C) NEC Corporation 1985,1991 

処理：領域の選択（起動） 


説明：以泣 flfil の 6 T ■の謙 1 パつキ〜麵 


(2) ハイレゾリューションモード 

ハイ レゾリューション モードでは、固定 ディスクの 初期化時に指定する ''シス 
テムセレクタ" によって どの 領域から起動するかを指定します。 システムセレク 
夕の番号は、 システムの 起動時に押されているキーによって、次表のように対応 
しています。 

なお、一度選択された起動領域（システムセレクタ番号）は、バックアップメ 
モリに記，億され、それ以降はリセットあるいは電源 ON だけでその領域からシステ 
ムを起動できます。 


⑴ -DOS 3.30 


1234567890123456 
1111 1* 11 


了 

終 
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システムセレクタ 

押す キー 

00 (* 1 ) 

( ESC ] 

01 

し .1 j 

02 

( f .2 j 

10 

( f .10〕 

11 

( vf . l ) 

15 

( vf -5) 

光ディスクまたは 
フロッピイデ イス 
クより起動 （* 2) 

( CTRL ) 


(* 1 ) •.•セレクタ00を指定すると （I ESC 丨+リセ ッ ト/電源 ON )、 ノーマル モー 
ドで起動した場合と同様にヾ固定ディスク起動メニュープログラム"が 
起動します。 

(* 2) •••光デイスク—フロッピィディスクの順に検索します。 


注意 

• SCSI インターフェイス固定ディスクに 65 M バイト以上の領域を確保して使 
用する場合は、使用可能なメモリ （ CHKDSK コマンドで確認できます）が 
減少します。減少するメモリ量は 、 CONFIG . SYS 内の BUFFERS の値によ 
り異なります。 

任: BUFFERS =10のとき 10 K バ、イト減少 
BUFFERS = 20のとき 20 K バイト減少 

※ BUFFERS の指定がないときは、 BUFFERS 二20となります（た 
だし、メモリが 640 K バイト以上のとき） 

光ディスクを使用する場合は上記の値に加え、さらに 6 K バイト減 
少します。 

•光ディスクや、 65 M バイト以上の領域を確保した SCSI インターフヱイス固 
定ディスクの使用によって、メモリ不足でアプリケーションプログラムが 
動作しなくなったときは、 BUFFERS の値を小さくしてみてください。 
•光ディスクを使用する場合、 ID を0から連続になるように指定してください。 
• PC -9801-55 ( SCSI インターフェイスボード）を介して光ディスクを接続する 
場合、光デイスクからシステムを起動することはできません。 
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3.3 固定ディスク 


■領域の確保と解放 

(1) 領域の確保 

MS - DOS の FORMAT コマンドで固定ディスタを初期化する際、物理フォーマ 
ットを終えると次に、 MS - DOS で利用できるように論理フォーマットをしなけれ 
ばなりません。これが、、領域の確保〃です。、'領域の確保"では、ディレクトリエ 
ントリと FAT (ファイルアロケーシヨンテーブル）の初期化、スキップセクタの 
検出を行います。スキップセクタが見つかったら、そのセクタを使用しないよう 
にマークします。 

また、すでに他の OS で物理フォーマットされている固定ディスクの残りの領域 
を MS - DOS で使用する場合にも、'''領域の確保"を行います。 

固定ディスク内に確保できる MS - DOS の領域数は、フォーマツト形式によって 
次のように異なります。 


フォーマット形式 

MS - DOS の論理ドライブ数 （1 ユニットあたり） 

拡張フォーマット 

標準フォーマット 

アクティブ状態の領域数は最大4 
(スリープ状態を含めて8または 16) (*1) 

1 


(*1) …物理セクタ512バイトのとき16領域まで可能 

拡張フォーマットでは、確保した MS - DOS の状態を、、アクティブ"か、、スリー 
プ"に指定できます。、、アクティブ"に設定した領域だけが、 MS - DOS の論理ドラ 
イブとしてアクセスできます。 

また、 MS - DOS の領域として確保できるバイト数は、従来インターフェイスで 
40 M バイトまで、 SCSI インターフェイスでは 128 M バイトまでです0 

SCSI インターフェイスを使用した固定ディスクでは、 MS - DOS の領域を 11 M バ 
イト以上確保すると16ビット FA 丁で管理するようになるので、ディスクの使用効 
率が向上します。 

(2) 領域の解放 

^領域の解放"は、。領域の確保"の逆を行うことです。一度、"領域の解放" 
を行った領域に対しては、再度、'領域の確保"を行わないかぎり MS - DOS で使用 
することができません。 

固定ディスク上でファイルの作成や削除などを繰り返しているう ちに、フ ァイ 
ルが飛び飛びに格納されるようになってアクセス速度が低下します。そのような 
ときは、一度フロッ ピィ.ディスクに XCOPY コマンド や BACKUP コマンドで ファ 
イルをバックアップし、その後に ''領域の解放〃と ''領域の確保〃を行い、バッ 
クアップしたファイルをフロッピイデイスクから復元すると、ファイルは連続的 
に格納されアクセス速度が向上します。 
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■固定ディスクの諸元 

次の表は、固定ディスクの諸元を示したものです。各項目の意味は次の通りで 
す0 


容量指定 . MS - DOS の FORM AT コマンドで確保した MS - 

DOS 領域の大きさです。 

アロケーションユニット容量 


. ファイルを作成するとき、ディスク上に占める最 

小単位です。 x 'クラスタ長"ともいいます。 

セクタ長 . MS - DOS が管理する論理セクタ長です。 

ディレクトリ数 . データ容量が アロケーション ユニット 容量（クラ 

スタ長）の整数倍になるよう定めてあります。 

FAT の管理単位 . 論理フォーマツトの際に作成される FAT の大きさ 

です。 


( 1 ) 標準フォーマットの場合 （20 M バイトまで) 


容量指定 

1 M 

2 M 

3 M 

4 M 

5 M 

アロケ ー シヨン 
ユニッ ト容量 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

张バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

96 

288 

224 

416 

608 


容量指定 

6 M 

7 M 

8 M 

9 M 

10 M 

アロケーション 
ュニッ ト容量 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

736 

672 

608 

800 

992 


容量指定 

11 M 

12 M 

13 M 

14 M 

15 M 

アロケーシヨン 

ユニット容量 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

928 

1056 

992 

928 

1120 
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容量指定 

16 M 

17 M 

18 M 

19 M 

20 M 

アロケーシヨン 
ユニット容量 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

1056 

1184 

1120 

1312 

1504 


(2) 従来インターフェイスを使用した拡張フォーマツトの場合 
(40 M バイトまで） 


容量指定 

1〜 5 M 

6〜 10 M 

11〜 15 M 

16〜 20 M 

21〜 25 IVI 

アロケーション 
ュニッ ト容量 

2 K バイト 

4 K バイト 

4 K バイト 

8 K バイト 

8 K バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

512 

768 

1024 

1280 

1536 


容量指定 

26〜 30 M 

31〜 35 M 

36〜 40 M 

アロケーシヨン 
ユニット容量 

8 K バイト 

16 K バイト 

16 K バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

1792 

2560 

3072 


(3) SCSI インターフェイスを使用した拡張フォーマツトの場合 

(光ディスク、 PC - H 98 の100 M タイプ専用内蔵固定ディスクを含む) 


容量指定 

1〜 5 M 

6〜 10 M 

11〜 15 M 

16〜 20 M 

21〜 25 M 

アロケーシヨン 
ユニット容量 

2 K バイト 

4 K バイト 

2 K バイト 

2 K バイト 

2 K バイト 

セクタ長 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

1024 バイト 

ディレクトリ数 

512 

768 

1024 

1280 

1536 

FAT の管理単位 

12 ビット 

12 ビット 

16 ビット 

16 ビット 

16 ビット 
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容量指定 

26 〜 30M 

31 〜 35M 

36 〜 40M 

41 〜 64M 

65 〜 128M 

アロケーシヨン 
ュニット容量 

2 K バイト 

2 K バイト 

2 K バイト 

2 K バイト 

4 K バイト 

セクタ長 

1024バイト 

1024バイト 

1024バイト 

1024バイト 

2048バイト 

ディレクトリ数 

1792 

2560 

3072 

3072 

3072 

FAT の管理単位 

16ビット 

16ビット 

16ビット 

16ビット 

16ビット 


■固定ディスク使用時の注意 

• 電源を切る際の注意 

固定ディスクゃコンピュータ本体の電源を切る前には、必ずキーボードの 
fSTOP j キーを押してください。これを忘れて電源を切ると、固定ディスク内部の 
記録面が傷つけられてデータを破壊したり、固定ディスクそのものが使用不可能 
になることがあります。 

•領域確保、領域解放後は MS-DOS を再起動する 

MS - DOS の FORMAT コマンドで固定ディスク内に MS - DOS の領域を確保した 
り、領域を解放したりしたら、 FORMAT コマンドの終了後に必ず MS - DOS シス 
テムを再起動しなければなりません。これを忘れると、固定ディスクを正しくア 
クセスできません。 

• 購入したばかりの固定ディスクはまず物理フォーマットをする 

購入したばかりの固定ディスクは大半が未初期化ですから、そのままでは使用 
できません。 MS - DOS の FORM AT コマンドの、'初期化"メニューで物理フォー 
マットし、'、領域確保"メニューで論理フォーマットしなければなりません。 

• トラブル発生時の処置 

固定ディスクの使用中に、 、、データ エラーです" 、、シーク エラーです"、、セクタが 
見つかりません"、'このディスクは扱えません"、、書込みができません"、、読み込み 
ができません"、'エラーです"などの、、物理エラー"が発生したら、ディスク中の 
フアイルを他の領域にコピーするか、 MS - DOS の XCOPY コマンド、 BACKUP コ 
マンドなどでフロッピィディスクにバックアップして領域解放、領域確保をして 
ください。 MS - DOS はエラー箇所を使用しなくなります。 

また、 SCSI インターフェイスを使用する固定ディスクの場合は、 MS - DOS の HDUTL 
コマンドで代替セクタ処理をすることもできます。 

詳細は、第1部第2章 「MS DOS のコマンド」を参照してください。 
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3.4 ディスクエラー 


MS - DOS では、ディスクのアクセス時にディスクになんらかのエラーが発生す 
ると、必ず3回まで処理を繰り返し試みます。それでも処理できなければ、エラ 
一のタイプとエラーが発生したドライブ名を表示し、さらに次のようなメ ッセ ー 
ジを表示します。 

中止 < A > ，もう一度 < R > ，無視<1>? 

このメッセージに対しては、13、@、0のいずれかのキーを押して応答し 
てください。それぞれの意味は次の通りです。 


中止 < A > . そのまま処理を終了します。 

もう一度 < R > . 処理をもう1度繰り返します。 

無視<|> . 発生したエラーを無視して処理を続行します。 


通常は、ドライブ名やディスクを確認してから®キーを押して、エラーの回復 
を試みてください。 rn はときに危険なことがあるので、おすすめできません。 

また、次のように表示された場合は、ディスクが初期化されていないか、なん 
らかの理由でディスクが壊れている可能性があります。ディスクを確認してくだ 
さい。 


ドライブ〈 X :〉のファイルアロケーションテーブルが無効です 
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メモ ! J 


MS - DOS にはメモリを利用するデバイスドライバがいくつか用意されています。これらのデバイスド 
ライパには、機種の違い（おもに CPU の違い）によって利用できるものとそうでないものがあります。 
そこでこの章では、こうしたメモリとデバイスドライバおよび CPU との関係について解説していきたい 
と思います。なお、各デバイスドライバの詳細な登録方法、書式については、第2部第1章 1.4 「デバイ 
スドライバリファレンス」を参照してください0 


4.1 メモリと CPU の種類 


MS - DOS で通常に使用できるのは、アドレス 1 M バイト以下にある 640 K バイト 
のメモリ（ハイレゾリューションモード時は 768 K バイト）です0これを超えてメ 
モリが必要な場合は、拡張メモリあるいはオプションの増設メモリを利用するこ 
とになります。このようなメモリを使用するときは、対応するデバイスドライバ 
が必要になります。 

ここでまずそれぞれの用語を次のように定義しておきます。 


■ メモリ 

メインメモリ 

MS - DOS が通常に使用できるアドレス 1 M バイト以下のメモリをいいます（全体 
の量は 640 K バイトまたは 768 K バイト）。 CPU の種類にかかわらず 1 M バイトまで 
のメモリはアクセスできるのですが、システム領域があるので、 MS - DOS では 
その分を除いたメモリを使用します。 

別名コンベンショナルメモリとも呼ばれています。 


拡張メモリ 

アドレスが 1 M バイト以上のメモリ領域です。このメモリは、 CPU が80286,386/ 
386 SX ，486/486 SX の機種で利用できます （ CPU が V 30、 8086の機種では利用で 
きません）。別名、プロテクトメモリとも呼ばれています。デバイスドライバに 
よって色々な使い方ができます。 
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■CPU 


EMS 対応メモリ 

オプションの増設用メモリボードである PC -9801-53 U /54 U や PC -9801 N -01 U の 

ように、ハードウエア的に EMS の機能を持つメモリです。 


拡張メモリ 

10000 0 H 

rnonoH 

拡張メモリ 

システム領域 

システム領域 

メインメモリ 

(640 KB ) 

A 0000 H 

00000 H 

メインメモリ 

(768 KB ) 


ノーマルモー ド機 ハイレ ゾリ ューション機 


また CPU は、その機能によって次の3種類に大別できます。 


V 30、 8086 

メモリのアドレス能力（メモリを管理する能力)が 1 M バイトまでで、 CPU の動 
作モードは1種類（このモードをリアルモードと呼ぶ）だけです。 

80286 

動作モードとして、リアルモードに加えて 1 M バイトより上のメモリを管理でき 
るプロテクトモードがあります。 MS - DOS においてこのプロテクトモードによ 
るメモリを使用するには専用のデバイスドライバ (EMM . SYS ) が必要です。 
最大にアドレスできるのは、 16 M バイトまでです。 


386/386 SX 、 486/486 SX 

80286の機能に加えて、仮想8086モードというモードを持っています。仮想8086 
モードとは、仮想的に複数の 8086 CPU を持っているようなモードです。この他 
に論理的なアドレス（プログラムがアクセスしようとしたアドレス）を物理的 
なアドレス（実際にメモリが存在するアドレス）に変換する機能も持っていま 
す（アドレス変換機能）〇直接にアドレスできるのは、 4 G バイトです。なお、こ 
れらの CPU を搭載した機種 （386 以上）をこれ以降まとめて32ビット機と呼びま 
す0 
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4.2 メモリの使い方について 

一般に、、メモリ"とは、基本的に DRAM と呼ばれるメモリ素子によって構成さ 
れているハードウエアで、これはどのような機種構成においても同じことです。 
メモリは、電源を供給している間は与えられた情報を保持しており、ユーザーは 
メモリ内の必要な情報を自由に後から書き込んだり、読み出したりすることがで 
きます。 


メモリは情報を保持する場所ですが、実は保持するといってもディスク装置の 
代わりに使用することができます。 

また、メモリをアプリケーシヨンプログラムが使用できるようにするための、、規 
格"というものもあり、メモリの使用方法はたいへん多岐にわたっています。 

メモリには、アドレス（番地）が割り振られており、メモリを管理するという 
ことはアドレス nn のメモリに mmm という情報を保持しておく、ということです。 
アドレスが 1 M バイト以下のメモリ領域については、 MS - DOS が直接管理しますが、 
アドレスが 1 M バイトを超えるメモリ領域については、メモリ管理用のデバイスド 
ライバが管理します。 

また、前述のようにメモリの使用方法はいろいろありますから、使用方法にあ 
ったデバイスドライバを選択する必要があります。 

この節では、前述したメモリの使い方の説明やそれを可能にするには、どのよ 
うな方法でデバイスドライバを利用したらよいのか、またメモリの使用方法の規 
格についてなどを説明したいと思います。 


■ RAMDISK 

、、 RAMDISK " は、本体メモリの一部やオプションの拡張メモリ （1 M バイト以 
上のアドレスに実装されているメモリ）を、あたかも通常のディスク装置のよう 
に扱うしくみです。この場合、入出力の対象が RAM (メモリ）であるために、フ 
ロッピィディスクや固定ディスクに比べて非常に高速に情報の授受ができます。 

アプリケーションソフトの動作 （ CPU の動作）のスピードに比べて、通常のフ 
ロッピィディスクや固定ディスクのスピードはたいへん遅いため、 RAMDISK を 
使ってディスクの入出力にかかる時間を短くすれば、快適に作業が行えます。 

メモリを RAMDISK として設定すると、その RAMDISK にもフロッピィディス 
クドライブなどと同じようにドライブ名が付けられますから、以降はそのドライ 
ブ名で入出力を行うようにします。ただし、 FORMAT コマンドや DISKCOPY コ 
マンドなど物理的にディスクにアクセスするコマンドは使用できません。 
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RAMDISK は電源断やリセットによって、その内容が失われてしまいます。し 
たがって、 RAMDISK 上のデータが引き続いて必要なら、電源を切ったりリセッ 
卜したりする前にフロッピィディスクや固定ディスクにそれらデータを書き戻し 
ておかなければなりません。 

RAMDISK 用のメモリとして、メインメモリを割り当てるとそれだけアプリケ 
ーションが利用できる容量が減りますので、あまりおすすめできません。 

RAMDISK を使用する場合に必要なデバイスドライバは、 RAMDISK . SYS で 
す。 CONFIG . SYS 内での書式については第2部第1章1 . 4「デバイスドライバリ 
ファレンス」を参照してください0 


■ EMS 

EMS は ''Expanded Memory Specification " の略で、大容量のメモリを必要と 
するアプリケーションプログラムが 1 M バイト以上のメモリにアクセスするための 
規格名の1つです。 

EMS の機能をコンピュータ上に実現するソフトウェアを EMM (Expanded 
Memory Manager ) といい、デバイスドライノ {形式で供給されています。これを 
EMS ドライバと呼びます。 

EMS ドライノ <が実現する EMS インターフェイスを使用すると、 MS-DOS で使用 
できるメモリは通常の 640 K バイト（ハイレゾリューションモード時は 768 K バイト） 
から、最大 14.5 M バイト（機種により異なる）まで使用できるようになり、大幅 
なメモリ容量の拡張ができます。 

EMS ドライバによって利用できるメモリを、一般的に EMS メモリと呼びます0 
EMS メモリは、 RAMDISK として使用可能です。また EMS に対応しているプログ 
ラムであれば、アプリケーションプログラム用のメモリとしても使用できます。 


EMS の仕組み 

EMS インターフェイスはメモリの取り扱いにおいて、拡張メモリ空間を、ヽ論理 
ページ"と呼ばれる 16 K バイト単位のメモリブロックに分割しこれを1単位として 
扱います。 

また、 MS-D 〇 S で使用できるメインメモリ空間に，物理ページ〃と呼ばれる 16 K 
バイト単位のメモリブロックを設けます。 EMS は、この物理ページに対して必要 
な論理ページを割り当てるという方法で、メインメモリから拡張メモリを使用し 
ています。つまり EMS は、拡張メモリ上の論理ページを、メインメモリの物理べ 
ージを介して視くような方法といえるでしよう。 

なお、物理ページのメモリ空間は、別の呼びかたでページフレームと呼ばれて 
います。 
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アドレス 



14.5 M 番地 
(機種によって 
異なります） 


Jl 6 K バィト 


■番地 


物理ページは複数用意できます。またそれぞれに独立して論理ページを割り振 
ることができるため、複数の論理ページを同時に使用することができます。 

ページフレーム（物理ページ）は、4 • 1「メモリと CPU の種類」の図で示したシ 
ステム領域に割り当てられます。システム領域は、通常は ROM や VRAM の領域で 
すが、この領域はいつもすべてが使われているわけではないので、その空いてい 
る部分にページフレームを設定します。空いている部分は機種によって異なるの 
で、詳しくは第2部第1章 1.4 「デバイスドライバリファレンス」を參照してくだ 
さい。 

EMS ドライバは、このように論理ページや物理ページの割り振り、物理ページ 
に論理ページを割り当てるという作業を行うソフトウヱアです。このような EMS 
の作業をまったくソフトウェアだけで行っている場合を、ソフトウェアエミュレ 
ーシヨン方式と呼びます。 

これに対して、前述の EMS の作業をある程度ハードウヱアを利用して行ってい 
る方法を、ハードウェアバンク切り換え方式と呼びます。ハードウヱアバンク切 
り換え方式を利用するには、その機能の付いたメモリボード（前述の PC - 9801 -53 U / 
54 U や PC -9801 N -01) が必要です。 
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EMS ドライバ 

EMS ドライバには、 EMM . SYS と EMM 386 . SYS の2種類あります。対応する 
メモリさえあれば EMM . SYS はすべての機種で、 EMM 386 . SYS は32ビット機の 
みで使用可能です。 

どちらも、 EMS のインターフェイスを実現可能にするという点では同じです。 
ただし、 EMM 386. SYS は32ビット機の持つ高度な機能を有効に活用しています 
ので、32ビット機においては積極的に EMM 386. SYS を利用した方がよいでしょ 
ろ 。 

EMM 386. SYS は、32ビット機の持つ、'仮想8086モード〃という機能を使用し 
て、より高速な EMS インターフヱイスを可能にしてます。 

EMM . SYS と EMM 386. SYS は併用することはできません。また、これらのド 
ライバを使用する場合は、必ず CONFIG . SYS 内の最初の DEVICE コマンドで指定 
してください。 


4.3 メモリ用のデバイスドライバ 

MS-DOS 3 • 3 D には、メモリを利用するデバイスドライバとして次の2種類が 
あります。 


RAMDISK ドライノく ( RAMDISK . SYS ) 

メモリをディスクのように扱うためのドライバです。拡張メモリ、 EMS メモリ、 
またはメインメモリを RAMDISK 用のメモリとして利用できます。 

EMS ドライバ （ EMM . SYS 、 EMM 386 • SYS ) 

拡張メモリを EMS メモリとして利用するためのドライバです。32ビット機では 
EMM 386 . SYS を、それ以外の機種では EMM . SYS を利用してください。併用 
することはできません。これらのドライバを使用する場合は 、 CONFIG . SYS 内 
で一番最初の DEVICE コマンドで設定してください。 

各デバイスドライバの使用する際の、書式、スイッチなどについては、第2部 
第1章 1.4 「デバイスドライバ リファレンス」 を参照してください。 

次の図は、これらのデバイスドライバがどのような順でアクセスしていくかの 
関係を示しています。 
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EMM 386 .SYS 

EMM.SYS 


-► 


RAMDISK.SYS 



拡張メモリ 

—100000 H 

システム領域 


メインメモリ 

-00000 H 


4.4 メモ 1 J の利用例 

ここで、いくつか典型的なシステムを想定して、そのメモリの利用例について 
述べていきます。 

■ V 30、 8086のシステム 

EMS を利用したいときは、オプションの EMS 対応メモリボードを増設します0 
EMS メモリは RAMDISK としても利用できるので、メモリボードの容量によつ 
て利用するかどうか決めてください。 EMS メモリを利用するには EMM • SYS を、 
さらに RAMDISK を EMS メモリ上で利用するときは、これに続いて RAMDISK • 
SYS を順に登録します。 


■80286 のシステム 

拡張メモリがあれば、 EMS メモリとして利用できます。 

拡張メモリを RAMDISK としてだけ利用するならば、 CONFIG . SYS 内では 
RAMDISK . SYS のみを登録したほうがよいでしょう。 

また、オプションの EMS 対応メモリボードを増設すると、さらに高速に EMS メ 
モリを使用できます。 


■32 ビット機 

拡張メモリがあれば、 EMS メモリとして利用します。このとき EMM 386. SYS 
を使用するようにしてください。このデバイスドライバは、 CONFIG .SYS 内で 
は一番先に設定してください。この場合に実現される EMS メモリは、ソフトウ 
ヱア方式ですが、80286の機種にてのハードウヱア方式に匹適するくらいの速度 
が可能になります。 
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注意 

• RAMDISK は、デバイスドライバのパラメータの設定によって、どの部分 
のメモリを使用してこれらの機能を発揮するかを指定することができます。 
この場合、 RAMDISK のために使用するメモリの設定は必ず事前に CONFIG . 
SYS 内で設定しておいてください。 
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MS-DOS メッセージー覧 


A .1 イントロダクシヨン 

この章は2つの部分に分かれています。 

■デバイス エラー メ ッセージ 

デバイスに対して読み出し、書き込みを行ったときに、 MS - DOS が表示するメ 
ッ セージです。また、デバイスエラーメッセージはアプリケーションプログラム 
を実行したときに表示されることもあります。デバイスとは一般的にはディスク 
ドライブ、ディスプレイ、プリンタのこと指します。 

■一般のエラーメッセージ 

コマンドなどの処理を行っているときに、 MS - DOS が表示するメッセージです。 
エラーメッセージの場合もあります。たとえば入力したコマンドやファイル名が 
タイブミスの場合、、、コマンドまたはフアイル名が違います"とメッセージが表示 
されます。 


ここでは各メッセージをそれぞれ五十音順に説明しています。 


A .2 デバイスエラーメッセージ 

デバイスに対して読み出しまたは書き込みをしている最中にエラーが起こると、 
MS - DOS は次のような形でエラーメッセージを表示します。 

〈エラーのタイプ〉〈デバイス〉〈読込み中〉 

中止 < A >, もう一度 < R >, 無視<1>? 


または、 

〈エラーのタイプ〉くデバイス〉く書込み中〉 
中止 < A >, もう 一度 < R >, 無視<1>? 
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このメッセージの中で、〈デバイス〉はエラーが起きたデバイスを表します。た 
とえば、、デバイス PRN " (プリンタ）や、、、ドライブ C : " (ディスクドライブ） 
が表示されます。 

〈エラーのタイプ〉は以下に説明するもののうちの1つが表示されます。 

エラー です. 

めったに起きないエラーです。 、 V A " または 、、 R " を選んでください。 

書込みがで吉ません. 

表示されたデバイスにデータを書き込むことができません。ディスクが正しく 
入っているかを確かめ、 、 X R 〃を選んでください。もし、同じメッセージが表示 
されるならば、' 、 A " を選びます。 A . 2 • 1「デバイスエラーの対応方法」を参 
照してください。 

書込み禁止です. 

ライトプロテクトが施されているディスクに対して、書き込みを行いました。 
プロテクトを外せば書き込みを行うことができますが、プロテクトの施されて 
いる理由を考えてから行ってください。 、' R " を選ぶとき、ディスクを入れ換え 
てはいけません。 

共有違反です. 

プログラムがアクセスしようとしたファイルは、現在他のプログラムが使用し 
ています。'を選ぶか、しばらくしてから、、 R " を選びます。 

このディスクは使えません. 

ディスクに他のオペレーティングシステムがあるか、または情報が足りないた 
めにディスクのフォーマットを認識できません。問題を解決するために CHKDSK 
コマンドを実行してみてください（第1部第2章 「 CHKDSK コマンド」）。もし、 
CHKDSK コマンドを実行しても解決しない場合、 FORMA 丁コマンドでディス 
クをフォーマットし直してください。ただし、フォーマットを行うと、ディス 
ク上のファイルはすべて消去されます。 

シークエラー です. 

MS - DOS はディスク上の情報を見つけられませんでした。ディスタがディスク 
ドライブに正しく入っているかを確かめるか、または別のディスクドライブで 
試してください。 A . 2 . 1「デバイスエラーの対処方法」を参照してください。 

セクタが見つかりません. 

使用しているディスクに欠陥があるため、 MS - DOS は要求された情報を見つけ 
られませんでした。エラーの起こったディスクのファイルすべてを別のディス 
クにコピーし、フォーマットし直してください。 
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デー タエラーです. 

ディスクから正しくデータを読むことができませんでした。これは、しばしば 
欠陥のあるディスクを使用した場合に起こります。メッセージに対して、何度 
か再試行を試みることにより、エラーを補正できることもあります。また、、 ' A " 
を押して処理を中止することもできます。 A . 2 . 1「デバイスエラーの対応方 
法」を参照してください。 

ディスク交換はでぎません. 

許されていないときにドライブのディスクを入れ換えました。元のディスクに 
戻して' ' R 〃 を選びます。 

ドライブ指定が違います. 

無効なサブュニット数がデバイスドライバに送られました。このメッセージが 
表示された場合、接続されているディスクドライブ数を確認してください。 

ドライブの準備ができていません. 

メッセージに表示されたデバイス（通常はドライブかプリンタ）は、準備がで 
きていません。ドライブのドアが閉じていない場合は、閉じてから、 ' R 〃を選び 
ます。プリンタの場合は電源が ON になっているかを調べてください。 

無効なコマンドです. 

メ ッ セージに表示されたデバイスに対して、デバイスドライバは不正な コマン 
ドを送りました。 

要求形式が違います. 

デバイスへッダに送るリクエストへッダの長さが正しくありません。このメッ 
セージが表示された場合、メーカーに問い合わせてください。 

用紙がありません. 

プリンタに紙がないか、または電源が入っていません。紙を補給するか、電源 
を ON にしてください。 A . 2 . 1「デバイスエラーの対応方法」を参照してくだ 
さい。 

読取りができません. 

メッセージに表示されたデバイス（通常はディスクドライブ）からデータを読 
むことができません。ドライブにディスクが正しく入っているかを調べ、 ” R 〃 
を選びます。 A .2. 1「デバイスエラーの対応方法」を参照してください。 

ロック違反です. 

他のプログラムで使用されているフアイルの一部をアクセスしようとしました。 
を選ぶか、しばらくしてから'' R " を選びます。 
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A .2.1 デバイスエラーの対応方法 


注意 

•もし、デバイスエラーメッセージがディスクに関して表示された場合、 、、 A ' 
へ r 〃 または、と答える前に、ディスクを入れ換えないでください（、、デ 
イスク交換はできません。〃は除きます）。 


デバイスエラーが表示されると、 MS - DOS は次の答えが入力されるまで待ちま 
す。 

A 中止 （ Abort )。 ディスクの読み出しまたは書き込みを中止します。 

I 無視 ( Ignore ) 〇エラーを無視して、そのまま処理を続行します。 

R もう一度 ( Retry ) 〇処理を繰り返します。エラーを訂正したあとにこの 
答えを選ぶ場合もあります（たとえば、ヽ、ドライブの準備ができていませ 
ん。〃や ''書き込み禁止です。〃の場合)。 


注意 

籲 I ( Ignore ) を選んだ場合、デイスクの情報が損なわれることがあります。 


通常、次の順に返答することにより、回復を試みます。 


R . (もう一度試みる） 

A . (プログラムまたはコマンドを中止し、新しいディスクで試みる） 


欠陥のあるディスクの読み込みまたは書き込みに関係して、次のメッセージが 
表示されることがあります。 

ドライブ〈 X :〉のファイルアロケーションテーブルが不良です. 

ディスクが フォーマッ トされていないか、正しく フォーマット されていません。 
または、ディスクには MS - DOS ではないオペレーティングシステムが存在して 
います。もし、このメッセージが続けて表示される場合、 CHKDSK コマンドを 
実行してディスクを調べてください。 CHKDSK コマンドについては第1部第2 
章 「 MS - DOS のコマンド」を参照してください。 
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A. 3一般のエラーメッセージ 

MS - DOS が表示する、一般的なエラーメッセージについて説明します。 

Copyright xxxx，xx Microsoft Corp. 

[ MS - DOS ] 

このメッセージは、 MS - DOS のユーテイリテイおよびコマンドの初期画面に現 
れます。 


. 巳 AK ファイルは編集できません。ファイル名を変えてください。 

[ EDLIN ] 

EDLIN でバックアップファイルを指定しました0ファイル名を変更するか、ま 
たは. BAK ファイルの名前を（最低、拡張子だけでも）換えてコピーし 、 EDLIN 
を実行します。 

.EXE ファイルのエラーです. 

[ MS - DOS ] 

指定した . EXE ファイルの内部フォーマットが正しくありません。 

:以下のファイルが無効または見つかりません：〈ファイル名〉 

[ MS - DOS ] 

CONFIG . SYS 内で、無効なデバイスを指定しました 。 CONFIG . SYS 内の 
DEVICE 行を調べてください。 

:以下のファイルが無効または見つかりません：コマンドインタプリタ 
[ MS - DOS ] 

COMM AND . COM が見つかりません0ファイルがルートディレクトリまたは 
CONFIG . SYS の、、 SHELL 〃で指定されたディレクトリ上に存在しないか、ま 
たはファイルが無効です。正しいシステムディスクでシステムを再起動させ、 
正しい COMM AND . COM をコピーしてください。 

最初に MS - DOS を起動したときに COMMAND . COM の入っていたディレクト 
リから、その COMMAND . COM が削除されてしまっていると、このエラーが 
生じます。 


( XXXX ) バイト （ XXXX バイト中）修復しました. 
[ RECOVER ] 

何バイト修復を行ったかを表示します。 
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(エラーの型）エラー〈読込み中〉 

[ PRINT ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイス エラー メッセージ」を参照してください。 

(ファイル名）がオープンできません. 

[ PRINT ] 

指定されたファイルが不適当か、またはファイルが存在しません。正確なファ 
イル名を指定してください。 

(ファイル名）に CHDIR で吉ません. 

処理を続行できません。 

[ CHKDSK ] 

CHKDSK コマンドの、 ディレクトリ情報の検査中に、指定されたディレクトリ 
まで到達できませんでした。このディレクトリ以下のすべてのディレクトリが 
検査されませんでした。 

(ファイル名）に読取りエラーがありました. 

[ FC ] [ FIND ] 

このディスクは扱えません。 

(ファイル名）の印刷は取り消されました. 

[ PRINT ] 

PRINT コマンドで / T または / R スイッチを指定した場合、このメッセージがプ 
リンタに印刷されます。 

(ファイル名）は X 個の不連続ブロックを含みます. 

[ CHKDSK ] 

〈ファイル〉はディスク上で不連続です。 

(ファイル名）は印刷を待っています. 

[ PRINT ] 

表示されたファイルは印刷待ち行列中にあります。 

(ファイル名）はクラスタ X が重複してリンクしています. 

[ CHKDSK ] 

それぞれ必要なファイルのコピーを作成した後、重複しているもとのファイル 
を消去してください。 


382 


A .3 一般のエラーメッセージ 


(ファイル名）ファイルが見つかりません. 

[ PRINT ] 

ファイル名がプリントキュー（印刷待ち行列）に入っていて、そのファイルの 
印刷が開始される前に、ディスクを入れ換えました。プリントしたいファイル 
の入ったディスクを挿入し、 PRINT コマンドで再度そのファイルを指定してく 
ださい。 


(ファイル名）を現在印刷中です. 

[ PRINT ] 

表示されたファイルは印刷中です0 

〈..〉の処理がでぎません.他の方法を試みてください. 

[ CHKDSK ] 

CHKDSK コマンドの処理中に親ディレクトリに戻れなくなりました oCHKDSK 
コマンドは、ルートディレクトリから下方に向かって探すことにより、そのデ 
ィレクトリに戻ろうと試みます0 

〈 .. 〉を修復できません. 

[ CHKDSK ] 

親ディレクトリが不良です0 

〈.〉を修復で吉ません.処理を続行します. 

[ CHKDSK ] 

カレントディレクトリが不良です。 

0で除算をしました. 

[ MS - DOS ] 

CPU がディバイドオーバーフローフラグをセットしました。通常、プログラム 
が0で除算したときに表示されます。 

ADDDRV コマンドで組み込まれたデバイスドライバがあります. 

[ ADDDRV ] 

すでに ADDDRV コマンドによってデバイスドライバが組み込まれています。新 
しくデバイスドライバを組み込むには、一度 DELDRV コマンドにより先に組み 
込んだデバイスドライバを削除してください。 

ADDDRV コマンドで組み込まれたデバイスドライバはありません. 

[ DELDRV ] 

ADDDRV コマンドで組み込まれたデバイスドライバはありません。 
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ASSIGN または SUBST されたドライブはフォーマットできません. 
[ FORMAT ] 

ASSIGN コマンドで他のドライブに設定されたドライブをフォーマットしよう 
としています。 ASSIGN コマンドですべての設定を解除してからフォーマット 
を行ってください。 


BREAK ^ S 〈 OFF 〉 （または 〈 ON 〉） です. 

[ MS - DOS ] 

BREAK の状態を表示します。 

COMMAND . COM が見つかりません. 

[ MS - DOS ] 

CONFIG . SYS 中の SHELL コマンドが正しくありません。パスを設定していな 
いか、または COMM AND . COM がそのパスによる指定位置にありません。 

COMMAND . COM のバージヨンが違います. 

COMMAND . COM の入っているディスクをカレントドライブに挿入してくだ 
さい. 

どれかキーを押してください. 

[ MS - DOS ] 

メモリの大部分を使用するプログラムを実行した場合、 MS - DOS は COMMAND . 
COM をロードし直します。このとき、 COMMAND . COM が見つからないか、 
または不良の場合に表示されます。 MS - DOS を起動したときと同じバージョン 
の COMMAND . COM を含むディスクをカレントドライブに入れてください。 

CONFIG . SYS に無効なコマンドかパラメータがあります. 

[ MS - DOS ] 

CONFIG . SYS の中で正しくないコマンドが使われています。正しい書式は第2 
部第1章「システムの構築」を参照してください。 

□ OS ディスクをドライブ X :に差し込み 
どれかキーを押してください. 

[ FORMAT ] 

FORMAT コマンドで / S スイッチを指定しましたが、カレントドライブに入って 
いるディスクには、 MS - DOS のシステムファイルが存在しません。表示された 
ドライブに、ルートディレクトリ上にシステムファイル （ IO . SYStMSDOS . 
SYS ) と COMMAND . COM を含んでいるディスクを入れてください。 
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□ OS のバージョンが違います. 

[ASSIGN] [ATTRIB] [CHKDSK] [EDLIN] [FC] [FIND] [FORMAT] [MORE] 
[PRINT] [RECOVER] [SORT] 

上位バージョンのユーティリティは、それ以下のバージョンの MS - DOS 上で実 
行できません。特に CHKDSK 、 PRINT コマンドは作成された同じバージョン 
の MS - DOS 上だけで実行可能です。 

ECHO は 〈 OFF 〉 （または 〈 ON 〉） です. 

[MS-DOS] 

現在の ECHO の状態を表示します。 

FAT 書込み中（または読取り中）にエラーがありました. 

[CHKDSK] 

FAT の一部に不完全なセクタがあります。 MS - DOS は自動的に他の FAT を使用 
します。このエラーが出た場合は、すべてのファイルを他のディスクに移した 
ほうが良いでしょう。 

FC 巳が使えません.〈書込み中〉（または〈読込み中〉）〈ドライブ X ：) 
[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

FIND :〈ファイル名〉に読取 エラー がありました. 

[FIND] 

〈ファイル名〉は読めません。 

FIND : パラメータが 違います. 

[FIND] 

存在しないオプションを指定しました。 

FIND :パラメータの数が違います. 

[FIND] 

コマンド行に指定するオプションが、多過ぎるか、または少な過ぎます。 

FIND :ファイルが見つかりません. 

[FIND] 

指定したファイルが存在しません。正確なファイル名を入力してください0 

FIND :文法が違います. 

[FIND] 

FIND コマンドでは許されない文字列を指定しています。 
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FOR コマンドは入れ子にできません. 

[MS-DOS] 

パ、ツチファイル中の FOR コマンドはネステイングすることができません。 

ON または OFF を指定しなければなりません. 

[MS-DOS] 

オプションに ON または OFF を指定してください。 

PRINT コマンドの常駐部が組み込まれました. 

[PRINT] 

最初に PRINT コマンドを実行したときに表示されます。 PRINT コマンドと同 
時に他の処理を実行するため、使用可能のメモリが数 K バイト減ります。 

SHARE はすでに組み込まれています. 

[SHARE] 

SHARE コマンドによる設定は一度しかできません。 

SORT : DOS のバージヨンが違います. 

[SORT] 

SORT コマンドは下位バージョンの MS - DOS では実行できません。 

SORT :ディスクの容量が足りません. 

[SORT] 

ディスクがいっぱいです。このため中間ファイルが作成できませんでした。 

SORT : メモリが足りません. 

[SORT] 

SORT コマンドを実行するためのメモリが十分ではありません。 

VERIFY は 〈 OFF 〉 （または 〈 ON 〉） です. 

[MS-DOS] 

VERIFY の状態を表示します。 

新しいディスクをドライブ X :に差し込み 
どれかキーを押してください. 

[FORMAT] 

FORMAT コマンド実行中に表示されます。表示されたドライブにディスクを入 
れ、何かキーを押すとフォーマットが開始されます。ディスクに入っているデ 
一夕はすべて消去されますので、注意してください。 
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新しいファイルです. 

[EDLIN] 

EDLIN で指定したファイルが見つからなレゝ場合に表示されます。新しいファイ 
ルを作成する場合、このメッセージは無視してください。そうでないときにこ 
のメッセージが表示された場合は、編集しようとしたファイル名を確かめてく 
ださい。 

アロケーションエラーです.サイズを調整しました. 

[CHKDSK] 

ディレクトリに示されているファイルのサイズが、そのファイルの実際の大き 
さと一致しません。 

一行が長すぎます. 

[EDLIN] 

REPLACE コマンドで置き換えようとした文字列が253文字を超えています。2 
つに分割して REPLACE コマンドを行ってください。 

印刷待ちのファイルがいっぱいになりました. 

[PRINT] 

印刷待ち行列はいっぱいです。印刷待ち行列のファイルの最大数はデフォルト 
10です。10以上の数を指定したい場合は、 PRINT コマンドで / Q スイッチを指定 
します。ただし、 / Q スイッチで指定できる最大数は32 (最小数は 4) です。 


印刷待ちのファイルはありません. 

[PRINT] 

印刷待ち行列は空です。 

受け側ディスクにシステム領域がありません. 

[SYS] 

システムを転送するディスクにシステムファイルを作成する空きがありません。 
すべてのファイルを削除するか、または新しいディスクを使用してください。 

受け側ディスクをドライブ X :に挿入してください. 

[DISKCOPY] 

DISKCOPY コマンドの実行中に表示されます。複写先のドライブにフォーマツ 
卜済みのディスクを入れてください。 DISKCOPY コマンドで使用する転送先の 
ディスクは、 FORMAT コマンドでフォーマットされていなければなりません。 
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エラーが発見されました. 

F パラメータが指定されていないのでディスクの修復は行われません. 
[CHKDSK] 

CHKDSK コマンドにより、ディスクにエラーが発見されました。 / F スイッチが 
指定されていなレゝ場合、 CHKDSK コマンドは続行されメッセージが表示されま 
すが、エラーは修正されません。 

エラーです.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉 

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

エラーです.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

オープンされているファイルが多すぎます. 

[EDLIN] 

FILES コマンドで設定されている値が少ないため、ファイルハンドルが足りな 
くなり、 . BAK ファイルが作成できません。 

送り側ディスクをドライブ X :に挿入してください. 

[DISKCOPY] 

表示されたドライブに、コピーするディスクを入れてください。 

書込みができません.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉 

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

書込み禁止です.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉 

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を參照してください。 

拡張子が「.巳 AK 」 のファイルは編集でさません. 

[SEDIT] 

拡張子が、、. BAK 〃 のファイルはバックアップファイルで、 SEDIT では編集で 
きません。ファイルの拡張子を変更してから再度 SEDIT を起動してください。 

環境のためのメモリが足りません. 

[MS-DOS] 

プロダラム環境領域にデータを追加するためのメモリがありません。 
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クラスタ番号が不良です. 

切り捨てました。 

[CHKDSK] 

ファイルのディレクトリエントリが、データエリアへの不正なポインタを持っ 
ています。 / F スイツチを指定することにより、そのファイルは長さ0のファイル 
に切り詰められます。 

警告！ディレクトリがいっぱいです. 

[RECOVER] 

ルートディレクトリがいっぱいで、 RECOVER コマンドを実行できません。い 
くつかのファイルを削除して、空きを作ってください。 

現在オープンされているファイルの数が多すぎます. 

COMMAND . COM がロードできません. 

[MS-DOS] 

CON FIG . SYS 内の FILES コマンドのパラメータを増やして、 MS - DOS を再起 
動してください。 


現在の時刻は hh : mm : ss です. 

[MS-DOS] 

TIME コマンドを実行したとき、および MS - DOS の起動時に表示されます。 

現在の日付は yy - mm-dd (〈曜日〉）です. 

[MS-DOS] 

DATE コマンドを実行したとき、および MS - DOS の起動時に表示されます。 

このディスクは使えません. 

続行しますか〈丫 / N 〉？ 

[CHKDSK] 

このディスクは MS - DOS では扱えません。使用している MS - DOS のバージヨン 
ではサポートしていないシステムでフォーマツトされたディスクか、または MS 
- DOS のディスクではありません。 

固定ディスクに対してこのメツセージが返されたときは、 MS - DOS にディスク 
の特性を通知する情報が破壊されていることを意味します。 


このディスクはシステムディスクとしては使えません. 

[FORMAT] 

システムファイルを書込むトラックが不良です。このディスクはデータ用にし 
か使用できません。 
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このディスクは使えません.〈読込み中〉〈ドライブ X :〉 

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

このファイルは読出ししかできません. 

[EDLIN] 

指定したファイルはリードオンリー属性に設定されているため、書き換えるこ 
とはできません。 

このファイル名は使用で吉ません. 

[SEDIT] 

既存のディレクトリと同じ名前や、 MS - DOS のシステムが予約しているファイ 
ル名は SEDIT では使えません。別のファイル名を指定してください。 

コピーすることはできません. 

[MS-DOS] 

COPY コマンドで指定した、送り側と受け側のファイル名が同じです。たとえば、 

COPY file 1 file 1 

を実行すると、このエラーが表示されます。 

コピーは完了しました. 

[DISKCOPY] 

ディスクコピーが終了しました。 

コピーは完了しませんでした. 

[DISKCOPY] 

すべてのファイルをコピーできませんでした。 

コピー前に送り側の内容が失われました. 

[MS-DOS] 

送り側ファイルとして使用されるファイルが、コピーの完了前に重ね書きされ 
てしまいました。たとえば、 

COPY a + b b 

では、コピーが終わる前に b ファイルの内容が破壊されてしまいます。 
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コマンドまたはファイル名が違います. 

[ MS - DOS ] 

指定したコマンドまたはプログラムが見つかりません。ファイル名を間違えた 
か、ファイルにコマンド検索パスの設定がされていないか、ディスクに存在し 
ない場合、表示されます。 

サブディレクトリの指定が違います. 

[ CHKDSK ] 

指定したサブディレクトリが存在しないか、または不良です。入力したサブデ 
ィレクトリ名を調べてください0 

シークエラーです.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

シークエラーです.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

システムが転送されました. 

[ FORMAT ] [ SYS ] 

FORMAT コマンドまたは SYS コマンドによって、システムファイノレ （MSDOS . 
SYS と 10. SYS ) が転送されました。 

システムディスクをドライブ（ X :)に差し込み、どれかキーを押してください. 
[ SYS ] 

SYS コマンドは、ディスクから 10. SYS と MSD 〇 S . SYS を読み込みます。この 
2つのファイルを含むディスクを、表示されたドライブに入れ何かキーを押す 
と、システムファイルがコピーされます。 

システムのサイズが合いません. 

[ SYS ] 

転送先にすでにある10 . SYS と MSDOS . SYS の大きさが、新しいシステムファ 
イルの必要とする大きさと異なっています。 

システムファイルを含むディスクをドライブに入れてください. 

[ FORMAT ] 

FORMAT コマンドで / S スイッチを指定しました。システムファイルを含むディ 
スクをドライブに入れてください。 
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システムを転送するためのメモリが足りません. 

[ FORMAT ] 

システムファイル （10. SYS と MSDOS . SYS ) を転送するには、メモリが足り 
ません。 

指定されたすベてのファイルは連続しています. 

[ CHKDSK ] 

すべてのファイルはおのおの連続しています。 

指定のディレクトリが見つかりません. 

[ SEDIT ] 

存在しないディレクトリを指定しました。指定したドライブ名やディレクトリ 
名を確認してください。 

出力装置が接続されているかチェックしてください. 

[ PRINT ] 

プリンタに電源がはいっていません。 

出力装置が割り当てられていません. 

[ PRINT ] 

最初に PRINT コマンドを実行したとき、どのデバイスを出力装置として指定す 
るかを尋ねてきます。存在しないデバイスを設定しようとすると、このメッセ 
ージが表示されます。 

出力装置を入力してください [ PRN ] : 

[ PRINT ] 

PRINT コマンドを最初に実行したときに表示されます。使用可能なデバイスな 
らばどれを指定してもよく、以後プリンタのデバイスとなります。単にリター 
ンキーを押すと、デフォルトの PRN がプリンタのデバイスとなります。 

処理を続行でぎません. 

[ CHKDSK ] 

現在のシステムで CHKDSK コマンドを実行するにはメモリが足りません。 

時刻の指定が違います. 

[ MS - DOS ] 

入力した時刻の書式が正しくありません。 


392 


A .3 —般のエラーメッセージ 


時刻を入力してください： 

[ MS - DOS ] 

MS - DOS が起動したとき表示されます。 TIME コマンドの書式に従って時刻を 
入力してください。時刻を変更しないか、またはそのままでよい場合はリター 
ンキーだけを押してください。 

実行できませんでした. 

[ MS - DOS ] 

コマンドを読み込むときにエラーが発見されたか、または CONFIG . SYS で設定 
されている FILES コマンドのパラメータが小さい場合に表示されます。パラメ 
一夕を増やして MS - DOS を再起動してください。 

準備ができたらどれかキーを押してください. 

[ FORMAT ] 

FORMAT コマンドで、処理が開始される前に表示されます。何かキーを押すと、 
フォーマットが始まります。中止したい場合は 丨 CTRL ) +「C j キーを押してくだ 
さい。 

準備がで吉たらどれかキーを押してください. 

[ DISKCOPY ] 

DISKCOPY コマンドで、処理が開始される前に表示されます。適切なドライブ 
にディスクを入れ、何かキーを押すとコピーが始まります。中止したい場合は、 
f CTRL 〕 + キーを押してください。 

準備ができたらどれかキーを押してください. 

[ MS - DOS ] 

コマンドの処理の途中で、他のメッセージと一緒に表示されます。また、バッ 
チファイル中で PAUSE コマンドを使用しているときも表示されます0通常、こ 
のプロンプトが表示される前に、適正なドライブへディスクを挿入するよう要 
求されます。何かキーを押すと処理が続行されます。 

すべてのファイルの印刷は取り消されました. 

[ PRINT ] 

PRINT コマンドで / T または / R スイッチを指定して実行した場合に表示されま 
す。 


セクタが見つかりません.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 
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セクタが見つかりません.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

セグメントを指定してください（16進）： 

[EXE 2 BIN ] 

ソースファイルが EXE ) には、ファイルをロードするセグメントを示す情報が 
含まれています〇作成したモジュールを配置するセグメントの絶対番地を指定 
してください。 

そのデバイスからバイナリ型式の読取りはできません. 

[ MS - DOS ] 

COPY コマンドを実行中に表示されます。デバイスからコピーしているときは、 
バイナリモードではコピーできません。 / B スイッチを取り去るか、または / A ス 
イッチを指定して ASCII モードでコピーします。 

中止 〈 A 〉， もう一度 〈 R 〉， 無視〈|〉7 
[MS DOS ] 

コマンドやプログラムの実行中に、ディスクエラーまたはデバイスエラーが生 
じたときに表示されます。実行中のコマンドやプログラムを中止する場合は 
⑼キー （ Abort ) を、再試行する場合は®キー （ Retry ) を、無視する場合は 
( JJ キー （ Ignore ) を押して答えます 。 A • 2「デバイスエラーメッセージ」を参 
照してください。 

続吉がありますのでどれかキーを押してください. 

[ MORE ] 

続きを見るためには、なにかキーを押してください。 

定義ファイルをオープンできません. 

[ ADDDRV ] 

ADDDRV コマンドで指定したディレクトリに定義ファイルがありません。 

定義ファイルを指定してください. 

[ ADDDRV ] 

デバイスドライノ くを組み込むための定義ファイルが指定されていません。 

定義ファイルに使用でぎないコマンドがあります. 

[ ADDDRV ] 

定義フアイルに DEVICE 以外のコマンドが入っています。 
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転送先の行番号を指定しなければなりません. 

[ EDLIN ] 

行のコピーやインサートを行うときは、転送先の行番号を指定してください。 

データエラーです.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉（または〈読込み中〉） 
[ MS - DOS ] 

デバイ スエラ ーです 。 A . 2「デバイス エラー メッ セージ」 を参照してください。 

ディスクがいっぱいです. 

[ MS - DOS ] [ SORT ] 

ディスク容量がいっぱいです。中間フアイルを作成できませんでした。 


ディスクがいっぱいです.書込みが完了しませんでした. 

[ EDLIN ] 

EDLIN で End コマンドを実行した際に、ディスクにファイル全体を収納する十 
分なスペースがありませんでした。 EDLIN は End コマンドを中止し、 MS-DOS 
の COMMAND レベルに戻ります。ファイルの一部はディスタに書き込まれてい 
ますが、この エラーが 生じた後はこのファイルは正しくありませんので 、 BAK 
ファイルを利用して編集作業を再び行ってください。 

ディスク交換はできません.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉（または〈読込み中〉） 
[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

ディスクの修復は行われません. 

[ CHKDSK ] 

ディスクにエラーが発見されました。 CHKDSK コマンドで修復したい場合は、 
/ F スイッチを指定してください。 


ディスクの種別が同じでなければなりません. 

[ DISKCOPY ] 

タイプの違うディスクどうしでは実行できません。この場合は、 COPY コマンド 
を使用してフアイルをコピーしてください0 

ディスクのボリユー厶ラベルを入力してください. 

漢字〈全角〉は 5 文字、英数字〈半角〉は 11 文字まで 
必要なければ〈改行キー〉： 

[ FORMAT ] 

FORM AT コマンドで/ V スイッチを指定したときに表示されます。ボリューム 
ラベルを入力してください。また、リターンキーのみを押すとボリュームラべ 
ルは付きません。 
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ディスクをドライブ X :に差し込み 
どれかキーを押してください. 

[ MS - DOS ] 

コピーまたはフォーマットのときに表示されます。表示されたドライブにディ 
スクを入れ、何かキーを押すと処理を開始します。 

ディレクトリがいっぱいです. 

[ EDLIN ] 

ファイルをセーブしようとしましたが、ルートディレクトリがいっぱいです。 
サブディレクトリにはこのような数の制限がありませんので、ファイルをサブ 
ディレクトリにセーブするとよいでしょう。 

ディレクトリ中の属性が不良です. 

[ CHKDSK ] 

このメッセージは'"または、、.."のあとに表示され、それらのディレクト 
リが不良であることを示します。 / F スイッチを指定した場合、このエラーは修正 
されます。 

ディレクトリの指定が違います. 

[ MS - DOS ] 

指定したディレクトリが存在しないか、または不良です。入力したディレクト 
リ名を調べてください。 

ディレクトリは作成できません. 

[ MS - DOS ] 

指定したディレクトリは作成できません。指定した名前がすでにファイル名と 
して使われているか、またはディスクがいっぱいです。 

ディレクトリは修復不可能です. 

ディレクトリをファイルに変換しますか〈丫 / N 〉？ 

[ CHKDSK ] 

U 二!キー （ Yes ) を押すと、誤りのあるディレクトリをファイルに変換しますので、 
その後、そのファイルを消去してください。 

デバイスドライバで指定されているセクタサイズが大さすぎます. 

[ MS - DOS ] 

CONFIG . SYS により読み込まれたデバイスドライバがシステム中のどのドライ 
バよりも大きなセクタサイズを使用しました。このデバイスドライバは使用で 
きません。 
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デバイスドライバの組み込みがでさません. 

[ ADDDRV ] 

定義ファイルで指定したデバイスドライバがありません。 

デバイスへの書込み中にエラーがありました. 

[ MS - DOS ] 

デバイスに送ったデータが多すぎるので、 MS - DOS は指定されたデバイスにデ 
一夕を書き込むことができません。 

デバイス名の指定が違います. 

[ MS - DOS ] 

指定したデノマイスが正しくありません。使用できるデバイスは CON 、 NUL 、 AUX 、 
PRN です。 

トラック0が不良です.このディスクは使えません. 

[ FORMAT ] 

FORMAT コマンドは、0トラック以外の欠陥セクタは修復できます。このメッ 
セージが表示された場合、フォーマットしようとしたディスクは使用できませ 
ん。他のディスクを使用してください。 

ドライブ X :のディスクのボリュームラベルは〈ラベル名〉 

[ MS - DOS ] 

DIR コマンドを実行したときに表示されます。表示されたドライブのディスクの 
ボリュームラベルは〈ラベル名〉です。 

ドライブ X :のディスクのボリュー厶ラベルはありません. 

[ MS - DOS ] 

DIR コマンドを実行したときに表示されます。表示されたドライブのディスクに 
は、ボリュームラベルがありません。 

ドライブの指定が違います. 

[ CHKDSK ] [ DISKCOPY ] [ FORMAT ] [ SYS ] 

正確なドライブ名を指定してください。 

ドライブの指定が違います.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

ドライブの準備ができていません.〈ドライブ X :〉〈書込み中〉（または〈読込み 
中〉） 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 
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ドライブまたはファイル名の指定が違います. 

[ EDLIN ] [ RECOVER ] 

指定したドライブまたはファイル名が不良です。 

入カ エラー 
[ EDLIN ] 

入力された最後のコマンドの書式に誤りがあります。正しい文法に従って入力 
し直してください。 

ネットワークドライブは CHKDSK できません. 

[ CHKDSK ] 

ネットワークドライブに対しては、 CHKDSK コマンドを実行できません。 

ネットワークドライブは RECOVER できません. 

[ RECOVER ] 

ネットワークドライブ上のファイルに対しては、 RECOVER コマンドを実行で 
きません。 

ネットワークドライブはフォーマットできません. 

[ FORMAT ] 

ネットワークドライブに対しては、 FORMAT コマンドを実行できません。 

破損チェインをファイルに変換しますか ( Y / N >? 

[ CHKDSK ] 

このメッセージに対し U ] キー （ Yes ) を押した場合、 / F が指定されていれば 
CHKDSK コマンドで発見された破損チェインをファイルに変換します。作成さ 
れるファイル名は FILEnnnn • CHK です。 [ n ] キー （ No ) を押した場合 、 CHKDSK 
コマンドはファイルを作らずに破損チェインを解放しますので、再割り当てが 
可能となります（すなわち、フリースペースが増えます）。 

バッチ処理を中止しますか ( Y / N )? 

[ MS - DOS ] 

バッチファイルを実行中に 「CTRL ] + @キーを押した場合に表示されます。中 
止する場合は0キー （ Yes ) を、続行する場合は®キー ( No ) を押してく 
ださい。 

バッチファイルのあるディスクをドライブに差し込み、どれかキーを押してくだ 
さい. 

[ MS - DOS ] 

指定したバッチファイルのディスクが、指定のドライブにありません。バッチ 
ファイルの入っているディスクを適性なドライブに挿入し直してください。 
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パイプ処理用の中間ファイルを作成でぎませんでした. 

[ MS - DOS ] 

パイプ処理では、その処理の途中で中間ファイルを作成します。この中間ファ 
イルを作成することができませんでした。 

パスが見つかりません. 

[ CHKDSK ] 

指定したパス名は正しくありません。 

パスの指定が違ろか、デイレクトリでないか、またはデイレクトリが空ではあり 
ません. 

[ MS - DOS ] 

指定したディレクトリは表示された理由で削除できません。 

パスのドライブの指定が違います. 

[ MS - DOS ] 

パスで設定されたドライブは存在しません。 

パスは定義されていません. 

[ MS - DOS ] 

パスが定義されていない場合に表示されます。オプションを付けずに PATH コ 
マンドを実行すると現在設定されているパスが表示されます。 

パスの指定が違ろか，またはファイルが見つかりません. 

[ MS - DOS ] [ ATTRIB ] 

正しくないパス名またはファイル名を指定しました。 

パラメータの数が違います. 

[ MS - DOS ] [ ATTRIB ] [ FC ] [ FIND ] [ JOIN ] [ RECOVER ] [ SUBST ] 

コマンドラインで指定したオプションが多すぎるか、または不足しています。 

パラメータの指定が違います. 

[ ASSIGN ] [ CHKDSK ] [ EDLIN ] [ FC ] [ FIND ] [ FORMAT ] [ PRINT ] [ SHARE ] 

指定したオプションが正しくありません。 

日付の指定が違います. 

[ MS - DOS ] 

入力した日付が正しくありません。 
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日付を入力してください： 

[ MS - DOS ] 

MS - DOS が起動したとき表示されます。 DATE コマンドの書式に従って日付を 
入力してください。日付を変更しないか、またはそのままでよい場合は、リタ 
ーンキーだけを押してください。 

ファイルアロケーションテーブルが不良です.〈ドライブ X :〉 

[ MS - DOS ] 

ディスクが不良です。 CHKDSK コマンドで確かめてください。 

ファイルが作れません. 

[ MS - DOS ] 

新しいファイルを作成、またはファイルの置き換えを行ったときにエラーが生 
じました。ファイルの置き換えでエラーとなった場合、そのファイルはリード 
オンリー（読み出し専用）のファイルですので、置き換えはできません 。 CHKDSK 
コマンドを実行してディスクを調べてください。 

ファイルが見つかりません. 

[ EDLIN ] [ FC ] [ FIND ] [ MS - DOS ] [ RECOVER ] 

指定したファイルが見つかりません。指定したディレクトリ内にファイルが存 
在しているかどうか、またはファイル名が正確かどうか調べてください。 

ファイル名が重複しているか、またはファイルが見つかりません. 

[ MS - DOS ] [ CHKDSK ] 

RENAME コマンドで指定したファイル名は、すでに存在しています。または、 
指定したファイルが見つかりません。 

ファイル名を指定してください. 

[ EDLIN ] 

ファイルを指定せずに EDLIN を起動しました。 

ファイルを終わりまで読込みました. 

[ EDLIN ] 

ファイルをすべてメモリに読み込みました。 

ファイルを読み込むためのメモリが足りません. 

[ EDLIN ] 

Transfer コマンドを実行しようとしましたが、メモリに余裕がありません〇編 
集中のファイルの一部をディスタに書き出すか、または削除して空きメモリを 
増やしてください。 
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フォーマットで芒ません. 

[ FORMAT ] 

このディスクはフォーマットできません。通常このメッセージは、フォーマッ 
卜できない理由とともに表示されます。 

スキップセクタを含みます.ファイルを切り捨てました. 

[ CHKDSK ] 

ファイルのチェイン内にスキップセクタを含むクラスタがあります。 / F を指定し 
て再度 CHKDSK コマンドを実行し、無効なクラスタをチェインからはずしてく 
ださい。 

文法が違います. 

[ MS - DOS ] [ ATTRIB ] [ FIND ] 

入力したコマンドが正しいかどうか調べてください。 

プログラムが大吉すぎてメモリに入りません. 

[ MS - DOS ] 

アプリケーションを実行するためのメモリが不足です。 MS - DOS を再起動する 
ことにより、現在のシステムで動作するアプリケーションもありますが、再起 
動してもなおこのメッセージが表示された場合は、メモリの拡張が必要です。 

編集ファイルが大吉すぎてメモリに入りません. 

[ SEDIT ] 

文書ファイルが大きすぎて、 SEDIT では編集できません。 EDLIN または、お手 
持ちのエディタか日本語ワープロをお使いください。 


編集用のメモリが足りませんのでプログラムを中断します. 

[ SEDIT ] 

SEDIT を起動できるだけの空きメモリがありません。他のプログラムの子プロ 
セスとして起動しようとしたのであれば、いったん親ブロセスに戻ってから再 
度起動してください。 

編集を中止しますか〈丫 / N 〉7 
[ EDLIN ] 

EDLIN を実行中、 Quit コマンドを選択したときに表示されます。 Quit コマンド 
は行った編集作業をすべて無効にし、 EDLIN を終了します。 CLJ キー ( Yes ) 
またはキー （ No ) を押して答えます。 
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別のディスクをフォーマットしますか〈丫 / N 〉7 
[ FORMAT ] 

別のディスクをフォーマットする場合はキー （ Yes ) を押します。終了する 
場合はキー ( No ) を押します。間違えて13キーを押した場合、'''どれか 
のキーを押してください。〃のメッセージ表示中に、 〔 CTRL 1+ 1 C 〕 キーを押す 
と 、 FORMA 丁コマンドを中止することができます。 

ボリュームラベルに使えない文字があります. 

[ FORMAT ] 

入力したボリュームラべルが正しくありません。ボリュームラべルは11文字ま 
で（漢字など2バイト文字は5文字まで）で、使用できるキャラクタは限られ 
ています。 

見つかりません. 

[ EDLIN ] 

Search コマンドまたは Replace コマンドで指定した文字列は、これ以上見つかり 
ません。 

無効なコマンドです.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 

メモリが足りません. 

[ JOIN ] [ SHARE ] [ SUBST ] 

コマンドを実行するためのメモリが足りません。 

メモリが不足です. 

[ CHKDSK ] [ EDLIN ] [ SORT ] 

指定されたコマンドを実行するためのメモリが足りません。 

メモリのアロケーションエラーです. 

COMMAND . COM をロードできません. 

[ MS - DOS ] 

MS - DOS のバックアップコピーから新しいディスクを作成し直し、 MS - DOS を 
再起動してください。 

要求形式が違います.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 
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用紙がありません.〈デバイス（デバイス名）〉〈書込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイ スエラ ーです 。 A . 2「デバイ スエラ ーメッセージ」を参照してください。 

読取りがでさません.〈ドライブ X :〉〈読込み中〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を參照してください。 


よろしいですか〈丫 / N 〉7 
[ MS - DOS ] 

DEL コマンドで、削除するファイル名に* . * ( カレントディレクトリ中のすべ 
てのファイル）、またはディレクトリを指定した場合に表示されます。 〔 Y 丨キー 
( Yes ) または 〔 N 1 キー （ No ) を押して答えます。 


よろしいですか < Y / N >? 

[ EDLIN ] 

Search コマンドまたは Replace コマンドを実行したときに表示されます。0キ 
一 （ Yes ) またはリターンキーを押すと、処理が続行されます。キー （ No ) 
を押すと、処理は中断されます。 

ラベルが見つかりません. 

[ MS - DOS ] 

バッチファイル中の GOTO コマンドで指定したラベルが存在しません。 

ルートディレクトリがいっぱいです. 

不必要なファイルを消去し、もろ一度 CHKDSK してください. 

[ CHKDSK ] 

CHKDSK コマンドは失われたファイルをルートディレクトリ上に修復します0 
この場合、ルートディレクトリがいっぱいなのでエラーが表示されました〇ル 
一トディレクトリの中のいくつかのファイルを削除し、修復されるファイルを 
作成するための領域を確保してください。 

ルートディレクトリの処理ができません. 

処理を続行で吉ません. 

[ CHKDSK ] 

CHKDSK コマンドの、ディレクトリ情報の検査中に、ルートディレクトリへ戻 
れなくなりました。 CHKDSK コマンドはルートへ戻る途中に残っているサブデ 
ィレクトリの検査をすることができません。 

ロック違反です.〈書込み中〉（または〈読込み中〉）〈ドライブ X :〉 

[ MS - DOS ] 

デバイスエラーです。 A . 2「デバイスエラーメッセージ」を参照してください。 
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付録 



目的別コマンドガイド 


「目的別コマンドガイド」は、目的とする作業に必要な MS-DOS コマンドを示しています。 

作業項目のなかから自分が行いたい作業を参照すると、コマンド名を知ることができるようになって 
います。 

作業項目は、大きく次の 6 つに分類されています。 

B. 1 「日常的な操作」 

B. 2 「ディスク装置を使う」 

B.3 「ディスク以外の周辺装置を使う」 

B.4 「日本語を入力する」 

B. 5 「システム設定をする」 

B.6 「アプリケーションプログラムを登録する」 


B .1 日常的な操作 


■コンビユータの基本的な情報 

• 日付を表示する . DATE 

•時間を表示する .TIME 

• MS-DOS のバージョンを表示する .VER 

•プロンプトにシステム情報を表示する . PROMPT 

■ファイル関連 

•ファイルを作る .COPY CON ファイル名 

EDLIN 

SEDIT 

•ファイルを コピーす る .COPY 

複数のファイルを一度にコピーする . ワイルド カー ドを使う コピー 

ディレクトリ単位でファイルをコピーする 

.COPY ディレクトリ名〜 
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付録巳目的別コマンドガイド 


•ディレクトリを含めてファイルをコピーする . XCOPY 

サブディレクトリも含めてコピーする . /S 

/E 

指定日以降に修正されたファイルをコピーする ./ D : 〈日付〉 

アーカイブ属性の付いたファイルをコピーする . /A 

/M 

•ファイルを削除する . DEL 

•ファイル名を変更する . REN 

•ファイルのサイズ/作成日時を見る . DIR 

•ファイルの内容を見る . TYPE 

MORE 

• 1 画面単位でファイルの内容を見る . MORE 

•ファイルの内容を 16 進で見る . DUMP 

•ファイル内の文字列を検索する . FIND 

•ファイル内のデータを並べ替える . SORT 

• 2つのファイルの内容を比較する . FC 

•ファイルの属性を変更する . ATTRIB 

•古いバージョンのファイルを更新する . REPLACE 

• ネットワーク内でファイルの共有やロックを行う . SHARE 

• DISK モード BASIC 形式のファイルと MS-DOS 形式のファイルとを変換する 

. FILECONV 

■ディレクトリ関連 

•ディレクトリ情報を見る . DIR 

•ディレクトリを作る . MD 

•ディレクトリを削除する . RD 

•ディレクトリ名を変更する . RENDIR 

•ディレクトリとファイルをコピーする . XCOPY 

サブディレクトリも含めてコピーする . /S 

/E 

指定日以降に修正されたファイルをコピーする ./ D ズ日付〉 

アーカイブ属性の付いたファイルをコピーする . /A 

/M 

•ディレクトリツリー構造を表示する . TREE 

■パスの設定/変更 

• コマンドファイルの検索パスを設定する . PATH 

SET PATH 

•データファイルの検索パスを設定する . APPEND 

•パス名をドライブ名で置き換える . SUBST 
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日. 2 ディスク装置を使う 


■入出力装置の変更 

•コマンドファイルを入出力するデバイスを変更する . CTTY 

• 論理装置に物理装置を割り当てる . ASSIGN 

■バッチプログラム（バッチファイル）関連 

• 実行時にコマンドラインを表示するかどうか指定する . ECHO 

•処理を反復する . FOR 

•処理を指定先に分岐する . GOTO 

•条件判断する . IF 

•処理を停止する . PAUSE 

• ノ《ラメ ー タをシフトする . SHIFT 

•コメント行を書く . REM 

• 指定したメッセージを表示してキーの入力を待つ . BATKEY 


B .2 ディスク装置を使5 


■フロッピィディスク 

•フロッピィディスクを初期化する . FORMAT 

MS - DOS を起動できるようにフロッピィディスクを初期化する …… /S 

フロッピィディスクを初期化する際にボリューム名を付ける /V 

• フロッピィディスクにシステムファイルをコピーする . SYS 

FORMAT /S 

•ディスクのボリューム名を設定/変更する . LABEL 

FORMAT /V 

•ディスクのボリューム名を見る . VOL 

• フロッピィディスクを別のディスタにそのままコピーする … DISKCOPY 

•容量の違うディスクにファイルをコピーする . XCOPY 

•ディスクの使用状況（残り容量など）を見る . CHKDSK 

•どのドライブから起動するか設定する . SWITCH 

•ディスクへの書き込み時に検査をする . VERIFY 

• 壊れたディスクの読み取り可能な部分を修復する . RECOVER 

•ドライブをディレクトリで参照する . JOIN 


4〇フ 
























付録巳目的別コマンドガイド 


■固定ディスク 

•簡単に固定ディスクを初期化する . FORMAT /E 

•固定ディスクを初期化する . FORMAT /H 

標準フォーマットで固定ディスクを初期化する . FORMAT 

拡張フォーマットで固定ディスクを初期化する . FORMAT 

•固定ディスクのボリューム名を設定/変更する . LABEL 

FORMAT /H 

•ディスクのボリューム名を見る . VOL 

•固定ディスクのバックアップをする . BACKUP 

サブディレクトリも含めてバックアップする . /S 

最後のバックアップ以降に変更のあったファイルだけをバックアップする 

. /M 

•バックアップファイルを復元する . RESTORE 

サブディレクトリも含めて復元する . /S 

最後のバックアップ以降に変更のあったファイルだけを復元する 

. /M 

復元先のディスクに存在しないファイルだけを復元する . /N 

•ディスクの使用状況（残り容量など）を見る . CHKDSK 

•ディレクトリを含めてファイルをコピーする . XCOPY 

•固定ディスクから起動する（しない）ように設定する . SWITCH 

•どのドライブから起動するか設定する . SWITCH 

システム起動時のメニュー画面 

•ディスクへの書き込み時に検査をする . VERIFY 

• 壊れたディスクの読み取り可能な部分を修復する . RECOVER 

• 固定ディスクの表面検査/スキップセクタの代替処理をする …… HDUTL 
•ドライブをディレクトリで参照する . JOIN 


B .3 ディスク以外の周辺装置を使5 


■ディスプレイ 

•画面を消去する . CLS 

•表示文字の色を変更する . SWITCH 

■キーボード 

•キーの割り当てを変更する . KEY 
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巳. 3 ディスク以外の周辺装置を使5 


■ブリンタ 

•印®！する . COPY 〜 PRN 

PRINT 

他の作業をしながら（バックグラウンドで）印刷する . PRINT 

•プリンタを使えるようにする 

. DEVICE = PRINT • SYS (CONFIG . SYS 内） 

ユーザー定義文字を印字する . /U 

漢字の印字サイズを変更する . / P 1 

•16X16 ドット系プリンタを使う . SWITCH 

• 24X24 ドット系プリンタを使う . SWITCH 

• 漢字の印字サイズを変更する . SWITCH 


■マウス 

• マウスを使えるようにする 

. DEVICE 二 MOUSE . SYS ( CONFIG . SYS 内) 

■ RAMDISK 

• RAMDISK を使えるようにする 

. DEVICE : RAMDISK . SYS (CONFIG . SYS 内) 


RAMDISK の容量などを設定する .[ sssss ] [ bbbb ] [ dddd ] 

本体メモリ上に RAMDISK の領域を確保する . /M 

EMS メモリ上に RAMDISK の領域を確保する . /E 


■拡張メモリ 

•拡張メモリを使えるようにする 

. DEVICE = EMM .SYS ( CONFIG . SYS 内) 

DEVICE = EMM 386 . SYS ( CONFIG . SYS 内) 
CPU が 386/386 SX 、486/486 SX の機種で拡張メモリを使う 

. EMM 386. SYS 

CPU の種類を問わないで拡張メモリを使う . EMM . SYS 


■ RS -232 C インターフエイス 

• RS -232 C インターフェイスを使えるようにする 

. DEVICE 二 RSDRV . SYS (CONFIG . SYS 内) 


•通信に必要なパラメータを設定する . SPEED 

SWITCH 

• RS -232 C インターフェイスを起動する . SPEED 

•データの送/受信をする . COPYA 

■数値演算プロセッサ 

•数値演算プロセッサの使用設定をする . SWITCH 


409 























付録巳目的別コマンドガイド 


B . 4日本語を入力する 


■日本語入力に必要な設定 

• 逐次または連文節変換を行う 

.DEVICE = NECAIK1.DRV (CONFIG. SYS 内) 

DEVICE 二 NECAIK2 . DRV (CONFIG. SYS 内) 
• 単文節変換を行う . DEVICE 二 NECDIC. DRV (CONFIG. SYS 内) 


■辞書ファイル関連 

•辞書に単語登録/削除をする . DICM 

•辞書に登録されている単語の一覧を見る . DICM 

•辞書ファイルの再編成をする . DICM 

• 2 つ以上の辞書を 1 つにまとめる . DICM 

■ユーザー定義文字に関して 

•自分で作った文字（ユーザー定義文字）を登録/変更する …… USKCGM 


B .5 システム設定をする 


■システム設定に関して 

•コマンドプロセッサの起動 . COMMAND 

•子プロセスから親プロセスへの復帰 . EXIT 

• CONFIG . SYS の作成/変更する . CUSTOM 

各種デバイスドライバを組み込む . .. DEVICE: 

〔 CTRL 〕 +丨 C 丨をすベての処理に対して有効にする . BREAK = 

ディスクバッファの数を設定する . BUFFERS: 

同時にオープンできるファイルの数を設定する . FCBS 二 

アクセスできるドライブ数の最大値を設定する . LASTDRIVE 二 

使用するコマンドプロセッサ (COMMAND . COM) を指定する 

.SHELL = 

•環境文字列を設定/変更する .SET 

•キャラクタ系デバイスドライバを組み込む . ADDDRV 

• ADDDRV で組み込んだデバイスドライバを削除する . DELDRV 
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巳. 6 アプリケーションプログラムを登録する 


B .6 アプリケーションプログラムを登録する 

■アプリケーションプログラムの登録に関して 

• 登録用定義ファイルを使ってアブリケーションの運用ディスクを作成する 

.SETUP 
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付録 


ASCII 制御コード表 


1 文字の ASCII 制御コードにより、次の表に示された CRT 画面の制御を行うことができます。 


16 進 

文字 

名称 

略号 

内容 

07H 


¥a 

(BEL) 

ベル （ BEL) 

08H 

- H 

¥b 

FEO(BS) 

後退 (BS) 

09H 

-I 

¥t 

FEl(HT) 

水平タブ （ HT) 

OAH 


¥n 

FE2(LF) 

改行 (LF) 

OBH 


¥v 

FE3(VT) 

垂直タブ (VT) 

OCH 

-L 

¥f 

FE4(FF) 

書式送り (FF) 

ODH 


¥r 

FE5(CR) 

復帰 (CR) 

1AH 

-z 

SUB 

S 

置換キャラクタ 

1BH 

汀 

ESC 

E 

拡張 




















付録 


エスケ ー プシ ー ケンス表 


CR 丁画面の制御を行うエスケープシーケンスには、次のものがあります。ここで ESC はエスケープコ 
ード （1 BH ) を表し、パラメータ pn 、 pi 、 pc 、 ps は10進数を表しています。 

■ PC - 9800シリーズのエスケープシーケンス 


コード 

機肯巨 

ESC [ pl;pcH 

カーソルを pi 行 pc カラムに移動させる 

ESC [ pl;pcf 

同上 

ESC =lc 

ESC [ pl ; pcH と同じだが、1と c は16進数で 20 H が加えられ 
た値となる。1は行位置、 c はカラム位置となる 

ESC [pnA 

カーソルを pn 行上の同ーカラム位置に移動させる 

ESC [pnB 

カーソルを pn 行下の同ーカラム位置に移動させる 

ESC [pnC 

カーソルを pn 文字右に移動させる 

ESC [pnD 

カーソルを pn 文字左に移動させる 

ESC [OJ 

カーソル位置から最終行の右端までをクリアする 

ESC [1 J 

先頭行の左端から力ーソル位置までをクリアする 

ESC [2 J 

画面全体をクリアし、カーソルをホーム位置へ移動させる 

ESC * 

同上 

ESC [OK 

カーソル位置から行の右端までをクリアする 

ESC [IK 

行の左端からカーソル位置までをクリアする 

ESC [2 K 

カーソルが位置する行の左端から右端までをクリアする 

ESC [pnM 

カーソルが位置する行から下を pn 行削除する 

ESC [pnL 

カーソルが位置する行の上に pn 行の空白行を揷入する 

ESC D 

カラム位置をそのままに、カーソルを1行下に移動させる。 
カーソルが最終行にある場合は、1行スクロールアップする 

ESC E 

カーソルを1行下の左端に移動させる。カーソルが最終行に 
ある場合は、1行スクロールアップする 

ESC M 

カラム位置をそのままに、カーソルを1行上の行に移動させ 
る。力ーソルが最終行にある場合は、1行スクロー ルダウン 
する 

ESC [s 

カーソル位置と表示文字の属性をセーブする 

ESC [u 

ESC [ s でセーブした内容をロードする。 ESC [ s が実行されて 
ぃなしゝ場合には、ホーム位置と属性の規定値が与えられる 










付録 □ エスケープシーケンス表 


コード 

機肯 g 

ESC [6n 

カーソル位置を、 

コンソール入力直後に知らせる 

ESC )0 

画面モードを漢字モードにする（規定値） 

ESC )3 

画面モードをグラフ文字モードにする 

ESC [>51 

カーソルを画面に表示させる（規定値） 

ESC [ 〉 5h 

カーソルを画面に表示させない 

ESC [>lh 

ファンクションキーの内容を画面に表示させない 

ESC [>11 

ファンクションキーの内容を画面に表示させる（規定値） 

ESC [>3h 

画面の表示行数を 20 行にする（ノーマルモードのみ） 

ESC [>3n 

画面の表示行数を 31 行にする（ハイレゾモードのみ） 

ESC [>31 

画面の表示行数を 25 行にする（規定値） 

ESC [ps;.";psm 

表示文字の属性を設定する 


<ps の値〉 

〈内容〉 


0 

規定値 


1 

ハイライト（モノクロのみ） 


2 

バーテイカルライン 


4 

アンダーライン 


5 

ブリンク 


7 

リバース 


16 (または 8) 

シークレット（不可視） 


30 

黒 


31 (または 17) 

赤 


32 (または 20) 

緑 


33 (または 21) 

黄色 


34 (または 18) 

青 


35 (または 19) 

紫 


36 (または 22) 

水色 


37 (または 23) 

白 


40 

黒反転 


41 

赤反転 


42 

緑反転 


43 

黄色反転 


44 

青反転 


45 

紫反転 


46 

水色反転 


47 

白反転 

ESC [Pn;...;Pnp 

ESC [に続く最初の 1 文字に対応するキーに、 2 番目以降の文 


字、または文字列を割り当てる 

ESC [，’ string'p 

同上 


ESC [Pn;”string”;Pnp 

同上 
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付録 □ エスケープシーケンス表 


■ PC - H 98 でのみ使用可能なエスケープシーケンス 

PC-H98 では、拡張されたハードウェア機能を利用するために、使用できるエスケープシーケンスが PC 
-9801X X や PC-98X X より増えています。 

次の表に PC - H 98 のみで使用できるエスケープシーケンスを示します。 


コード 

機能 

ESC [?5 h 

Enable Extended Attribute Mode 

拡張アトリビュートモードにする指示です。このモードでは 
画面の表示文字の色属性をフォアグラウンドカラー（文字色） 

とバックグラウンドカラー（背景色）に分けて指定できるよ 
うになります。 

ESC [?51 

Disable Extended Attribute Mode 

標準アトリビュートモードにする指示です。システムの規定 
値はこのモードであり、拡張アトリビュートモードの使用が 
終了したら、必ずこのモードに戻してください。 

ESC [ ps; …; psm 

Character Attribute 

表示文字に属性を指示することができます。属性は一度指示 
すると以降に続く表示文字に適用され、次の属彳生の指定まで 
有効です。 

パラメータ ps は一度に複数指定できますが、色の指定はその 
内のひとつにする必要があります。 ps には次の値を用います 
が、2つのどれかを指定できるものもあります。 

〈 ps の値〉 標準モード 拡張モード （*1) 

0 規定の属性 — 

1 ハイ ライト （* 2) — 

2 バーテイカルライン — 

4 アンダーライン — 

5 ブリンク — 

7 リバース — 

16 (または 8) シークレット（不可視）— 

フォアグラウンド 

30 黒淡（暗） — 

31(または 17) 赤 — 

32 (または 20) 緑 — 

33 (または 21) 黄色 — 

34 (または 18) 青 — 

35(または 19) 紫 — 

36 (または 22) 水色 — 

37(または 23) 白 ― 
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付録 □ エスケープシーケンス表 


コード 機—能 


< ps の値〉 

標準モード 

拡張モード （*1) 
ノマックグラウンド 

40 

黒反転 

黒 

41 

赤反転 

赤 

42 

緑反転 

緑 

43 

黄色反転 

黄色 

44 

青反転 

青 

45 

紫反転 

紫 

46 

水色反転 

水色 

47 

白反転 

白 


規定の属性に戻すには 、 ESC [ m が最適です。 


(*1) …拡張モードは 、 ESC [?5 h にて拡張モードにした場合のみ使用可能です。また、拡張モード 
を使用したプログラムは、終了時にモードを標準モードに戻す必要があります。 

(* 2 ) …モノクロのみ 
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索弓 I 


□ 

A ( EDLIN ) .70 

ADDDRV (コマンド） . 16,254 

ADDDRV 用定義ファイルの作成/更新……49 

ANK と漢字の比率 . 175 

APPEND (コマンド） . 18 

ASSIGN (コマンド） . 20 

ATTRIB (コマンド） . 23 

AUTOEXEC . BAT . 9 

AUTOEXEC . BAT の例 . 258 

AUX (デバイスファイル名） . 8,44,266 

AUX 1 (デバイスファイル名) . 8,266 

AUX 2 (デバイスファイル名） . 8,266 

因 

BACKUP . LOG . 25 

BACKUP (コマンド） . 25 

BATKEY (コマンド） . 194 

BOOT ( FORMAT ). 104，107 
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